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小松 I遺跡発掘調査報告書

一般県道釜石住田線金ノ倉～山脈地工区クロスロード整備事業



本県には、縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地

があり、10,700ケ所にも及ぶ遺跡が確認されております。これら先人の

残した文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた

重大な責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にと

もなう社会資本の充実もまた重要な一施策であります。

このような埋蔵文化野の保護・保存と開発の調和も今日的課題であ

り、当文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委

員会の指導と調整のもとに、開発事業によって止むを得ず消滅する遺跡

の発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、岩手県大船渡地方振興局土木部が整備を進めている県道

釜石住田線改良工事に関連して、平成12年度から3年間実施した小松 I

遺跡の調査結果をまとめたものであります。本調査により、縄文時代早

期中葉～前期初頭の住居跡 。竪穴状遺構・土坑・焼土などの遺構のほ

か、主に縄文時代早期中葉から弥生時代初めの遺物が確認され、貴重な

資料を提供することができました。

本報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に姑す

る理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助・

ご協力を賜りました岩手県大船渡地方振興局土木部・住田町教育委員会

をはじめ、関係各位に哀心より謝意を表します。

平成15年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 合  田  武



例 言

1.本報告書は、岩手県住田町上有住小松281他 に所在する、小松 I遺跡の発掘調査結果を収録したも
のである。

2.本遺跡の発掘調査は、一般県道釜石住田線改良に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は、岩手県教

育委員会と岩手県大船渡地方振興局土木部との協議を経て、(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターが担当した。

3.本遺跡の成果は、平成 12。 13・ 14年度分の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査第370集 。397集 。

418集「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」に公表したが、本書を正式な報告とする。

4.岩手県遺跡登録台帳における番号と調査時の遺跡略号は、以下の通 りである。

遺跡番号   NF07-0030
遺跡略号   KMI-00、 KMI-01、 KMI-02

5。 調査期間 。調査面積 。調査担当者は以下のとおりである。

調査期間   平成12年 6月 19日 ～12月 4日
平成13年 5月 22日 ～11月 30日

平成14年4月 10日 ～ 9月 30日

調査面積   5,825♂

調査担当者  平成12年度  吉田 充 。 鳥居達人
平成13年度  吉田 充 ・ 西沢正晴  ・ 佐藤あき子
平成14年度  吉田 充 ・ 阿部孝明

6.室内整理期間と整理担当者は以下のとおりである。

室内整理期間 平成12年 11月 1日 ～平成13年 3月 31日
平成13年 11月 1日 ～平成14年 3月 31日

平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日

整理担当者  吉田 充
7.本報告書の執筆は「Ⅳ検出遺構と遺物」の遺構については吉田 充・鳥居達人 。西澤正晴が、
それ以外と編集は吉田 充が担当した。
8.分析鑑定及び委託業務は次の方々に依頼した (敬称略)。

石質鑑定   花商岩研究会
大化材鑑定  木炭協会 早坂松次郎
自然科学分析 (テ フラ同定 放射性炭素年代 花粉 植物珪酸体 微細遺物 焼土 動物遺体)

パリノサーヴェイ株式会社

9.国土地理院発行の地図を複製したものは図中に図幅名と縮尺を記した。
10。 遺構の埋土観察には、小山・竹原編「新版標準土色帖」を参考にした。

11.本報告書の作成にあたり、次の方々からご指導とご教示をいただいた (敬称略)。

相原淳― (宮城県教育庁)谷藤保則 他 (群馬県立埋蔵文化財センター)熊谷 賢 (陸前高田市立博
物館)

12.野外調査にあたっては、住田町の方々にご協力をいただいた。

13.本遺跡から出土した遺物及び調査にかかわる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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I.調査に至る経過

小松 I遺跡は、一般県道釜石住田線金ノ倉～山脈地工区クロスロード整備事業 (新交流ネットワーク道路

整備事業)施工に伴い、遺跡が事業区内に位置することから発掘調査をすすめることになったものである。

一般県道釜石住田線金ノ倉～山脈地工区は沿線に小学校等の公共機関及び店舗、住宅が連なる住田町上有

住の中心行を通り国道340号への連絡する生活道路、滝観洞への観光道路となっているが、幅貝が5.5mと 狭

小で小半径のカーブが連続し、交通の除路区間となっていることから、歩行者の安全な通行と円滑な自動車

交通の確保が阻害されており幹線道路としての機能が低下している。これらの問題を解決すべく平成 3年に

新規採択された改良工事区間で、平成4年以降本格的な工事を行っている。

当事業の施工にかかわる埋蔵文化財の扱いについては、岩手県大船渡地方振興局土木部へ平成10年 9月 21

日付け教文第672号「一般県道金石住田線道路改良における埋蔵文化財の分布調査について (回答)」 イこ於い

て回答し、その際今後の進め方は文化課と協議していくという調査結果が付記された。

回答を受けた岩手県大船渡地方振興局土木部では、本遺跡を含む工事を平成12年 10月 より工事着手を予定

し、平成11年■月 8日 付け大地土第385号「新交流ネットワーク道路整備事業における埋蔵文化財の試掘調

査について (依頼)」 の文書により岩手県教育委員会に対して試掘を依頼し、依頼を受けた岩手県教育委員

会では平成11年 11月 15日 及び12月 9日 に試掘調査を実施したが、その結果を平成11年 12月 21日 付け教文第

950号「新交流ネットワーク道路整備事業における埋蔵文化財の試掘調査について (回答)」 イこ於いて、岩手

県大船渡地方振興局土木部に回答し、その際本遺跡の発掘調査を必要とすることが付記されたものである。

発掘調査は平成12年 6月 19日 から2ヶ 月予定で行われた。調査の結果、試掘調査では確認できなかった文

化面が複数枚あり、また遺跡を埋めている土も厚く最大数mあ ることが判明した。しかも、県内で発掘例の

少ない縄文時代早期中葉から前期前半にかけての集落跡であることが確認された。この調査状況を受け、同

年 9月 25日 文化課・岩手県大船渡地方振興局土木部 。文化振興事業団埋蔵文化財センターの 3者は現地協議

を行い13年度も発掘調査を実施することを確認した。文化課は10月 30～ 31日 にかけて再度試掘調査を行い、

遺跡がさらに西側にのびることを確認した。その結果、平成13年度も4,345だ の調査が必要とされた。平成

12年度分の調査は12月 2日 まで実施され、当初調査面積1,700�に対して変更面積2,000だ、実施調査面積は

1,305ご となった。

平成13年度調査は平成13年 5月 22日 から実施された。当初 4月 から調査を予定していたが、イヌワシの生

息に関する環境調査で1.5ケ 月遅れの調査となった。12年度同様に遺跡を埋めている土は最大数mで、主に

縄文時代早期末から前期初頭にかけての集落跡を確認した。同年は台風の当たり年で8月 と9月 に浸水
。崩

落の災害にあった。調査は11月 30日 まで実施され、実施調査面積2,395だ となった。

平成14年度調査は平成14年 4月 10日 から実施された。調査面積は昨年度未了部分に遺跡東側の水路付け替

え部分が追加され2,200∬ となった。地山までの最大深度は最大約 6mと なり、昨年度同様 8月 に台風が通

過し、安全対策をしていたにもかかわらず、予想を上回る大雨で大量の地下水が湧き出し崩落・冠水した。

このため危険個所の調査を中止し、埋め戻した (第 10図網かけ部分)。 その後は順調にすすみ、 9月 26日 に

3年間に及んだ調査が終了した。 3年間の調査面積は約5,800だ となった。

(岩手県大船渡地方振興局土木部)
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Ⅱ。遺跡の立地と環境

1.遺 跡 の位 置 (第 1図 )
気仙郡住田町は県南東部に位置し、北は遠野市、西は江刺市、南西は大東町、南は陸前高田市、東は大船

渡市、北西は釜石市の 5市 1町に接している。住田町は昭和30年に世田米町、上有住村、下有住村が合併し

てできた町である。藩政時代には小松峠を越えて遠野と盛を結ぶ遠野街道、日詰駅と高田駅とを結ぶ高田遠

野街道、水沢と海岸地方を結ぶ盛街道などの道路があり、宿場、駅場、馬宿、市場として世田米や八日町が

栄えた。現在は国道340号線 (八戸市一陸前高田市)、 国道107号 (横手市一大船渡市)、 国道397号 (東成瀬

村一住田町)と して利用されている。高清水山に源流を持つ気仙川は途中でいくつかの支流と合流しながら

上有住一下有住―世田米とC字状に流れ下り、陸前高田市に向けて南流する。面積334.83kだ、その90%が山

林原野でしめられる。人口は7,199人 (平成15年 6月 末)である。

小松 I遺跡は、JR釜石線上有住駅の南西約85kmに位置する。気仙川右岸の山裾にあり、標高は200。900～

202.600mで ある。現況は畑および水田である。

2.地 形 (第 2図 )
住田町は北上高地内にある。気仙川とその支流沿いには谷低平野が広がり、中位面と低位面 (沖積面)が

分布する。本遺跡がのる中位面は上流側の鏡岩と下流側八日町入り日付近で隔離された面で、気仙川に分断

されながら細長く分布する。両岸は非対称的で、右岸 (北側)は北西―南東方向の断層の影響のためか山地

が平野に接するのに対し、左岸 (南側)は平野と山地の間に丘陵上のなだらかな地形が続く。平野部は、小

松―深渡地区を除き南から北に向けて緩く傾斜している。本遺跡の地山は主に砂礫層で、 4～ 9区 にかけて

は旧気仙川の自然堤防と河床が確認され、北西方向に下っている。また、小規模な谷地形の先端部分では土

石流による段丘状地形が認められ、調査区内では最大数mの厚さで堆積している。

3.地 質 (第2図 )
気仙地域は南部北上山地に位置する。遺跡周辺は日詰一気仙沼断層の東側に位置し、それに派生するとみ

られるWNW― SES方向の断層に挟まれながら、主に石炭系～二畳系の地層が分布している。気仙地区は古

生代の地層の模式地と言われるほど古生代各時代の堆積物が良くそろって保存されている地域である。古期

花尚岩 (氷上花尚岩)を基盤として、古生代シルル紀・デボン紀 (川内層・大野層 。中里層 。大森層)、 石

炭紀 (日 頃市層・鬼丸層 。長岩層)、 三畳紀 (坂本沢層・叶倉層 。登米層)の堆積物が分布している。川内

層は石灰岩よりなり、床板サンゴや四放サンゴの外、層孔虫・腕足類 。三葉虫など多くの化石が含まれる。

大野層は主に凝灰岩よりなり、花尚岩片を含む。この層からは床板サンゴや苔虫・海百合などの化石が産出

する。中里層下部は角礫疑灰岩、中部は黒色粘板岩 。粗粒凝灰岩、上部は屍灰岩・砂岩・黒色粘板岩からな

る。上部層からはわずかに三葉虫や腕足類などの化石を産出する。大森層下部は礫混じり砂岩、上部は砂岩

からなる。日頃市層は主に細粒凝灰岩や凝灰質粘板岩よりなり、後者には魚卵状石灰岩薄層が挟在する。腕

足類・三葉虫・二枚貝・巻貝・苔虫・海百合などの化石を産出する。鬼丸層は主に黒色泥質石灰岩からなり、

四放サンゴ類のほか紡錘虫の原始的グループを産出する。長岩層は灰白色石灰岩とそれに介在する凝灰岩薄

層からなる。四放サンゴの大形群体や床板サンゴの群体などの化石が含まれる。坂本沢層の基底には厚く礫

岩 。砂岩を堆積させ、陸上から流された植物の化石のほか、海の生物化石も多く産出する。中でも紡錘虫は

種類が多い。叶倉層下部は礫岩・砂岩層をレンズ状に挟む砂質粘板岩からなる。上部では石灰岩のレンズ状
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地形図

日頃市層

断層・層界
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大森層・中里層     4//1川 内層

地質図

第 2図 地形・地質図
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岩体が発達し、さらに「薄衣礫岩」と呼ばれる花聞岩の巨礫を含む礫岩が発達する。本層の砂岩相では腕足

類・二枚貝・巻貝・苔虫類・紡錘虫類を、石灰岩相ではサンゴ類 。石灰藻・紡錘虫類を産出する。登米層は

黒色粘板岩が卓越する層で、気仙地区では浸食されてほとんど残っていない。これら古生代の地層は山体や

段丘崖では観察されるが、平野部では気仙川の堆積物に覆われ見ることができない。山麓では十和田―中撤

火山灰や崖錐性堆積物に覆われ、緩斜面を呈する部分がある。

小松洞穴やその向かいにある鏡岩では黒色の泥質石灰岩が観察され、本遺跡 0～ 1区までの北側山地に分

布している。2区付近から八日町にかけての後背山地には、泥質石灰岩と断層で接した氷上花尚岩が広がる。

非常に脆くなっており、遺跡の埋土には大小の岩石が塊状に含まれる。

4.各 調査 区土層 (第 3～ 8図 )
本調査区は北西南東方向に約300mと 長く、遺弥を埋めている堆積物は一様でないために調査区 (0、 1、 2、

3、 4、 5～ 7、 8、 9、 10区)ごとに土層を説明する。

(1)0区 (第 3図 )

最東端にある調査区で、地山の標高は約202.500mで ある。古生界二畳系の石灰岩上に気仙川の堆積物を

のせ、これを地山としている。本調査区の東側 2/3は後背の山地が迫出す部分で、山地の裾付近には地山

上に崖錐性堆積物が堆積している。調査区内で一番高いところに位置し、遺跡内では古くから生活場所とし

て利用されていた。土層は10層に区分される。下位から砂礫層・崖錐性礫混粘土層 (地山)、 黒褐色土、崖

錐性礫混粘土、黒色土、黒褐色上、十和田―中扱火山灰 (以下To― Cu)、 黒色土層の順に堆積している。遺

構はX層 (地山)、 Ⅵb-5層 (基本土層―調査区土層、以下同じ)(黒褐色土)、 Ⅱb-2層 (黒褐色土)で検

出された。遺物から読み取れる時期は、それぞれ縄文時代早期後葉、縄文時代早期末葉～前期前葉、縄文時

代晩期末～弥生時代初め、江戸時代末葉～明治時代初め (墓廣)に属する。この中で 5層黒褐色土には獣骨

や炭化物片が土器や石器とともに含まれ、本層の分布範囲は捨て場であったと考えられる。

(2)1区 (第 4図 )

戦後耕作地として改良される前は山体から平野部にかけて緩斜面が続いていたところである。調査前は山

体側で最大数m削平された状態で確認された。調査区外の山体側約10m奥まで緩斜面がまだ残っており、調

査結果から考えるとこの部分にさらに遺構が広がる可能性は大きい。本区は全調査区の中で埋土は比較的薄

い。山体側は崖錐性堆積物がのるため埋土はやや厚いが、平野部側は礫層を直接黒色土が覆うだけで、埋土

厚は約50clllである。調査区東側から西側に緩く傾斜し、西寄り中央部が窪み、その両側は自然堤防状の高ま

りを呈する。土層は下位から砂礫層 (地山)、 褐色粘土層、暗褐色砂礫質粘土層、褐色粘土～オリーブ褐色

砂礫互層、暗褐色砂礫質粘土層、褐色粘土層、To― Cu層、崖錐性堆積物、黒色土層、撹乱層 。耕作土であ

る。遺構はX(地山、粘土)、 Ⅶal-11層 (褐色土)、 V-10層 (暗褐色土)、 Ⅳa3~7層 (暗褐色土)、 Πb―

5層 (黒色土)で検出された。遺物から読みとれる時期は、縄文時代早期中葉、末葉～前期前葉、後期、晩

期末～弥生時代初め、後葉、奈良時代である。

(3)2区 (第 5図 )

後背山地から沢が流れ、東西方向に走る農業用水路に注ぐ。以前は平野部に向かってまっすぐ流れ、生活

用水として利用され、現在でも飲み水として利用されている。本区周辺の山体側堆積物は沢から供給された

と考えられる細礫～細礫質粘土で構成されるものが多い。山体側に厚く推積し、平野部 (民家側)に向かっ

て層厚を減ずる。地山は気仙川旧河道沿いに堆積した砂礫で、場所により巨礫を伴う。平野部側は自然堤防

の高まりを呈し、山体側は旧1可床で低 くなっている。土層は下位から砂礫層 (地山)、 褐色砂礫質粘土、暗
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褐色砂礫質粘土、褐色砂礫質粘土、暗褐色砂礫質粘土、褐色砂礫質粘土、暗掲色砂礫質粘土、褐色砂礫質粘

土、暗褐色砂礫質粘土、褐色砂礫質粘土、褐色粘上、TO― cu、 黒色土、褐色砂礫質粘土、黒色土である。

遺構はⅦa2~24層 (暗褐色砂礫質粘土)、 V-17層 (暗褐色砂礫質粘土)、 Ⅳa3~9層 (暗褐色砂礫質粘土)、

Ⅳa2~7層 (褐色砂礫質粘土)で検出された。遺物から読みとれる時期は、それぞれ縄文時代早期末～前期

前葉である。

(4)3区 (第 4図 )

山体側と平野部、気仙川上流側と下流側 (北西)と では堆積環境が少しずつ異なる。 2区寄りの山体側は

2区同様に複数の包含層が分布する。平野側は耕作土下の黒色土内に気仙川洪水時の堆積物を厚く混入させ、

山体側包含層を含む層に対応する部分には砂礫質土と粘土が互層しながら堆積し、頻繁に気仙川やその支流

の影響を受ける環境にあったと推定される。後者の環境が 3区の約 2/3を しめる。また、西側は河ヽ谷から

発生したと見られる土石流堆積物?が挟まれ、 4区に厚 く延びている。土層は下位から砂礫層 (地山)、 暗褐
色砂質粘土、褐色砂礫質粘土とオリーブ褐色砂礫互層、黒色土、洪水堆積物、黒色土、洪水堆積物、黒色土、

耕作土・盛土である。遺構はV-32層 (暗褐色砂礫質粘土)と Ⅳb層 -15～ 31層 (褐色砂礫質粘土とオリーブ

褐色砂礫互層内粘土層)で検出された。遺物から読みとれる時期は、縄文時代早期末～前期前葉頃である。

(5)4区 (第 6図 )

後背山体に小谷地形があり、普段は枯れ沢であるが、雨量が多いときはにわかに水が流れ出す。本区は山

体側から舌状に段丘状地形を呈している部分で、豪雨期に土砂流が押し寄せたためにできた地形と推測され

る。埋土には数mの堆積物が確認されている。調査区北側は地山 (砂礫)が山体側に向かって窪み、反対側

(水田側)は逆に高くなることから他の区と同様に気仙川旧河道跡とみられる。土層は下位から砂礫層 (地

山)、 オリーブ褐色砂質粘土層、黒掲色砂礫質粘土層、褐色粘土とオリーブ褐色砂礫互層、To― Cu、 土砂流

堆積物、黒色土と土砂流堆積物互層である。遺構はV-16層 (黒褐色砂礫質粘土)、 Ⅳb-11層 (褐色粘土

とオリーブ褐色砂礫互層最上位粘土)で検出された。遺物および層序から読みとれる時期は、縄文時代早期

末～前期前葉頃である。なお、本区北側で行った試掘では、11層上で小規模な炭化物集積を確認していたが、

調査面積と調査深度との関係で調査できなかった。

(6)5～ 7区 (第 7図 )

気仙川の旧河道跡が約70mにわたって確認される。およそ調査区の半分山体側が旧河床跡で、水田側が旧

自然堤防跡で高くなっている。他の区と同様に平野部に向かって埋土厚を減じ、黒色土が直接地山 (砂礫)

を覆っている。土層は砂礫層 (地山)、 オリーブ褐色砂質粘土層、暗褐色砂質粘土層、褐色砂礫層、暗褐色

砂礫質粘土層、褐色粘土とオリーブ褐色砂礫互層、To― Cu、 土砂流堆積物、黒色土層、耕作土 。盛土で、調

査区西端は崖錐堆積物本体部分にあたるためか、Ⅳc-lo層 とⅦb-12層 に崖錐堆積物が厚く溜まっている。

遺構はV-11層 (暗掲色砂礫質粘土)と 、Ⅳb-8層 (褐色粘土)で検出された。V層 は包含層であり、そ

の下面で遺構が検出されている。遺物および層序から読みとれる時期は、縄文時代早期末～前期前葉頃であ

る。これらの区の後背山地との間には緩い緩斜面が最大15m広がっていること、V層がこの緩斜面から調査

区旧1可床跡に広がっていることを考え合わせると、この部分で遺構を検出できる可能性は大きい。

(7)8区

旧気仙川河道は、上流で流路が切替わった後も沢水が流れていたが、V層堆積後に 7区西端付近で崖錐性

堆積物 (Ⅳ c層)が溜まったために流路をふさがれ、 5～ 7区の旧河床部分は池状になりⅣb層が堆積 した。
したがって、その西側に位置する 8区には基本的にはⅣb層は堆積していない。土層は砂礫層 (地山)、 オ

リーブ褐色砂質粘土層、暗褐色砂礫質粘土層、土砂流堆積物、To― Cu、 黒色土層、崖錐礫混黒色土層、耕作
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土・盛土である。遺構はV層 (暗褐色砂礫質粘土、 7図 11層相当)で検出され、遺物および層序から読みと

れる時期は縄文時代早期末葉～前期初頭である。

(3)9区

4～ 7区同様に旧河床地形を呈していたと推測される。褐色粘土 (優勢)と オリーブ褐色砂礫互層がやや

厚めに堆積している。常時湧き水があり、大雨が降るたびに約 lm深さで水がよく溜まったことから、埋没

小谷様な水の通り道があると考えられる。土層は砂礫層 (地山)、 褐色粘土 (優勢)と オリーブ褐色砂礫互

層、To― Cu、 暗褐色粘土層、黒色土層、崖錐性堆積物、黒色土層、崖錐性堆積物、耕作土である。遺構 は、

Ⅳb層 (褐色粘土 (優勢)と オリーブ褐色砂礫互層、 7図 8層相当)で検出され、遺物および層序から読み

とれる時期は縄文時代前期前葉である。

(9)10区

丘陵状の高まりを呈する場所である。試掘結果からは角礫と黒色上が交互に複数枚厚く堆積していること

より、後背山地からの頻繁な崩落により形成された地形と考えられた。土層は下位から崖錐性堆積物、To―

Cu(塊状)、 崖錐性堆積物、黒色土層・崖錐性堆積物、黒色土層、崖錐性堆積物、黒色土層、崖錐性堆積物

層、表土である。遺構・遺物ともに検出されていない。

5.基 本土層
調査区全体は一見一つの段丘面のように見えるものの、埋上の様子から5つの堆積環境があることが判明

した。 O区 と1区の一部は少なくとも縄文早期後葉から微高地であった場所、 1区西側から2区 と3区の一

部にかけては後背の気仙川支流堆積物などを堆積させる凹地、 3区～ 8区水田側は旧自然堤防で主に旧気仙

川堆積物を堆積させる場所、 4～ 8区山体側および 9区は旧気仙川河床面の凹地、10区は後背の旧気仙川支

流堆積物などを堆積させる凹地である。これらの場所に堆積した土層を対比し、次のように基本土層を考え

た。

なおローマ数字の区分は黒色土、火山灰層、広範囲に延びる包含層、旧気仙川堆積物の分布などから推測

される堆積環境を考慮して設定し、その中で細分できる場合はローマ字 (小文字)でしめした。

I層 :現代の耕作土や盛土によってできた土層。黒褐色系土色 (7.5YR3/1な ど第 1表参照、以下同じ)を

呈する。最大層厚は約120cmである。後背山地起源の崖錐礫を混入させることが多い。

Ⅱ層 :旧表土。後背山地起源の崖錐礫を混入させ、大局的に見て黒色土が生成される時期に斜面移動を起こ

すような気候変動などがあったと推測される。最大層厚は約470cm。 黒色～黒褐色系土色 (5YR2/1、

7.5YR2/2な ど)を呈する。10区で顕著で崖錐性堆積物が 4枚確認された。このため、表土生成が 3回 にわ

たって分断されている。また、 3区では黒色土内で洪水性堆積物が最大層厚 lmで堆積している。崖錐性堆

積物と決水性堆積物の堆積時期は関連性があると考えられる。Ⅱ層は黒色土と崖錐性堆積物などを交互に堆

積させ、a～fに細分している。Πb層 は主に縄文時代晩期末～弥生時代初頭頃の遺物包含層である。

Ⅲ層 :十和田―中諏火山灰 (To― Cu)。 秋田 。青森両県に跨る十和田火山から噴出した火山砕屑物である。

噴出時期は約5,500年前とされている。本火山灰層は模式地付近で 3層に区分される。下部層は黄褐色～黄

橙色軽石、中部層は賠灰色～黄褐色火山灰と軽石の互層、上部は暗灰色～黄褐色粘土質火山灰である。本遺

跡では斜面堆積と水中堆積の 2タ イプで堆積しているが、ほぼ調査区全域で観察される。両タイプともに上

中部層境は不明瞭で、下部軽石層のみ明瞭に識別できる。厚さは前者 (斜面堆積)が最大約10cm、 後者が約

50cmで、下部層は両タイプともに l cm前後である。10YR6/4に ぶい黄橙色～10YR7/6明黄褐色を呈する。粘

土化がすすみ粒径は不明である。
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Ⅳ層 :河道跡など地山に明瞭な地形の凹凸を示す時期の堆

積物で、土砂流堆積物 (Ⅳ c、 7区西)・ 河川性堆積物 (Ⅳ

a:2区、Ⅳbi3～ 7区 )な ど同時期に性格の異なる堆積物

が堆積 している。層厚は 2区周辺の包含層分布範囲で約

140cm、 3～ 7区の河川性堆積物分布範囲で約74clll、  7区

西の土砂流堆積物分布範囲で約76cmである。上色は 2区で

褐色系 (10YR4/4な ど)3～ 7区で10YR4/4褐色 (粘土)
と2.5Y4/3オ リーブ褐色 (砂礫)を呈する。堆積環境ごとに

a～ cに細分し、さらに 2区では包含層を区別するために 1

～ 4に細分している。放射性年代はⅣa4層で5,540± 100BP

(β 線)で、縄文時代前期前葉頃の遺物包含層である。

V層 :To― Cu層～地山間で明瞭に識別できる単一の包含

層。土色は7.5YR3/3暗褐色を呈する。層厚は約40cm。 風化

花商岩礫を含む。 3区 (畑側)か ら8区 (旧 1可床)にかけ

て広 く分布する。とくに4～ 8区 は考古学的単一時期堆積

物と考えられる。放射性年代は6,560± 170BP(β 線)で、

縄文時代早期末葉 (最終末)の遺物包含層である。

Ⅵ層 :微高地に堆積した黒色土。Ⅳ～V層相当堆積物。調

査区で唯一河川性堆積物が分布しない範囲で、このため連

続して黒色土が堆積した場所である。山体が迫出す部分で

は黒色土上に少量の土器片・石器を含む多量の獣骨、炭化

物片が出土し、捨て場のような場所である。a、 b層 に細分し、捨て場様層をⅥb層 とした。土色はa層が

10YR2/1黒色、b層が10YR2/2黒褐色で、層厚は約50cmと 約47cmで ある。

Ⅶ層 :旧気仙川堆積物で、 3～ 7区は本流から支流に切 り変わった様に細粒堆積物 (砂質粘土など)が堆積

する。主に2.5Y4/3オ リーブ褐色を呈し、中部で2.5Y3/3暗オリーブ褐色を呈する薄層を挟む。この薄層は約

10cmで、遺物が少量出土する。Ⅶ層全体では約86cmである。 2区周辺では後背の沢から粗粒堆積物 (砂礫)

が堆積し、中部に暗褐色 (7.5YR3/3)の包含層 (約23cm)を介在させる。 7区西側では崖錐堆積物 (7.5YR5/6明

褐色、約53cm)が分布する。したがって、 2区をal、 a2、 a3に、 3～ 7区をbl、 b2層に、 7区西側を

c層 に細分する。放射性年代はa2層で6,460± 170BP(β線)で、縄文時代早期末葉の遺物包含層である。

Ⅷ層 :Ⅸ層直上にのる崖錐性堆積物。10YR5/4にぶい黄褐色を呈する。層厚約30cm。 洵汰不良で最大数十

cmの角礫を含む粘土層である。

Ⅸ層 :本遺跡では 0区にのみ分布する黒褐色土層 (10YR2/2)で ある。厚さは約10cmで ある。石灰岩の崖錐

礫を少量包含する。縄文時代早期後葉頃の遺物包含層である。

X層 :旧気仙川堆積物で、谷底を埋めるような lmを超える巨礫で構成される場所もある。

6。 周 辺 の遺跡

気仙地方 (大船渡市 。陸前高田市 。住田町)は縄文時代の遺跡が多く、貝塚の分布では東京湾周辺、仙

台湾周辺とともに密集地域の一つである。その代表的なものとして、大洞貝塚が上げられる。縄文時代晩期

の上器標式「大洞式」土器は著名であり、多くの報告書に紹介されている。住田町内には約120ヶ所の遺跡

第 8図 基本土層
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があり、多くは気仙川とその支流の平野部に集中する。旧石器時代の遺跡は確認されていない。また、住田

町は石灰岩洞窟を利用した洞穴遺隊が多いことで知られ、縄文時代早期の洞穴遺跡 (関谷洞穴・蛇王洞洞

穴・湧清水洞穴・小松洞穴)が確認されている。特にも昭和 4年に調査が始まった関谷洞窟は古くから知ら

れている。中期の集落跡は無く、後期・晩期になると遺跡数が増加する。住田町上鷹生遺跡は後期～晩期、

大船渡市上甲子遺跡からは後期～弥生時代前期の集落跡が発掘されている。古墳時代に属する遺跡は確認さ

れていない。中世では城館跡が知られており、上有住城跡、樋の口城跡、世田米城跡などがある。

近年、県道住田―釜石線の道路改良工事などの原因で発掘調査が行われ、遺跡の分布調査が明らかにされ

つつある。中和田遺跡は平成11年度に岩手県文化振興事業団が発掘調査し、前期初頭の住居跡を検出してい

る。土器は早期から後期、弥生前半が出土している。近接する小松Ⅱ遺跡の発掘調査は、同事業団により平

成12年 4月 ～ 6月 まで行われ、縄文時代晩期から弥生時代初頭を中心とした集落跡を確認している。土器は

縄文時代早期中葉から弥生時代後期が出土した。本遺跡 (小松 I遺跡)出土遺物との係わりから、以下住田

町周辺の洞穴遺跡について詳述することとする。

大船渡市関谷洞窟の最下層は、早期中葉の貝殻文尖底土器である。Ⅷ層は、早期の日縁部に文様帯のない

縄文縄文土器 (表裏とも縄文の土器)である。Ⅶ層は、縄文縄文土器・縄文条痕文土器である。縄文条痕文

土器は、繊維を含むものと含まないものがある。Ⅵ層は早期末から前期初頭の移行期であり、船入島下層式

上器 (内面に帯状縄文、羽状縄文)である。Ⅳ～V層は、前期から中期にあたり、大木の 1か ら8aま での

土器が出土している。最上層は、弥生時代と奈良 。平安時代の上師器・須恵器が出土している。 (大船渡市

史第 1巻地質・考古学編昭和53年 )

蛇王洞洞穴の遺物は第 I層～第Ⅶ層から出土している。このうち第Ⅵ層の 2個体が復元されている。蛇王

洞Ⅱ式と設定されているもので、一例は口縁外角に縦位の刻日、その下に平行沈線を格子状につけ、文様の

下縁に 2列の爪型文がめぐらされている。地紋は横走する撚糸文である。二例は、日唇外角に縦位の刻目、

口縁部文様帯は半裁竹管による沈線を縦・斜めに組み合わせ、その区画内を沈線・爪形文でうめている。文

様帯の上下は 2～ 3条の沈線で区切られ、その下に 3列の地紋は撚糸文が施されている。いずれも尖底であ

る。第Ⅲ～第V層からは、沈線と貝殻腹縁文を組み合わせた土器が出土している。最上層からは、繊維を微

量に含んだ表裏縄文が出土し、最下位層からは県内で最も古い押型文土器が出土している。 (住田町史第 1

巻自然・考古編1997年、芹沢長介・林謙著「岩手県蛇王洞洞穴」石器時代 7号 )

湧清水洞穴は、人骨が多い割には土器の出土量が少ない。第Ⅷ層からは蛇王洞Ⅱ式と思われる日縁部の小

破片が出土している。他には、表裏縄文土器が出土している。これは関谷第Ⅷ層に比定するものである。第

Ⅶ層出土土器の主文様は、日縁部に縄文押捺が施されており、これらは関谷第Ⅶ層出土土器や早稲田第 5類

に類似するものである。第Ⅵ層出土土器は繊維を多量に含み、第Ⅳ層との関連から早期末頃～前期初頭の時

期に位置すると考えられる。第Ⅳ層は大木 2式であり繊維が多く前期初頭に相当する。 (住田町史第 1巻 自

然・考古編平成 9年 )

小松洞穴の発掘調査は平成 7年～11年まで 5年間に亘り行われた。土器は層位的な出土状況から 1群、 2

群、 3群に分けられる。小松 1群と関谷第Ⅷ層・湧清水、小松 2群と関谷第Ⅶ層・湧清水第Ⅶ層、小松 3群

と蛇王洞穴第 I層が対応する。 1群では口唇部に平縁、縄文施文がなく、原体、指先押圧が多い。内外面に

はRL、 LR施文が多い。 2群は 1群に比べて平縁が増え、内外面はRLが主体である。 3群は平縁、縄文施文

が多く、原体押圧は少なくなる。指先押圧はなくなる。外面はRLがもっとも多いが、撚糸文、 0段の縄文

が一定割合存在する。縄文早期の赤御堂式・早稲田 5類、前期初頭の大木 6式～10式が出土している。後期

～弥生土器・土師器、現代の陶磁器も出土している。さらに、早期の生活跡である焼土遺構が検出されてい
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る。その出土土器は、小松 I・ コ遺跡出土土器と時代が重なり注目に値する。

蛇王洞Ⅱ式土器などを含む本遺跡が異なった特色を持つこれらの洞窟や近隣の遺跡とどう係わってくるか

が注目されるところである。 (岩手県立博物館調査研究報告書第16冊「気仙郡住田町小松洞穴発掘調査報告

書」2000年 )

第 2表 周辺の遺跡一覧表

No 遺 跡 名 種別 時 代 等 /備 考

] 小  松   I 集 落 跡 縄文 /住居跡 焼土遺構 炭化物集積 土坑 土器 (早期中葉～弥生時代) 報告遺跡
/1ヽ    巾苺    I 集 落 跡 縄文 /住居跡 焼土遺構 土坑 柱 穴 土器 (早期～弥生時代初)
小 松 洞 穴 洞   穴 縄文 /焼土遺構 土器 (早期～弥生時代) 早期骨角器
中 和 田 集 落 跡 縄文 /住居跡 土器 (早・前・後・晩期 弥生土器)
大 祝 散 布 地 縄文 /土 器 後・晩期)
大 祝 平 散 布 地 縄文 /土器 後・晩期)
7 長 畑 散 布 地 縄文 /土器 後期)  洞穴の存在
中  準   I 散 布 地 縄文 /土器 後・晩期) 大洞Cl式
中  捧   Ⅱ 散布 地 縄文 /土器 後・晩期 )
檜 山 散 布 地 縄文 /土 器 後期 )

11 奥  土  倉 散 布 地 縄文 /土器 後期) 消滅
蓬 畑 散 布 地 縄文 /土器 後期) 消滅
長  者  洞 散 布 地 縄文 /土器 後・晩期) 大洞C2式 独鈷石 土偶
4 上 家 散 布 地 縄文 /土器 (晩期)
5 梨  ノ 木 洞 散 布 地 縄文 /土器 (前期)尖 頭器 石匙
八  日 町 裏 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)
7 八 日 町 散 布 地 縄文 /土器 (後期)
御 殿 平 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期) 環状石斧 蔵王洞穴上段の遺跡
9 蔵 王 洞 穴 洞   穴 縄文 /土器 (早期) 蛇王洞Ⅱ式 骨角器 獣骨
中 井 散 布 地 縄文 /土器 (中・後期)
沢 田 散 布 地 縄文 /土器 (後期)

穴 散 布 地 縄文 /土器 (後期P)
尻   高   沢 散 布 地 縄文 古代 /土器 (後・晩期)土 師器
十   文   字 散 布 地 縄文 /土器 (後期)
苗  代  沢 散 布 地 縄文 /土器 中期)
中 上 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期) 石匙 磨製石斧
菅 ノ 下 散 布 地 縄支 /土器 (後期)
菅 岩 洞 穴 洞   穴 縄文 /土器 (後・晩期)奥 に向かい下る
下 清 水 散 布 地 縄文 /土器 後期)
赤 畑 散 布 地 縄文 /土器 前P,中・後期)

向 散 布 地 縄文 /土器 (晩期)
浄 福 寺 散 布 地 縄文 /土器 (後期)

口 洞 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)
下 日 向 散 布 地 縄文 /土器 (後期)
上 日 向 散 布 地 縄文 /土器 後・晩期)
杉 山 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)
湧 清 水 洞 穴 洞  穴 縄文 弥生 中世 /縄文土器 (早 。前 後期) 埋葬人骨 (縄文後期、27体 )
関 谷 洞 穴 洞  穴 縄文 弥生 古代 /土師器 須恵器   県指定史跡
関 谷 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)

40 上 宿 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)
大 野 林 I 散 布 地 縄文 /土器 (後・晩期)

42 上  庵  生 集 落 跡 縄文 弥生 /住居跡 墓廣 土器 (縄文前～晩期)
鷹 生 集 落 跡 縄文 古代 /縄文土器 土師器
下 甲 子 Ⅲ 散 布 地 縄文 /土器
上 甲 子 集 落 跡 縄支 /住居跡 土器
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Ⅲ.調査方法と室内整理

1.野外調査
(1)調査区の設定

調査区の区画設定は任意の基準点 1・ 2を設置し、 2点間を見通す直線と基準点に直交する直線を座標の

基軸線とした。調査は3年計画ではなく、遺跡の状況から随時調査延長を行ったため、 3年分の基準点の配

置には規則性がない。各基準点の平面直角座標第X系 (日本測地系)に よる成果は次の通りである。

<平成12年度>

基準点 l X=-90,290.000、   Y三 十67,961.000、     H=202.648m

基準点 2 X=-90,300.000、    Y三 十68,060,000、     H=202.582m

補点 l   X=-90,300.000、    Y=+67,998,000、     H=202.700m

補点 2   X=-90,290.000、    Y=+68,038000、     H=202.534m

<平成 13年度 >

基準点 l X=-90,196.000、    Y=+67,818.000、      H=203.856m

基準点 2 X=-90,248.000、    Y=+67,910.000、     H=20■ 255m

補点 l   X=-90,248.000、    Y三 十67,870,000、     H=200,873m

補点 2  X=-90,288.000、   Y=キ 67,990.000、     H=200,967m

<平成 14年度 >

基準点 l X=-90,272.000、 Y=キ 67,970.000、      H=205,438m

基準点 2 X=-90,297.000、    Y=+68,058.000、      H=202.494m

補点 l  X=-90,297,000、    Y=+67,914000、     H=201.524m

補点 2   X=-90,288.000、    Y=+67,990.000、      H=200.650m

これらの座標値をもとに遺跡全体を100× 100mの大区画を設定し、さらに 4× 4mの小区画に細分し、東

西に数字の 1～ 25を、南北にアルファベットを付した。調査区の名称はアルファベット・数字の組み合わせ

でBIal、 一AIblと いうように呼称した。さらに、 2年目からは想定していなかった西側の調査も実施
されることになり、混乱を避けるため初年度調査区の西側は負の大グリッドを設定した。このグリッドによ

る調査区名のほかに、遺物採り上げ時に必要に応じて 2× 2mの最小グリッドに細分し、コの字形に1～ 4

まで区分し、BIal‐ 1の ように設定した。なお、区画設定は小松Ⅱ遺跡と整合性がある。

(2)粗掘り。遺構検出

雑物の除去と刈り払い作業から開始し、調査区内を網羅するように一辺が 4m四方の正方形や幅 2mで調査

区を横断するような長方形を設定して試掘を行い、土層の状況と遺物の出土状況の把握につとめた。その結

果、当初予想した地山深度50cmを はるかに超える300cmで地山に到達する調査区もあった。しかも、検出面

は最低でも4面あり、その都度粗堀 。検出。精査を繰り返した。しかしながら、年度ごとに調査区が増えた

ため、調査区全面にわたって同一検出面ごとの調査はできなかった。

(3)遺構の命名

調査は3年間行われたため、年度ごとの遺構を区別できるように、次のように遺構の命名を行った。遺構

種別の記号の後に、初年度は20～ 100番台、 2年度目は200～ 300番台、 3年度目は400香台の数字を使った。

なお、精査の進行に伴い遺構の性格が変わったなどのために欠番が生じている。

竪穴住居跡・竪穴状遺構 :S120～S151(欠呑 :222334434750) S1200～ S1207(欠番 :201203204
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205) S1300～ S1325(欠呑 :300302305308310313) S1400～ S1425(欠番 :401402403406411

416419421424)焼 土遺構 i SR2～ SR29(欠呑 :5) SR200～ SR209 SR300～ SR306(欠番 :303)

SR400-SR462   (欠 番 :411413421428429430431438439440449450451454)

炭化物集積 :SC300、 SC400～SC401 土坑 :SK50～ SK57(欠番 :5254)SK100～ SK120(欠番101～

112、 114～ 119)SK200～ SK204 SK300～ 321(欠番 :301～ 306 309 311315316320)

SK403～406(欠呑 :404)

(4)遺構精査と実測 。遺物の取り上げ

検出された遺構は、住居跡・竪穴状遺構は 4分割法、土坑類は2分割法を原則として精査を行った。遺構

の記録は主に実測図作成と写真撮影により行い、実測図に表現できないものはフイールドノー トに記録した。

作図は座標系にあわせた lmメ ッシュを基本とする簡易遣方測量で行った。

(5)写真撮影

野タト調査での写真撮影は、6× 7 cm判カメラ (モノクロ)と 35411n判 カメラ (モ ノクロとカラーリバーサル)

を使用し、この他にデジタルカメラ1台をメモ的な用途として使用した。撮影にあたっては、撮影内容を記

載した「撮影カード」を事前に写し、整理がしやすいようにした。また、調査終了間近にセスナ機による空

中写真の撮影を実施した (平成13年度のみ実施)。

2.室 内整理
図面の点検・遺物の洗浄・写真の整理は原則的に現場で野外調査と平行して行うこととしたが、後半は毎

日の調査整理を重点的に行ったため、一部は野外調査終了後に行った。

(1)遺構

実測してきた図面の座標、セクションポイントの位置、基準高などを点検しながら必要に応じて第 2原図

を作成し、 トレースを行った。 図版の縮尺は、住居跡・竪穴状遺構が1/40～ 1/80、 土坑類・焼土遺構など
が1/40を原則とした。なお、個々の図版にはスケールを付してある。

(2)遺物・遺物

洗浄後、採取月日順に整理し、実測や拓本の必要なものを選択した後遺構内外に分け登録し、注記・接

合・復元を行った。報告書に掲載した遺物は、登録した中からさらに選択して実測・ トレース・写真撮影・

図版作成と作業を進めた。

報告書に掲載した遺物の選択基準は、土器は接合・復元できたものの大部分、破片は器形や文様モチーフ

の明瞭なものを優先した。同一遺構の破片資料は床面出土のものはできるだけ使用し、同じ文様の破片は重

複記載のないようできるだけ避けている。遺構外遺物は各調査区の出土層位ごとに口縁部片や底部片を中心

に特徴的なものを掲載している。石器は約1,100点 出土したが、整理時間の都合上器種を代表する特徴的な

ものを掲載して実測点数を絞り込んだ。挿図中の縮尺は、土器が1/3、 剥片石器が1/2、 礫石器が1/3を 原則

としている。

(3)写真

野外調査中に撮影した写真は、フィルム規格ごとにモノクロはネガアルバムに、リバーサルフィルムはス

ライドファイルに整理した。いずれも撮影順に整理して台帳に記載した。デジタルカメラのデータはCD―

Rに調査日ごとに」PEGフ ァイルで記録している。遺物は登録したものを、石器は遺構内外の順に、土器は

復元できたものから破片の順に遺構内外の別なく35フ イルムで撮影し整理した。

なお、遺物の撮影は当センターの写真技師が行った。
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Ⅳ.検出された遺構と遺物

検出された遺構は、 3カ 年の調査で縄文時代の住居跡49棟、竪穴状遺構19棟、焼土遺構91基、炭化物集積

遺構 3基、土坑24基である。遺物は、縄文時代の上器45箱 (41× 31× 19cm)、 石器 6箱が出土した。

遺構名の命名方法はⅢ章で述べており、初年度調査から命名した順に掲載している。遺物の説明は概要に

留め、詳細については出土遺物の章で述べることにする。

1.住 居跡
20号住居跡 (第11～ 15図、写真図版13・ 109～ 111)

<位置> BIk・ 118～20区に跨いで位置する。

<検出状況> 重機による表土剥ぎの後に黒色上の広がりを検出した。大きくベルトを残して精査したが、

出土遺物はなく遺構も確認できなかった。さらに掘り下げ、黄褐色粘土の下位層で遺物が出上し、住居跡を

想定し精査した。遺物の出土量、堅くしまった床面、焼土の検出などから住居跡と認定した。

<重複関係> 遺構の南西隅を現代の遺構によって破壊されている。本遺構の北側で37号竪穴状遺構を切り、

本住居跡床面を下げると、30号 。38号・49号住居跡、29号竪穴状遺構が確認される。また、遺構の西側では

同時期と思われる土器片が多く出土させることから遺構が西側に延びるかまたは住居状遺構が重複している

ことも考えられたが、初年度調査では確認できなかった。 3年 目の調査で、 2区内に隣接する400号住居跡

を検出した。

<形態 。規模> 長軸約 8m、 短軸約4.2mの楕円形状を呈する。東西方向に主軸を持つ。

<埋土> 概ね黒色土・火山灰質粘土 。暗褐色粘上の 3層 に大別できる。火山灰質粘土は上部が褐色火山灰

質粘上、下部が黄褐色軽石質粘土 (最大厚 5 cm)で構成され、十和田―中扱火山灰 (以下To― Cu)である

ことが分析の結果判粥した。最下部の暗褐色粘土は遺構の中心部に厚く堆積し、遺物が出土する。本層は南

北に層相を変化させ、北側では砂礫の割合が多くなり、南側では径30cmの亜円礫が混入し、土器がこの礫に

押し潰されたように出土することがある。この層相の変化がプランの検出を困難にさせた。また、南側から

出土した礫の配置には規則性はみられない。住居跡廃絶方法のひとつなのかもしれない。

<床・壁> 非常に堅くしまり、所々に炭化物の細粒の広がりが確認できる。壁の立ち上がりは北壁で確認

され、全体的に緩やかに立ち上がる。部分的に最大15cmの高さでやや垂直に立ち上がる所がある。南側は壁

といえるほどの立ち上がりは確認できず、自然の起伏を利用しているようにみえる。

<柱穴> 12基検出された。北壁から右回りに径30～40cmの柱穴状土坑が 8基検出された。北東隅に位置す

るpp01は下位に位置する住居跡の埋土も含めて掘った可能性があり、規模が大きくなってしまった。本来

は他の 7基 と同規模であると考えている。また、北側に径10cm足 らずの小規模のものを 2基検出した。これ

らは補助的な役割を果たした柱穴の可能性もある。地床炉の周囲で検出された 2基は非常に浅く他の10基と

は埋土も異なりTo一 Cuに覆われる。主柱穴は壁柱穴で構成されるのではないかと推定される。

<炉・焼土> 地床炉と思われる焼土遺構は床面の西側に寄って検出された。規模は70× 60cm、 厚さは最大

で10cmである。非常に堅くしまる。

<その他> 西側に 2基の土坑が隣接する。北側壁から50clllほ ど離れて位置する第56号土坑の埋土は砂礫が

主体で、中央部上位層はTo一 Cuである。西側推定壁から50cm離れて位置する第57号土坑の埋土は、本住居

跡埋土最下層の暗褐色粘上の単層である。台形状断面形で底面に柱痕跡状のものを残す。これらの土坑は埋

土や出土遺物からも本遺構と同時期であると判断される。
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AA' BB' CC' DD'
Oa 表土                            ´
Ob 10YR2/1黒 色粘土 崖錐礫含 (平均径 lcn 30%)し まりあ り
ユ 10YR2/1黒褐色粘土 崖錐礫含 (平均径lcm 40%)し まりあり
2 10YR2/1黒 色粘土  しまりあ り
3 10YRν 8黄褐色火山灰質粘土と10YR2/3黒褐色粘土との混合上  しまりあり
4 10Y馳/6褐色火山灰質粘土と10YR2/3黒褐色土 (5%)と の混合土  しまりあ り
5 10YR6/6明 黄褐色火山灰質粘土  しまりあり
6 10YR5/6明 黄褐色火山灰質粘土  しまりあり
7 10YR3/4暗 褐色粘土  しまりあ り
8 10YR76褐色粗砂質粘上 しまりなし
9 10YV4浅 黄橙色火山灰質粘上 しまりあり

aa    bb'
1 5Y馳 /8 赤褐色  しまる
2 5YR4/4 1こ ぶい赤褐色  しまる
3 10YR3/4暗 褐色砂細礫質粘土 (礫 10%)
4 10YRν 6黄褐色砂質粘土 かた くしまる
5 10YR3/3暗 褐色粘上  しまる
6 10YR5/6黄 褐色粘土  しまる

10YR8/6浅黄橙色火世I灰質粘上 しまりあり
10YR8/6浅黄橙色火山灰質粘土と10YR76褐 色粘土との混合土
25Y7/8 黄色火山灰質粘土 (十和田‐中諏火山灰ToCu)し まりあ り
10YR5/4に ぶい黄褐色火山灰質粘土  しまりあり
10YR3/4暗褐色砂礫質粘土 (砂礫50%)し まりあ り
10YR3/4暗 掲色砂礫質粘土 (砂礫30%)し まりあり
10YR3/3暗 褐色砂礫質粘土 (礫径が上層より大)し まりなし
10YR4/4褐 色砂礫質粘土 (礫径が上層より大)し まりなし
75YR5/8明 褐色砂礫 (礫平均径5mal)し まりあ り
10YR6/3に ぶい黄褐色砂礫  しまりあ り
10YR6/3に ぶい黄褐色砂礫 (19よ り小礫多い)し まりあ り
25YR/3に ぶい黄色砂礫  しまりよい

No DD3 oD5 っo6 pp9 pp10

径 (cm) 85X57 56× 40 34× 33 50X30

深さ (ca) 7 9 10 12 6 3 11 6 5

第刊2図 20号住居跡 (2)

遺物 第13図の上器片はすべて植物繊維を含み、厚さは10null前後である。 1～ 9は 回縁部の装飾文様が横
位・斜位・渦巻状の側面圧痕と縦位・斜位の短沈線の組み合わせで施文されるものである。 1は外反しなが

ら先端付近で強く内湾する。先端部分の文様帯と画する部分に横位隆帯が貼られ、先端部は綾杉状沈線文帯

で縦位隆帯と短沈線を充填した蛇状隆帯が貼られている。4、 5、 7、 11は胴部から外反し、先端で内湾する。

胴部は横帯非結束羽状縄文 (0多)で施文される。 5は 1同様に先端で強く内湾する。 9はボタン状の突起

をもつ。10・ 11は横位の側面圧痕文が施文される。12、 13は外側が「へ」字状に先細り、縦の刻みがはいる。

10は 口唇部に刻みが、14は原体末端圧痕文が施される。18は底部に側面圧痕文を持つ。19は横帯非結束羽状

縄文でやや内湾しながら立ち上がる。石器は石鏃56点、石匙27点、石錐 1点、不定形22点、擦石 2点、打製

看斧 1点、合計109点出土した。石鏃は平基が多く、やや快入ぎみのものがある (30)。 石匙は45を除いて縦

長のものである。

34は裏面アスファルトが付着している。打製石斧491よ両面に調整を加えている。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期初頭頃と考えられる。

21号住居跡 (第 16～18図、写真図版14・ 111)

<検出状況> Ⅱb層下位に灰白火山灰状の広がりを検出した。新しい時期の遺構の可能性を視野に入れ精
査を進めた結果、予想した時期の遺物は一切出土せず、灰白火山灰質土下位に黄褐色軽石質粘土を検出した。

20号住居跡の埋土状況からTo― Cuと 容易に判別でき、また本火山灰層下から土器片が出土した。その後焼

土遺構 (地床炉)を検出し、土層断面が北と東側で緩く立上ることから住居跡と認定した。

<重複関係> 西側は現代の陶器や炭化物片などの混じったゴミ穴状の撹乱層によって切られ、南東側は28

号竪穴状遺構を切っている。

<形態・規模> 西側を現代の遺構によって切られるために全貌は不明であるが、残存長軸は9m、 短軸は
6.5mで北西―南東方向に主軸をもつ。平面形は隅丸長方形状を呈する。

<埋土> To一 Cuは不連続に塊状に堆積している。水はけのよい場所らしくやや乾燥気味で全体的に固く

しまっている。第20号住居跡同様に概ね黒色土 。褐色～黄褐色火山灰質土 。暗褐色上の 3層 に大別できるが、

やや礫の混入率が大きい。
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

1 Ol1 806 20号 住居跡 埋土下部 浜鉢 口 側面圧痕文 短沈線文 横位隆帯 先端部蛇状隆帯 ナ デ Ⅷ 8 mI 植物繊維混入

2 20号住居跡 坦上下部 深鉢 ロ 側面圧痕文 短沈線文 ナ デ Ⅷ 10 植物繊維混入

3 00お 04 20号住居跡 理土中～上部 深鉢 ロ lHl面 圧痕文 短沈線文 ナデ Ⅷ 12 植物繊維混入

20号住居跡 埋土中～上部 深鉢 日～胴 側面圧痕文 短沈線文  胴 :非結束羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 8 植物繊維混入

5 llllお 22 20号住居跡 埋上下部 深鉢 側面圧痕文 短沈線文 横位隆帯 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入

6 20号住居跡 埋上下部 深鉢 側面圧痕文 短沈線文 ナデ Ⅷ 9 植物繊維混入

00-338 20号住居跡 坦土中部 深鉢 ロ 側面圧痕文 短沈線文 ナデ Ⅷ 植物繊維混入

8 Ol1 135 20号住居跡 埋土中部 深鉢 日～胴 側面圧痕文 短沈線文 丁寧なナデ Ⅷ 9 植物繊維混入

9 00‐ 607 20号住居跡 星土下部 深鉢 ロ ボタン状突起 側面庄FR 刺突 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00‐ 602 20号住呂跡 理土中部 深鉢 口 側面圧痕文 RL(0多)日唇 :刻 目 ナデ Ⅷ 11 植物繊維混入

11 00‐ 605 20号住居跡 埋上下部 深鉢 日 側面圧痕文 LR(0多 ) ナ デ Ⅷ 11 植物繊維混入

12 00‐ 625 20号住居跡 埋土中部 深鉢 口 LR(0多) 日唇 :刻 目 ナデ Ⅷ l] 植物繊維混入

13 00‐ 620 20号住居跡 埋土中都 深鉢 日 非結東羽縄文  口唇 :刻 目 ナデ Ⅷ 7 植物繊維混入

00る 18 20号住居跡 床面 深鉢 ロ LR(0多) 口唇 :原体末端圧痕 ナデ Ⅷ 植物繊維混入

00お 22 20号住居跡 埋土中部 深鉢 日 積走縄文(RL) ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

16 00-627 如号住居跡 埋土中部 深鉢 ロ 駅  (0多 ) ナデ Ⅷ 植物繊維混入

17 00‐ 595 20号住居跡 埋上下部 深鉢 ロ 7A糸文 LR(0多 ) ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

20号 住居跡 埋土下部 深鉢 底 平底  側面圧痕文 ナ デ Ⅷ 7 植物繊維混入

第13図 20号住居跡出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 静種 分類 出土地点 層位 長8un 幅ma 厚mal 重量g 石質 備考

石鏃 I Al 20号住居跡 埋土中部 059 頁岩

石鏃 I AI 20号住居跡 埋土下部 048 鮭質貢岩 先端部欠損

石鏃 20号住居跡 埋土中部 233 078 頁岩

77 石鏃 I Al 20号住居跡 埋上下部 135 貢岩

石鏃 20号住居跡 埋土下部 270 106 頁岩

石鏃 I A2 20号住居跡 埋土中下部 144 買岩

石鏃 Ⅱ Al 20号住居跡 埋土下部 065 買岩

27 石鏃 Ⅱ Al 20号住居跡 埋土下部 072 買岩 先端部欠損

石鏃 20号住居跡 埋土中部 260 087 貢岩

石鏃 20号住居跡 坦土中下都 頁岩

石鏃 Ⅱ Bl 20号住居跡 埋土下部 216 貢岩 先端部欠損

石匙 20号住居跡 理土中部 頁岩

石匙 IA 20号住居跡 埋土中部 215 522 買岩

石匙 IA 20号住居跡 埋土中部 526 買岩

石匙 20号住居跡 埋土中下部 681 貢岩 裏面にアスファル ト付着

石匙 20号住居跡 埋上下部 580 898 貢岩

石匙 IA 20号住居跡 埋土下部 1349 買岩

37 石匙 IA 20号住居跡 理上下部 596 220 1249 買岩

第14図 20号住居跡出土遺物 (2)
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長剛 幅 nl 厚Da 重 重 g 石質 備 考

石匙 A 20号住居跡 埋土下部 544 貢岩
石匙 B 20号住居跡 埋上下部 160 買岩

258 石匙 B 拗号住居跡 埋上下部 580 190 60 644 買岩
272 石匙 B 20号住居跡 埋土中下部 587 280 63 買岩

273 石匙 B 20号住居跡 埋土中下部 353 212 203 買岩
305 石匙 20号住居跡 埋土中下部 977 228 頁岩
164 石匙 A 20号住居跡 埋上下部 578 頁岩
石匙 20号住居跡 埋土中部 鬱 0 792 頁岩
石錐 20号住居跡 埋土中下部 240 頁岩

不定形 剛 20号 住居跡 埋土中下部 55 1306 頁岩
242 不定形 Ⅳ 20号住居跡 埋土中部 335 35 頁岩 左先端欠頼
246 打製石斧 20号住居跡 埋上下部 1180 1923 ホルンフェルス 右上端欠損

120 凹石 20号住居跡 埋土中下部 1484 買岩
51 擦石 20号住居跡 床面 960 495 489B 石英安山岩 先端に敲打痕

第15図 20号住居跡出土遺跡 (3)
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4号炉

崖

aa bb.cc
5YR7/8橙 色シルト 礫 (径 5～ 10oェ 角礫)しまる (焼土〉
10YR3/4暗褐色砂 塊状焼土含 しまる
10YR4/4褐色砂 しまりわるい
75YR4/6褐 色砂質シルト しまる (焼土〉
10YR4/6褐色砂質シルト しまる
10YR5/8明 黄褐色砂に75YR5/8明 掲色焼土混入
10YR5/8明 責褐色砂 しまりなし

⑤
ＰＰ６

ひ

Ｏ
ＰＰ８⑥Pmυ Ю

③

饉
沌
鋭

No DD2 つD5 Dつ6 つつ8

イ垂    (cm) 30X30 35X35 35X35 105× 105 80× 60 65X∽ 105X70 40X35

深さ (cl l) 20

No p,9 っっ10 pp12 pっ13

径 (cl) 33X31 35X30 30× 25 84× 68 42X38 35X32 72X58

深 さ (cnl) 17 7 20 19 15

AA EB
l 撹乱 (上部に10YR8/2灰白色火山灰質シルト)
2 10YR7/8黄 褐色シルト (中諏火山灰)と 10YR4お褐色シルトの混合上 しまる
2 10YR7/8黄 褐色シルト (中頻火山灰)と 10YR4/6褐色シル トの混合土 (褐色シルトの混入割合高い)しまる
3 10YR″ 4にぶい黄橙色砂質シルト 炭化物 (3%)しまる
4 10YR3/3暗 褐色砂質シルト 硬くしまる
5 10YR3/3暗 褐色砂礫質シルト (径 1～ 5cm、 亜円礫20%)し まる
5 111YR3/3暗 掲色砂礫質シルト (径 10cm、 亜円礫30%)し まる
6 10YR4/4褐 色ンル ト しまる
7 砂礫 (径 3～ 5 cl、 亜円礫 )
8 10YR5/6黄 褐色砂質シルト 堅くしまる

0   1:60  1m

ｐ
＠
則
3υ

@

第16図 21号住居跡
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

鬱 21号住居跡 埋上下部 深鉢 日 LR(0多 ) ナ デ 7 nI 植物繊維混入

lll1 259 21号住居跡 埋上下部 深鉢 ロ LR (0多 ) ナ デ 植物繊維混メ

Ol1 42 21号住居跡 埋上下部 深鉢 結東羽縄文 (0多 ) ナデ Ⅷ 6 植物繊維混入

Ol1 307 21号住居跡 埋土中部 深鉢 RL(0多)日唇に縦位刻み ナ デ V 10 植物繊維混入

00‐ 587 21号住居跡 坦上下部 深鉢 回 RL 回唇小波状 ナ デ 植物繊維混入

00‐ 583 21号住居跡 埋土下部 深鉢 日 ピッチリ縄文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00‐ 841 21号住居跡 埋上下都 深鉢 日～胴上 LR(縦  積回転)+水 平 波状側面圧痕文 口唇に縦刻み ナデ 植物繊維混入

00- 58 21号住居跡 埋上下部 深鉢 口 ナ デ 11 植物繊維混入

00‐ 580 21号住居跡 埋土中部 深鉢 ロ 撚糸文 先端に側面庄猿 ナデ V 植物繊維混入

Ol1 51 21号住居跡 埋土中部 深鉢 側面圧痕文 ナ デ 13 植物繊維混入

62 Ol1 41 21号住居跡 埋上下部 深鉢 網 目状撚糸文 ナ デ 植物繊維混入

63 00943 21号住居跡 埋土中部 深鉢 ロ 沈線 十刺突 内面先端に縦位貝圧痕文 口唇小突起 ナ デ

64 00-582 21号住居跡 埋上下部 深鉢 回 貝圧痕 沈線 刺突文 内面先端に縦位貝圧痕文 口唇小突起 ナ デ

65 Ol1 666 21号住居跡 埋上下部 深鉢 底 渦巻状圧痕文 ナデ Ⅷ 9 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mu 幅III 厚 dln 重量富 石 質 備考

66 1 石鏃 Ⅲ A2 号住居跡 埋上下部 209 頁岩

67 130 石 鏃 号住居跡 埋土 136 貢岩

68 128 石 鏃 号住居跡 埋土 38 貢岩

69 2 石 匙 号住居跡 埋土下部 (586) 255 100 頁岩 先端欠損

70 3 不定形 n 号住居跡 埋上下都 555 買岩 腹面下部欠損

第17図 21号住居跡出土遺物 (1)
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第18図 21号住居跡出土遺物 (2)

<床・壁> 壁は北側がやや掘り込んでいる様子でやや垂直気味に立ち上がる部分がある。東から南側にか

けては大きく緩やかに立ち上がる。とくに南側は顕著で、20号住居跡に類似し自然の地形を利用しているよ

うにみえる。床面からの比高は、北壁8.1～ 16.8cm、 南壁25.2～ 27.2cm、 東壁6.6～ 16.6cmで 東側が低 くなる。

床面は遺構の西側と東側で異なり、西側はよくしまった砂質シルトであるのに対して、東側は砂礫 (地山)

である。完形に近い土器は東側で多く出土する。

<柱穴> 柱穴状遺構は遺構周辺のものも含めて15基検出している。直径は30cm～ lmと 幅がある。一見

自然の窪み状のものもあり、主柱穴も不明瞭である。この内ppl～ 3・ 6・ 8。 91ま直径や深さが一定で、壁柱

穴を構成する可能性がある。緩やかに立ち上がる南側壁では径 3～ 5 clllの柱穴状の穴が多数検出された。付

属施設や木根の可能性もあるが、判断できなかった。

<炉跡> 地床炉と考える焼土遺構が 4基検出された。 2号炉は非常に薄く断面観察できなかった。他の炉
は固くしまり、礫に覆われてる。

<その他> 床面は東側が西側より高い。遺構重複の可能性も考えたが、遺物出土状況からは同一面と判断
した。同様な検出状況は25号住居跡でも見られた。

遺物 ほとんどの土器片に植物繊維を混入させる。63・ 64には含まれない。厚さは10mll前後であるが、54・

56は 6 4Mlと 薄い。55は日唇から口縁先端にかけて棒状工具による太い (5剛幅)刻みが縦位にはいる。56は

日唇に 5 nlal幅の刻みが入れられ、小波状である。57は54同様の刻み下位に同一原体により回転向きを変えた

「ハ」字状斜縄文、その下位に横位～波状の側面圧痕文を4条施している。591ま斜縄文上に横位の側面圧痕

文を、61は先端が破損しているが横位の曲線的側面圧痕文を施す。61は破損した中にlヶ所刺突がみられる。

53は表裏面に、61は破損面に明瞭な植物繊維が認められる。63・ 64は貝殻文・沈線文・刺突文による施文で、

ともに内面先端に縦位貝殻文施される。65は底部片 (径約10cm)で平底である。石器は石鏃13点、石匙 3点、

不定形 4点出土している。石鏃はほとんどが平基である。68は基部両端が尖り、全体として浅く快られてい

るように見える。石匙はすべて縦型である。不定形石器は背面両側縁と左辺腹面に調整の加えているもの

(70)、 腹面両側に調整のあるもの (71・ 72)な どがある。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

24号住居跡 (第 19～21図、写真図版15・ 112・ H3)

<位置> B1112～ 14・ m12～ 14・ n14区 に跨いで位置する。

<検出状況> To―Cu直下の褐色砂礫質粘土層に覆われた暗褐色砂質粘土層から比較的多量に土器片が出土

した。壁と見られる掘り込みは東側の一部でだけ検出され、全体的には明瞭なプランを把握できず、遺物と

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長岡 幅BI 厚 Ituu 重量宮 石質 備考

71 4 不定形 Ⅱ 21号住居 埋上下部 36 買岩

172 不や形 Ⅱ 21号住居 埋土中部 341 2195 買岩
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C       L=201200m ど

1 5YR2/3極暗赤褐色砂細礫質粘土
炭化物片含 しまる
2 10YR3/4暗褐色粘土質砂礫 しまる
3 ア5YR3/3暗褐色砂質粘上 しまる

L‐201 200m b'
引

bb'
1 5YR3/3暗赤褐色砂質粘土
炭化物片・土器片含 しまる
2 10YR3/4暗褐色粘土質砂礫 しまる

第19図 24号住居跡

ｂ

卜

２ 1 10YR3/2黒 褐色砂質粘上 しまる
2 5YR3/3暗赤褐色砂質粘土
炭化物片・土器片合 しまる
3 10YR3/4暗赤褐色粘土質砂礫 しまる

0     1:40     1m

AA'  BB'
75YR4/3褐 色砂礫質粘土 (礫径10tam、 角礫)し まる  6 10YR74褐 色砂礫質粘土 (礫径数十aud)炭化物片含 しまる
10YR5/3に ぶい黄褐色粗砂 土器片含 しまりわるい  7 10YR3/2黒褐色砂質粘土 土器・炭化物片含 しまる

認謡篭Z量糧色岳砦

',レ

て
や
上墓躾 化物片含 しまる 31盤 影B鷺福包嚇繰留轟坐☆攘鰍 こ霧理絲 )∵ゑ

10YR4/4褐色砂礫 (礫径5～ 10 dw、 角～亜角礫)上器片・石器含 しまる

0   1:60  1m

AI
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0       1:3

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

Ol1 823 24号住居跡 埋土下部 深鉢 日～胴上 文様帯 :側面圧痕文+短沈線文   胴部 :非結束羽縄文 ナ デ Ⅷ 9tFrm 植物繊維混入

Ol1 804 跡号住居跡 埋土下部 深鉢 日～胴上 文様帯 :側面圧痕文十短沈線文   胴部 :非結束羽縄文 Ⅷ 植物繊維混入

00‐807 И号住居跡 埋土中部 深鉢 口～胴上 文様帯 :側面圧痕文+短沈線文   胴部 :非結束羽縄文 ナ デ Ⅷ 11 植物繊維混入

00‐125 24号住居跡 埋上下部 深鉢 口～胴上 文様帯 :短沈線文        胴部 :非結束羽縄文 丁寧なナデ Ⅷ 11 植物繊維混入

00‐545 И号住居跡 埋土下部 深鉢 回～胴上 文様帯 :側面庄痕文+短沈線文   胴部 :非結束羽縄文 ナ デ Ⅷ 10 植物繊維混入

llll‐ 830 24号住居跡 埋土下部 深鉢 日～胴上 文様帯 :側面圧痕支+短沈線文   胴部 :非結東羽縄文 ナ デ Ⅷ 14 植物繊維混入

00‐139 24号住居跡 埋土下部 深鉢 回～胴上 文様帯 :側面圧痕文+短沈線文   胴部 :非結束羽縄文 ナデ Ⅷ 9 植物繊維混入

第20図  24号住居跡出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 出土地百 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

24号住居跡 2号炉 深鉢 口縁 文様帯 :側面圧痕十刺突文   胴部 :RL(0多 ) Ⅷ ll wl 植物繊維混入

00‐ 526 24号住居跡 3号炉 深鉢 口縁 非結束羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 植物繊維混ス

00_265 24号住居跡 埋上下部 深鉢 口縁 RL (0多 ) ナ デ Ⅷ 6 植物繊維混ス

路 00‐ 137 24号住居跡 埋上下都 深鉢 非結東羽縄文 (0多 ) ナデ
｀

lll 9 植物繊維混入

84 00-134 24号住居跡 埋上下部 深鉢 胴 結束羽縄文 (0多 ) ナデ Ⅷ 7 植物繊維混入

図版番号 登録番号 希 種 分類 出土地点 層位 長EI 幅画 厚 m 重量宣 石質 備考

石鏃 ⅡA2 24号住居跡 埋土上部 (30) 212 頁岩 左辺上半部欠損

石鏃 巨Aユ 24号住居跡 埋上下部 139 頁岩 先端欠損

石鏃 ⅡA2 24号住居跡 埋土上部 307 141 頁岩

石鏃 ⅡAユ 24号住居跡 埋土上部 286 100 買岩

石匙 IA 24号住居跡 埋上下部 872 頁岩

石匙 24号住居跡 埋上下部 392 買岩

91 石匙 IA 24号住居跡 埋上下都 652 242 貢岩

不定形 24号住居跡 煙土上部 454 270 653 買岩

擦石 24号住居跡 埋上下部 1235 840 620 砂岩 (北上山地 ) 底面に風化による割れ目

第21図  24号住居跡出土遺物 (2)
※ ( )欠損長
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礫、焼土、柱穴などで形状を推定した。長・短軸方向の規模はある程度推定できたが、方形か楕円形かの詳

細については十分ではない。住居跡南側は調査区外に延びるため全体形は確認できなかった。褐色砂礫質粘

土層は北側に位置する旧河道跡から広がるように住居跡の北側を被っており、その影響もあってか、北壁は

非常に不明瞭である。本住居跡の西側床下で39号住居跡を検出している。

<形態 。規模> 楕円形状を呈すると推測したが、前述のように北側ほど地山と埋土の識別がしにくく方形
の可能性もある。規模は、長軸が約9.3m、 短軸が5,3m以上ある。

<埋土> 2層 に大別される。上部層は径約10mnlの 亜角礫を多く含む粘土層で北側から本住居跡をオーバー

ラップするように被っている。下部層は暗褐色砂質シルト層で、土器片・石器・炭化物片を含み数十cmの扁

平な亜円礫も多く出土する。

<床・壁> 検出面から床面までの深さは15cmである。全体的に壁の立ち上がりは不明瞭であるが、東側で

緩い壁の立ち上がりを確認した。

<柱穴> 柱穴状の小土坑が 6基検出された。 3基 (pl～p3)は東側壁沿いに、残り3基 (p4～p6)は中

央寄りに設けられている。前者は35～ 50cm、 後者は16～23cmで、深さは 5～ 9 cIIlと 浅いが、本住居跡に属す

る可能性がある。

<炉跡> 地床炉と考えられる焼土が 4基検出された。北西寄 りの 3基は規模が85× 65cm、 105× 65cm、

75× 40cmで、南東寄りのものは30× 20cmと小規模である。いずれも床面が焼けているだけで、掘り込み等は

確認できなかった。

遺物 土器片には植物繊維が混入する。口縁部に側面圧痕文と短沈線文による横位・斜位・渦巻状の文様を

もつもの、非結束羽状縄文のみで施文されるものが主に出土する。また、本住居跡以前に構築された遺構

(39号住居跡など)に伴うとみられる撚糸文や表裏縄文の土器片が少量出土した。73～ 801ま口縁部文様帯に

側面圧痕文とそれを充填するように短沈線文を施すものである。胴部境と短沈線文 (73・ 75'76)や横位の

側面圧痕文で区画する。801ま文様帯幅が狭く、横位の側面圧痕文間に短沈線の代わりに太い刺突を加えてい

る。78は回唇中央に 1条の側面圧痕文が施される。石器は石鏃14点、石匙 4点、不定形 7点、擦石 1点が出

土している。85は尖頭状、88は薄く、細長い。石匙は 3点 とも縦型である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期初頭頃と考えられる。

25号住居跡 (第22。 23図、写真図版16・ 113)

<位置> B I m on25～ BⅡ m・ n21こ跨いで位置する。

<検出状況> Ⅱb層 を剥いだ後に土坑状の黒褐色土のプランを検出した。土坑として精査したところ断面
に焼土を検出したため、住居跡に認定し直し精査を続けた。遺構の東側に壁状の立ち上がりと締まった床面

を確認し、一括で出土する土器などから竪穴住居跡とした。

<形態 。規模> 長軸632m、 短軸3.86mで、平面形は不整な精円形を呈する。東西方向に主軸を持つ。
<埋土> 遺構の西側、中央、東側で異なる。西側は石器チップが多数出土する締まりのよい黄褐色砂が、

中央は黄褐色の中棘火山灰が特徴的に覆う。東側は締りのよい砂質シルト下位に土器を伴う暗褐色シルトが

堆積する。

<壁 > 明確に確認できるのは遺構の東側と北側の一部のみで他は壁らしき立ち上がりが見えない。特に南
側では自然地形を利用しているようにみえる。東側は緩やかに立ち上がり、残存する壁高は19.5cm、 北側は

やや垂直気味に立ち上がる。壁高は23.8cmで ある。

<床面> 西側は礫層で石器剥片が多く出土するのに対して、東側は砂質シルトで覆われる。東西で床面の
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l 10YR7/1黒 色砂質シルト災化物片含 しまる
2 10YR7/1黒 色砂質シルトと10YR5//8黄褐色
砂質シルトとの混合土 しまる
3 25Y7/8 責色火山灰質粘土 (To‐Cu)し まる
4 10YR3/2黒 褐色砂質シルト 堅くしまる
5 10YR3/4暗 褐色砂質シルト しまる
6 10YR3/3暗 褐色砂質シルト 堅くしまる

10YR3/3暗褐色砂  しまる
10YRy4暗 褐色砂  しまる
10YR5/8黄褐色砂  しまりなし
10YR4/4褐色砂 堅 くしまる
10YR3/4暗褐色砂 土器・炭化物片含 堅 くしまる
10YR2/1黒褐色砂質シル ト しまりなし
ЮYR3/4暗 褐色砂 と5YR5海 赤褐色砂 (焼土 )
との混合土  しまる

0    1:50   1m

中̈′‐ウ″
「中２３̈

L=201 91Xlm

移
aa bb'cc
5YR3/6極 暗赤褐色砂 しまりなし
5YR2/4枢 暗赤褐色砂 しまりなし
5Y4/4 暗オリープ砂 しまりなし
10YR3/3褐 色砂  しまりなし

第22図  25号住居跡

状況が異なるのは21号住居跡と同じである。中央部は窪みをもつ。

<柱穴> 柱穴としては確認していないが、床面北東隅に窪みがある。柱穴の可能性もある。

<炉跡> 3基検出している。 3基 とも約40× 30cmで固く締まる。

<その他> 埋土の様子から複数期にわたる遺構利用の可能性はある。

遺物 ほとんどの上器片に植物繊維を含み、厚さは 6～ 1lllullで ある。941よ非結東羽状縄文上に波状の側面圧

痕文が、また内面にも縄文が施される。99は条痕地に縦横位側面圧痕文が、97・ 981ま矢羽状の撚糸文が施さ

れる。石器は縦型の石匙と片面調整の打製石斧各 1点が出上している。

時期 出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。
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第23図  25号住居跡出土遺物

26号・52号住居跡 (第24～26図、写真図版17・ 113・ 114)

<位置> B I hi19～ 20。 ij20～21に跨いで位置する。

<検出状況 。重複関係 > 20。 21号住居跡の検出状況から山側 (北側)に も遺構が広がる可能性が大きくな

り、再度重機で表土を粗掘した後入力による検出を始めた。Ⅱb層黒褐色土下位の暗褐色土から20号住居跡

で出土した土器と同様のものを確認し、住居跡を想定して精査をすすめた。山側に生じた東西の上層断面か

ら長軸が約 8mにおよぶ遺構と推定されたが、山狽1半分を調査するためにはさらに約 2mの粗掘が必要であ

ることが判明した。平面からはほとんど掘 り込みは確認できず、東側で検出した炉跡と遺物の出土状況から

プランを推定した。調査がすすむにつれて遺構の長軸方向に沿って旧水路跡が検出され、この水路構築時に

ろ

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

00‐ 43 25号住居跡 埋上下部 深鉢 日～胴 非結東羽縄文上に側面圧痕文 Ⅱ 7Dlal 植物繊維混入

Ol1 40 25号住居跡 埋土上部 深鉢 ナデ 7

00‐305 25号住居跡 埋上下部 決鉢 日 条痕上に側面圧痕 ナ デ 8 植物繊維混入

Ol1 317 25号住居跡 埋土上部 深鉢 日 先端縦位刻  撚糸文 (矢羽根状) ナデ

00- 47 25号住居跡 埋土上部 深鉢 先端縫位刻 撚糸文 (矢羽根状 ) ナ デ 11

Ol1 34 25号住居跡 埋土上部 深鉢 撚糸文 (央羽根状〕 条痕

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 II 幅alB 厚 II I 重量宮 石 質 備 考

100 石匙 25号住居跡 埋土上部 60 買岩 先端部欠損

打製石斧 IA 25号住居跡 埋土上部 920 445 200 9217 片面自然面
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第24図  26・ 52号住居跡

地床炉が撹乱を受けえいることが分かった。このため、本住居跡の全貌を調べるために現水路の安定を保て

る限度 (約 1.5m幅 )ま でさらに拡張し、調査を行った。その結果、もう一基の地床炉を西側に検出すると

ともに、東側地床炉を中心とするおよそ円形の住居跡 (52号)が推定された。埋土状況と遺物から52号住居

跡が古いと判断した。

<形態・規模> プランは不明瞭であるが、26号住居跡は東西方向に長軸を持ち 6m以上×6mで楕円形状

を52号住居跡は約5.6mの円形状を呈すると推測される。

<埋土> 26号住居跡は上部層のⅢ層黒褐色土を除けば、褐色～暗褐色砂細礫質粘土が、52号住居跡は黒
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

102 00‐ 848 26号住居跡 埋上下部 深鉢 口～胴 側面圧痕文 +短沈線文 非結束羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 10mm 植物繊維混入

Ol1 272 2652号住居跡 埋土中都 深鉢 側面圧痕文 +短沈線文   補修孔 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

Ol1 554 52号住居跡 埋土下部 深鉢 口 側面圧痕文 +短沈線文 縦隆帯 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入
llllワ 61 52号住居跡 埋上下部 深鉢 口～胴 側面圧痕文 +短沈線文 ナ デ Ⅷ ユユ 植物繊維混入
00ワ 60 郷 52号住居跡 埋土上部 深鉢 口 側面圧痕文 +短沈線文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入
00‐ 280 26号住居跡 埋上下部 深鉢 ロ 側面圧痕文 十短沈線文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

108 00269 26号住居跡 埋土上部 深鉢 口 側面圧痕文 +短沈線文 ナデ lIIl 15 植物繊維瀞
109 00-273 26号住屠隊 埋土上部 深鉢 側面圧痕文 +短沈線文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混夙

00‐ 665 26号住居跡 埋土下部 深鉢 日～胴 LR先 端矢羽根状 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混ス
1 00917 2652号住居跡 埋土中部 深鉢 口～胴 側面圧痕文 十短沈線文  非結東羽縄文 (o多 ) 丁寧なナデ Ⅷ 10 植物繊維混入
12 00205 26・ 52号住居跡 理土中部 深鉢 日～胴 側面圧痕文十短沈線文  非結東羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 植物繊維混入
3 Ol1 567 26号住居跡 埋上下部 深鉢 日 非結束羽縄文 (0多 )  日唇 :側面圧痕文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入
tll1991 26号住居跡 理土上部 深鉢 ロ 非結東羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 6 植物繊維混入

5 00‐ 297 26号住居跡 埋上下部 深鉢 口 RL(0多 ) ナ デ Ⅷ 7 植物繊維混入

6 00‐ 368 「D2号住居跡 埋土上郡 深鉢 結東羽縄文 (0多 ) 日唇 :側面圧痕支 ナ デ Ⅷ 8 植物繊維混入

第25図  26・ 52号住居跡出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

26号住居跡 埋上下部 深鉢 口～胴 非結束羽縄文  隆帯貼付 ナ デ Ⅳ 12mm 植物繊維混ス

8 00927 52号住居跡 埋土中部 深鉢 非結東羽縄文  補修孔 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

9 00-230 52号住居跡 埋上下部 深鉢 撚糸文 ナデ Ⅳ 12 植物繊維混入

00-579 「32号住居跡 埋上下部 深鉢 回～胴 撚糸文 ナデ Ⅳ 7 植物繊維混入

00-211 26号住居跡 埋上下部 深鉢 胴～底 LR(0多)  底部側面圧痕文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混ス

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長DI 幅 It D 厚Iud 重量g 石 質 備考

石鏃 IAユ 52号住居跡 埋土 185 貢岩

石鏃 52号住居跡 埋土 (23) 買岩 先端部欠損

124 205 石鏃 ⅡBl 26号住居跡 埋 土 225 097 貢岩

40 石鏃 2652号住居跡 埋土 230 081 買岩

石匙 2652号住居跡 埋土上部 296 買岩

石匙 IA 2652号住居跡 埋上下部 479 250 624 買岩

を54 石匙 IA 52号住居跡 埋 土 507 368 頁岩 久損 したものを再調整 ?

109 石 匙 52号住居跡 理 土 (678) 624 貰岩 先端部欠損

227 不定形 I 26号住居跡 埋土上部 540 285 1808 頁岩

※ ( )は欠損長

第26図  26・ 52号住居跡出土遺物 (2)
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褐色砂礫質シルトが主体となる。両遺構の埋土の違いは時期差の他に、Ⅱb層堆積以前の侵食の差による可

能性もあるが、不明である。

<床・壁> 床面はともにしまりがよい。床面上では同時期の他の住居跡と同様に亜円礫 (最大約40cm、 平
均20cm)が散在する。壁は西側から北側にかけて検出され、やや緩やかに立ち上がる。26号住居跡の壁高は

で西側で 4 cm、 北側で23cmで ある。52号住居跡は西側で24c皿、東側で26cmで ある。

<柱穴> 柱穴状の小土坑が26号住居跡で10基、52号住居跡で 5基検出されたが、浅いものが多くはっきり
とは断定できない。

遺物 すべての土器片に植物繊維を含む。側面圧痕文と短沈線文で文様帯を構成するもの、非結束羽状縄文、
結東羽状縄文、撚糸文などで施文されたものが出土している。撚糸文の土器片は52号から多 く出土した。

104。 106・ 1091ま「く」字状に内湾する。1041ま縦位の隆帯を、117は横位の隆帯を貼付している。121は底に

渦巻状の圧痕が施されている。石器は石鏃25点、石匙 5点、小定形13点出土している。石鏃は長さ20～ 25mll

で、平基～浅く快れたものが多い。石匙は縦型のみである。

時期 検出層位、出土遺物、遺構の形態から26・ 52号住居跡はそれぞれ縄文早期末、前期初頭頃と考えられる。

27号住居跡 (第27・ 28図、写真図版18。 114。 115)

<位置> BⅡ m4・ 5区に跨って位置する。

<検出状況> 調査区東側の山体が追出す場所で、重機による表土剥ぎが最小限度しかできず手作業による
検出となった。撹乱を受ける黒色土下層から礫とともに土器片が多数出土し、焼土を伴う堅くしまった面を

検出したことから住居跡と認定した。

<重複関係> 西側では江戸時代末～明治初期にかけての墓廣が多数検出され、南側は旧水路により撹乱を
受けている。本遺構上は生活用道路が通っていたこともありかなり撹乱を受けていた。

<形態・規模> 検出状況が悪く全貌が↓巴握できないが、長軸 8m前後の楕円形状を呈すると推測される。
<埋土> 暗褐色砂質シル トを主体とする。後背山地起源の崖錐礫 (石灰岩、径数10cm)を多 く含む。
To― Cuは観察されなかった。

<壁 > 南東側で壁状の高まりを確認した。高さは 5 cmである。
<床面> 非常に堅くしまる。このしまりが住居跡に伴うものか、旧道によるものかは判別できなかった。
<柱穴> 中央部に 5基の柱穴状小土抗を検出した。pp3は直径が50cmと 大型で、主柱穴となりうる可能性
を持つ。

<炉跡> 住居跡に伴う地床炉を 3基検出した。いずれも非常に堅くしまる。規模は 1号炉が50× 40cm、
2号炉が56× 32cmで楕円形状、 3号炉が23× 19cmで不整形を呈する。前者の厚さは10cmである。また、両炉

跡の間でごく薄い焼土遺構を検出している。

遺物 すべての土器に植物繊維が混入する。側面圧痕文・短沈線文と非結束羽状縄文に属する土器片が多く
出土する。131は先端で「く」字状に屈曲する。1371ま 内面にへら状工具のナデ跡が残る。石器は石鏃 6点、

石匙 1点が出土した。石鏃は 1点だけ基部が大きく扶入するが、残りは平基である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期初頭頃と考えられる。
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10YRν4暗褐色砂質粘土 固くしまる
10YR3/3暗 褐色角礫混シル ト (礫径2Clc皿亜角礫50%以上)
しまり悪い

25Y4/4オ リープ褐色砂質シル ト しまる
25Y4/3オ リープ褐色砂質シルト しまる
25Y3/3暗オリープ褐色砂質シルト しまる
25Y4/6オ リープ褐色砂細礫質シル ト しまる

0   1:60  1m
10YR3/4暗褐色砂質シル ト しまる
10YR3/3暗褐色砂質シル ト 堅くしまる
10YR2/3黒褐色砂質シル ト しまり悪い
10YR2/2黒褐色砂質シル ト 堅くしまる
10YR4/6褐色砂質シル ト 堅くしまる
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1 10YR2/3黒 褐色砂質シルト しまる

No pp2

径 (c皿 26× 27 47X40 24× 24

果さ (cl) 8 3 4

鮎
1 5YR4/8赤 褐色焼土と10YR4/6褐色砂質
シルトの混合土 堅くしまる
2 5YR4/8赤褐色焼土と10YR5/8責褐色砂
質ンルトとの混合土 堅くしまる
3 10YR4/6褐 色砂質粘土 ややしまる
4 撹乱 (木恨)

第27図  27号住居跡

30号住居跡 (第29。 31図、写真図版19・ ■5)

<位置> BIk・ 119区に跨って位置する。

<検出状況> 20号住居跡と同時期とみられる56号土坑を精査中に、地山を掘りぬいた黒褐色土から古い時

期の土器片が出土した。遺構の可能性も視野に入れ20号住居跡の床下を精査したところ、粘土層下位から土

器片とともに焼土遺構を検出した。このことから住居跡と認定した。

<重複関係> 東側では29号竪穴状遺構に切られ、西側では38号住居跡が本遺構床面下で検出された。
<形態 。規模> 規模は7× 5.3mで ほぼ楕円形を呈する。およそ東西方向に主軸を持つ。
<埋土> 埋土主体部は土器片や炭化物片を包含する褐色～暗褐色粘土層で、遺構中央部では上位に20号住

居跡床面の砂礫質粘土層、北から西側にかけては砂礫層に覆われる。遺構全体が均―に埋積されておらず、
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

lX1 829 27号住居跡 床面 深鉢 口～胴上 側面圧痕文十沈線文 胴 :非結東羽縄文 (o多 )補修孔 ナ デ Ⅷ 10na 植物繊維混入

00, 69 27号住居跡 埋土下部 深鉢 側面庄痕文 十沈線文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00- 92 27号住居跡 埋土上部 深鉢 口～胴上 側面圧痕文十沈線文 丁寧なナデ Ⅷ 植物繊維混入

00- 80 27号住居跡 理土上部 深鉢 日～胴上 側面圧痕文 十沈線文 胴 :非結束羽縄文 (o多 ) ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00‐  84 27号住居跡 埋土上部 深鉢 口～胴上 側面圧痕文 +沈線文 胴 :非結東羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00-508 27号住居跡 埋土上部 深鉢 日 RL チ デ Ⅷ 植物繊維混入

00‐  75 27号住居跡 床面 深鉢 胴部 ヘラ状工具痕 Ⅷ 12 植物繊維混入

00‐  7] 27号住居跡 埋土上部 深鉢 胴部 撚糸文 ナ デ 植物繊維混ス

00604 27号住居跡 埋上下部 深鉢 撚糸文 ナデ 10 植物繊維混入

lll1 94 27号住居跡 埋上下部 濃鉢 胴都 撚糸文 ナ デ 10 植物繊維混入

第28図  27号住居跡出土遺物
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AA' BB' CC'
25Yワ4 オリーブ褐色砂礫 堅くしまる
25Y5/4 オリープ褐色砂礫 堅くしまる
10YRク4褐色砂礫質粘土 堅くしまる
10YR5ん 黄褐色粘土 炭化物片含 (10%)堅 くしまる
10YR4/4掲 色砂礫質粘上 炭化物片含 (少量)堅 くしまる
10YR4/4褐 色粘土 炭化物片含 (10%)堅 くしまる
10YR7/6明 黄褐色粘上 堅くしまる
10YR3/4暗褐色粘土 炭化物片含 (2%)焼上粒 (1%)ややしまる
10YR4/3に ぶい黄褐色砂質粘土 しまる
砂礫 (径数cm)

5YR5/8明 赤褐色焼土  しまる
25YR5/4オ リーブ褐色砂礫 炭化物片含 (1%) 非常に堅 くしまる

L‐ 201300m
C     ざ

〕̈劾10YRワ 6褐色粘土と5YR4/8赤褐色
粘土との混合土 堅くしまる
5YR4洛 赤褐色焼土 墾 くしまる

No pp5 pp6 pp8 pp9 pp16

径 (cm) 60× 52 36X36 56× 52 57× 52 55× 43 24X22 28× 24 24X22 31× 25 26X18 16X15 11× ユ」 15× 15

案さ(cm) 5 6 9 7 9 6 8 9 7

No pp19 DD21 DD22 っo23 つD24 DD25 っo26 っっ27 Dつ28 pD29

径 (cm) 18× 16 12× 12 35× 25 18X14 20X20 22X16 22X14

朱さ (cm) 5 3 5 2 4 11 7 6 6 5 4 5 9

第30図  30号住居跡・29号竪穴状遺構 (2)

しかも同様な土質のため壁と埋土の境を明確にすることは難しかった。

<壁 > 20号住居跡と同様南壁はなだらかに上がり、残存する20号住居跡の南壁へと続く。西壁はほとんど

残りが悪く、壁高は平均 2 cmである。砂礫層の埋まる北壁は緩やかに立ち上がった後に、さらに10～25cm立

ち上がる。

<柱穴> 柱穴状小土坑は32基検出している。直径約50cmの柱穴が 4基あり、北壁から北西側床にかけて径

20～30cmの小土坑が巡る。南壁では径10cmの柱穴が14基検出された。北壁の柱穴はその配列から壁柱穴の可

能性がある。

<床面> 全般的によくしまっている。とくに東側の縦線の範囲は戊化物混じり粘土で堅くしまり、貼床と

も考えられる。

<炉跡> 地床炉 2基を検出している。 1号炉は西壁から約90c皿東寄りにあり、規模は60× 40cm、 やや不整

な楕円形状で薄い。 2号炉は炭化物片混じり粘土床面の東側に位置する。規模は52× 42cm、 厚さ約 8 cmで不

整な楕円形状を呈する。

遺物 貝殻文の土器片を除いて、植物繊維を混入する。145と 146は同一個体の可能性が大きい。石器は石鏃

3点、石匙 2点、不定形 1点が出土している。石鏃は扶りの深いものが 1点、石匙はすべて縦型である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期中葉頃と考えられる。

ユ3 10YR3/4暗褐色砂礫質粘土 炭化物片含 (2%)や や しまる
14 10YR3/2暗 褐色砂礫質粘土
15 10YR6/6明 黄褐黄色粘土 と5YR4/4に ぶい赤褐色土との混合土 しまりわるい
16 25YR5/4オ リーブ褐色砂礫質粘上  しまる
17 10YR4/6褐色砂礫質粘土 炭化物片含 (少量)し まる
18 25YR3/3暗 オリーブ褐色砂質シル ト やや しまる
19 10YR4/4オ リーブ褐色砂質シル ト やや しまる
20 25YR3/3暗オリープ褐色砂質ンル トと5YR4/4に ぶい赤褐色土との混合土  しまる
21 10YR3/4暗 褐色砂質シル ト 炭化物片含 (1%)し まる
22 25YR3/3オ リーブ褐色砂質シル トと5YR4/41こぶい赤褐色土との混合土
23 10YR73に ぶい黄橙色砂
24 25YR6/6明黄褐色砂質シル ト しまる
25 10YR3/4暗褐色砂質シル ト 堅 くしまる

枷〕易
『習易

4 10YR2/2黒褐色砂質シルト 非常に堅くしまる
5 10YR3/4暗褐色礫質粘土 (亜円礫 5%)し まる

dL=201300覧
′

―

し‐201300m
el引ざ

蒻

Ｏｍｈ引叶干

bb'^― gg'

10YR3/4暗褐色粘土  堅くしまる
ЮYR2/3黒 褐色砂質ンルト 炭化物片含 (1%)竪 くしまる
10YR3/3褐色砂と5YR3/6暗赤褐色土との混合土 しまりなし

,L=201 100m j

―

hh' it'  jj.

1 10YR6/4に ぶい黄橙色砂礫  固 くしまる
2 10YR5/4黄褐色砂礫 固 くしまる
3 10YR2/3黒褐色粘土 土器片 獣骨含 やや しまる
3'10YR3/3黒褐色砂礫質粘土 (礫 10%)や や しまる
4 10YR5/4にぶい黄褐色粘土 炭化物片含 (1%)堅 くしまる
5 10YR4/4褐色砂礫  しまりなし
6 10YR4/4褐色砂  しまる

75YR3/3黒 褐色砂質粘土 (10%)炭 化物片含 (1%)し まる
10YR2/3黒褐色礫質粘土 (5～ 10cm、 1%)土器片・獣骨含 ややしまる
10YR3/4暗褐色粘上 しまる
5YR3/2 オリーブ黒色砂 上部に酸化鉄層  しまりなし
5YR2/4 極暗赤褐色土と10YR5浴黄掲色砂 との混合上 しまりなし
10YR5洛 黄掲色砂  しまりなし
5YR3/2 オリーブ黒色砂礫

No DD33 つつ34 つD35 つD37 pp38

径  (cm) 182X8E (78)× 27 24× 21 19× 16 15X13

条さ (cm) 37 17 8 5 6 4
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 鐵 器厚 備考

30号住居跡 埋土上部 深鉢 日 条痕文 日唇:原体末端圧痕文 条痕 911t 植物繊維混入

30号住居跡 床面 深鉢 ロ 格子状沈線文 爪形状文 横縄文 ナ デ 9 植物繊維混ス

00お 17 30号住居跡 埋土下部 深鉢 底 横縄文 尖底 ナ デ 植物繊維混入

30号住居跡 埋土上部 深鉢 ロ 沈線文 刺突文 貝殻腹縁圧痕文 先端縦位貝殻圧痕文 ナデ 8

Ol1 550 30号住居跡 埋土上部 深鉢 ロ 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 先端縦位員殻圧痕文 ナデ 7

49 00‐ 542 30号住居跡 床面 深鉢 日 燃糸文 回唇 :斜め刻み ナ デ 植物繊維混入

50 00‐ 112 30号住居跡 床面 深鉢 底 縄 文 破損 植物繊維混入

図版番号 登録香号 静 種 分類 出土地点 層位 長at 幅 II B 厚 du 重量g 石 質 備考

151 285 石鏃 ⅡAl 30号住居跡 上部 頁岩 先端欠損

286 石匙 30号住居跡 下都 2&5 80 1619И 頁岩

220 不定形 I 30号住居跡 上部 630 365 頁岩

第31図  30号住居跡出上遺物

31号住居跡 (第32・ 33図、写真図版20。 115。 116)

<位置> BI,24～ 25区に跨って位置する。

<検出状況> Ⅱa層黒褐色砂礫質粘土下位で検出した。重機で表土削除後人力検出を行った。遺物が多く

出土し慎重に精査した結果、焼土遺構を検出した。西側でわずかに壁の立ち上がりを確認したことから住居

跡と認定した。
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202400m a

鳴  評

1 5YR6/8橙色礫質焼土
(礫径ユc皿)竪 くしまる
2 10YR3/4暗 褐色小礫混
砂質シル ト しまる

bL‐
202400mJ

卜  引

威
bb'

1 5YR4/8赤褐色礫混
焼土 堅くしまる
2 10YR3/4暗褐色小礫混
砂質ンルト しまる

cL=,32400mざ
卜    引

1 10YR2/3黒 褐色砂質
ンルトしまりなし

L=202500m
d    ざ
十一  引

抗
ddi

l 10YR3/4暗 褐色砂礫
堅くしまる

0    1:50   1m

Ω地

評
髯

眸

AA
l 表土
2 10Y2/2 黒褐色砂質シルト しまる
3 10YR3/4暗 褐色粘土と76褐色シル トとの混合土 (中標火山灰含)し まる
4 10YR3/4暗 褐色粘土 堅くしまる
5 10YR3/4暗 褐色砂質シル ト混砂礫 土器片含 堅くしまる
6 25Y4/4オ リーブ褐色砂礫 堅くしまる

第32図 31号住居跡

<形態 。規模> 北側は調査区外に延び、南側は撹乱を受けている。西壁プランから推定する規模は 5m前
後と考えられる。

<埋土> 山体から緩やかに傾斜する裾野部分にあり、約 lm北側には水路がある。表土部分は水路造成時
の撹乱層で、その下位に旧表土黒褐色土が残る。西側の調査区より表土から検出面までは浅い。To―Cuは黒

褐色土下部に塊状に混入し、その下位に暗褐色土が堆積している。本土層には遺物が包含されるが、地山ま

での厚さがない分遺物の時期幅が大きい。

<壁> 南向き断面とそれから延びる西壁のみの検出である。壁高は 3～ 5 cmで、形状は判別できない。
<床面> 礫を含む砂礫よりなり、堅くしまる。小さな凹凸が目立つ。
<柱穴> 床面で 3基検出した。開口部径は30～ 40cm、 深さは約10cmで ある。
<炉> 地床炉を 2基検出した。規模は58× 34c皿と50× 40cmで、不整な楕円形を呈する。厚さは最大12cmで
ある。

<付属施設> 東西断面西側で溝状の断面を確認し精査をすすめたが、lmを検出した。住居外地山からは
15cm、 床面からは 8 cmの比高を持つ。

遺物 埋土で述べたが、周辺で検出された遺構時期幅からみると埋土が薄く、単一時期の土器の包含層では
なく、それぞれの時期ごとの撹乱や山体からの重力移動に伴う撹乱をうけているため、埋土から出土した土

器には時期幅がある。植物繊維を混入する土器が多い。文様や胎工から154～ 1581ま W町群土器に、159～ 166

はⅡ群土器に属すると考えられる。石器は石鏃 2点、不定形 2点、凹石 1点などが出土している。石鏃は平

No I

`垂

   (cll) 36× 34 42× 35 41X36

深さ(cm) 8
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

00‐ 832 31号住居跡 埋上下部 深鉢 ロ 文様帯 :側面圧戻文十沈線文 ナ デ Ⅷ 1lnd 植物繊維混ス

00- 87 31号住居跡 埋上下都 深鉢 日 文様帯 側面圧痕文十沈線文 ナデ Ⅷ 11 植物繊維混入

00‐ 586 31号住居跡 埋上下部 深鉢 ロ 非結束羽縄文 ナ デ 10 植物繊維混入

00‐ 298 31号住居跡 埋上下部 深鉢 日 10 植物繊維混入

00- 70 31号住居跡 床面 深鉢 胴 非結束羽縄文 植物繊維混入

00- 89 31号住居跡 埋土下部 深鉢 日 側面庄痕文 ナ デ 植物繊維混ス

60 31号住居跡 床面 深鉢 胴 撚糸文 (組紐 ) ナ デ 8 植物繊維混ス

31号住居跡 埋上下部 深鉢 胴 条痕文 条痕文

00- 76 31号住居跡 床面 深鉢 胴 撚糸文 ナデ 11 植物繊維混入

Ol1 83 31号 住居縣 埋土下部 深鉢 胴 縦羽4.B文 ナ デ 10 植物繊維混入

Ol1 85 31号住居跡 埋上下部 深鉢 LR横 縄文 LR 植物繊維混入

Ol1 577 31号住居跡 埋上下部 深鉢 日 隆起線文 植物繊維混入

lX1 108 31号住居跡 埋土上部 深鉢 微隆起線文 条痕支 6

第33図  3刊号住居跡出土遺物
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L=201 600m   A

一

10Y昭/4暗褐色粘土 炭化物片含 (5%)しまる
10YR4//3に ぶい黄褐色砂質シルト ややしまる
10YR3/4暗褐色粘土 炭化物片含 (3%)しまる
10YR4/4褐色砂質シル ト 焼土小塊状含 しまる
10YR3/3暗褐色粘土 ややしまる
10YR4/4褐色砂質シル ト しまる
10YR3/4暗褐色砂質シルト しまる
10YR4/6褐色砂質シル ト 堅くしまる
10YR4れ 褐色粘土 炭化物片含 (1%)しまる

L‐ 201300m  
ゴ

1 10YR3れ 暗褐色粘土 やや焼成受ける
しまりわるい
2 5YR4浴 赤褐色粘上 しまる
3 5YR4/8赤 褐色粘土とク明 色粘土と
の混合土 しまる
4 25Y4/6 オリープ褐色粘上 しまる
焼土粒やや混入

L=201300m

b      bi

―

励
bb'
1 5YR3/6赤褐色焼土 しまる

と‐201300m i

cc         劾

3

10YR4お 褐色砂質シルト やや焼成受ける
しまりわるい
10YR3れ 暗褐色砂質シルト しまる
25Y4/6オ リーブ褐色砂質ンルト しまる

L=201200m
d     d'

―

�
dd'
1 10YR3れ 暗褐色粘土 炭化物片含 (10%)

１

ユ「皐
｀
/ヽ//

り＼
iゝ_1___/ゝ
/

AA'
1 10YR7/4に ぶい黄褐色砂礫 (下位より礫径大)堅 くしまる  10
2 10YR″6明黄褐色砂礫 固くしまる           11
3 10YR7/6明 黄褐色砂礫 ややしまりわるい        12
4 10YR4/3に ぶい黄褐色砂礫質シルト 堅くしまる     13
4.10YR4/3に ぶい黄掲色砂礫質シルト しまりわるい    14
5 10YR3/4暗 褐色砂礫質シルト しまる          15
6 10YR3/4暗褐色砂礫質シルト5よ り礫混入多い しまる   16
7 10YR3/3暗 掲色砂礫質シルト 炭化物片含 (1%)しまる  17
8 10YR7/4に ぶい黄褐色砂礫 しまる           18
9 10YR4/4褐 色粘土 炭化物片含 (1%)しまる

第34図 38号住居跡

基と凹基である。

時期 不完全なプランと出土土器の時期から断定はできないが、縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。

38号住居跡 (第 34・ 35図、写真図版21・ 116)

<位置> B I k18区 に位置する。

<検出状況> 30号住居跡床面下を補足調査中、西側床面下 2層 目の炭化物片混粘土層で比較的多くの土器

片が出土し、焼土遺構を検出したため、本遺跡での住居跡検出状況から住居跡と認定した。

<形態・規模> 壁の立ち上がりが不明瞭で、堅くしまる粘土層の範囲でプランを推定した。北西一南東方

向に主軸を持つ楕円形状で、規模は 5× 4mである。

<埋土> 上位から砂細礫 (20号住居跡検出面)、 暗褐色砂礫質粘土 (30号住居跡検出面)の順に堆積して

―
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第35図  38号住居跡出土遺物

いる。

<壁> 】ヒ側断面に壁高10cmの なだらかな立ち上がりを確認できるが、全体的には不明瞭である。
<床面> 固くしまる。
<柱穴> 巨礫下で柱穴状土坑 1基を検出した。自然作用の可能性もある。
<炉跡> 地床炉を3基検出した。 1号炉は西側にあり、不整な楕円形で規模は70× 40cm、 厚さは12clllであ
る。 3号炉は南壁外に位置し、屋外炉と考えられる。 2・ 3号炉ともに弱焼成である。

遺物 すべての土器片に植物繊維を混入する。縄文を施文される土器片は厚 く、10alnl前後である。1701よ先
端で軽く外反する。171は横位または曲線的な側面圧痕文の文様帯をもつ土器片とみられ、先端は小波状を

呈する。これらの土器片は、他の遺構や包含層からの出土状況から見て共伴土器と考えられる。石器は石鏃

が 2点出土している。もう 1点の基部は平基である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末棄頃と考えられる。

39号住居跡 (第36図・写真図版22・ 117)

<位置> B11・ mll～ 12区に跨って位置する。

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

170 00お 35 38号住居跡 埋土最下部 深鉢 RL     口唇 ,原体末端圧痕 Ⅱ 9ma 植物繊維混入

Ol1 543 38号住居跡 床面 深鉢 ロ 側面圧痕文 (0多 ) ナデ 6 植物繊維混入

172 Ol1 256 38号 住居訴 床面 深鉢 9 植物繊維漫入

173 00‐ 303 38号住居跡 埋土最下部 深鉢 植物繊維混入

174 00‐ 538 38号住居跡 床面 深鉢 綻羽縄文 (RL) ナデ 11 植物繊維混入

175 00‐ 486 38号住居跡 床面 深鉢 底 無文 ナデ 巨 11 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長ID 幅na 厚 Iu 重量々 石質 備考

176 石鏃 ⅡAl 38号住居跡 下部 064 買岩 先端欠損
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1 5YR3/4 暗赤褐色砂質シルト ややしまる
2 10YR2/3黒 褐色砂質粘土 ややしまる

AA
l 10YR2/2 黒褐色礫混砂質シル ト (礫径最大5cm)
土器 炭化物片含 やや しまる
2 10YR3/3暗褐色砂礫 (礫径2～ 3c皿、亜角～亜円礫 )
淘汰悪い しまる
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第36図 39号住居跡 。出土遺物

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

177 00‐ 126 39号 住居跡 埋土下部 深鉢 胴 非結東羽縄文 ナ デ V 1ldu 植物繊維混入

178 00‐ 129 39号住居跡 埋土上部 深鉢 ロ RL (0多 ) ナデ Ⅳ 7 植物繊維混入

1約 Ol1 127 39号 住居跡 埋上下部 深鉢 胴下 RL(綻回転) ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

lll1 141 39号住居跡 埋上上部 深鉢 撚系文 ナデ Ⅳ 植物繊維混入

00-130 39号住居跡 埋土上部 深鉢 日 貝殻腹縁庄痕文 先端縦位貝殻文 ナデ Ⅳ 9

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長aut 幅血 厚aa 重量質 石質 備考

49 石匙 39号 住居跡 埋土 80 1064 買岩

不定形 Ⅳ 39号住居跡 埋土 (405) (200) 68 頁岩 先端 基部欠損
326 凹石 39号住居跡 埋土 840 575 370 2004 砂岩

※ ( )は 欠損長
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<検出状況> 第24号住居跡の補足調査で床面を掘り下げたところ、黒褐色土中から土器片を比較的多く出
土した。西側土層断面で埋土の傾きを確認しながら精査をすすめ、暗褐色土床面で焼土遺構を検出したとこ

ろで住居跡と認定した。

<形態 。規模> 埋上の広がりから円形状と推定された。規模は約4.3mである。
<埋土> 2層 に大別される。上位から黒褐色土・暗褐色土である。北側では壁および黒褐色土を侵食する

ように褐色砂細礫がオーバーラップする。黒褐色土はプランよりも小さく西側によって分布し、人頭大の亜

円礫が多量に混入している。周囲の土層の様子から考えて、人為的な投げ込みの可能性もある。

<床・壁> 検出面から床面までの深さは 5～ 1lcmである。全体的に壁の立ち上がりは不明瞭であるが、西

側断面上でみるとやや急に立ち上がる。床面はしまりがよい。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 地床炉と考えられる焼土が中央付近で検出された。不整な楕円形状を呈し、規模は70× 55cm、 厚
さは 5 cmである。

遺物 貝殻文土器片を除き、植物繊維を胎土に含む。177と 1791ま厚く胎土と施文状況からみて同一個体で、
179の傾きから九底と考えられる。1831ま石匙の欠損品とも考えられる。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

40号住居跡 (第37・ 38図、写真図版23'H7)

<位置> BIm・ n14～ 16区に跨って位置する。

<検出状況> 第24号住居跡東側の検出面を第39号住居跡検出面まで掘り下げ中に、遺物が多く出土する範

囲を確認した。調査区外を画する土層断面を観察しながら精査をすすめ、南北方向に緩い壁の立ち上がりと

西側に焼土遺構を検出したことから住居跡と認定した。検出プランからは南側調査区外と東側来年度調査区

に延びることが分かった。来年度の遺構精査も考えたが、さらに下位に検出面が存在する可能性もあり、地

山を確認することを優先して検出分の精査はその年度に終了した。次年度はプランが広がる範囲を推定して

精査をすすめたが、砂細礫質粘土層に侵食されたかのように壁が不明瞭で検出できなかった。

<形態・規模> 検出したプランから推定される形態は楕円形状と考えられる。規模は 5～ 6mと推測される。
<埋土> 堆積物が多い山体側から20m以上離れているため比較的埋土は薄い。埋土の主体は暗褐色土で、

その上を褐灰色土、黄褐色土が覆う。To―Cuは黒褐色土下限に塊状に混入する。

<床・壁> 床は回くしまる。壁はかろうじて南北断面で緩く立ち上がる北壁を確認した。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 西側壁寄りで 1基検出された。明瞭な焼成面に到達するまでの約10cm上位から、焼上が滲んだよ

うな漸移層が検出された (焼土遺構にできない程の焼成状況)。 南側1/3が調査区外に延びるため推定形態は

円形状で、規模は約80cmである。厚さは 6 cmである。

遺物 すべての土器片の胎土に植物繊維を含む。斜縄文 (表裏縄文含)のほかに非結束羽状縄文、結束羽状

縄文、側面圧痕文で施文された土器片が出土している。石器は石鏃 3点、石匙 1点、不定形石器 1点、擦石

1点が出土している。石鏃の基部はおよそ平基である①

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

41号住居跡 (第39。 40図、写真図版24。 117・ 118)

<位置> B Ii21区に位置する。
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1 5YR2ん 極暗赤褐色砂質粘土 土器片合
ややしまる

0   1:60  1m

AA'
0 10YR72灰黄褐色粘土 ややしまる
1 10Y彫/2黒褐色砂質粘土 ややしまる
2a10Y酌/3にぶい責褐色シルトと10YR6/6明黄褐色シルトとの混合土 ややしまる
2b10YR3/4暗 赤褐色粘土 ややしまる
3a10YR5/3に ぶい黄褐色砂質粘土 土器片含 ややしまる

3b10Y馳 洛 にぶい黄掲色砂質粘土 ややしまる
3c10YR4/1暗 褐色砂質粘上 しまる
3d10YR5/1褐 灰色砂礫質粘土 (径 5～ 104a、 角礫)し まる
4 10YR3/2黒 褐色砂質粘土 しまる

第37図 40号住居跡

<検出状況> 第26号住居跡の北半分を精査するために拡張した調査区内で検出された。26号住居跡北半分
の精査中に流れ込みと考えられるやや時期の古い土器片が出土していたが、26号住居跡の精査終了後の補足

|

調査で床面下に多くの土器片を包含する褐色粘土層を検出し、壁の立ち上がりを確認したことから住居跡と

認定した。

<重複関係> 本遺構の上位層Ⅱbでは、縄文時代晩期末～弥生時代初の遺物とともに焼土遺構を検出した。

確認できなかったが、住居跡が存在していた可能性がある。Ⅳa3層面では52号住居跡が検出され、南側が

同遺構に切られている。本遺構と第46号住居跡は同一検出面で検出されており、本遺構の出土土器を包含す

る暗褐色粘土が46号住居跡の上位に確認されることから、本遺構力沈6号住居跡より新しいと考えられる。ま

た、土器片からは大きな時間差はなく、 2遺構で床面が上下する竪穴状遺構の可能性もある。

<形態・規模> 重複および東側の撹乱のため形態・規模は判別しがたいが、長軸 4～ 4.5mの精円形状を
呈すると推測される。

<埋土> 砂細礫質粘土を主体とし、下位に褐色粘土層が堆積する。この埋土状況は46号住居跡と異なって
いる。

<壁 > 北側断面に壁状の立ち上がりを確認できる。調査区外に広がるため全貌を把握できないが、上面で

検出された住居跡よりやや垂直気味に立ち上がる。

<床面> 堅くしまりやや凹凸がある。掘りすぎの可能性もあるが、貼床等の施設は確認できない。
<柱穴> 検出できなかった。
<炉跡> 検出できなかった。南側に隣接する第52号住居跡に伴う焼土遺構があるが、位置と検出高から本
遺構に属する可能性もある。
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第38図  40号住居跡出土遺物

遺物 貝殻復縁圧痕文・沈線文・刺突文で幾何学的に施文される土器片が多く出上している。205と 208は条

痕―条痕文土器片で縦位・斜位 2方向に施文される。2051よ 内面先端に横位の条痕が施されている。石器は

出土していない。

時期 検出層位と出土遺物より縄文時代早期中葉頃と考えられる。

46号住居跡 (第39・ 41図、写真図版25'118)

<位置> BIh・ i20区に跨って位置する。

<検出状況> 41号住居跡と同様に検出中に貝殻文で施文された土器片が出土した。亜円礫の巨礫も散在す

るため平面での検出が難しくなり、土層観察用のベルトを設定して精査をすすめた結果、壁状の立ち上がり

をベル トで確認でき、住居跡に認定し精査をすすめた。

<重複関係> 上位面で検出された遺構とは41号住居跡と同様な関係である。東側は41号住居跡に切られて

図版番号 4録番号 出土地点 層位 器種 都位 外面文様 内面調整 錬 器厚 備考

00‐ 453 40号住居跡 埋土上部 深鉢 LR(0多 ) ナデ 7mm 植物繊維混入

40号住居跡 埋土上部 深鉢 回 結東羽縄支 ナ デ 5 植物繊維混入

40号住居跡 理土上部 深鉢 Ⅱ 植 W/J繊維混入

40号住居跡 埋土上部 深鉢 結束羽縄文 ナ デ 6 植物繊維混入

lll1 185 40号住居跡 埋土上部 深鉢 口 8 植物繊維混入

図版番号 登録番号 静 種 分類 出土地点 層位 長mal 幅 Iu 厚DH 重量g 石質 備 考

190 00‐ 363 石鏃 40号住居跡 埋土下部 175 09 買岩 先端欠損

00‐ 277 石鏃 ⅡAl 40号住居跡 埋土上部 145 40 買岩 先端欠損

192 00978 石匙 IA 40号住居跡 埋土上部 馴Э5 175 買岩 アスファル ト付着

193 00327 磨石 40号住居跡 埋 土 650 820 9629 紛岩

-55-



AA'
1 10YR3/4暗 褐色シル ト ややしまる
2 10YR〃4褐色粘上 しまる
3 10YR5/8黄褐色砂質シルト 固くしまる

BB'

1 砂礫 (礫径大)
2 10YR3れ 暗褐色粘土混砂礫
3 10YR4/6褐 色粘土混じり砂礫
4 10YR2/3黒褐色砂礫質粘土 堅くしまる
5 10YR2/3黒褐色砂礫質粘土 しまりなし
6 10YRν4暗褐色砂礫質粘土 土器片含 竪くしまる
7 10YR3/4暗褐色砂礫質粘土 土器片含 6よ り砂礫含
8 10YRプ4暗褐色砂礫質粘土 土器片含 6よ り巨礫合
9 10YR4/6褐 色粘土質シル ト しまる
10 10YR4/6褐 色礫混シル ト しまる
11 10YR4/6褐 色粘上 しまる
12 10YR4/6褐 色粘土 堅くしまる

第39図 41・ 46号住居跡

いる。

<形態・規模> 北側が調査区外に廷びヽ東側を4ユ号住居跡に切られるため全貌ははっきりしないが、長軸
が 4m前後の楕円形状を呈すると考えられる。

<埋土> 上位層に巨礫を伴う粘土層、中から下位層には褐色粘土が堆積する。
<壁> 西側壁のみが検出された。なだらかに立ち上がり、壁高は平均12cmである。
<床面> 堅くしまる。
<柱穴> 西側壁に 2基一対の壁柱穴 4基を検出した。地上部の柱が交差するように掘られており、直径が
5～ 6 cmで深さは約10clllである。

Ａ一Ａ．

Ｂ　．
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

lX1 5112 41号住居跡 下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 先端縦位貝殻圧痕文 ナデ 9rI

Ol1 501 号仁居跡 最下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 先端縦位貝殻圧痕文 ナデ 7

Ol1 245 号住居跡 最下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 Nit線文 刺突文 ナデ 9

197 00‐ 150 号住居跡 最下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈7R文 束U突文 ナ デ

198 00-191 号住居跡 最下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 ナ デ

199 00ワ 46 最下部 深鉢 貝殻腹縁庄痕文 沈線文 刺突文 ナ デ 8

200 00-122 号住居跡 最下部 深鉢 胴 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 ナ デ

〕Dl 00‐ 123 号住居跡 最下部 深鉢 胴 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 ナ デ

202 llll 硲 号住居跡 最下部 深鉢 胴 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 ナデ

203 lX1 193 号住居跡 最下部 深鉢 無支 (縦位ナデ痕 ) ナデ 9

204 Ol1 120 号住居跡 最下部 深鉢 撚糸文 ナ デ 6

llll諺0 号住居跡 最下部 深鉢 ロ 粂痕文 条痕文 7

Ol1 323 号住居跡 最下部 深鉢 日 条痕文 条痕文 6

00‐ 325 号住居跡 最下部 深鉢 撚糸文 ナ デ 植物繊維混入

00‐114 号住居跡 最下部 深鉢 胴 条痕文 条痕文 8

第40図 41号住居跡出土遺物
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第4刊 図 46号住居跡出土遺物

<炉跡> 検出できなかった。48号住居跡の 2号焼土遺構が本遺構の屋外炉に相当する可能性がある。
遺物 41号住居跡と同様に貝殻復縁圧痕文・沈線文・刺突文で幾何学的に施文される土器片が多 く出土し、

条痕―条痕文土器片が少量出土している。前者の土器片の無文部や内面は縦方向に丁寧になでた跡が明瞭に

見られる。石器は石匙 1点のみが出土している。

時期 第41号住居跡同様に検出層位と出土遺物から縄文時代早期中葉頃と考えられる。

42号住居跡 (第42図、写真図版26・ 119)

<位置> B Ij17～ 18区に跨って位置する。

→

図版番号 登録吾号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

209 00お16 46号住居跡 床面 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 先端縦位貝殻文 7D」 先端山形波状
00‐187 46号住居跡 床面 深鉢 胴 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 下室なナデ 9 植物繊維混入 ?

00663 46号住居跡 床面 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 丁寧なナデ 8
Ol1 156 46号住居跡 床面 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 丁寧なナデ

Ol1 154 46号住居跡 廉面 深鉢 沈線文 丁寧なナデ 7 植物繊維混入?

Ol1 173 46号住居跡 床面 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線支 丁寧なナデ 7 植物繊維混入

215 Ol1 322 46号住居跡 床面 深鉢 胴 条痕文 条痕文 7

00-321 46号住居跡 床面 深鉢 条痕文 条痕文 6
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aa' bb.
1 5YR2/4極赤褐色礫質土 しまりなし
焼土
2 5YR3/6暗赤褐色砂礫質土 しまりなし
焼土

3 砂礫
4 10YR5/6黄 褐色砂質土 しまりなし   10

BB'
1 砂礫
2 10YR2/3黒褐色粘土 土器片 炭化物片含 (2～3%)し まる
3 10YR4/6褐色砂礫質泣土 炭化物方含 しまる
4 10YR3/4暗褐色砂礫 土器片 炭化物片合 しまる
5 25YR4お オリーブ褐色砂礫 ややしまる (掘 りすぎ)

AA'
1 砂礫 しまりなし
2 砂礫 (1よ り径が大きい)ややしまる
3 秒礫 上位層よりやや緑がかる 堅くしまる
4 /1ヽ礫しまりなし
5 小礫 (上位層より径が大きい)し まりなし
6 10YR3/4暗 褐色小礫 下限に褐鉄鉱の層

小礫 固くしまる

10YR3/4暗褐色砂礫質粘土 土器片合  しまる
10YR3/4暗 褐色砂礫質粘土 (礫20%)し まる
小礫 堅くしまる

25Y4/6オ リープ褐色砂礫 (掘 りすぎ)
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第42図 42号住居跡 。出土遺物

<検出状況> 当該区の検出は砂礫質土で非常に難航したため、土層観察用ベルトを残しながら行った。途

中土器片を伴う焼土遺構 (2～ 4号焼土)を検出し、遺物と土層対比から縄文前期初頭面と考えた。さらに

検出をすすめ暗褐色土層を確認し、遺物と焼土遺構を検出したことにより住居跡と認定した。

<重複関係> 南側を49・ 50号住居跡に切られている。

<形態 。規模> 残存部が少なく不明なところが多いが、およそ北西一南東方向に長軸を持つ楕円形状を呈

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 需 享 備 考

42号住居跡 床面 深鉢 ロ 側面圧痕文 ナ デ 9口Л 植物繊維混入

00‐148 42号住居跡 埋土 深鉢 日 側面圧痕文 ナデ 9 植物繊維混入

220 00-169 42号住居跡 床面 深鉢 日 地支 (不鮮明)上に側面圧痕文 ナデ 植物繊維混入

Ol1 152 42号住居跡 床面 深鉢 RL ナ デ 9 植物繊維混入

図版春号 登録香号 器種 分類 出土地点 層位 長aI 蝠mI

'軍

nm 重量宜 石 質 備考

石鏃 ⅡAよ 翌号住居跡 理 土 165 40 14 頁岩 先端 基部欠損

-59-



―

―

―

―

―

―

上
宝

10YR2/1黒 色砂質シル ト しまる
10YR2/3黒 褐色砂質シル ト しまる
10YR3れ 暗褐色砂礫質シル ト (小礫 1%)し まる
10YR3/3暗 褐色砂質シル ト 土器片含  r_Rく しまる
10YR2浴 黒褐色砂礫質シル ト (礫径5cm)し まりなし
10YR2/3黒 褐色砂礫質粘土  しまる
25Y74 1こ ぶい黄色砂  しまりなし
礫 掘 り過ぎ
10YR2/3 褐色シル ト

。   1:50   1m

辮
223
/

225

繭 翠

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 鑢 器厚 備 考

00‐505 44号住居跡 埋土中部 深鉢 撚糸文 側面庄痕文 日唇に側面圧痕 ナ デ Ⅳ 7nul 植物繊維混入

Ol1 327 44号住居跡 埋土中部 深鉢 地文上 (RL?)に 側面庄痕文 ナ デ Ⅳ lユ 植物繊維混入

銀号住居跡 埋土中部 深鉢 R ナデ Ⅳ 8

226 00326 44号住居跡 埋土中郡 深鉢 胴 燃系支 (LR ナ デ Ⅳ 9 植物繊維混入

第43図  44号住居跡・出土遺物

し、規模は 5m前後と考えられる。

<坦土> 2層 に大別でき、上部は砂礫質土、下部は暗褐色粘土で埋められている。
<壁 > 北、東壁ともに緩やかに立ち上がる。人為的ではなく自然の営力により形成されたようにみえる。
<床面> しまりのない礫層で構成される。
<柱穴> 検出できなかった。
<炉跡> 2基 の地床炉を検出した。 1号炉は楕円形状を呈し、規模は約78× 40cmである。精査中に削剥さ
れすぎて残存部が少なくなった。 2号炉は長軸が60cmで歪な形を呈する。厚さは 8 cmと 薄い。

<その他> 床面の礫層を掘り下げたところ、焼土や炭化物の混入する暗褐色粘上の広がりを検出した。同
様の状況 (住居跡下の地山礫層を埋める災化物片や焼土混粘土)は他の調査区でも見られ、わずかな窪みを

利用して屋外炉を作るような環境から住居跡を構築する場所に変化していったような可能性もある。

遺物 土器片に植物繊維を含むものが多い。218・ 2191ま 口縁部文様帯と見られ、横位や曲線的な側面圧痕文
で構成される。2201ま口縁部で先端が先細 り、日唇部に刻みがはいる。不鮮明であるが、斜縄文上に横位の
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側面圧痕文が施される。石器は石鏃と不定形看器が各 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

44号住居跡 (第43図、写真図版27'119)

<位置> B Ⅱ o02区に位置する。

<検出状況> 1区の最終検出面であり、旧河道跡に堆積した礫層上にのるオリーブ褐色の砂質粘土面である。

暗褐色粘土の広がりでプランを推定した。

<形態・規模> 不整な楕円形状を呈し、規模は3.65× 2.80mである。
<埋土> 上位は黒褐色土、中位は暗褐色砂質土で自然堆積状に埋められている。床面は検出時に掘りすぎ
ている。

<壁 > 全般的になだらかである。南壁はやや急な立ち上がりがみられ、壁高は約30c皿である。特徴的なこ

とは南東壁がスロープ状に窪むことである。同様の構造は第51号住居跡でも観察される。

<柱穴> 掘りすぎている部分もあるが、黒褐色砂礫質土で覆われている。
<柱穴> 検出できなかった。埋土断面北側に小型の壁柱穴らしき跡を観察できる。
<炉跡> 検出できなかった。

遺物 植物繊維を混入する土器片が多い。2231よ開き気味に外反する。横位の側面圧痕文が 2段みられる。
224は地文上に 2段の側面圧痕文を施す。石器は出土していない。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

45号住居跡 (第44図、写真図版28。 119)

<位置> B Ii19～20区に位置する。

<検出状況> 26号住居跡の精査後床面を掘り下げた。貝殻文土器片が亜円礫の巨礫周辺から出土した。土

層観察用のベルトを残し精査をすすめ、断面で壁を確認したため、住居跡と認定した。

<形態 。規模> 残存する壁から推定すると、北西―南東方向に長軸をもつ楕円形状を呈し、規模は約 4×

3.4mである。

<埋土> 砂礫質土に覆われている。上部から中部にかけて巨礫が混入し、下部は暗褐色～黒褐色砂礫質土
で埋められている。

<壁 > 断面東側にほぼ垂直に立ち上がる壁を観察できる。壁高は20cmである。また、北東壁や北西壁上で

は埋土中位にある巨礫の一部が検出される。

<床面> 堅くしまるが凹凸がある。やや南傾斜する。
<柱穴> 壁に沿って柱穴状小土坑が11基検出された。直径は10～20cmである。東側に傾くものが多く、垂

直に立つもの (ppl・ pp2・ pp9～ ppll)も ある。南壁が失われているために全体像は把握できない。

<炉跡> 東壁から80clllほ ど離れた位置から焼土遺構が検出された。屋外炉と考えられる。

遺物 貝殻文の土器片が主に出土している。231は小型の深鉢で貝殻による条痕とみられる。石器は石鏃の

ほかに欠損した石匙が 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期中葉頃と考えられる。

48号住居跡 (第45・ 46図、写真図版29。 119・ 120)

<位置> BIh・ i19区に跨って位置する。
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BB'
10YR〃 1黒色砂質シルト しまりなし
10YR5海 黄褐色砂質ンルト しまる

(3よ り礫割合少)土器片含 しまる
ЮYR3/4暗褐色粘土質ンルト しまる
ЮYR2/3黒褐色砂礫質シルト しまる
10YR4/6褐 色砂礫質粘上 しまる
ЮYRワ6褐色砂礫質粘土 土器片含
堅くしまる
ЮYR6/8明黄褐色砂礫質シルト
竪くしまる

A

No 径 (cm) 深さ(cm

pっ01 20× 20

pp02 9X9
pp03 6X6
Dつ04 10X10

7X7
10X10

pp07 10× 10

っp08 10X10

pp09 5× 5

7X7
つつ11 20× 20

L=202500m

AA'
1 10YR4/6黄 褐色砂礫質シルト 堅くしまる
2 10YR4/6黄 褐色砂礫質シルト (1よ り砂礫多い)堅 くしまる
3 10YR4/6黄 褐色砂礫 (大礫) 堅くしまる
4 10YR3/4暗 褐色砂礫 堅くしまる
5 10YR74褐色砂礫質粘土 (礫 10%)固 くしまる
6 10YR4/6褐 色砂礫質粘土 堅くしまる

10YR″ 4暗褐色砂礫質粘土 竪 くしまる
10YRノ 3黒褐色砂礫質粘土 竪 くしまる
10YR4/4褐色砂質 /1V卜  やや しまる
10YR2/3黒 褐色砂質》卜 やや しまる
10YR4/6褐 色粘土 竪 くしまる
10YR5/8黄 褐色砂質ンルト 堅 くしまる

７

８

９

Ю

Ｈ

‐２

幽 28    
聯 球 229

※ 2321よ S‐ 1//2

232

ぐⅢ PP8

ドが

0   1:50   1m

7
230

ンルト

―

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 音L位 外面文様 内面調整 嫌 器厚 備考

227 00‐ 503 45号住居跡 埋土下部 深鉢 日縁 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 先端縦位貝殻文 �

228 00‐ 241 45号住居跡 埋上下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 ミガキ 5

229 00947 45号住居跡 埋上下部 深鉢 貝殻腹縁庄痕文 沈線文 刺突文 ミガキ 7

230 00‐ 310 45号住居跡 埋土下部 深鉢 胴 ナデ
｀

7

00お 18 45号住居跡 埋上下郡 深鉢 条痕支 条痕文 5
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 nl 幅Du 厚II 重量g 石質 備考

石鏃 45号住居跡 下部 ユ55 貢岩 先端部欠損

第44図 45号住居跡・出土遺物
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1 5YR3/4暗赤褐色焼土
しまりなし
2 10YR3/4褐 色砂弊質シルト
しまりなし

bb'
1 5YR5/8明 赤褐色焼土 礫 (礫 10%)
しまりなし

AA'
1 10YR2/3黒 褐色砂礫 しまりなし
2 10YR4/6褐 色砂礫質シルト 固くしまる
3 10YR3/4暗 褐色砂礫質シルト 土器片含 固くしまる
4 10YR4/6褐 色砂礫質粘上 しまる
5 10YR4/3に ぶい黄褐色砂 しまる
6 25Y74オ リーブ褐色砂 しまる
7 25Y4/4オ リーブ褐色砂礫 (礫20%)

No pp03 pp04 pp05

径 (cm) 38× 26 16X16 7× 7 13× 13

案さ (cn) 約

〉 騨

戸観
ケ37

朗

第45図 48号住居跡 。出土遺物 (司 )

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

233 00- 45 48号住居跡 埋土下部 深鉢 口 員殻腹縁庄痕文 沈線文 刺突文 粘土粒貼付 先端縦位貝殻文 9D8

00-177 48号住居跡 埋上下部 深鉢 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 先端縦位員殻支 8

00‐ 35 48号住居跡 埋上下部 深鉢 員殻腹縁圧痕文・沈線文 刺突文 ナ デ 8 植物繊維混入

Ol1 172 48号住居跡 埋土中部 決鉢 胴 沈線文 ナデ 6

lX1 369 48号住居跡 埋上下部 深a. 日 しR    口唇 側面圧痕文 ナ デ 6

Ol1 308 48号住居跡 埋上下部 深鉢 回 RL    口唇 :指頭状圧痕 ナデ 7

239 00‐ 170 48号住居跡 埋上下部 深鉢 条痕文 条痕文 6

240 00‐ 820 48号住居跡 埋上下部 深鉢 LR(0多 )  先端短太沈線十交差状縄文 ナデ 植物繊維混入
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mdl 中愚Hn 厚DIU 重量貿 石質 備考

不定形 48号住居跡 埋土 298 62 1173 頁岩

276 不定軽 48号住居跡 床面 38 頁岩

第46図 48号住居跡出土遺物 (2)

<検出状況・重複関係> 4棟の縄文早期中葉住居跡の中で最西端にあり、検出した標高も最も高い。遺物
や炉跡の検出は早い段階にしていたが、当初46号住居跡と同一とみていたため登録が遅くなった。埋土状況

などからより新しい遺構と考えられる。

<形態・規模> 西壁と東側床面の広がりでおよそのプランを推定している。東側に巨礫が分布し、礫の分
布しない部分が東壁のようにみえる。規模は3m程度で、平面形は不整な円形～楕円形を呈すると推測される。

<埋土> 主に砂礫質土に覆われる。北側は崖錐堆積物に覆われ、近隣住居跡でも観察された褐色粘上が下
位で少し認められた。

<壁 >南西壁のみ観察された。ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は30cmで ある。

<床面> ややしまる程度である。
<柱穴> 床面、西壁と西壁外で 5基の柱穴を検出した。pplと pp2がやや大きい。pp3と pp5は傾きが中央
部を向いている。南東側第45号住居跡の柱穴は本遺構に所属する可能性モある。

<炉跡> 地床炉を 2基検出している。 2号炉は床面上にあり固くしまる。 1号炉は西側推定壁からやや離
れている。異地性の可能性もある。

遺物 貝殻文土器片が出土土器のおよそ半数をしめる。233～ 236は貝殻文で施文される土器片で、233と 235
は焼成良好で、文様を鮮明に観察できる。234と 236は表面が黒色で、2341ま 内湾気味に立ち上がり、236は逆

「く」の字形の急激な屈曲部を有する。238は 回唇に指頭状の圧痕文で施文され、先端がめくれるように外反

する。2401ま 先端に縦位の大い沈線が引かれ、その下位に回転方向変えた施文がなされ交差してみえる。石

器は石匙、不定形石器の各 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期中葉頃と考えられる。

49号住居跡 (第47図、写真図版30'120)

<位置> B I k18～ 19区に跨って位置する。

<検出状況> 38号住居跡精査終了後に地山検出作業中に焼土遺構を検出した。土層断面からは自然堆積土

で覆われていることから38号住居跡床面下位に位置する遺構と判断した。本遺構は同位置で 4回 目の検出面

にあたる (20号・30号 。38号・49号の順)。
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10YR3/4暗褐色粘土 炭化物片含 (1%)ややしまる
10Y酪 /4暗褐色砂質シルト 炭化物片含 (5%)しまる
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10YR3浴 暗褐色粘上質ンルト しまる
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25YR3/4暗 オリープ褐色砂との混合土
しまりわるい

0         1m

第47図 49号住居跡・出土遺物

<形態・規模> 東西壁を確認できなかったため、南北壁と床面の広がりからおよそ 5× 4m規模の楕円形

状を呈すると推測される。

<埋土> 主に暗褐色土に覆われている。
<壁> 上位面遺構の検出精査で北壁と南壁には地山が露出している。南壁は地山がなだらかに立ち上がる。

自然の傾きであり、概ね本傾斜面を壁として利用していたと考えられる。

図版番号 登録番号 出土地点 層位 静種 部位 外面文様 内面調整 徳 器厚 備考

243 00318 49号住居跡 床面 深鉢 側面圧痕文 ナ デ 10mm 植物繊維混入

244 lll1 311 49号住居跡 床面 深鉢 胴 RL 7 植物繊維混入

245 lX1 258 49号住居跡 床面 深鉢 胴 駈 Rし 植物繊維混入

246 lX/255 49号住居跡 床 面 深鉢 胴 RL 条痕文 植物繊維湿ス
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<床面> 地山面に近く粘土も薄いため上位面の遺構に比べてしまりはよくないが、戊化物片が混入し、し
まる。

<柱穴> 検出できなかった。
<炉跡> 大型で不整な形で検出された。斜線の部分には炭化物片が多く混入する。およそ北西―南東方向
に1.8mの 長軸を持つ。焼成がよく堅くしまっている。

<その他> 東壁付近は上位検出遺構精査で掘りすぎて、平面形が多少変わる可能性がある。
遺物 土器片の胎土に植物繊維を混入させる。230・ 231は表裏縄文、2321ま 内面に貝殻の条痕文で施文されて
いる。石器は出土していない。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

第51号住居跡 (第48図、写真図版31・ 120)

<位置> B I o24～ 25区に跨って位置する。

<検出状況> 当区域の最終検出面である。第44号住居跡と同様に暗褐色土プランを検出し精査を行った。
規模が小さいが、形態や柱穴状土坑の検出などから小型住居跡として登録した。

<形態・規模> 楕円形を呈する。規模は2.75× 2.30mである。
<埋土> 上部は黒褐色土・暗褐色土、下部は土器片が出土する砂礫土である。
<壁 > 全般的になだらかであるが、南北壁にやや急な立ち上がりがみられる。北壁高は32cmである。東側
は壁がスロープ状に窪む。第44号住居跡と類似する。

<床面> 砂礫が露出し、下部埋土の一部が床面であった可能性もある。 3ケ 所で炭化物片の集中する場所
が観察された。

<柱穴> 3基検出した。いずれもプラン外側で検出された。ppl・ 2の径は15～17cmで、深さは10cmと 浅い。
<炉跡> 東壁から50clllほ ど離れた場所に焼成の悪い焼土遺構を検出した。屋外炉の可能性がある。
遺物 斜縄文のほかに非結束羽状縄文が出土している。石器は掲載した 3点が出土した。
時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

200号住居跡 (第49図、写真図版32・ 120)

<位置>BIk・ 17～ 8区に跨いで位置する。

<検出状況>周囲に比し土器が多く出土し、数10clllの礫が点在する範囲を検出した。昨年度の調査の経験か

ら遺物が出土する範囲下位に遺構が存在することが多いため、遺物出上の範囲を抑え土層観察用ベルトを設

定し、精査をすることにした。南北方向ベルト北側で緩く傾斜する炭化物片混じりの暗褐色砂礫質粘土層を

確認するが、東西方向では不明瞭であった。その後、南北方向ベルト下で地床炉とみられる焼土を2ケ所で

検出し、南側調査区境土層断面で東西方向に緩く傾斜する層を確認した。これらの状況から住居跡と認定し

た。この時点で住居跡は地表面からl m50cmほ ど下から検出されたことになる。

<形態・規模> 南側は調査区外に延び、北側では明瞭な掘 り込みを確認できないため、長軸 5m以上、短
軸4..3mの楕円形状を呈すると推測される。

<埋土> 5層 に細分された。上部の主体は褐色砂礫質粘土で遺物を含む。下部は黒褐色砂礫質粘土で下限
に褐鉄鉱の集積層を介在させることがある。

<床・壁> 床は固くしまる。南壁で緩い壁の立ち上がりを明瞭に確認できるが、一部は調査区外に延びる。
北側半分は不明瞭であり、壁は検出できなかった。
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鵠 1025

◎
Pm

AA
l ЮYR2/3黒褐色砂  しまる
2 10YR3/4暗 褐色砂 ややしまる
3 10YR4/4褐 色砂礫 (礫径 lc皿 亜円礫  5%)
土器片含 ややしまる
4 25Y4/6オ リープ褐色砂 やや しまる

と=201800m
a          が

以  ;舞り発打こ魔とがこ3争鶏P

No pっ01 っっ02 pp03

径 (c正 ) 17X17 15X15 45× 43

深さ(cn)

^

Ａ一

※ 251は S‐ 1/3

図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 郡位 外面文様 内面調整 頒 器厚 備考

247 00‐ 403 51号住居跡 下部 深鉢 非結東羽縄文 (0多 )ナデ ユユHd 植物繊維混入

00‐ 436 51号住居跡 下部 深鉢 胴 LR(0多 )ナデ 絶物繊維混入

図版番号 登録番号 静種 鱒 出土地点 層位 長I BI 幅II 厚EI 重畳営 石 質 備考

20 199 石鏃 51号住居跡 埋土 283 5 頁岩

198 石匙 51号住居跡 理土 503 1&2 岩頁

251 322 擦石 5ユ号住居跡 埋土 800 81111 5mЭ 5949

第48図 第51号住居跡・出土遺物

<柱穴> 2基検出された。 5～数10cmの炭化材混粘上で埋まり、長軸が14～ 20cmで深さは 8 cmと 浅い。

<炉跡> およそ住居跡の長軸上で 2基検出された。長軸が55clllで不整形を呈するものと 3 5cmの 円形状を

呈するものである。厚さは 5 cm前後である。

<その他> 床面で数10cmの亜円礫を数点と炭化材を検出している。

遺物 埋土上部の褐色粘土層と下部の黒褐色粘土層から遺物が出土している。下部で結束羽状縄文のやや大

きめの上器片 (252)が出土した。出土割合は斜縄文 (羽状縄文の破片含)、 非結束羽状縄文、結束羽状縄文

の順に多い。254は側面圧痕文と短沈線文で構成される文様帯下部の土器片である。石器は掲載石器 1点が

出上した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期前葉頃と考えられる。
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aa' bb'
5YRν4 暗赤褐色 砂礫質粘土 (礫径3～ 5Ha、 亜角礫)
炭化物片少量含 ややしまる
75YRν4褐色砂礫質粘土 (礫径3～ 5ma、 亜角礫)
しまる 地山
5YR4/4 にぶい赤褐色砂礫質粘土
炭化物片・獣歯少量含 しまる

ユ

2

3

0   1:60  1m

AA'
25Y4/3 オリープ褐色砂礫質粘土 (礫径511Bl、 亜角～亜円礫)し まる
10YR3/3暗褐色砂礫 (礫径3～ 541D、 角～亜角礫)し まる
ЮYR4/4褐 色砂礫粘土 (5%)土器片含 しまる
10YR4/4褐 色砂礫粘土 (10%)土 器片含 しまる
10YR3/2黒 褐色砂礫質粘土 (礫径3～ 5DD、 角～亜角礫、20%)
下限に褐鉄鉱集積  しまる
10YR3/4暗褐色砂質粘土 やや しまる
75YR3れ 暗褐色砂質粘土 やや しまる

筵
盈

２５５

ｎ
＝
州
＝
Ｖ

No

径 (cm) 14X14 20× 20

深さ(cal) 8 8

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 綱 享 備考

01‐ 2025 200号住居跡 埋土上部 深鉢 結東羽状縄文 ナ デ 91 植物繊維混入

01‐ 396 200号住居跡 理土上部 深鉢 非結束羽状縄文 丁寧なナデ 9 植物繊維混入

254 01- 40 200号 住居跡 埋土上部 深鉢 胴上部 文様帯下部 :縦位短沈線 胴 :RL(非 結束羽状縄文?) ナ デ 植物繊維混入
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図版番号 登録番号 静 種 分類 出土地点 層位 長uua 幅II 厚 IE E 重量宮 石 質 備 考

255 1021 石鏃 200号 住居跡 埋土上部 26 買岩

第49図  200号住居跡 。出土遺物
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し‐202 200m    A

一

1 5YR2/2 黒褐色砂礫質粘±       3
(礫径10～ 301nal、 亜角～亜円礫)し まる
2 5YR3/3暗 赤褐色砂礫質粘土
(礫径10～ 5011El、 亜角礫～亜円礫 )
土器・歯骨片含 しまる

第50図  202号住居跡

10YR3/2黒褐色砂礫質ンル ト
炭化物片 (数cll)含  しまる

No DD3

そ≧   (cn) 16X16 16× 15

深 さ (cl l) 5

a            L‐ 200 81111m  a

0   1:50    1m

202号住居跡 (第50～ 52図、写真図版33・ 121・ 122)

<位置> BI衛 12～13区に跨いで位置する。

<検出状況>同区 2回 目の検出後褐色粘土質砂礫層を掘 り下げたところ、その下位に遺物を含む黒褐色砂礫

質粘土層を検出した (基本土層Ⅶa2層 )。 遺物を採取しながら掘り進むうちに山体側で径 lmを越す焼土を、

南側で緩く立ち上がる壁を確認し、住居跡と認定した。明瞭なプランではないが、遺物出土状況、焼土遺構

の検出などから判断した。調査手順の不手際から土層観察用ベルトは設定していない。プラン中央付近に明

瞭な柱穴状小土坑を検出した。埋土からは大小の亜円礫が埋土の数%の割合で出土した。

<形態・規模> 規模は南北方向で約 6mと推定される。前年度の調査で東側はプランを検出できず地山ま

で下げているため、また西側は明瞭な壁を検出できないために東西方向の規模は不明である。円形～楕円形

状を呈するとみられる。

<埋土> 調査の不手際で土層断面をとっていない。埋土は 1層である。暗褐色砂礫質粘土層で土器片・石

器のほかに獣の骨歯・炭化物片が出土する。

<床・壁> 埋上の暗褐色砂礫質粘土を取 り除くと、北側焼土周辺と南側では床面に 5 cm程の高低差が生じ

た。南側の砂質上部分に埋土と同様な粘上を貼っていた可能性もある。南壁は緩く立ち上がり、耳ヒ側は自然
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

256 01‐ 2001 202号 住居跡 理土下部 深鉢 日縁 RL、 日唇 :原体末端圧痕 RL Ⅱ 8mm 植物繊維混入

257 01-  82 202号 住居跡 埋上上部 深鉢 口縁 Rと、日唇 刺突 Ⅱ 植物繊維混入

258 01-  80 202号 住居跡 埋土上部 深鉢 口縁 条痕文、日唇 :側面庄痕 Ⅱ 5 枢物繊維混ス

259 01‐  67 202号 住居跡 埋土上部 深鉢 Ⅱ 8 植物繊維混ス

260 01‐  190 202号 住居跡 埋上下部 深鉢 胴下部 Ⅱ 8 植物繊維混ス

261 01‐   68 202号住居跡 埋土上部 深鉢 胴 H 6 植物織維混入

262 01‐   61 202号住居跡 埋土上部 深鉢 胴 Ⅱ 8 植物繊維混入

263 01‐   62 202号住居跡 埋土上部 深鉢 Ц 9 植物織維混入

264 01‐   43 202号住居跡 理土上部 深外 条痕文 条痕文 Ⅱ 4

265 01- 183 202号 住居跡 埋土下部 深鉢 条痕支 Ⅱ 7 植物繊維混入

266 01‐   76 202号 住居跡 埋土上部 深鉢 日縁 LR、 日唇 :小波状 ナ デ Ⅱ 5 植物繊維混入

267 01- 41 拗2号住居跡 埋上下部 深鉢 日縁 ナデ Ⅱ 6 植物繊維混入

268 豹2号住居跡 埋上下部 深鉢 日I・7 LR、 日唇 i小波状 ナデ Ⅱ 7 植物織維混入

第51図  202号住居跡出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

269 019032 202号 住居跡 理上下部 深鉢 口緑 RL、 先端 i折 り返し肥厚 ナ デ Ⅱ 7mm 植物繊維混メ

01つ 030 202号 住居跡 埋上下部 深鉢 胴 LR(0多 ) ナ デ Ⅱ 5 植物繊維混入

01-  84 202号 住居跡 理土上部 深鉢 口～胴 波状側面圧痕文、胴 :LR(0多 ) ナ デ Ⅱ 6 植物繊維混入

272 01-  60 202号 住居跡 埋上下都 決鉢 胴 非結東羽縄支 ナ デ Ⅱ 5 植物繊維混入

273 01-  42 202号 住居鱗 埋土上部 深鉢 胴下部 ナデ Ⅱ 植物繊維混入

274 01- 186 202号 住居跡 理土上部 深鉢 ナ デ Ⅱ 植物繊維混入

275 01- 7] 202号 住居跡 埋土上部 深鉢 胴下部 ナ デ Ⅱ 6 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 憾 出土地点 層位 長Id 幅III 厚 auu 重量富 石質 備考

276 1072 石鏃 202号住居跡 埋上下部 2 頁岩 先端 基音Б欠頼
277 1045 石鏃 IAユ 202号住居跡 埋上下部 4 頁岩 先端欠損

278 石匙 I 202号 住居跡 理土上部 5 324 頁岩 右側緑 先端欠損

第52図 202号住居跡出土遺物 (2)

の傾斜を利用してつくられていたようにみえる。

<柱穴> 3基検出された。 3基ともに径15cmの円形で最大で10cmと 浅い。暗褐色砂礫質粘土が埋まってい

た。プランは明瞭に検出できた。
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<炉跡> 地床炉を 1基検出している。焼土自体は不整な楕円形状を呈するが、炭化物片が混った部分を含

めると約 2mの円形状となる。精査時点では厚さ約 2 cmである (台風災害の復旧で薄くなってしまった)。

遺物 ほとんどの土器片に植物繊維が含まれる。破片でみると薄手での表裏縄文土器片の出土量が約 2割を

しめる。他に非結束羽状縄文、側面圧痕文の上器片や稀に厚手で赤褐色の斜縄文土器片が出土する。全体的

に地床炉の南側 (相対的に低い部分)か ら多く出土した。256～ 258'266・ 267は先端で軽外反する。257は

日唇に竹管状工具で斜め刺突が加えられる。266。 2681ま 口唇に指頭圧痕状凹みを有する。258は半裁竹管状

工具による条痕で施文されている。石器は石鏃 3点、石匙 1点が出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文早期末葉頃と考えられる。

206号住居跡 (第53図、写真図版34・ 122)

<位置> 生活用道路下のBIn～ p・ 16～17区に跨いで位置する。
<検出状況> 本住居跡周辺は自然堤防で高まり、黒色土層下から礫層までの層厚は薄く、数10cmで礫層に

到達する。塊状に分布する中撤火山灰層下位の暗褐色粘土層からは遺物が出土し、とくに本住居跡検出区は

周囲に比し遺物の出土量が多く、しかも西側に微傾斜しながら凹地形を呈する。遺物を取り上げ、さらに掘

り下げたところ焼土を検出し、住居跡と認定した。基本土層 X層 を検出面とする。

<形態・規模> 本住居跡のほとんどの部分は西側の調査区外に廷びるため、検出した部分から推測すると

楕円形～隅丸方形を呈し、規模は検出最大長 7mである。

<埋土> 5層 に細分された。概ね上位から黒色土・褐色粘土・暗褐色砂礫質粘土である。褐色粘土層は黒

色土との層境が斑状となり漸移し、下部に中諏火山灰層を介在させる。暗褐色砂礫質粘土層には遺物が多く

含まれる。

<床・壁> 地山は礫層で、直上の暗褐色砂礫質粘土層を床面としている。常時湿り気があり、ややしまる

程度である。壁は約10度の傾斜で緩く立ち上がる。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 東壁寄りで 1基検出された。不整な精円形を呈し、規模は110× 70c皿である。焼成は弱い。

<その他> 他の住居跡と同様に自然堤防上に構築されており、床を掘りぬくと礫層を検出できる。

遺物 他の住居跡に比し、土器片の出土量は多くはない。非結東羽状縄文が多く、結節羽状縄文も出土して

いる。反面石器の出土量が多く、石鏃 8点、石匙 4点が出土した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期初頭頃と考えられる。

207号住居跡 (第54図、写真図版35。 122・ 123)

<位置> BIゼ 9区に位置する。
<検出状況> 本住居跡の検出面は基本土層Ⅶbl層である。本検出面は東側の110区から19区にかけて50cmの

比高で傾斜し、窪んだところに本住居跡がある。暗褐色砂質粘土層が地山で、東側から斜面に沿って本層を

検出中、半円形に残る褐色粘土層を検出した。偶然にも本遺構の中心付近に南北方向の上層ベルトを残して

おり、その西側も同様に掘り下げ東側に広がる半円形状の褐色粘土層を検出し、遺構の存在を確信した。こ

の褐色粘土を掘り下げ床面で 2基の焼土遺構を検出し、住居跡と認定した。本住居跡の80cm上位の褐色砂礫

質粘土層では200号住居跡を検出している。また、本遺構床面を掘り下げたところで408号住居跡を検出して

いる。
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75YR3/4暗 褐色砂質粘土 やや しまる
10YRν 2黒褐色砂礫質粘土 (礫径10～ 20o H、
亜円礫、1%)土器 剥片含 やや しまる
10YRν 3暗褐色砂質粘土 やや しまる

AA
75YR2/1黒 色シル ト やや しまる
75YR2/2黒 褐色 シル トと4/3褐色粘土との混合土 ややしまる
10YR76明 黄褐色火山灰質粘土 (To Cu)と 6/4に ぶい黄褐色火山灰質粘土と
の混合土 やや しまる
10YR4/3に ぶい黄褐色砂礫質粘土 (礫径数 10o ol、 亜円礫、1%)や やしまる
10YR3/4暗褐色砂礫質粘土 (礫径数 cD、 亜円礫、1%)土器片含 ややしまる
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

206号住居跡 埋土 深鉢 非結束羽状縄文 ナデ Ⅷ 1lna 植物繊維混入

206号住居隊 埋土 深鉢 結東羽状縄支 ナデ VII 7 植物繊維混ス

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 幅DH 重量宮 石 質 備考

14 石鏃 ⅡAJ 206号住居跡 理土 2 l141 頁岩 先端欠損

石鏃 IIA] 206号住居跡 埋土 4 103 瑳質頁岩 基部欠損

石鏃 ⅡA] 206号住居跡 埋土 (155) 5 買岩 先端 基部欠損
石鏃 Cユ 206号住居跡 煙土 貢岩 基部久損

285 石鋲 206号住居跡 埋土 更岩 先端欠損

286 石匙 A 206号住居跡 浬土 6 444 貢岩

石匙 A 206号住居跡 埋土 11 買岩 未製品?

第53図 206号住居跡 。出土遺物
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aa′  bb′

5YRク6赤 褐色砂質粘土 やや しまる
5YR76赤 褐色砂質粘土と75YR4/43色 粘土
との混合土 (50%)ややしまる
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土 ややしまる
7 5Yttν4褐色粘土 やや しまる

AA´
1 25YR4/3オ リーブ褐色粗砂 ややしまる
2 10YR5/4に ぶい黄褐色砂礫質粘土 (礫径5o d、 重円礫)し まる
3 10YR3/4暗 褐色砂礫質粘土 (礫径平均5～ 10mal、 亜円～亜角礫)し まる
4 75YR4/3褐 色砂礫質粘土 (細礫、亜円礫、2%) しまる
5 10YRν4暗褐色礫質粘土 (礫径平均5～ 10nH、 角～亜角礫、5%)し まる
6 10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質砂礫 (礫径5～ 10mol、 亜角～亜円礫)し まる

蝉

¨ ‖ 292

10YR3/2黒 褐色砂礫質粘土 (礫径平均5m～ 10D」 最大数cm、 亜角礫～亜円礫)
25Y4/3 オリーブ褐色細砂 しまる
10YR5/3に ぶい黄褐色砂質粘上 しまる
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土室砂礫 (礫径5an、 亜角礫)土器片含 しまる
10YR4//4褐色細砂質粘土 炭化物片含 しまる
25Y73 オリーブ褐色砂礫 (礫径5～ 10tu、 亜角～角礫)し まる

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

01‐ 2055 207号 住居跡 埋土下部 深鉢 口縁 LR V 8mm 植物繊維混入

289 01‐   33 2"号住居跡 理土下部 深鉢 日縁 ナ デ V 8 植物繊維混入

01-  35 207号 住居跡 埋土下部 深鉢 口縁 RL上 に側面圧痕文 ナデ V 植物繊維混入

01-  37 204号 住居跡 埋上下部 深鉢 胴下部 ナ デ 10 植物繊維混入

01-  32 207号 住居跡 埋上下都 深鉢 口綴 側面圧痕文 (矢羽状)、 胴 :RL ナデ 値物繊維混入

第54図  207号住居跡・出土遺物
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<形態・規模> 概ね円形状を呈する。南側の一部が調査区外に廷びるため全貌は不明であるが、規模は
4.3m× 35mと 推測される。

<坦土> 明確に遺構と判断できた検出面高からは 5層 に区分される。土層断面 6層 と9層が地山に広がる

褐色粘土層にあたる。住居跡中央付近は土層断面全層が下に湾曲していることがわかる。遺物は床面付近の

にぶい黄褐色粘土質砂礫層から出土する。

<床・壁> 前述したように地山は暗褐色砂質粘土層で、地床炉はその上位の褐色粘土層上につくられてい

る。このことより貼床がなされていると考えられる。貼床には炭化物片が混入する。壁は南側を除いて三方

とも緩 く立ち上がる。南側の一部は調査区外に延びているが、検出できた部分は垂直に切 り立っている。

ちょうどホタテ貝の腹縁の緩い傾きと殻頂付近の膨らみの関係に似ている。壁が切り立つ部分には地床炉が

位置するので、これに関係するのかもしれない。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 地床炉とみられる焼土を2基検出している。1基は調査区外に延びるため全体形は不明であるが、
2基 ともに楕円形状を呈すると推測される。全体形がわかる 1基の規模は70× 50clllである。 2基の長軸方向

はおよそ東西と南北方向で、直交する。

遺物 ほとんどの上器片の胎土に植物繊維を混入する。斜縄文土器片が多く出土する。 0段多条のものが
'ヒ

較的多い。文様帯に側面圧痕文を持つものが少量出土している。石器は出土していない。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

303号住居跡 (第55。 56図・写真図版36。 123)

<位置> 旧河道自然堤防上の一B I boc14～ 15区に位置する①
<検出状況> To― Cu下位のオリーブ褐色シルト層 (基本土層Ⅶbl層 )上位面で、暗オリーブ褐色土の広

がりが認められた。

<形態・規模> 平面形は不整な円形を呈している。規模は東西3.lm、 南北30mの規模であり、確認面か
らの深さは最深部で18cmである。

<埋土> 概ね単層であり、暗オリーブ褐色シルトで覆われている。この下層には黒褐色粘質土が約10cmの

厚さで堆積しているが、貼り床的な性格の上層であると考えられる。したがって、堀方床面までの深さは30

cmと なる。また単層であることや周囲の環境を考慮すると決水などによる自然堆積の可能性が高い。

<床・壁> 床面は黒褐色の粘質上であるが,現状では硬化していないがほぼ平坦になっている。壁は住居
中心を最深部とし、そこから緩やかに立ち上がっている。壁の明瞭な段差は認められない。なお、貼り床を

剥がすと、礫層が露出し、凹凸が激しくなる。

<柱穴> 明確な柱穴は認められない。
<炉・焼土> 床面中央やや北寄りの場所,黒褐色土層の上位に焼土が広がる。規模は70× 55cmで、不整な

楕円形を呈する。焼上の厚さは10cmほ どであり、よく赤化した赤褐色の色調を呈して折り,地床炉と考えら

れる。

遺物 土器片の胎土に植物繊維を混入させるものが多い。撚糸文の土器片が多く出土している。これに貝殻
文や斜縄文の土器片が少量出土する。293は撚糸文上に 2本の横位側面圧痕文と先端に半円形状の連続圧痕

文が、297は 3条の横位微隆起線文が施される。石器は石匙が 2点、石箆が 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。
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10YR3/4暗 褐色礫混粘土 (礫径 lcnと 10cn、 亜角礫 )や や しまる
25Y4/6 オリーブ褐色粘土 黄褐色小塊土含 やや しまる
10YR3/4暗 褐色礫混粘土 (礫径 101n d、 重円礫 )や や しまる
10YR7/6黄 橙色火山灰質シル ト 暗褐色小塊土少量含 ややしまる
10YR3/4暗褐色礫質粘土 (礫径20～ 30 ua)やや しまる

1 25YR4海 赤褐色砂礫質シルト
(礫径5m)ややしまる

0    1:50   1m

鰯  Ⅷq

鯵″)

観 η國
298

第55図 303号住居跡 。出土遺物 (1)

317号住居跡 (第57・ 58図、写真図版37・ 123。 124)

<位置> 一A I v22～ 23区に跨いで位置する。
<検出状況> 316号竪穴状遺構を精査後北側調査区縁で人力により地山確認中、To一 Cu下約 lmで黒褐色

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

293 01‐130 303号住居跡 床面 深鉢 口縁 撚糸文、側面圧痕文 ナ デ V 9皿皿 値物繊維混入

01-152 303号 住居跡 埋土下部 深鉢 日縁 LR、 口唇 :X字状刻み ナデ 8 値物繊維混入

01-151 303号 住居跡 床面 深鉢 回縁 撚糸支 ナ デ V 8 植物繊維混入

01-148 303号 住居跡 床面 深鉢 撚糸文 ナ デ V 植物繊維混入

01‐ 150 303号 住居跡 埋土上部 深鉢 微隆起線文 条痕文 V

298 01‐ 132 303号 住居跡 星土上部 深鉢 日縁 貝殻腹縁圧痕、刺突、沈線 先端縦位貫殻支 V 7
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⇔

図版番号 登ft番 号 器種 分類 出土地粛 層位 長鰤 幅 Iud 厚剛 重量g 石 質 備考

299 石匙 303号住居跡 床面 166 526 頁岩 先端部欠損

石箆 303号 住居跡 床面 472 9582 貢岩 先71T 基都欠損

※ ( )は 欠損長

第56図 303号住居跡出土遺物 (2)

砂礫質粘土層を検出した。本粘土層からは石器とともに剥片が多く出上し、掘 り進むにつれてしまりの良い

床面と焼± 2基、西側で立ち上がる壁を検出ししたため、住居跡と認定した。本粘土層は上下位を崖錐性堆

積物に覆われている。基本土層Ⅶc層 を検出面とする。

<形態・規模> 概ね円形状を呈する。北東一南西方向に長軸を持ち、規模は約43× 4.Omで ある。
<埋土> 10側前後の崖錐礫を含む黒褐色砂礫質粘上で埋められている。本粘土には遺物の他に炭化物片が

多く混入する。本粘土層直上には厚さ約 lmの崖錐堆積物とその上位にTo― Cu薄層がレンズ状に堆積する。

<床・壁> 崖錐堆積物を地山とし、床面はかたくしまる。壁は自然堤防側の掘 り込みが大きい。河床側

(北側)は検出できなかった。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 地床炉とみられる焼土を 2基検出している。長軸はおよそ北西側を向いており、規模は80× 50cm、

60× 50c皿である。

遺物 少量の土器片と15点の石器・多量の剥片が出土した。土器片は小片で、斜縄文で施文される。植物繊

維が胎土に含まれる。石器は石鏃 9点、石匙 2点、打製石斧 2点、不定形石器 2点である。

時期 検出面および出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

318号住居跡 (第 59・ 60図、写真図版38・ 124)

<位置> ―A I vow21～22区 に跨いで位置する。
<検出状況> 西側に隣接する317号住居跡の東壁の立ち上がりを確認するために設定していた東西土層べ

ルトの東延長部分で、やや緩やかに東側に傾斜する地山を検出した。埋土から亜円礫の巨礫とともに土器片

が出土するためさらに南北方向に土層ベルトを設定して精査をすすめた。締りのよい炭化物片混じりの暗褐

色粘土の床面と小規模な地床炉を検出したため住居跡と認定した。基本土層Ⅶbl層 を検出面とする。

<形態・規模> 規模が約3.8mの 不整な円形を呈する。中央付近が浅く窪む。
<埋土> 概ね 2層 に区分される。壁から床中央に向かって流れ込むように暗褐色細礫混粘土が埋め、中央
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A
引 畔

劾

'

aa' bb'
1 5YR3/4暗赤褐色砂礫質粘土
(礫径平均5DI)し まる
2 10YR3/3暗褐色砂礫質粘土
(礫径平均±5mdl、 亜角～角礫)
しまる

A'

AA'
1 ■5Y彫/2黒褐色砂礫質粘土 土器片 石器 炭化物片含 よくしまる 4 10YR3/3暗 褐色砂礫質粘土 (礫径平均5m、 亜円～角礫)し まる
崖錐礫10%混入 (諜径平均 10D u、 角礫～亜角礫、白色で脆い)
2 5YR3/4 暗赤褐色砂礫質粘土 (礫径平均 5111)し まる
3 10YR3/4暗 褐色砂質粘土 (ま れに径10EIm亜 円礫混入)し まる

第57図  317号住居跡

部分の窪みを埋めるように褐色粘土が堆積している。廃棄後に水没し、粘土に埋められたようにみえる。

<床・壁> 床はほぼ平坦で、地床炉の北西側がとくに良く締まっている。南壁は自然堤防の斜面を利用し、

北側は崖錐堆積物細粒部を浅く掘 り込んでつくり上げている。壁高は西側が最大で15cm、 平均約10cmである。

壁から床にかけて明瞭な境界はなく、浅い皿状を呈する。検出面から床面までの最大深さは22cmである。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 床面中央に 1基検出されている。規模は40× 35clllの略方形を呈する。

遺物 埋土中には亜円礫の巨礫が遺物とともに出土した。遺物は埋土中では北西側に、床面では南東側に集

中する傾向がある。すべての土器片に植物繊維が混入する。磨耗して不明なものもあるが、出土量は撚糸

文・斜縄文 (羽状縄文破片含)が多い。311～ 313・ 315は先端で軽 く外反する。313と 315は先細る。石器は

石鏃 2点、石匙 2点、石箆 1点、打製石斧 2点・敲石 1点が出土している。打製石斧は片面に自然面を残す

ものである。3221ま 自然礫に調整を加えず、とくに右側縁に敲打痕が多く観察される。

時期 検出層位と出土遺物より縄文時代早期末葉頃と考えられる。

ヽ
穐
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319号住居跡 (第61・ 62図、写真図版39。 124)

<位置> 7区 一A I x17～ 18区に跨いで位置する。

<検出状況> 7区旧河床に広がるⅣb層褐色粘土層を除去中、本遺構範囲のみ粘土層が厚く堆積していた

ため遺構プランに沿ってほぼ円形に窪んでしまった。住居跡の可能性も考えながら土層観察用ベルトを設定

し精査をすすめた結果、中央付近に焼土遺構を検出し住居跡と認定した。検出層位はV層中位である。なお

本住居跡は地床炉の広がりから2時期に亘っての利用 (新段階と旧段階)が認められた。新段階 (実線)は

)は欠損長

⌒

―今

‐

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 tu 幅 a dl 厚 Itu 重量富 石 質 備 考

302 石鏃 IA2 317号住居跡 埋上下部 158 買岩

11 石鏃 IA2 317号住居跡 埋上下部 325 135 買岩

304 12 石鏃 IA2 317号 住居跡 埋上下部 買岩 先端欠損

石匙 317号 住居跡 埋上下部 570 87 産質頁岩

1253 石匙 317号 住居跡 埋上下部 840 1123 買岩

不定形 W 317号住居跡 埋上下都 &0 761 買岩

打製石斧 I 317号住居跡 埋土下部 凝灰岩

1134 打製石斧 ] 317号住居跡 埋上下部 270 22072 貢岩

第58図  317号住居跡出土遺物
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3 75YR4/3褐色砂礫質粘土 (崖錐礫)し まる
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饉
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

01‐  98 318号住居跡 床面 深鉢 口縁 RL ナデ Ⅳ 101dm 植物繊維混入
01‐ 139 318号住居跡 埋土上部 深鉢 口縁 ナデ Ⅳ 8 植物繊維混入
318号住居跡 埋上下部 深鉢 口縁 ナ デ Ⅳ 9 植物繊維混入

01-135 318号住居跡 床 面 深鉢 口縁 RL?(不 鮮明 )、 先端に数条の側面圧痕文 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入
318号住居跡 埋上下都～床 深鉢 非結東羽状縄支 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入
318号住居跡 埋上下部～床 深鉢 口縁 撚糸文 ナデ 10 植物繊維混入
318号 住居跡 床 面 深鉢 口縁 撚糸文 ナ デ Ⅳ 植物繊維混ス

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 n al 幅Da 厚 BJu 重量良 石質 備考

石鏃 ⅡA] 318号住居跡 漫土上部 063 頁岩
1126 石匙 318号住居跡 埋土上部 (256) 買 岩 刃都下半欠損

第59図 318号住居跡・出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長am 幅I dl 厚Dd 重量g 石 質 備考

石箆 318号住居跡 床 (642) 486 4079 頁岩 基部欠損

336 打 t■l石斧 I 318号住居跡 床 1071 597 砂 岩

打製石斧 I 318号住居跡 埋土 ド部 1146 588 1861 砂 岩

322 敲石 318号住居跡 埋土下部 897 頁岩

第60図 318号住居跡出土遺物 (2)
※ ( )は欠損長

旧段階の窪みを利用しつつ規模をやや拡大して構築されている。

<形態・規模> 規模が約3,9mの不整な円形を呈する。壁は緩やかに立ち上がるため、プランの周縁部で

は壁と床の境界は不明瞭である。

<埋土> 新段階の埋土は自然堆積で 2層 に大別される。上部層はⅣb層 (褐色粘土と砂礫互層)の下部褐

色粘土層で本遺構の窪みを覆い隠すかのように厚く堆積する。下部層は黒褐色～オリーブ褐色中礫混粘土質

シルトで土器片・石器片、炭化物片を含む。旧段階の埋土は 1層のみである。やや多量に炭化物片を含む暗

褐色砂細礫質シルトである。炭化物片をやや多く含み、壁際だけでなく焼土面上にも焼土を薄く覆うように

均―に堆積していることから新段階の貼床の可能性が高い。

<壁 > 新段階 。旧段階ともにV層 (縄文早期末葉包含層)お よびその下位の砂礫層が壁となる。検出面か

ら床面までの深さは、新段階で最大 8 cn、 旧段階で最大12cmである。

<床 > 既述のとおり新段階には貼床が施されていた可能性が高く、床面は他の住居跡に比して平坦となる。

旧段階では砂礫層が床となるが、ここでも床面は比較的平坦とである。しかし、新段階に比して凹凸が大き
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0    1:50   1m

AA'EB
1 75YR74褐色礫混粘土質シル ト (礫径2011)固 くしまる
2a25Y3/2 黒褐色礫混粘土質シル ト (礫径30Bu)炭 化物片 (10血)少量含 回くしまる
2b25Y73 オリーブ褐色礫混粘土質シルト (礫径5011)炭化物片 (101aI)多 量含 固くしまる
3 5YR3れ  暗赤褐色粘土質シル ト 炭化物片 (10噸)少量含 ややしまる
CC'
1 10YR3れ 暗掲色砂礫質シルト (礫径10ua)炭化物片 (5～ 10dlD)多 量含 しまる
2 5YR3/6 暗赤褐色砂礫質シル ト (礫径5041)し まる 焼土層
3 5Y馳ン4 にぶい赤褐色砂礫質シル ト (礫径30～ 50118)ややしまる 燃焼底面
4 地山

5YR3れ  暗赤掲色粘土質ンルト 炭化物片 (104Ud)含  しまる
灰層
25YR3/6暗 赤褐色粘土質シルト ややしまる 焼土層
5YR76 赤褐色粘土質シルト ややしまる 燃焼底面

ガⅧ

出
325

1 0cm

セヽ 。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 新段階ではプラン中央部に 1基の焼土遺構が認められた。規模は90× 62cmと 比較的大きい。旧
段階ではプラン中央部から北東側にかけて認められ、規模は2.12× 1.35mと 大きな焼土遺構である。平面形

は不整で、厚さは最大 7 cmである。

遺物 土器片の胎土に植物繊維を混入させる斜縄文と撚糸文土器片が出土している。323の原体は太いもの
が使われる。石器は石鏃 3点、石匙 1点、磨製石斧 1点が出土している。すべて欠損品である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

01-378 319号住居跡 埋上下部 深鉢 日緑 ナ デ Ⅳ 91n 植物繊維混入
319号住居跡 埋上下部 深鉢 胴 PA糸文 ナ デ Ⅳ 11 植物繊維混入

325 01-38] 319号住居跡 床 面 深鉢 胴 撚糸文 ナ デ Ⅳ 10 植物繊維混入

第61図 319号住居跡・出土遺物 (1)
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328

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長Ha 幅48 厚 dul 重量g 石質 備考

1332 石鉄 IA2 319号住居跡 埋 土 買岩 先端 左倒縁下部 右側縁欠損
石匙 319号住居跡 運 土 (31) 頁 岩 刃部下半欠損

1230 磨製石斧 319号住居跡 埋土 1405 575 327 47812 砂 岩 下半欠損

第62図 319号住居跡出土遺物 (2)

320号住居跡 (第63図、写真図版40。 125)

<位置> 7区 一A I x20～ 21区に位置する。

<検出状況> 319号住居跡の検出状況と同様である。旧河床に広がるⅣb層褐色粘土を除去後にほぼ円形

に窪むプランを確認し、プラン中央付近に焼土遺構を検出し住居跡と認定した。埋土上部層の褐色粘土層は

ほとんど除去してしまった。検出層位はV層中位である。地床炉は上下に近接して分布し、 2時期に亘り利

用されている (新段階と旧段階)。 プラン規模の変遷は確認できなかった。

<形態・規模> やや不整な楕円形を呈し、規模は3.35× 3.25mである。断面形は浅い皿状である。

<埋土> 水中堆積層であるⅣb層褐色粘± 1層で埋積されている。

<壁 > V層が壁となる。きわめて緩やかに立ち上がり、床面と壁との境界は明確ではない。検出面から床

面までの深さは、最大 7 cmである。

<床> V層が床面となる。多少凹凸があるが、比較的平坦である。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央部に焼土遺構が 2基検出された。新段階 (実線)の焼土は平面形がヒョウタン形で、

規模は63× 40cmである。旧段階の焼土は平面形が不整卵形で、規模は88× 84cmである。新段階の焼上の方が

やや暗色である。

遺物 床面出土遺物は少ないが、地床炉周辺からプラン西側にかけて分布している。斜縄文と撚糸文の土器

片が出土している。土器片の胎土には植物繊維を含む。文様が不鮮明のものが多い。石器は久損した石匙 1

点のみ出土した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

321号住居跡 (第64図、写真図版41・ 125)

<位置> 6区 一BIa・ b15区 に跨いで位置する。

<検出状況> 6区 の土層堆積状況を把握するため重機粗掘により試掘調査を行った。Ⅳb層 までの約 2m

の表土を剥ぎ取り、Ⅲ層 (To― Cu)か ら検出精査を行った。自然堤防と旧河床を結ぶ斜面中間地点 (住居跡
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※3321ま S‐ 1 /2

※ ( )は欠損長

第63図 320号住居跡・出土遺物

南壁付近)でまとまって土器片が出土した。遺構に伴う遺物なのかを確認するために旧河床部分に厚 く堆積

する (2次堆積を含む約50cm)V層 を掘り下げた。土層観察用ベルトで下方に緩く湾曲するⅢ～Ⅳb層 を確

認した。住居跡と推定し精査をすすめたが、遺物は出土せず、炉跡も検出できないため自然の窪みと判断し

た (1次精査)。 Ⅳb～ V層 を掘 りぬきⅦc層上面でV層が不整な楕円形状に残った。 1次精査結果から自然

の窪みと再度判断して掘り下げた。埋土から遺物が出土するとともに底面から炉跡とみられる焼土遺構を検

出したため住居跡と認定した。検出面はⅦc層上面である。調査経過を振 り返り、 1次精査でのⅣb～ V層

の湾曲は本住居跡が埋積される過程で生じた堆積構造であると判断した。

<形態 。規模> やや不整な円形を呈し、規模は約3.4mである。
<埋土> 2次 検出でプランを確認した時点での埋土は 1層 (Ⅳ b層土部)である。暗褐色砂礫質粘上で土

5YR3/6 暗赤褐色粘土質 シル ト
ややしまる 灰層
5YR4洛  赤褐色礫混粘土質 シル ト
しまる 焼土層
75YR4/6褐 色粘土質シル ト
ややしまる 燃焼底面

0    1:50   1m

図版番号 /nt録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

320号 住居跡 埋上下部 浜鉢 ナデ Ⅳ 9皿皿 植物繊維混入

01384 320号 住居跡 床面 深鉢 RL?(不 鮮明 ) ナデ Ⅳ 植物繊維混入

01-383 320号 住居跡 床面 深鉢 撚糸文 ナ デ Ⅳ 植物繊Xt混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長E It 幅DH 厚 In d 重量2 石 質 備著

12ЫЭ 石匙 320号住居跡 床面 170 366 買岩 刃部下半欠損

-84-



″〉ア　　　賀ト

盈―↓磯
337

a     L‐ ИЭl lCXlm     a

Al

―
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※333・ 337は S=1/3

図版番号 登録香号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

333 01‐194 321号仁居跡 埋上下部 深鉢 日縁 LR、 先端側面圧反 ナデ Ⅳ 9mm 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 頻 出土地点 層位 長nm 幅mH 厚IuD 重量g 石質 備考

石鉄 I Al 321号住居跡 床面 25B 5 頁岩

176 石鏃 IAl 321号住居跡 床面 (256) 2B 貢岩 先端欠損

″ 石匙 321号住居跡 床面 634) 買岩 刃部先端欠損

79 打製石斧 I 321号住居跡 床面 653 288 31555 砂岩

第64図  321号住居跡・出土遺物
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器片・石器・炭化物片を混入させる。

<壁 > Ⅶc～Ⅶbl層 (Ⅶ c層が分布しないところがある)が壁となる。きわめて緩やかに立ち上がり、床
面と壁との境界は明確ではない。検出面から床面までの深さは最大15cmである。

<床 > Ⅶc～Ⅶbl層が床面となる。比較的平坦で堅く締まっている。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 北璧寄りで 1基検出された。平面形は不整な円形を呈し、規模は約径90cmで ある。顕著な掘り込
みはなく、厚さは約10cmである。

遺物 南壁付近と炉跡周辺で出土している。小片が多い。333は焼成が良く、先端付近は横位の撚糸文で施
文されている。石器は石鏃 5点、石匙 1点、打製石斧 1点が出上している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

323号住居跡 (第65図、写真図版42・ 125)

<位置> 6区北側中央部 (旧河床)の 一BIa・ b12～ 13区に跨いで位置する。
<検出状況> Ⅶc～Ⅶbl層面でV層が残る不整形プランを検出した。西に隣接する321号住居跡の状況と類
似するため遺構を想定した精査をすすめた。浅い皿状に窪み、プラン中央北寄りに焼土遺構を検出したため

住居跡と認定した。Ⅶc～Ⅶbl層 (Ⅶ c層は山体よりにのみ分布)が検出面である。北壁の一部は調査区外に

廷びている。

<形態・規模> 平面形は不整な精円形を呈し、規模は南北3.2m以上、東西4,3mである。
<埋土> 自然堆積層で、 2層に大別できる。上部層は暗灰黄色粘土質シルトに、下部層は暗オリーブ礫混
粘土質シルトである。下部層には下位ほど風化崖錐礫 (花闇岩)と みられる角礫が多く混入させる。

<壁 > V層が壁となり、検出面から床面までの深さは最大28cmで ある。やや凹凸を持ちながら極めて緩や
かに立ち上がり、皿状を呈する。床面との境界も不明瞭である。

<床> V層およびⅦc～Ⅶbl層が床面となる。明確な平坦面は認められず、微妙な凹凸がある。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央部から50clllほ ど北寄りに地床炉が 1基検出された。平面形は不整な楕円形を呈し、規
模は65× 45cmである。

遺物 埋土および床面より少量の土器片と石器片が出土した。顕者な分布の偏 りはない。土器片の胎土に植
物繊維を混入させる。撚糸文土器片が出土している。石器は石鏃と打製石斧の各 1点が出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

324号住居跡 (第66図、写真図版43・ 125)

<位置> 5区の西寄リーBId9～ 10区に跨いで位置する。
<検出状況> Ⅶb2層オリーブ褐色砂質粘土層上にV層が残る不整形プランを検出した。321号 。323号住居
跡と同様な検出状況であったため、遺構を想定した精査をすすめた。浅い皿状の窪み、プラン中央西寄りに

焼土遺構を検出し、住居跡と認定した。Ⅶb2層 (Ⅶ c～Ⅶbl層 は分布しない)が検出面である。

<形態・規模> 平面形は先端がやや尖り気味となる洋梨形を呈する。規模は南北に長軸を持つ2.6× 2.lm
で、321号 。323号 より小型である。

<埋土> 自然堆積層で、 2層 に区分できる。下部層には炭化物片と細礫を多量に混入させる。
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AA' BB'
1 25Y5/2暗灰黄色礫混粘土質シル ト (礫径5～ 10mal、 少量)固 くしまる
2 5Y4/4 暗オリーブ礫混粘土質ンルト (礫径mmm、 微量)固 くしまる
3 5Y4/3 暗オリーブ礫混粘土質シルト (礫径5～ 10mal、 多量)固 くしまる

A「

一
�
1 25YR4/8赤褐色砂礫質シル ト
(礫径5mm、 多量)ややしまる

0   1:50   1m

に0に
―◇

図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 憧 部位 外面文様 内面調整 頻 器厚 備考

01209 323号住居跡 埋上下部 撚糸支 ナ デ V 植物繊維混入

図版番号 登録番号 語 種 頻 出土地点 層位 長 ItII 幅mal 厚 n al 重量宮 石 質 備考

339 1243 石鏃 IA2 323号住居跡 下部 9 買岩

340 1228 打製石斧 I 323号住居跡 床面 55 29 29067 閃緑岩 片面が自然面

第65図 323号住居跡・出土遺物
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AA BB
1 25Y3/3暗 オリーブ褐色粘土質シルト しまる
2 5Y3/1 オリーブ黒色礫混粘土質シルト (礫径5 dD、 多量)炭化物片

卜し‐198600m→

�

1 5YR3/6暗赤褐色砂粘礫質
シルト (礫径5DE、 少量)
炭化物片 (10DI)微量含
ややしまる

0   1:50   1m

(Юn4)合  しまる
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―
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一
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◇

図版番号 冷録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

01901 324号 住居跡 埋土上部 深鉢 口緑 先端縦位側面圧痕文 非結東羽縄文 (0多 ) ナ デ Ⅳ 7亜皿 植物繊維混入

342 01‐ 207 a24号 住居跡 埋土上部 浜鉢 横縄文 (RLl ナ デ Ⅳ 9 植物級維混入

01-202 324号 住居跡 坦土上部 深鉢 撚糸文 須部付近に横位 斜位沈線文 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

344 01-208 324号 住居跡 埋土上部 深鉢 撚糸文 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 頻 出土地点 層位 長na 幅nuE 厚EI 重量営 石 質 備 考

石鏃 IAユ 324号住居跡 埋土上部 (2) 09〔 買岩 先端都及び右側基部久損

第66図  324号住居跡 。出土遺物
※ ( )は欠損長

<壁 > Ⅶb2～ X層が壁となる。極めて緩やかに立ち上がり、床面との境界が不明瞭である。検出面から床
面までの深さは最大22cmである。

<床> Ⅶb2～ X層が床となる。皿状に落ち込んでおり、明瞭な平坦面は認められない。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央から約20cm西側に地床炉が検出された。平面形は楕円形で、規模は38× 28cmである。
遺物 同一個体とみられる撚糸文の上器片が、プラン中央付近の埋土上部から近接して出土した。床面から
の出土はなかった。土器片の胎土に植物繊維を混入させる。341は軽く外反しながら立ち上がる。先端に同
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一原体の縦位側面圧痕が施されている。343は大く浅い横位沈線を頚部付近に、さらに斜位沈線が左上方向

に施されている。石器は石鏃 1点のみが出土した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

400号住居跡 (第67・ 68図、写真図版44・ 126)

<位置> B I k16・ 17～ 116・ 17区に跨いで位置する。

<検出状況> 埋土と地山の識別は難いが、遺物の出土量で遺構の存在が考えられた。埋土上部で比較的多
く遺物が出土し、さらに10cm掘 り下げたところ、締りのよい床面と見られる面と焼土を検出したため、住居

跡と認定し精査をすすめた。東側およそ1/31よ 2000年度調査で終了している。一部畑を造成するときに削ら

れてはいるが、20号住居跡を調査中に遺物の出土状況から西側に遺構の可能性があった。

<形態・規模> 床面の広がりから隅九方形状を呈すると推測される。規模は長軸 (東西)が最大5,4m以

上、短軸が4.6mである。

<埋土> 黒褐色小砂礫質粘土の単層で覆われている。調査前の生活用道路面からは約1.5m下 に床面があ

り、埋土の10～ 15clll上にはTo―Cuが塊状に介在する。

<床・壁> 遺物出土量から遺構の推定をし、最大約15clll掘 り下げたところで締りのよい床面を検出した。

周囲に比し方形状に床面が広がる。北側で緩い壁の立ち上がりを確認できたが、他の 3方向での壁は不明瞭

で検出できなかった。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 地床が 4基検出された。中央南北方向線上に 3基、西側壁側に 1基である。このうち前者の 1基

は長軸約80cm不整な楕円形状を呈する。いずれも燃焼部は約 5 cmと 薄い。

遺物 土器片すべてに植物繊維が混入し、断面は黒色である。厚さは 7～ 9 41nlと 厚い。0段多条縄文が多く、

撚糸文が少量出土する。本住居跡周辺からは短沈線と非結束羽状縄文で施文された日縁部下部付近の土器片

が出土し、本住居跡と同時期の遺物とみられる。346～ 348、 351は 口縁部で、351は撚糸文で他は0段多条縄

文である。348は 口唇に原体圧痕が施文される。352は胴下部、焼成が良好である。石器は石鏃が 4点、石匙

が 1点出土している。すべて基部は狭りがなく平基である。355を除いて先端部が欠損している。356は縦長

で、体部下半にアスファルトが付着している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

404号住居跡 (第69図、写真図版45・ 126)

<位置> B I k5～ k6区に跨いで位置する。

<検出状況> 縄文時代前期初頭面を検出していた頃から、調査区南境の土層断面に下方に緩く湾山する

To―Cu層が観察された。遺構の可能性も考えて検出をすすめたが、埋土や遺物の出土量など特異な兆候はみ

られなかった。本火山灰層下位は砂質土と粘土の互層 (旧気仙川堆積物)よ りなり、最下位の粘土層を検出

した頃より遺物の出土量が多くなり、湾曲した土層断面に調和する褐色粘上の楕円形状プランを検出した。

精査が進むにつれ、プラン中央の床面で地床炉を検出したため、住居跡と認定した。

<形態・規模> 楕円形状で浅い皿状を呈する。南側の一部は調査区外に延びる。規模は長軸 (北東南西)
が3.2m以上 (推定 4m)、 短軸が3.7mである。

<埋土> にぶい責褐色粘土と黒褐色砂質粘上で覆われている。調査前の水田面からは約2.4m下 に床面が

ある。
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2号炉

Ⅲ     L‐ 201 51Xlm    bI

AA´
75YR2/1黒 色礫混砂質シルト (中礫 5%、 角礫)しまる
10YR4/6褐色火山灰質シルト しまる
10YR7/8黄橙色軽石質粘土 (ToCu)し まる
10YR4れ 褐色細礫混火山灰質粘上 しまる
10YR4れ 褐色細礫混砂質粘土 (細礫5%)し まる
10YR4れ 褐色礫混砂質粘土 (中～細礫、角礫)しまる
10YR3/2黒褐色礫混砂質粘土 (中 ～細礫、角礫)土器片・石器・炭化物片含

しまる

第67図 400号住居跡

<床・壁> 床面は締りがよい。調査区外に延びる南壁を除く三方向で緩い立ち上がりを確認できた。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡>床面中央で 1基検出された。南北方向に長軸をもつ不整な精円形状を呈する。燃焼部は 7 cmである。

遺物 土器片すべてに植物繊維を混入し、断面は黒色である。厚手で文様の不鮮明なものが多く、掲載以外
に撚糸文と斜縄文の小片がある。360は撚糸文で施文される。先端が軽外反し、不鮮明であるが先端と口唇

に絡条体圧痕文が施され、日唇は小波状を呈する。358は結東羽状縄文で日唇にも斜位圧痕文が施される。

3号炉

CL‐201 5CKlmCt
l~8押

鮎

aa bb′ cc

5YR4/4 にぶい赤褐色細礫混砂質シルト しまる 燃焼面
10YR3れ 褐色細礫混砂質シルト しまる
5YR3/3 暗赤褐色細礫混砂質シルト しまる 燃焼面
10YR3れ 暗褐色綱礫混砂質シル ト しまる
質イR3/4暗褐色細礫質砂 しまる
10YRν 4暗褐色砂礫 しまる
7斑R3/4暗褐色細礫質砂 しまる
10YR4/4掲色砂礫 しまる
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第68図 400号住居跡出土遺物

軒

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

346 02-1 400号住居跡 床 面 深鉢 口 非結東羽状縄文 (0多 ) ナ デ Ⅷ 9u D 植物繊維混入

347 02つ 400号住居跡 下部 深鉢 ピッチリ縄文 ナデ Ⅷ 7 植物繊維混入

348 400号住居跡 上部 深鉢 LR(0多 )、 日唇 :原体圧痕文 ナ デ lll 植物繊維混入

349 02も 400号住居跡 下部 深鉢 非結束羽状縄文 (0多 ) ナデ Ⅷ 植物繊維混ス

02‐ 6 400号住居跡 床 面 深鉢 胴下～胴 LR(0多 ) ナデ Ⅷ 植物繊維混入

02望 400号住居跡 床 面 深鉢 ロ 撚糸文 ナデ Ⅷ 植物繊維混入

400号住居跡 上部 深鉢 胴 ピッチリ縄文 ナ デ Ⅷ 7 植物繊維混入

図版番号 登録番号 静 種 分類 出土地点 層位 長aud 幅 m 厚 I dl 重量富 石質 備考

石鏃 IAl 400号住居跡 床面 3 貢岩 先端部欠損

石鏃 B] 400号住居跡 床面 3 086 買岩 先端部久損

石鏃 IAl 400号住居跡 床面 3 099 買岩 異面に発掘時の破損あ り

石匙 B 400号 住居跡 床 面 65 267 買岩 下半にアスファル ト付着
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Ⅸ L=200 411tlm

aa  bb
5YR3/3暗 赤褐色砂質粘土 剥片
炭化物片含 しまる
10YR4/4褐 色小礫混砂質粘土 しまる
75YR3れ暗褐色砂質粘上 しまる

輛 ね

A

―

Ａ
引

9  1:40 1P

AI

卜
調 査 区 外

L=201 000m  A'     0     1:50    1m

一

AA
10YR7/8黄橙色軽石質粘土 (Tu Cu)し まる
10YR3/4暗褐色粘土  しまる
10YR6/4にぶい黄橙色粘上 しまる
10YR5/3に ぶい黄褐色粘上 しまる
10YR5//4に ぶい黄褐色小礫混粘土 (礫径±5m)し まる

10YR5/4に ぶい黄褐色粘土 しまる
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土 _L限で部分的に酸化鉄薄層 しまる
10YR5/3に ぷい黄褐色小礫混粘土 (小礫30%)し まる
10YR3/2黒 褐色礫混砂質粘土 (礫径数cm、 5%)し まる

謎 2

え

３６

Ａ
ＩＩ
イ‐
∇

筵

‐◇ ―△

404号住居跡・出土遺物
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

357 0297 404号住居跡 床面 深鉢 (0多 )、 日唇:キザミ ナ デ Ⅳ 8mm 植物繊維混入

358 02-15 404号住居跡 床面 深鉢 結束羽状縄文 (0多 )、 日唇 :側面圧痕文 ナ デ Ⅳ 8 植物繊維混入

404号 住居跡 床面 深鉢 側面庄痕文、日唇からのびる連結渦巻状隆帯貼付 ナデ Ⅳ 11 植物繊維混入

0歩 14 404号住居跡 床面 深 鉢 日 撚糸文 (LR)、 先端 口唇部 t絡条体圧痕文 ナデ Ⅳ 植物繊維混ス

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 眉位 長 I IE 幅剛 厚Im 重量宮 石質 備考

595 石鏃 IAl 404号住居跡 床面 5 108 頁岩 先端部欠損

石匙 404号住居跡 床面 13 7 頁岩 体部下半欠損

363 666 打製石斧 I 404号住居跡 床面 56 16044 砂 岩 上部欠損 裏面自然面
は欠

第69図



359は側面圧痕文上に、日唇上の渦巻と連結した逆向きの渦巻状隆帯が貼付されている。隆帯上にも圧痕文

が施される。石器は石鏃 3点、石匙 2点、打製石斧 1点が出土している。石鏃は無茎、石匙はすべて縦型で

ある。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末から前期初頭頃と考えられる。

405号住居跡 (第70図、写真図版46・ 126)

<位置> B Ik7～ k81こ跨って位置する。

<検出状況> 縄文時代前期初頭検出面から下位検出面の状況を把握するために小規模のトレンチを設定し
て数10cm下げたところ、底面で炭化物片混じりの褐色粘土層を検出した。本粘土層は下位検出面として判断

したため、観察土層を設定せずそのまま検出をすすめた。褐色粘土層からさらに数cm下げたところ暗褐色砂

質粘土層を地山とする炉跡を 1基検出し、さらにその周辺から集中して土器片が出土した。この時点で炉跡

を中心とする緩い皿状の凹地形を呈したため、住居跡と認定した。なお、南狽Iは 417号住居跡に接するが、

その新旧は土質からは判断できなかった。

<形態・規模> 長軸が北西―南東方向に向く精円形で浅い皿状を呈する。規模は長軸が 4mで短軸が3.4m
である。

<埋土> トレンチ断面からは、暗褐色砂質粘土層を地山とし褐色粘土層とオリーブ褐色小砂礫層の互層で
埋められていた。埋土最下層は厚さ約 5 cmの褐色粘土層である。本層からは土器片と炭化物片が出土する。

<床・壁> 北側 (山側)か ら常時湧水があり、本来の土質が不明である。壁は西側で明瞭な緩い立ち上が
りを確認できた。南恨Iは417号住居跡に接し、識別できなかった。

<柱穴> 東側で本住居跡に属するとみられる柱穴を 1基検出した。暗褐色土の地山に明瞭な褐色土で埋め
られていた。規模は東西方向に長軸を持つ50× 20cmの精円形を呈する。深さは12cmである。なお、精査中に

台風で調査区全域が冠水したため、東側半分が崩れてしまった。

<炉跡> 床面中央で 2基検出された。南北一直線上に並んで検出され、規模は60× 46cmと 70× 50cmであ
る。厚さは、ともに 4 cmである。炉周辺からは炭化物片が比較的多量に出土した。

遺物 土器片すべてに植物繊維を混入し、断面は黒色である。さらに364の表裏面には植物痕跡がみられる。
365は 口縁部片で先端が軽く内湾する。石器は石鏃が 2点出土した。ともに小形で先端部が欠損している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末頃と考えられる。

407号住居跡 (第71図、写真図版47・ 127)

<位置> B Iij l～ 2区に跨いで位置する。

<検出状況> To― Cu層下位の褐色粘土とオリーブ褐色小砂礫層互層を掘り抜いたところ暗褐色粘土を地山

として褐色粘土が円形状に残る部分を検出した。グリッド区画に沿って十字にベルトを設定し掘り下げた。

周辺部に比し遺物出土量が多くなり、床面とみられる面から焼土を検出し、住居跡と認定した。本住居跡は

台風6号の大雨により山側法面が崩落し、精査直後に埋没し補足調査ができなかった。

<形態・規模> 南西側辺がやや内側に窪んだ惰円形を呈する。規模は3.4× 3.3mである。
<埋土> 暗褐色土が主体をなし、上位の粘土砂礫互層最下部が主体層の埋め残しの緩く窪んだ部分を埋め
る。層相から廃棄後に河川の洪水等による埋積を受けたと考えられる。

<床・壁> 壁は全体的に緩やかに立ち上がる。南東側は比較的きつく立ち上がる。床面は堅くしまる。
<柱穴> 検出できなかった。
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5YR3/4 暗赤褐色砂質粘上に■5YR3/3暗褐色
砂質粘上混 (30%)筋状酸化鉄 しまる
5YR4//8 赤褐色砂質粘土 炭化物片含
しまる
10YR4独 褐色粘上 しまる
名5YR3/3暗褐色小礫混砂質粘土 (礫径と5m)
しまる
75YR4/3褐色小礫混砂質粘土 (礫径±5mm)
に5YR3/3暗赤禍色砂質粘土混 (40%)
炭化物片含 しまる

十  引

斡
10YR4/4褐 色小礫混砂質粘土
(礫径3～ 10mm 15%)し まる
10YR4/3に ぶい黄褐色砂質粘土 しまる
(地山)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 頒 器厚 備考

364 0229 405号住居跡 床面 深鉢 胴 RL 風化 V 植物繊維混入

365 0228 405号住居跡 床面 深鉢 口 ナデ V 植物繊維混入

第70図 405号住居跡・出土遺物

<炉跡> 中央西寄りに 1基検出された。不整な楕円形を示し、規模は55clll× 43cm、 厚さは最大15cmである。

遺物 土器片すべてに植物繊維を混入し、断面は黒色である。厚さは 8 11ull前 後である。斜縄文が多く、撚糸

文が少量出土する。368は外面が破損している。先端が軽く外反し、口唇に斜位原体側面圧痕が施される。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。
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A  ~

AI

卜

1 5YR4/4 にぶい赤掲色礫混粘土
(礫径10～ 30nd、  1%)し まる
2 75YR3/3暗褐色粘」と しまる

AA
10YR3/4暗 褐色細礫混粘土
(礫5%)し まる
10YR4/4褐 色粘土質細砂礫
(礫径3～5 mu)し まる
75YR3/3暗褐色礫混粘土
(礫径30～ 50nua、  1%)土 器片 .

石器 炭化物片含 しまる

0   1:50   1m

ノ

３６９

驚岬

図版番号 登録香号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

368 0291 407号住居跡 床面 深鉢 口 RL(0多 )破損有 ナデ V 8mm 植物繊維混入

369 02-22 407号住居跡 床面 深鉢 胴下 縦走縄文 (0多 ) ナ デ 8 植物繊維混入

370 0293 407号住居跡 床面 深鉢 口 LR地文上に側面圧痕 V 8 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長na 幅 m 厚 I Bl 重量宜 石質 備考

371 602 石 箆 407号住居跡 床面 2632 頁岩 北上山地

第71図 407号住居跡・出土遺物

408号住居跡 (第72・ 73図、写真図版48・ 49、 127)

<位置> BH9区 に位置する。
<検出状況> 暗褐色粘土を床面に持つ207号住居跡の直下で検出された。207号住居跡の地山確認のために

掘 り下げたところ、炭化物片と剥片を多く含む黒色土が広がり、約10cm下位で新たな焼土を検出し、住居跡

と認定した。207号住居跡と同様な正円形に近い掘り込みを持つ。他住居跡に比べて剥片と炭化物片の出土

量が多い。上下に重なる 2つの住居跡の検出状況から考えると、408号住居跡を利用した後に廃棄場所とし

て利用され、本住居跡を含む周辺域が褐色粘土を堆積させるようなできごとのために水没し、その後再度住
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3 …

5YR4/6 赤褐色砂質粘土
10YR2/3黒褐色砂質粘土
75YR4/4褐 色砂質粘土

0    1:50   1m

第72図  408号住居跡

AA
l 10YR3/3暗褐色礫混粘土 (礫径3～ 54U)し まる
2 10YR2/3黒褐色礫混 (礫径数c皿、3%)剥片多量
炭化物片 (最大5～ 15mu、 10%)含  しまる

居として利用されたと考えられる。

<形態 。規模> 南壁の一部が調査区外に廷びるが、円形を呈すると見られる。規模は約4.lmで ある。
<埋土> 207号住居跡地床炉下の暗褐色土と黒色上の 2層 に区分できる。住居跡中央の床面は調査前の水

田から約2.5m下にある。南側の調査区外境の土層断面にはTo―Cu層 は介在しないが、本火山灰層の特徴的な

上下層の封比から想定すると、床面から約40cm上位にあったと考えられる。

<床 。壁> 東西両壁の立ち上がりは明瞭で、緩やかに立ち上がる。北壁と西壁での壁高は20c皿であるが、

東壁では30cmを越える。床面は10～数10clllの礫 (亜円礫)混 じりのオリーブ褐色の砂質粘上でしまりがよい。

<柱穴> 検出できなかった。
<炉跡> 中央付近で 1基検出された。不整な楕円形を呈する。規模は長軸 lm、 短軸60cm、 厚さは最大 8
cmである。

遺物 土器片全てに植物繊維が混入し、断面は黒色である。3721よ先端で軽く外反する。373の縦位短沈線の
上半分は押し引かれたように窪んでいる。377と 378は同一文様と見られるが、日唇の絡条体圧痕文の向きが

異なる。文様が浅く不鮮明であるが、撚糸文で先端付近とその下では施文の向きが異なる。石器は土器片よ

り出土量が多く、石鏃17点、石匙 7点、不定形石器 1点、打製石斧 4点の他チップが多く出土した。石鏃は

先端部が欠損しているものが多い。石匙はすべて縦型である。打製石斧はすべて裏面に自然面を残す。

土
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地
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図版呑号 登録番 ; 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

02-58 408号 住居跡 埋土 深鉢 口 RL(0多 ) ナデ擦痕 V 8D d 植物繊維混入

02-55 408号住居跡 床面 深鉢 口 RL(0多 右斜)先端 :縦位短沈線 ナデ捺痕 V 9 植物繊維混ス

02-翻 408号住居跡 床面 深鉢 口 RL(0多 )日唇 :キザミ ナ デ V 9 植物繊維混入

375 0歩53 408号住居跡 床面 深鉢 非結束羽状縄文 (0多 ) ナ デ V 8 植物繊維混入

376 0歩57 408号住居跡 床面 深鉢 RL地文上に原体の側面圧痕文 (2本 ) ナ デ V 8 植物繊維混入

02‐ 52 408号 住居跡 床面 深然 日 撚糸文 日唇 :絡状体圧痕 ナデ V 9 植物繊維混入

378 0多59 408号 住居跡 埋上 深鉢 ロ 撚系文 日唇 :絡状体庄 TR ナ デ 8 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長ale 幅mm 厚 I」 n 重壁宣 石 質 備考

379 石鏃 408号住居跡 床面 12 4 063 買岩 先端欠損

380 石鏃 HA2 408号住居跡 床面 (24 買岩 北上山地 先端欠損

石鏃 ⅡA] 408号 住居跡 床面 15 4 157 買岩 先端欠損

石鏃 IAl 408号 住居跡 床爾 (331 14 5 頁を 先端欠損

石鏃 IAl 408号 住居跡 床 面 18 6 325 頁岩 先端欠損

529 石匙 408号 住居跡 床 面 829 貢岩 つ まみ部欠損

667 石匙 IB 408号 住居跡 床 巨i (46 tO 872 買岩 つ まみ部 体部上半欠損

石匙 408号 住居跡 床面 17 583 買岩

687 打製石斧 I 408号住居跡 床面
‐
4 9675 砂岩 北上山地

657 打製石斧 I 408号 住居跡 床面 52 12717 紛岩 北上山地

389 649 打製石斧 I 408号 住居跡 床面 1245 2563 紛岩 北上山地
641 打製石斧 [ 408号 住居跡 床面 砂岩 北上山地

第73図  408号住居跡出土遺物
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※ ( )は 欠損長
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時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

409号住居跡 (第74～ 76図、写真図版50。 128)

<位置> B Ik5～ k6に跨って位置する。

<検出状況> 404号住居跡の精査後、地山の砂礫層を確認するために土層観察ベルトを設定して掘り下げ

た。20clll下 げたところ焼上を検出し、その直上から392と 395の上器片が出土した。さらに埋土と地山の識別

が難しいため、2方向に設定したベルト断面から緩い壁の立ち上がりを確認し、住居跡と認定した。完掘後、

以前から検出していた南東辺に扇形に広がる暗褐色濁りを精査した。緩い壁の立ち上がりと2基の地床炉を

検出し、本住居跡に切られるもう一つの住居跡 (422号住居跡)があることを確認した。

<形態 。規模>南側の一部が調査区外に廷びるが、およそ円形を呈する。規模は東西方向に長軸をもち、

3.6× 3m以上である。

<埋土> 3層 に区分された。下部の暗褐色粘土質砂は地山と同様な土質である。
<床・壁> 床面はやや締りがよい。壁は緩く立ち上がる。東西南北のベルト断面からは明瞭に観察できた。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 地床炉を 1基検出した。円形を呈し、規模は約1.lmである。内部からは覆い被せた土器片391が

~十

i:コに6

0     1:40    1m

ar bb′
1 75YR2/73極暗褐色砂質粘上 しまる
2 5YR3/4 暗赤褐色砂質粘上 土器片含
(本層を覆うように)しまる
3 10YR3/4暗褐色小礫混砂質粘土
(礫径■10mm、 2%)し まる
4 75YR3/3暗褐色砂質粘上 しまる
5 10YR3/4暗褐色砂 しまる
6 10YR3/4暗褐色砂質粘上 しまる
7 75YR3/4暗褐色砂質粘上 しまる

ー

AA′
loYR4/3に ぶい黄褐色粘土 しまる
75YR3/3暗 褐色砂質粘土 土器・炭化物片含 しまる
10YR3/3暗褐色粘土質砂 土器・炭化物片含 しまる

A'

一

0   1:50   1m

第74図 409号住居跡
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

02お 8 409号 住居跡 地床炉内 深 鉢 LR(0多 )、 先端維位短沈線 ナデ篠痕 V 10alb 植物繊維混ス

02-70 409号住居跡 地床炉直上 深 鉢 口～胴 文様荷 :維条体圧痕文(渦巻、山形他)胴ラ停結東羽状縄文 丁寧なナデ V 7 植物繊維混入

02‐ 74 409号 住居跡 埋土上部 深鉢 口 RL(0多  縦回転 ) ナ デ V 9 植物繊維混入

394 02-68 409号 住居跡 埋土下部 深鉢 回 倒面圧痕文 ナ デ 6 植物繊維混入

395 02‐ 75 409号 住居跡 地床炉直上 深 鉢 撚糸文 (LR) ナデ擦痕 V 12 植物繊維混入

396 02-73 409号 住居跡 床面 深鉢 胴 下 撚糸文 (LR) ナデ擦痕 V 11 植物織維混入

図版番岩 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長ad 幅48 厚nI 重量営 石 質 備考

397 689 石鏃 ⅡAl 409号住居跡 埋土 3 054 貢岩  北上山地
398 石鏃 IAl 409号住居跡 埋上下部 4 頁岩  北上山地 先端部欠損

399 石鏃 ⅡLへ2 409号住居跡 埋上下部 9 頁岩  北上山地
石鏃 Lヽ2 409号住居跡 埋上下部 10 1167 頁岩  北上山地

※ ( )は欠損長

第75図 409号住居跡出土遺物 (1)
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※403は S‐ 1/3

出土した。

遺物 土器片すべてに植物繊維が混入し、断面は黒色である。縄文のほかに撚糸文が出土する。391は縦走
縄文で口縁部先端に上方向からの縦位の刻目 (ス リット)が施されている。3921ま山形状・渦巻き状などの

側面圧痕文のみで施文されている。接合はできなかったが、日縁部端小片も出上している。文様帯幅は狭い。

石器は石鏃 6点、石匙 2点、打製石斧 2点出土している。石鏃は無茎で決りのないものが多い。石匙は縦型

のみである。打製石斧はともに裏面に自然面を残すもので、402は滴形である。403は 自然の形状を生かし、

刃部のみに調整を加え、他の表面は自然面を残す。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

410号住居跡 (第77図、写真図版51'129)

<位置> B Ik3区 に位置する。

<検出状況> 調査区南境の西側土層断面に褐色粘土の緩い落ち込みを確認し、経験上遺構の可能性も考え
て精査を進めたところ、暗褐色土面で焼± 2基を検出するとともに周囲に比し多くの遺物が出土した。平面

からのプラン検出は難しいものの、上記 3つの状況から住居跡に認定した。

<重複関係> 本住居跡北側に418号住居跡が隣接するが、新旧関係は不明である。両遺構から出土する遺
物からは時間のずれはさほどないようにみえる。

<形態 。規模> 南側半分が調査区外に延びるが、検出形状からおよそ円形を呈すると考えられる。規模は
直径約 4mである。

か

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 剛 幅画 厚 dlI 重登 g 石質 備考

607 石匙 409号 住居跡 17土下部 615 235 頁岩  北上山地
402 520 打製石斧 I 409号 住居跡 理上下部 22742 紛岩  北上山地
403 敲石 409号 住居跡 床面 345 砂岩  北上山地

第76図 409号住居跡出土遺物 (2)
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<埋土>

細砂礫互層

輛 s

檄

硼

遺

Ⅳ

本

＜

直接的な埋土はTo― Cu層下位の粘土と砂

1 5YR3/3 暗赤褐色砂質粘土
ややしまる

0    1:50   1m

AA'
10YR4/4褐色砂質粘土 しまる
10YR3/4暗褐色砂質粘土
土器 炭化物片含 しまる

10YR4/4褐 色礫混砂質粘上  しまる
10YR3/3暗 褐色砂質粘上  しまる
75YR74褐色砂質粘土  しまる

1

2

≦

躯

Ａ
ｒ十
日
Ｖ
幾

心
※408 4091よ S‐ 1ァ/2

―か

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 都位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

404 02- 42 410号住居跡 床面 深 鎌 日 R V 8皿皿 植物繊維混ス

02- 43 410号住居跡 床面 深鉢 口 地文 (RL)、 上に4本の横位側面圧痕 ナデ擦痕 V 植物繊維混ス

02901 床面 深鉢 撚糸文 (LR) ナ デ V 8 植物繊維混入

02 41 床面 深鉢 1段の横位刺突列、日唇 :側面圧痕 条痕 6

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mm 幅mI 厚m 重量宜 石質 備考

620 石鏃 IAl 410号住居跡 床面 45 買岩

409 石匙 床面 24 9 買岩

第77図  410号住居跡・出土遺物
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<床・壁> 床面は砂礫層にのる暗褐色砂質粘土でしまりがよい。壁は土層断面西側で確認され、緩やかに
立ち上がる。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> 住居跡を認定した時点では炉跡とみられる焼土遺構を 2基検出したが、西側の遺構は精査中に剥
失した。残った炉跡の規模は60× 30cmの不整な楕円形を呈する。厚さは 4 cmと 薄い。

遺物 ほとんどの土器片に植物繊維が混入する。全体的に厚手の土器片が多く、脆い。撚糸文の上器片がや
や多めに出土している。4041よ無節縄文 (R)で 口縁先端が細 くなる。407は表裏面に条痕が施され、頚部に

横位横位連続刺突による盛り上りがみられる。石器は石鏃と石匙の各 1点の出土である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

412号住居跡 (第 78・ 79図、写真図版52・ 129)

<位置> BⅡ k・ ゼ3区に跨いで位置する。

<検出状況> To Cuを挟んで上下に縄文晩期末～弥生時代初頭包含層と縄文前期前半包含層が検出され

た。精査が終了した時点で地山とみられた黄褐色崖錐堆積物を掘 り下げたところ、ほぼ直下から黒褐色崖錐

礫混粘土層を検出した。本層からは上層で出上した土器片とは一変し、縄文を伴わない条痕―条痕土器片が

焼土遺構周辺から出土した。崖錐堆積物は焼土遺構周辺に厚く堆積し、南 。東方向にやや急激にせん滅する。

偶然の埋積か緩やかな窪みがあったために堰き止められたかは判断しにくいが、これを根拠として住居跡と

認定した。縄文早期末～前期初頭頃の住居跡 (た とえば408号住居跡)では自然の緩やかな窪みを生かした

り、浅く掘 り込む構築法を考えると、本住居跡のようにさらに古い遺構ではより浅い場合も考えられる。

ー

に
帰

キ畔t3

71
氏
・
食ゴ G洋

aa′  bb´

5YR3/6暗赤掲色砂礫混シル ト
ややしまる <焼土>
5YR5海 明赤褐色砂礫混シル ト
ややしまる <焼土>

lm
・ 遺物出土点

0   1:50   1m

6 10YR2/2黒褐色角礫混砂質粘土(礫径数～30cn)獣 骨 土器片・
石器 炭化物片含  しまる

7 10Y彫 4に ぶい黄褐色角礫混粘土(礫径数～30cm、 20%)洵汰不良
固くしまる <崖 錐堆積物 >
8 10YR2カ 黒褐色砂質粘土 (最大径数十cm、 石灰岩が主)上器片・

石器 炭化物片含 やや しまる

♂・鶴

AA
1 5YR2/1 黒褐色礫混粘土 土器片 石器 炭化物片含  しまる
2 10YR5/1灰 褐色角礫混粘土  しまる <近 世墓廣埋土 >
3 10YRν8明黄褐色 (To Cu) しまる 塊状
4 10YR3/2黒 掲色粘土  しまる
5 75YR4/3褐 色小角礫混粘土 (礫径数～5cm)堅 くしまる

第78図 412号住居跡
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※420は S‐ 1/5

図版番号 登録番号 出土地点 層位 絡 種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

02 95 412号住居跡 床面 深鉢 口 条痕文、先端構位 胴斜め 条痕 6m皿 植物繊維混入

0290 412号住居跡 床面 深鉢 条痕文、斜め 粂痕 5 植物繊維混入炭化物付着

0歩 93 412号住居跡 床面 深鉢 条痕文、交差状 条痕 6 植物繊維混入 焼良
0歩 94 412号住居跡 床面 深鉢 胴下 条痕文、斜め 条痕 8

02 91 412号住居跡 床面 深鉢 口～胴 横位微隆起線文十条痕文 条痕 4 植物繊維混入

02‐155 412号住居跡 床面 深鉢 口～月同 横位微隆起線文+条痕文 条戻 5

416 02‐ 147 床面 深鎌 日 細沈線文+条痕文 条痕 焼 良

0歩 鬱 412号住居跡 床面 深鉢 細沈線文 条痕 焼 良

02‐146 412号住居跡 床面 深鉢 日 細RL状 で深い施文、日唇 :圧痕文 破損 植物繊維混入

02‐ 153 412号住居跡 床面 深鉢 ロ 押引状条痕 +側面圧痕付隆帝 条痕 7 植物繊維混入

第79図 412号住居跡出土遺物
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<形態 。規模> 北側半分が調査区外に延びるため不明であり、しかも明瞭な掘り込みがないため、 2基の

焼土遺構と遺物の分布、崖錐堆積物の末端位置からプランの一部を推定した。東西方向に3.6m前後の円形

状の遺構であると考えている。

<埋土> 崖錐堆積物の単層である。10～数10cm大の石灰岩亜角礫を混ぜる粘土であり、後背の石灰岩山に

由来するものである。非常に締りがよい。

<床・壁> 床面はややしまりがよい。東西方向の土層断面では壁はゆるやかに立ち上がる。平面的には黒

褐色土中の浅い掘り込みのためか、確認はできなかった。

<柱穴> 明瞭な柱穴は確認されていない。
<炉跡> 2基検出された。 1号炉 (西側)は円形状、 2号炉 (東側)は楕円形状で、規模はそれぞれ38×

34cm、 35× 20cmで ある。ともに炉跡脇に座りの良い扁平な巨礫を伴っている。厚さは約 5 cmである。

遺物 薄手の土器片で植物繊維を含むものがある。縄文土器片は出土していない。内外面に条痕がみられ、

微隆起線が施されるものがある (414・ 415)。 細い沈線で幾何学的文様が推定されるもの (416・ 417)、 隆帯

が貼 り付けられているもの (419)がある。石器は 1点出土している。河床の扁平な亜円礫の両端に調整を

加えた石器である。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期後葉頃と考えられる。

413号住居跡 (第80図、写真図版53・ 130)

<位置> 8区の一AIs'r25区に7.kい で位置する。
<検出状況> 2年 目に調査した 7区の検出状況から、To Cu層直下とその下位の崖錐堆積物下に検出面が

あることが予想された。 トレンチを設定し2面を検出することにした。重機により約 2mの表土を除去し、

その後人力検出精査を行った。 1面では遺物の出土もなく、遺構も検出できなかったため、さらに重機によ

り80cm掘 り下げた。暗褐色土から遺物が出土したことから8区全体を暗褐色土上面まで 1度に掘り下げた。

検出精査で遺物が集中する場所を確認し、精査が進むにつれて焼土遺構を確認できたことから住居跡と認定

した。この時点で山体側北壁東西断面に下に湾曲する暗褐色土を確認し、粗掘で壁まで掘りすぎていること

が判明した。したがって、床面は検出できたものの、壁はこの東西断面と南北土層断面に残った壁のみの検

出となった。Ⅶb2層が検出面である。

<形態 。規模> 北側半分が調査区外に延びるため検出できた南側半分の床面の広がりから、平面形は不整

な楕円形状を呈すると推測される。規模は東西断面から観察できる壁と検出した床面の広がりから2.6以

上×3mである。

<埋土> 自然堆積層で、 2層に区分できる。上層は後背の山体から流れ下った堆積物で、洵汰が悪く大～

巨礫サイズの角礫を含む褐色砂礫質粘土層である。下部層は暗褐色砂細礫質粘土層で、土器片・石器片・戊

化物片を含む。

<壁 > 北壁東西断面で観察すると、東西壁の傾きが異なるようにみえるが、東壁は東側の自然の高まりを

利用しつつ、西壁同様に約20cmの浅い掘り込みでつくられていると考えられる。両壁ともに緩く立ち上がる。

<床 > Ⅶb2層が床となる。よく締まっている。およそ平坦である。川原石 (数10cmの亜円礫)が地床炉

周辺で検出される。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央付近で東西方向に長い不整形の地床炉が 1基検出された。規模はそれぞれ最大1.02×

0.42mである。厚さは 5 clllである。
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遺物 少量の遺物が炉の周辺から出土している。非常に脆く小片でしか観察できない。植物繊維を胎上に含

み、厚手の土器片である。石器は不定形石器 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

414号住居跡 (第81図、写真図版54・ 130)

<位置> 8区 413号住居跡の東側、一A I ros24区 に位置する。
<検出状況> 第413号住居跡と同様な検出で、暗褐色土の検出精査中に遺物の出土および下部層で地床炉

X
A
引

e_岬

1 5YR4/4にぶい赤褐色砂質粘土と75YR3/3
暗褐色砂質粘土との混合土 炭化物片含

AI

ト

い
下

A

―

L‐ 1弱mOm___11

AA′ BB
10YR7/6明 黄褐色火山灰質粘上 しまる
75YR5/4に ぶい褐色火山灰質粘土 しまる
75YR4/4褐 色角礫質粘土 (風化花間岩 礫径最大数10
cm平均10～ 20cll)淘沙不良 しまる

10Y馳ノ4褐色砂礫質粘土 (中礫)級化構造 しまる
10YR3/2黒 褐色砂礫質粘土 (礫径最大30cm 角礫 )
土器・炭化物片含 堅くしまる
10YR3/3暗 褐色砂質粘土 しまる

鶴騨卸
422/ゝ421

※4221よ S‐ 1/2
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Ｉ
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

421 02953 413号住居跡 埋上下部 深鉢 胴 撚糸文 Ⅳ 内面破損 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 嫌 出土地点 層位 長mal 幅剛 厚 nI 重量宣 石 質 備考

422 不定形 Ⅱ 413号住居跡 床面 ■3 1001 買岩

第80図  413号住居跡 。出土遺物
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1 5YR3/3暗赤褐色砂質粘土 炭化物片含
しまる
2 10YR3/3暗 褐色砂質粘土 しまる

AA
ЮYR7/6明 黄色火山灰質粘土 しまる
75YR5/4に ぶい褐色火山灰質シル ト しまる
75YR3/3暗 褐色砂礫質粘土
(礫径最大数十cm 風化花筒岩)し まる
75YR4/4掲 色細礫混砂質粘上 しまる
(崖錐堆積物〉
10YR4れ 褐色粘土質砂 しまる
10YRワ 6褐色細礫混砂質粘土 しまる
10YR4/6褐色中粒砂 ややしまる
10YR3/2黒褐色大礫混砂細礫質粘土
(礫径30cln)土器 炭化物片含
かたくしまる
25YR73オ リープ褐色大礫混砂砂質粘土
しまる

鐘寸
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ぬ

必
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文糠 内面調整 籟 器厚 備考

423 02‐97 414号住居跡 床 深鉢 口縁 撚糸文 ナデ Ⅳ 13DI 植物繊維混ス

424 02‐96 414号住居跡 床 深鉢 胴 撚糸文 ナデ Ⅳ 8 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mal 幅ma 厚 血 重量宮 石質 備考

425 683 石鏃 IA] 414号住居跡 埋上下部 078 買岩

第31図 414号住居跡 。出土遺物

を検出し、住居跡と認定している。検出精査中に北壁東西断面で下に湾曲する暗褐色土を確認している。本

住居跡と413号住居跡の境界に高さ約70cmの 島状の高まりがあり、これを壁として両住居跡ともに利用して

いる。Ⅶb2層が検出面である。

<形態・規模> 北側半分が調査区外に延びるため検出できた南側半分の床面の広がりから、平面形は不整
な精円形状を呈すると推測される。規模は東西断面から観察できる壁と検出した床面の広がりから2.15以

上×3.2mである。

<埋土> 自然堆積層で、 2層 に大別できる。上位層は後背の山体から流れ下った堆積物で、淘汰が悪く大
～巨礫サイズの角礫を含む褐色砂礫質粘土層である。下部層は黒褐色砂細礫質粘土層で、土器片・石器片・
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卜

AI

AA
10YR4/6褐色中砂 しまる
10YR3カ 黒褐色砂礫質粘土 (礫径最大30c l平均10cll)
土器片・石器・炭化物片含 堅くしまる

第82図 415号住居跡

炭化物片を含む。V層 に相当する。

<壁 > 413号住居跡を画する自然の高まりを西壁に利用し、やや急に立ち上がる。東壁は緩やかに立ち上

がる。413号住屋跡と対称的な構造となっている。

<床 > Ⅶb2層が床となる。粗掘・検出で壁を検出できなかったために、東西断面の壁の立ち上がりから床

面範囲を推定している。およそ平坦で、よく締まっている。川原石 (数10cmの亜円礫)が地床炉周辺で検出

される。

<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央からやや西寄りで地床炉を 2基検出している。ほぼ南北方向に並ぶ。 2基とも不整形
で、規模は南側のものから42× 18cm、 36× 25cmである。厚さはともに 3 cmである。周辺で土器片がまとまっ

て出土している。

遺物 埋上下部および炉の周辺から遺物が出土している。植物繊維を胎土に含む。すべて撚糸文の上器片で、

厚い。石鏃が 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

415号住居跡 (第82・ 83図、写真図版55・ 130)

<位置> 8区の一AⅡ r・ sユ区に跨いで位置する。
<検出状況> Ⅳc層崖錐堆積物下部 (褐色中粒砂)下位V層暗褐色砂礫質粘土層を除去中、多量の土器片
が出土した。V層は10cmと 薄く、遺物を採り上げさらに精査を続けたところ締りの良い床面を、また西側調

査区外を画する土壁付近で弱い焼成の焼土遺構を検出したため、住居跡と認定している。Ⅶc層が検出面で

ある。

<形態・規模> 西側と南側の半分以上が調査区外に延びるため検出した部分から推定すると、平面形は精

円形状である。規模は検出部分で2.80以上×2.35m以上である。

<埋土> 自然堆積層で、 2層に区分できる。上層は後背の山体から流れ下った堆積物の末端部分で、細粒

調 査 区 外
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

426 02‐ 122 埋土上部 深鉢 回縁 非結束羽状縄文 Ⅳ 6m皿 植物繊維混入

427 02-131 415号住居跡 床 深鉢 日縁 非結束羽状縄文、先端に縦位刻み ナ デ Ⅳ 9 植物繊維混入

128 02‐ 127 415号 住居跡 床 深鉢 日縁 矢羽】夫狽1面圧痕文、非結東羽状縄文 ナデ Ⅳ 植物繊維混入

429 02‐ 128 415サ住居跡 床 深鉢 底 部 縦縄文 (RL)、 丸底 ナデ 植物繊維 rFL入

430 02‐125 415号任居跡 埋土上剤
'

深 鉢 】例T剤
`

撚糸文 ナデ 9 植物繊維屁入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地′点 層位 長48 幅nt 厚 Iun 重量真 石 質 備 考

756 石鏃 IAl 415号住居跡 埋上下部 買岩 先端部欠損 左根J縁部欠損
432 755 石鏃 IAl 415号住居跡 埋上下部 (34 6 買岩 尭端部欠損

第33図 415号住居跡出土遺物

の堆積物 (中粒砂)である。下部層は黒褐色砂礫質粘土層 (V層)で、土器片・石器片・炭化物片を含む。

<壁 > Ⅶc層が壁となる。きわめて緩やかに立ち上がり、床面と壁との境界は明確ではない。検出面から

床面までの深さは最大20cmで ある。

<床 > Ⅶc層が床面となる。比較的平坦で固く締まっている。やや掘り過ぎたためか地山の礫上部が露出

する書卜分がある。

<柱穴> 検出されていない。
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<炉跡> 調査区外を画する西壁際で 1基検出された。平面形は中央部分が内湾した隅丸方形で、規模は
34× 15cmである。

遺物 床全面に出土している。土器片の胎土には植物繊維を含む。427は 先端が先細り、軽外反する。先端
に棒状工具による縦位の刻みがはいる。428は先端が軽く外反する。撚 りの異なる原体を交互に圧痕してい

る。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

417号住居跡 (第84・ 85図、写真図版56。 130。 131)

<位置> 3区 のBIk・ 17～ 8区に跨って位置する。本住居跡の東側には408号住居跡が、西側には409号住
居跡が隣接する。

<検出状況> 本住居跡の両側に隣接する住居跡の精査に伴い地山 (Ⅶ b2層 )が検出されたが、本住居跡部
分はⅣb層下部褐色粘土層が南北方向に長い楕円形状に残った。遺構の可能性も考えながら精査をすすめ、

浅く窪む底面から土器片が出土するとともに地床炉と考えられる焼土遺構を検出したことから住居跡と認定

した。Ⅶb2層が検出面である。

<重複関係> 北側で接する405号住居跡と重複するが、その新旧は埋土からは判断できなかった。埋土の

様子からは大きな時期差はないと考えられる。

<形態・規模> 南側のおよそ1/3が調査区外に廷びる。検出された部分から平面形は楕円形状と推定され
る。規模は3.1以上×4mである。

<埋土> 自然堆積層で、 2層 に大別できる。上層はⅣb層 (褐色粘土と砂礫互層)下部褐色粘土層で、周
辺住居跡と同じである。下部は暗褐色上で、地山 (Ⅷ b2)に接する部分は砂質土に漸移する。下部層からは

土器片が出土する。

<壁 > Ⅶb2層が壁となる。緩やかに立ち上がる。東側は比較的急に立ち上がる。他住居跡に比べて璧と床
の境は識別しやすい。検出面から床面までの深さは最大25cmで ある。

<床> Ⅶb2層が床面となる。比較的平坦で固く締まる。一部掘りすぎたためX層 (礫層)が露出した。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央からやや北東寄りで地床炉を 1基検出している。平面形は中央部分がやや窪む不整な

楕円形状で、規模は58× 38cmで ある。厚さは約 6 cmである。炉の東側でまとまって土器が出土している。

遺物 埋土下部から床面で出土している。土器片の胎土に植物繊維が混入する。4331よ先端が軽く外反する。
口唇には棒状工具による斜め方向の刻みが加えられる。434は胴下部の施文方向を変えているため、羽状に

みえる。435は炉東側で出土した胴下部の上器片である。左下側に補修孔がある。437の被損部分から胎土に

含まれる植物繊維がはっきり認められる。石器は石鏃 3点、石匙 2点、不定形石器 1点、打製石斧 1点が出

土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

第418号住居跡 (第86図、写真図版57・ 131)

<位置> 3区のBIi・ k3～4区に跨って位置する。第410住居跡が南に隣接する。
<検出状況> Ⅵb層下部褐色粘土で遺構を検出中に非常に淡い暗赤褐色な部分を検出した。住居跡の可能
性も視野に入れながら掘り下げたところ明瞭な焼土遺構が検出され、その南側ではまとまった土器が出土し

たため住居跡と認定した。
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405号住

卜 L=200000m

5YR3/3 暗赤llS色砂質粘土
炭化物片含 堅くしまる
10YR3� 暗褐色粘土質砂 しまる

Ａ
引

A'        o    l:25   05m
ト

A

―

  L‐200500m

0   1:50   1m

A

一

AA
l 10Y財4褐色粘土 炭化物片含 固くしまる
2 10YR3/4暗褐色粘土 炭化物片含 しまる
3 10YR3/3暗褐色粘土 土器片含 しまる
4 75YR3/3暗褐色砂質粘土 土器片含 しまる

調 査 区 外

鸞

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

433 02-104 417号 住居跡 床 深鉢 口縁 RL、 日唇 :刻み ナデ V 81t o 植物繊維混入

434 02‐ 101 417号 住居跡 床 深鉢 胴下部 LR(横  綻回転) ナ デ V 5 植物繊維混ス

435 02‐ 103 417号住居跡 床 深鉢 胴下部 RL、 補修子L ナ デ V 植物繊維混入

436 0多105 417号住居跡 床 深鉢 非結東羽状縄文 ナ デ V 植物繊維混入

437 02‐ 100 417号住居隊 床 浜鉢 胴下部 撚系支 ナデ 植物繊維混入

第34図 417号住居跡 。出土遺物 (1)
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t延

※型31よ S‐ 1′ 3

第35図  417号住居跡出土遺物 (2)
※ ( )は欠損長

<重複関係> 410号住居跡と南辺が一部重複するが、その新旧は判断できなかった。 2つの住居跡の埋土

に違いが認められないため大きな時期差はないと考えられる。

<形態・規模> 北側のおよそ1/21ま法面保護のために埋め戻した調査区に延びる。検出された部分から推

定すると平面形は楕円形状と推定される。規模は1.85以上×3.3mである。

<埋土> 自然堆積層で、 2層に区分できる。上層はⅣb層下部褐色粘土層で堅く締まり、下部層は黒褐色

土で遺物や最大約30cmの扁平な亜円礫が出土する。地山 (Ⅶ b2層)と は識別しづらい。

<壁 > Ⅶb2層 に相当する黒褐色土が壁となる。壁の立ち上がりは東西断面の東壁付近で褐色粘土層がゆる

く上がることから確認された。検出面から床面までの深さは最大25cmである。

<床 > Ⅶb2層が床面となる。平坦で堅くしまる。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央付近で地床炉が 1基検出された。不整な楕円形状を呈し、規模は78× 58clllで ある。台

風通過に伴う水没・クリーニングで薄くなってしまった。

遺物 主に埋土下部で出土した。地床炉南側で撚糸文の上器片がまとまって、遺構全体では斜縄文小片が出

土している。胎土には植物繊維が混入する。4441よ 先端で軽く外反する。445は444と 同一個体とみられ、そ

の傾きから丸底と考えられる。石器は石鏃 2点、石錐 1点、石匙 1点、不定形石器 1点が出土した。448は

先端に磨耗痕と長軸に直交する回転痕が何本か観察される。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 IB 幅Id 厚 m 重量宮 石質 備 考

438 石鏃 7号 住居跡 埋土下部 185 頁岩 左側縁久損

石鏃 IAユ 7号住居跡 埋上下部 貢岩

440 石鏃 Bl 7号住居跡 埋上下都 270 頁岩 左側縁欠損

石匙 B 7号住居跡 埋上下部 400 貢岩

石匙 IA 7号住居跡 埋土下部 560 買岩

712 打製石斧 I 7号住居跡 埋上下部 H60 275 22375 砂岩 裏面が自然面
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5YR3/3 暗赤褐色砂質粘上  し
75YR3/3暗 褐色月蝶 混砂質粘土
(礫径5～ 10Da1 2%)し まる
ЮYR3/2 黒褐色小砂礫質粘土

まる

しまる

A

―

AA
10Yワ4褐色砂質粘土 固 くしまる
75YR4/3に ぶい褐色砂質粘土 固 くしまる
10YR3/2黒 掲色砂質粘土 土器片 石器 炭化物片含  しまる
10YR2/2黒 褐色砂質粘土  しまる
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

444 418号住居跡 埋上下部 深鉢 口縁 撚糸文 ナ デ 9Du 植物繊維混入

02406 418号住居跡 埋上下部 深鉢 胴下部 撚糸文 ナ デ V lユ 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 m 幅EI 厚Du 重量質 石 質 備 考

石鏃 圧Al 418号住居跡 埋 土 215 124 買岩

447 740 石鏃 ⅡAI 418号住居跡 埋上下部 144 買岩 右側基部欠損

448 739 石錐 418号住居跡 埋土下部 290 611 11 買岩 身部先端に回転磨耗痕有

襲 9 不定形 IV 418号住居跡 埋土 220 35 買岩

※ ( )は欠損長

第86図 418号住居跡・出土遺物

420号住居跡 (第87図、写真図版58。 131)

<位置> 3区 のBIゼ 9区に位置する。408号住居跡が南側に隣接する。
<検出状況> Ⅳb層最下部褐色粘土層下のⅦb2層 オリーブ褐色砂質粘土層を検出中に暗褐色砂質粘土の円
形状のプランを確認した。プラン検出以前から遺物出土量が比較的多かった。精査がすすむにつれ、プラン

中央付近で焼土遺構を、北側で 2つの楕円形状土坑を検出し、住居跡と認定した。

<形態 。規模> 平面形は上下が潰れた卵形を呈する。規模は3.8× 3.45mで ある。
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AA´

1 75YR3/3暗褐色と3/4暗褐色砂質粘土 (10%)と
の混合土 固くしまる
2 10YR3/3暗 褐色礫混砂質粘土 (礫径数cm l%)
炭化物片含 固くしまる
3 75YR3/3暗褐色砂質粘土 土器・炭化物片含
堅くしまる

aa′ bb′

1 10YR2/3黒 褐色砂質粘土
焼土粒 土器 炭化物片含 しまる
2 ЮYR3/2黒褐色砂質粘土
焼土粒 土器 炭化物片 骨粉含 しまる

5YR3れ  暗赤褐色砂質粘土 炭化物片含  しまる
75YR4/4褐 色砂質粘土 (40%)と 10YR3/4暗褐色
砂質粘土との混合土 焼土塊 炭化物片含
しまる

'  L=200200m  
イ

―

柴 偽(→碑 ― Wp― __ 鱒 紳

第87図 420号住居跡・出土遺物

◆      457
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

450 02946 420号住居跡 床 深鉢 日縁 Rし ?不鮮明、日唇 :刻み ナ デ V 8mm 植物繊維混入

420号住居跡 っ1埋土 深鉢 日縁 LR(縦 回転 )、 口唇 :刻み ナ デ V 9 植物繊維混ス

452 02944 420号住居跡 埋土上部 深鉢 日縁 LR上 に横位側面圧痕 ナ デ V 植物繊維混入

453 02ワ 45 420号住居跡 埋土上部 深鉢 口縁 横縄文上に側面圧痕、日唇 :刻み ナ デ V 5 植物繊維混入

454 02-243 420号住居跡 床 深鉢 口縁 jlA糸文、先端 :横位円形刺突、口唇 :刻み ナデ V 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 鏑 出土地点 層位 長 m 幅 DutI 厚 da 重量富 石 質 備 考

455 700 石鏃 Ⅱ Al 420号 住居跡 埋土下部 (2311 (170) 買岩 先端 左側基部欠損
456 701 石鏃 I Al 420号 住居跡 埋土下部 (3511; 買岩 先端欠損

457 754 石鏃 [Aユ 420号住居跡 理土下部 405 90 頁岩
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図版番号 登録番号 出土地′自 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

458 02-106 422号住居隊 床 深鉢 日縁 RL? RL V 6m・d 植物繊維混ス

図版番号 登録番号 器種 鑢 出土地点 層位 長tu l 幅剛 厚BI 重量宮 石質 備考

749 石鏃 乾2号住居跡 床 115 凝灰岩 右側側縁部欠損

第88図  422号住居跡・出土遺物

<埋土> 自然堆積層で、暗褐色砂質粘土層に覆われる。下部ほど災化物片の出土量が多くなる。
<壁> Ⅶb2層が壁となる。きわめて緩やかに立ち上がり、床面と壁との境界は明確ではない。検出面から
床面までの深さは、最大 6 cmである。

<床 > Ⅶb2層が床となる。比較的平坦で、堅くしまる。
<柱穴> 検出されていない。

遺物 斜縄文と撚糸文の土器片が出土している。土器片の胎土には植物繊維を含む。450。 454は軽く内湾し
ながら立ち上がる。450～ 454のすべては先端で先細る。450・ 451・ 453。 4541ま 日唇に棒状工具による刻みが

はいる。石器は石鏃 3点が出土した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

422号住居跡 (第88図、写真図版59。 132)

<位置> 3区のB115～ 6区に跨って位置する。
<検出状況> 409号住居跡を精査中に東壁で焼土遺構を検出した。409号住居跡に伴う遺構とは考えにく

く、さらに東側に精査範囲を広げた。東側でさらにもう 1基の焼土遺構を検出し、壁の立ち上がりも確認

できたことから住居跡と認定した。

<重複関係> 409号住居跡に西側半分を切られている。

<形態 。規模> 南側半分は調査区外に延び、西側1/4が第409号住居跡に切られている。推定される平面形
は楕円形状で、規模は3.1× 2m以上である。

<埋土> 409号住居跡と同様な埋土状況である。主に自然堆積層と考えられる。重複する部分は人工的な

部分もあると考えられるが、識別できない。埋土下部層は暗褐色砂質粘土よりなる。
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0    1:50   1m

1 10YR2/3暗 褐色砂質シルト
ややしまる
2 5YR4/6 赤褐色砂質粘土
ややしまる
3 5YR4/4 にぶい赤褐色砂質粘土
ややしまる
4 5YR4/3 にぶい赤褐色砂質粘土
ややしまる

AA′ BB′

10YR4/4褐色と名5YR3/2黒褐色砂質粘土との混合土
炭化物片 (1%)含  しまる
5YR3/3 暗赤褐色砂質粘上 しまる
10YR3/3暗褐色小礫混砂質粘土 (礫径数cl l、 2%)し まる

0        1:3

※461、 4621ま S‐ 1/2

図版番号 登録番号 出土地点 層位 濡 種 部位 外面文様 内面調整 分類 糾 備考

460 02‐158 423号住居跡 床 小型深鉢 口縁 RL(施文方向が不規則) RL V 6m皿 絶物繊維湧入

図版番号 登録番号 静種 辣 出土地点 層位 長Hm 幅mt 厚DD 重量g 石質 備考

46よ 727 石欽 ⅡAユ 423号住居跡 床 (310 089 頁岩

462 660 石鏃 IA2 423号住思跡 床 390 179 貫岩

※ ( )は欠損長

第89図 423号住居跡・出土遺物

<壁> Ⅶb2層が壁となる。東壁で観察される立ち上がりは緩やかである。検出面から床面までの深さは最

大12cmである。

<床 > Ⅶb2層が床面となる。X層の礫層が頭を出し、やや凹凸がみられる。固く締まっている。
<柱穴> 検出されていない。数十cmの楕円形状濁りを4ケ 所で検出したが、非常に浅く柱穴とは考えにく

<炉跡> プラン中央付近で 1号炉を、その東側で2号炉を検出した。 1号炉は不整な楕円形状で、規模は

48× 42cmである。 2号炉は南側半分が調査区外にのびる。平面形は不整な楕円形で、規模は45× 30cm以上で

ある。ともに薄く、 1号炉では約 5 cmである。

遺物 少量の遺物が出土している。458は薄く、焼成が良い。施文方向の異なる縄文が「く」字状に交差す
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る。石鏃が 1点出土した。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

423号住居跡 (第89図、写真図版60。 132)

<位置> 3区西側のB Ijk4～ 5区に跨って位置する。西側に410。 418号住居跡、東側に409号住居跡が隣

接する。

<検出状況> Ⅳb層褐色粘土を掘り下げV層 との層界付近で滲んだような斑状の焼土と直立する扁平な礫
を検出した。住居跡の可能性も考え精査をすすめ、扁平な礫付近に広がる円形状の焼土遺構を検出した。東

西土層断面で暗褐色土にのる褐色土と黒褐色土の混合土が東側で緩く立ち上がることを確認できたことによ

り住居跡と認定した。プラン全体で埋土上部層と下部層の識別は容易ではなく、焼土遺構と礫の検出状況か

ら床面を、三方向の土層断面から壁を推定している (西側は掘りすぎ)。

<形態・規模> 南側の一部が調査区外に延び、西側1/31ま掘りすぎている。推定される平面形は円形状で、

規模は3.25以上×2.9m以上である。

<埋土> 2層 に区分される。とくに上部層はその上質の様子から人工的な埋め戻しの可能性もあるが、断
定はできない。

<壁 > Ⅶb2層が壁となる。全般的に緩く立ち上がる。検出面から床面までの深さは最大10cmである。
<床 > Ⅶb2層が床面となる。床面は平坦で締りがよい。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン中央付近で不整な円形の地床炉を検出している。規模は70× 65cmで、厚さは12cmである。

検出時点でやや削り過ぎているためそれ以上の厚さがあると考えられる。炉跡の周辺から炉に使われたと考

えられる数10cmの扁平な亜円礫が出土した。顕著な被熱は観察できなかった。

遺物 地床炉の周辺から少量の遺物が出土している。460は小型深鉢の胴下部で尖底をもつと推定される。

石器は石鏃 2点、不定形石器 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

425号住居跡 (第90図、写真図版61・ 132)

<位置> 8区南側の一A I s24区 に位置する。南東側に第452・ 453号焼土遺構が隣接する。
<検出状況> 8区 内の上捨て場としていた部分を重機により剥ぎ取り、人力で検出を始めたところ、焼土

遺構を 3基検出した。この中の 1基はさらに15cm掘 り下げると規模が大きくなり、その面で周辺を検出し直

したところ浅い皿状となった。このことより住居跡と認定した。他の 2基の焼土遺構はプランの外側で検出

され、本住居跡の付属施設とも考えられたが、断定できる証拠がないためそれぞれ単独の焼土遺構としてい

る。炉の規模に姑してプランが小さいと思われたが、焼土遺構の位置・レベルからは妥当なプランと考えら

れる。

<形態・規模> 北側の一部が粗掘段階で掘りすぎたために失われている。推定される平面形は北東方向に

長軸をもつ卵形で、規模は2.8以上×2.4mである。

<埋土> 住居跡を想定しなかったために土層断面を設定しなかったが、Ⅵc層暗褐色砂礫質粘土単層で覆
われる。自然堆積層である。

<壁 > Ⅶc層褐色砂礫質粘土 (崖錐堆積物末端)が壁となる。壁から床にかけて明瞭な境界はなく、浅い

皿状を呈する。
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A+
1 75YR3/4暗褐色細礫質粘土 しまる
2 5YR3/4 暗赤褐色細礫質粘土 しまる
3 25Y4/3 オリーブ褐色砂質粘土 しまる

b     げ

以
bb′

1 5YR3/3暗赤褐色砂礫質粘土
(礫径最大10cH平均3～5DI) しまる
2 地山 (掘 りすぎ)

佳

土粘

十
　
　
　
　
　
　
　
質

lm

0    1:50   1m

465

rヽ
ζ⑬ 
Ъ2号雄

Or

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文糠 内面 fJH整 分類 器厚 備考

463 022211 425号住居跡 埋上下部 浜鉢 口縁 RL ナ デ Ⅳ 10mal 植物繊維混入

464 0雰222 425号住居跡 埋上下部 深鉢 口縁 LR ナ デ Ⅳ 7 植物繊維混入

465 0多225 425号住居跡 埋上下都 深鉢 撚糸文 ナデ Ⅳ 8 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 I al 幅nun 厚 It I 重量g 石 質 備考

742 石鏃 IAl 425号住居跡 床 140 16牲 頁岩

第90図 425号住居跡・出土遺物

<床 > Ⅶc層が床面となる。比較的平坦で固く締まる。

<柱穴> 検出されてない。
<炉跡> プラン中央に 1基検出されている。平面形は洋ナシ状を呈する。規模は100× 75cmである。炉の

北側に数10cmの角礫が検出された。

遺物 炉の周辺から遺物が出土している。上器片の胎土に植物繊維が混入する。土器片は全体的にもろくなっ

ている。464は 日唇に原体末端の圧痕文が施されている。石器は石鏃 1点 と不定形石器 1点が出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

-117-



2.竪 穴状 遺構
28号竪穴状遺構 (第91図、写真図版62)

<位置> 1区 のBIn・ o23区 に跨って位置する。
<検出状況> 21号住居跡の南壁精査中に暗褐色上のプランを検出した。断面精査により大型の土坑とも考

えられたが、北壁上に焼土を検出したことより竪穴状遺構とした。

<重複関係> 21号住居跡の南壁が埋土の一部となる。

<形態・規模> 東側焼土遺構付近がやや膨らんだ卵形を呈する。規模は3.29× 3.14mで ある。
<埋土> 土質と堆積状況から自然堆積層と考えられる。暗褐色砂質シルトが主体である。
<壁> Ⅶb2層が壁となる。壁から床にかけて明瞭な境界はなく、浅い皿状を呈する。検出面から床面まで
の最大深さは20cmである。

<床> やや凹凸があり、全体的に南偵Iに傾斜する。
<柱穴> 検出されていない。
<炉跡> プラン北東隅で検出されるが、非常に薄く焼成も悪い。流れ込みの可能性もある。
遺物 出上していない。
時期 検出層位から縄文時代早期末棄～前期初頭頃と考えられる。

第29号竪穴状遺構 (第29。 30。 92図、写真図版63・ 132)

<位置> 1区 中央西寄りのBIk・ 120区に跨って位置する。
<検出状況> pp35(当 初20号住居跡の柱穴状土坑とした)の精査中に底部付近で黒褐色土を検出した。
その検出層位から遺物が出土することから土坑として精査をすすめた。大きくほぼ垂直に立ち上がる壁と壁

際に巡る柱穴状小土坑などから竪穴状遺構とした。

瞥
20■処 雪

1 75YR3/4暗 褐色砂質シル ト ややしまる
2 111YR3浴 暗褐色砂質シルト しまる

0   1:50   1m

第91図  28号竪穴状遺構
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〒

第92図 29号竪穴状遺構出土遺物

<重複関係 > 30号住居跡の東壁に西側が切られ、37号竪穴状遺構南壁を切る。

<形態 。規模> 不整な隅丸正方形を呈し、規模は36× 3.52mである。

<坦土> 土質と堆積状況から自然堆積層と考えられる。砂礫を多く含む暗褐色土が主体である。非常に

堅く締まる。埋土下位層は壁の崩落と考えられる礫層に覆われる。

<壁 > Ⅷb2層が壁となる。北壁から東壁にかけては大きくほぼ垂直にたちあがる。壁高は北壁45.6cm、 東

壁52c皿である。南壁はなだらかな掘り込みがみられる

<床 > X層 が床面となる。締りが良いが凹凸がある。

<柱穴> 6基 の柱穴状土坑を検出した。pp34と 34は床面の中央付近に位置し、10cmと 浅い。他の 4基は

径15～20cmで壁際に巡る。壁柱穴を構成する可能性がある。

<その他> 東側に土坑plが検出された。平面形は隅丸台形で、規模は1.68× 0,86cmである。断面形は台形

状を呈する。埋土には礫を含まず、炭化物が混入する。本体遺構埋土とは異なっている。

遺物 467と 468は側面圧痕文と短沈線文で文様帯を構成するものである。467はやや内湾気味に立ち上がる。

469は 先端付近で軽 く外反する。467～ 469は 同一時期のもので、出土層位から流れ込みの可能性もある。

470は焼成が良く、薄手で先端で強屈曲する。他の 3土器片とは異質で、本遺構に伴うものと考えられる。

石器は出土していない。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

32号竪穴状遺構 (第93図、写真図版64)

<位置> 3区西側のBIioi7区 に跨って位置する。

<検出状況> 3区 内での試掘調査からЦb層 では遺構 。遺物が検出されなかったことより3区西側全面

(BIi・ j4～ 9区 )を Ⅱb層 まで機械粗掘で除去し、Ⅲ～Ⅳbか ら人力検出を始めた。Ⅲ層 (To Cu)がとこ

ろどころで検出されたものの全体的にはⅣb層褐色砂細礫質粘土で検出を行い、Ⅳb層中に暗褐色土～黒褐

色土を埋土とする径30cm前後の柱穴状土坑が検出された。遺物は出土しないものの、半円形状に柱穴状土

坑が巡ることより竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 柱穴状土坑の配置から推定される平面形は円形状で、規模は約 5mである。

<柱穴> 平面形は円形～精円形状を呈し、規模は30cm前後、平均の深さは 9 clllである。主に暗褐色土が

埋上である。

時期 遺物が出土しないことより、検出層位と他調査区の検出状況から縄文時代後期～晩期頃と考えられる。

ウ〃〃海口日町４７０　　‐Ｏｃｍ

観綾

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

29号竪穴状遺楠 下著h 浜鎌 日縁 短沈線文 側面圧痕文 丁寧なナデ Ⅷ 10o d 植物繊維混入

29号竪穴状遺構 上部 深鉢 口縁 短沈線文 側面圧痕文 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入

00_267 29号竪穴】夫遺構 下部 深鉢 口縁 口唇 :原体末端圧痕文、外面 :LR(0多 ) ナデ・ Ⅷ I] 植物繊維混入

00‐ 103 29号竪穴状遣構 下部 深鉢 日縁 非結束羽縄文 (0多 )、 日縁先端強届由 ナ デ 6 植物繊維混入
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32号竪穴状遺構
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第93図  32・ 33・ 35号竪穴状遺構

No pp2 pp5

径 (cm) 30X24 25X22 32X25 35X30 47× 26

深さ (cl) 10 ll 10 9

No DD6 DD7 DD8 DD9

そ垂    (cl) 30X22 40× 24 27× 22 28× 28

深さ (cl) 7 7 12

No DD14

そ≧    (c ll) 26× 26 14X14 12X12 14X14 14X8

深さ(cn) 9 6 4 6 5

No っっ16

径 (cu) 22X22 22X22 16X16 36X30 40X24

深さ (cm) 8

0    1:50   1m

No DD20 DD21 つつ22 Dつ23 っっ24

径 (cll) 30X24 27× 17 30X24 27× 22 20X18

深さ(cm) 9 6 6

No pp25 pp26 pp27 pp28 pp29

径  (c ll) 23× 21 26× 25 33X30 26× 25 32X30

深さ (cll) 8 1

No Dつ30 つつ31 っつ32 つD33

そ垂    (cl) 46X34 18X18 27X24 14× 14

深さ(cl l) 5 7 4
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33号竪穴状遺構 (第93図、写真図版64)

<位置> 3区西側のBIj6～ 7区 に跨って位置する。
<検出状況> 32号竪穴状遺構と同様な検出状況で、32号竪穴状遺構よりも個々の柱穴状土坑規模、配列

から想定されるプラン規模ともに小さい。遺物は出土しない。

<形態 。規模> 柱穴状土坑の配置から推定される平面形は円形状で、規模は約4.2mである。
<柱穴> 平面形は円形～楕円形状を呈し、規模は平均20cm、 平均の深さは8.5cmである。主に暗褐色土が

埋土である。

時期 遺物が出土しないことより、検出層位と他調査区の検出状況から縄文時代後期～晩期頃と考えられ

る。

35号竪穴状遺構 (第93図、写真図版65)

<位置> 3区 中央南狽IのB118～ 9区 に跨って位置する。
<検出状況> 32号竪穴状遺構と同様な検出状況である。配列に規則性が見られるので遺構として扱う。

32号竪穴状遺構よりも柱穴状土坑の検出数が多い。配ア1か ら想定されるプラン規模は最低 2通 りある。遺

物は出土しない。

<形態 。規模> 柱穴状土坑の配置から推定される平面形は円形状で、規模は約4mと 3.2mである。
<柱穴> 15基検出された。平面形は円形～楕円形状を呈し、大きい方のプランを構成する柱穴状土坑規

模は平均29cm・ 深さ1lcm、 小さい方の規模は平均24cm・ 深さ 9 cmである。調査区外を画する土層断面にか

かる柱穴状土坑の断面からⅡb層から掘り込まれていることが分かる。埋土は黒褐色砂礫質粘土である。

時期 遺物が出土しないことより、検出層位と検出状況から縄文時代後期～晩期頃と考えられる。

36号竪穴状遺構 (第94～95図、写真図版66・ 132)

<位置> 1区南側縁のB I o24～ 25区に跨って位置する。
<検出状況> 調査区外とを分ける東西断面で焼土遺構を検出した。プランははっきりしないが、浅く窪
む地形から竪穴状遺構とした。周辺では現代の撹乱 (ゴミ穴)や墓廣などが確認されるため、全体的に保

存状態が悪い。住居跡の認定条件を備えているが、検出状況を考えて竪穴状遺構とした。

<形態・規模 > 南側半分が調査区外に延び、東側は撹乱を受けている。推定される平面形は円形状で、

規模は3.6以上×2.75m以上である。

<埋土> 断面中央付近のみに本来の埋土を残すのみで、全体的に撹乱を受けている。暗褐色土が主体で

ある。

<壁 > 北壁を検出した。緩やかに立ち上がり、壁高は約 5 clllである。
<床面> Ⅶb2層の砂質粘土が床面であるが、撹乱等のためかX層の礫が露出する部分がある。
<柱穴> 小形の壁柱穴状土坑を4基検出している。いずれも北側壁に巡る。
<炉跡> 調査区外とを区画する東西断面中央付近で焼土遺構の北側半分を検出した。平面形は円形状と

推定される。規模は30cm以上である。

遺物 埋土上部から少量遺物が出土している。遺構の検出状況を考えると本遺構に属すると断定はできな

時期 出土遺物を参考にしながら、検出層位と遺構の構造から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられ

る。
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36号竪穴状遺構

tぃ孵
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37号竪穴状遺構

L=201600m
b  b'
出

aai bbl ccI

l10YR3/4暗 褐色砂礫質粘土 (礫20%)し まる
2 10YR4/6褐 色砂 しまりわるい 堀すぎ

Ａ
引

調 査 区 外

L‐ 2025110m
A'

一

No p02 pp3 pp4

径  (cl ll 17× 15 14X14 17X16

深さ (cm) 2 5 6

AAI
l撹乱
2 10YR3/4暗 掲色砂質ンルト しまる
3 25YR4れ オリープ褐色砂質シルト 固くしまる
4 5YR4/8 赤褐色砂礫質焼上 しまりわるい

0    1:50   1m

AAI
l10YR3//4暗 褐色砂礫 固くしまる
2 10YR4/4褐 色砂礫 (上層より礫径が大きい)
固くしまる
325Y4/4オ リープ掲色砂に5YR2/4種暗赤褐色
砂質粘上塊状に含む (2%)しまりあり
4 10YR4/3に ぶい黄褐色砂 ややしまる
525Y4/4オ リーブ褐色粘土 固くしまる
6 10YR3/4暗 褐色砂礫質粘土 (420%) しまる
7 10YR4/4褐 色砂質ンルト (礫1%)堅 くしまる
8 10YR3れ 暗褐色粘上 しまる
9 10YR4/3に ぶい黄褐色砂礫質ンルト (礫5%)
土器片含 しまる
105Y3/2オ リープ黒色砂 しまりわるい く地山〉

―
―
―
―
―
―
―
上

第94図  36・ 37号竪穴状遺構

『一出卓蒻杉

ｍ

柳‐一〕　易

No Do2 oa3 po12 pp13 pp14

径  (cm) 18X15 12X12

深さ(cm) 6 3 5 8 22 7
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第95図  36。 37号竪穴状遺構出土遺物

37号竪穴状遺構 (第94・ 95図、写真図版67・ 132)

<位置> 1区西側の住居跡密集検出域のB I k19～20区に跨いで位置する。
<検出状況> 20号住居跡のプランを確認するための精査中、20号住居跡の埋土に類似する暗褐色土の埋土

を確認した。同住居跡の同埋土からは20号住居跡から出土する土器片より古いと考えられるものが出土し、

かつ埋土を掘り上げたプランが20号住居跡のプランの一部にするには歪になった。このため20号住居跡とは

別に竪穴状遺構と考えた。

<重複関係> 南側を20号住居跡 。29号竪穴状遺構に切られている。
<形態 。規模> 新期住居跡に南側が切られているため全形は不明であるが、検出された部分から不整な楕

円形状と推測される。北西―南東方向に長軸を持ち、規模は5。2以上×3.25m以上である。

<埋土> 自然堆積層と考えられる。埋土は 9層 に細部され、後背の沢から供給された砂礫と粘土互層の堆

積物と考えられる

<壁 > Ⅶb2層が壁となる。北から東壁が検出され、非常に緩やかに立ち上がる。
<床> Ⅶb2層が床となる。一部 X層の礫が点在する。やや凹凸がみられる。
<柱穴> 壁沿いに15基検出している。径12～40cmで、10cm以下の深さを持つものが多い。

遺物 床面から少量の上器片が出土している。石器は出土していない。

時期 出土遺物から縄文時代早期中葉頃と考えられる。

30司号竪穴状遺構 (第96図、写真図版68。 132)

<位置> 7区旧自然堤防上の一A I y20区 に位置する。
<検出状況> lm数 10cmの黒褐色土を機械で除去し下位暗褐色土層を検出中 (1面検出)に、植物繊維を

混入させる撚糸文土器片が数点出土した。プランは検出されず、他調査区の調査結果から1面は縄文時代晩

期末～弥生時代初の生活面と考えられたので、流れ込みなどによるものみなした。試掘からは地山まで数m

と予想されていたので、さらに機械堀を実施したところ、数10cm下位で暗褐色粘土層に径数10cmの巨礫を含

む層を検出した。地山の礫層に近いものと判断し、人力で検出を行った。黒褐色土を埋土とし半円形状に巡

る柱穴群を検出した。さらに柱穴群内部で打製石斧や石鏃が出上し、竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 円形状を呈するとみられるが、南側半分が調査区外に延びるため全形は不明である。規模
は長軸方向で約 4mである。

<埋土> 調査区境土層壁で観察し、 5層 に細分した。不安定な堆積状況を示し、人為的撹乱原因の可能性
は薄いため、自然現象(洪水等)による撹乱を受けている可能性がある。概ね黒褐色土と褐色土に大別される。

<床 。壁> X層が床面で砂～細礫を基質とする礫層であることから、本遺構の床面付近は凹凸が見られる

ので不連続ではあるが、褐色粘土層を貼床としていた可能性がある。壁は土層帯東西端で緩く立ち上がるよ

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

Ol1 090 36号竪穴状遺構 埋土上部 深鉢 口縁 微 Itk起線文 条痕文 8mm 植物繊維混入

00-091 36号竪穴状遺構 埋土上部 深鉢 胴部 貝殻腹縁圧痕文 沈線文 刺突文 ナ デ 6

00‐ 105 37号竪穴状遺構 床面 深鉢 胴 部 貝殻押 し引き文 ナ デ
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0   1:50   1m

AA'
1 10YR″1黒色砂礫質シルト (礫径平均5～10am最大数cm、 亜角礫)ややしまる
2 75YR3/1黒褐色礫混砂質シルト (礫径 10cln、 亜円礫、1%)ややしまる
3 10YRプ2黒褐色砂質粘土 ややしまる
4 10YR2//2黒褐色礫混砂質シルト (礫径10cm、 亜円礫、1%)ややしまる
5 75YR4/3褐色礫混砂質粘土 (礫径平均lcn最大5cm、 亜円礫～亜角礫)ややしまる

ｈ
Ａ
Ｈ
Ｖ

岬騒

‐
◇

饉
474

0     1:2

※475は S‐ 1/´ 3

p02 pp3 pp5

径 (cl l) 55× 47 44X38 511X40 32X29 72X43
深さ (cm) 11 8 11

No oっ6 っっ8 つつ9

径 (cm) 54× 50 38X36 65X56 108X(40 140× お

深さ (cl) 5 10 24

図版番号 登録香号 器種 分類 出土地点 層位 長 E IIl 幅ma 厚D Il 重量宜 石質 備考

474 石鏃 301号竪穴状遺穂 床 面 (195 買岩 先端欠損

475 lomЭ 打製石斧 I 301号竪穴状遺橋 床面 1245 625 28012 凝灰岩 腹面自然面

※ ( )は欠損長

第96図  301号竪穴状遺構・出土遺物

うに見えるが、断定はできない。 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。
<柱穴> 10基検出した。開口部の大きいものを除いて、長軸は32～ 72clll。 平均51clll、 深さは5～26cm・ 平

均12cmである。しまりのわるい砂礫層に構築されているため、崩落により原形を留めていないと推測される。

遺物 石鏃 1点 と打製石斧 1点が出上している。打製石斧は片面に自然面を残すものである。
時期 片面に自然面を残す打製石斧は、本遺跡の縄文時代早期末葉頃の住居跡から出土する例が多いことか
ら、本竪穴状遺構も同様の時期に構築された可能性がある。
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AAI BBI
l10YR3/4オ リープ褐色粘土 黄掲色小土塊含 ややしまる
2 10YR7/6黄 土色火山灰質シルト 暗褐色小土塊少量合 ややしまる
3 10YR3/3暗褐色礫質粘土 (礫径釣EUD以下)ややしまる

第97図 304号竪穴状遺構・出土遺物

図版番号 登録香号 静種 分類 出土地点 層位 長I」d 幅IIul 厚aul 重量宣 石質 備考

477 1100 石鏃 IAl 304号住居跡 床面 1&0 α62 買岩

478 1028 石槍 304号住居跡 上部 29Ю 弘 06 頁岩

479 1036 石匙 304号住居跡 上 部 685 885 買岩
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304号竪穴状遺構 (第97図、写真図版69・ 132)

<位置> 6区 自然堤防上の一B I dll～12区に跨って位置する。

<検出状況> Ⅷb2層上に暗オリーブ褐色土の不整な楕円形状の広がりを検出した。埋土からは遺物が出土

したが、地床炉などを検出できなかったことから竪穴状遺構とした。

<形態 。規模> 平面形は不正形な楕円形状をする。規模は 4× 39mで ある。

<埋土> 堆積状況は、単層で暗オリーブ褐色粘土層であり、自然堆積であると考えられる。下層には黒褐

色粘質土層が堆積しているが、それを剥ぐと礫層であること、303号住居跡では黒褐色の上面に焼土が形成

されていること、黒褐色粘質土層はオリーブ褐色粘土層の下層に一様に存在するのではなく、一部の遺構内

にのみ存在することから考えると、本住居跡の黒褐色土層も貼り床である可能性が高い。したがって、黒褐

色土層上面が床面となる。

<壁 > Ⅶb2層が壁となる。壁は緩やかに立ち上がるためにプランの周縁部では壁と床の境界は不明瞭であ

る。検出面から床面までの深さは、最大20cmで ある。

<床 > Ⅶb2層が床となる。ところどころでX層の礫が突出している。

<柱穴> 明確な柱穴は検出されていない。

遺物 少量の遺物が出土している。476は 口縁部先端に幅 21111の 山形状の沈線文を左から右に連続して施文

している。石器は石鏃 2点、石槍 1点、石匙 1点出土している。

時期 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

306号竪穴状遺構 (第98図、写真図版70・ 132)

<位置> 6区 自然堤防上の一B I d13～14区に跨って位置する。

<検出状況> Ⅶb2層上でⅥe層暗オリーブ褐色砂質粘土の不整な楕円形状の濁りを検出し、緩い壁の立ち

上がりを確認できたことより竪穴状遺構とした。

<重複関係> 307号竪穴状遺構により北西側の一部が切られている。

<形態 。規模> 南側半分が調査区外へと延びるため全体形や規模は不明であるが、平面形は楕円形状で、

規模は3.5以上×1.6m以上である。

<埋土> Ⅶbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の単層で埋積されている。自然堆積層と考えられる。

<壁 > Ⅷb2層が壁である。やや緩やかに立ち上がる。

<床 > Ⅶb2層が床面である。平坦でやや堅くしまる。

<柱穴> 検出されなかった。

遺物 出土していない。

時期 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

307号竪穴状遺構 (第98図、写真図版71。 132)

<位置> 6区 自然堤防上の一B I d14～ 15区に跨って位置する。

<検出状況> Ⅶb2層上でⅦbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の不整な楕円形状の濁りを検出し、埋土から遺物

が出土することより竪穴状遺構とした。

<重複関係> 南東側で306号竪穴状遺構の一部を切っている。

<形態 。規模> 南西側半分が調査区外へと廷びるため全体形や規模は不明であるが、平面形は長軸が東西

方向にある楕円形状と推定され、規模は2.2以上×1.5m以上である。
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AAIBF
0 10YR2/2黒 褐色粘土 しまる
1 75YR5れ にぶい黄褐色粘土 炭化物片少量含 しまる
2 25YR6/8明 黄褐色粘土 ややしまる
3 10YRγ3暗褐色礫混粘土 (礫径20～30mm、 亜円礫 )
炭化物片含 ややしまる

4 10YR3/3暗褐色砂礫質粘土 (礫径10mm、 亜円礫)
ややしまる
5 25YR4/4オ リープ掲色礫混粘上 (礫径30uml、 亜円礫)
ややしまる

307号竪穴状遺構  m上

306号竪穴状

AAI BBI
1 75YR5/4に ぶい黄褐色粘土 炭化物片少量含 しまる
2 25YR6/8明 黄褐色粘土 ややしまる
3 10YR3/3暗褐色砂礫質粘土 (礫径10mal、 亜円礫)
ややしまる
4 10YR3/3 暗褐色礫混粘土 (礫径知～30mm、 亜円礫)
炭化物片 ややしまる
52露 R4/4オ リープ掲色礫混粘土 (礫径30～ 404Ju、 亜円礫)
ややしまる
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図版香号 登録番号 出土地点 層位 維 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

480 01-376 307号竪穴状遺構 床面 深鉢 胴 撚糸文 ナ デ Ⅳ 7mm 植物繊維混ス
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図版番号 登録番号 静種 撼 出土地点 層位 長mI 幅 lwlt 厚 nd 重量宜 石質 備考

481 1321 石鏃 IA2 307号竪穴状遺構 埋土 (3α9) 開 2つ2 頁岩 先端欠損

第98図 306・ 307号竪穴状遺構 。出土遺物



<埋土> Ⅶbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の単層で埋積されている。自然堆積層と考えられる。306号竪穴

状遺構の埋土と同様であるが、炭化物片を少量含む点で識別している。

<壁 > Ⅶb2層が壁である。やや緩やかに立ち上がる。
<床 > Ⅶb2層が床面である。平坦でやや固くしまる。
<柱穴> 検出されなかった。

遺物 埋土から撚糸文の土器片が数点出土している。石器は石鏃 1点、不定形石器 1点が出土している。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

309号竪穴状遺構 (第99・ 100図、写真図版72・ 133)

<位置> 5区南東側自然堤防上の一B I e12区 に位置する。
<検出状況> Ⅶb2層上でⅦbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の不整な楕円形状の濁りを検出し、埋土から遺物
が出土することより竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 約3/4が調査区外に延びる。平面形は楕円形状と推測され、規模は検出規模の最大で3.2×

■7m以上である。

<埋土> Ⅶbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の単層で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<壁 > Ⅶb2層が壁である。やや緩やかに立ち上がる。
<床 > Ⅶb2層が床面である。Ⅷb層の礫がところどころで露出する。
<柱穴> 明確な柱穴は検出されなかった。

遺物 埋土から斜縄文、撚糸文の土器小片が出土している。石器は出土していない。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

311号竪穴状遺構 (第99。 100図、写真図版73。 133)

<位置> 5区南東側自然堤防上の一BIf9区に位置する。
<検出状況> Ⅶb2層上でⅦbl層暗オリーブ褐色砂質粘上の不整な精円形状の濁りを検出し、埋土から遺物
が出土することより竪穴状遺構とした。

<重複関係> 西側を314号竪穴状遺構により切られている。
<形態・規模> 314号 竪穴状遺構により壊されているが、平面形は東西方向に長軸をもつ楕円形と推測さ

れ、規模は2.4以上×2.7mである。

<埋土> 暗オリーブ褐色砂質粘上の単層で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<壁 > Ⅶb2層が壁である。緩やかに立ち上がる。
<床 > Ⅶb2層が床面である。 X層の礫がところどころで露出する。
<柱穴> 明確な柱穴は検出されなかった。

遺物 埋土から斜縄文や条痕文の上器片などが出土している。483は細い刻み入り隆帯を持つもので遺跡内
では特異の出土例である。石器は石鏃 2点 と石匙 1点が出土している。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

312号竪穴状遺構 (第 101図、写真図版74・ 133)

<位置> 5区南側自然堤防上の一B I ell区 に位置する。

-128-



L=2∞■00m

A'
ト

A'

富

A
1-

S

AAI B」
■10YR2/21黒褐色粘と しまる

:辮鰯鞠魅魏透議得善

311号竪穴状遺構

h上

A
引

3141竪穴状

パ
ト

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

　

　

　

　

【

聾

ヌ

ヽ

共

Ｘ

Ｎ

＝

白

　

　

　

　

　

―

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

一

ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ的

T

X
と言触 100m

0   1:50  1m

AAI BBI
l10YR5/4にぶい黄褐色粘土 炭化物片少量書 しまる

第99図  309号 。311号竪穴状遣構

調 査 区 外

|―

―-129-



M｀ け
'Ⅷ

4

代
＝
―キ
Ｈ
日
―Ｉ
Ｖ※485'486は S=1/2

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mI 幅nI 厚DJI 重量富 石質 備考

石鏃 IAl 311号 竪穴状遺構 床 面 350 593 買岩
1339 石匙 311号 竪穴状遺構 床 面 717 223 80 1371 頁岩

第100図  309。 311号竪穴状遺構出土遺物

<検出状況> Ⅶb2層上でⅦbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の不整な楕円形状の濁りを検出し、埋土から遺物
が出土することより竪穴状遺構とした。東側の一部が現代の撹乱を受けている。

<形態・規模> 平面形は東西方向に長軸を持つ長楕円形状を呈し、規模は3.7× 2.4mで ある。
<壁 > Ⅷb2層が壁である。やや緩やかに立ち上がる。検出面から床面までの深さは最大20clllで ある。
<床 > Ⅶb2層が床面である。やや堅くしまっている。X層の礫上面がときどき露出する。
遺物 埋土から斜縄文と撚糸文の土器片が出土している。器厚は前者が薄く、後者が厚い。石器は石鏃 1点
が出土している。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

314号竪穴状遺構 (第 102図、写真図版75。 133)

<位置> 5区西側自然堤防上の一BIf9・ 10区に跨いで位置する。
<検出状況> Ⅶb2層上でⅦbl層暗オリーブ褐色砂質粘土の楕円形状の濁りを検出し、埋土から遺物が出土
することより竪穴状遺構とした。

<重複関係> 東側で311号竪穴状遺構を切っている。また、西側の一部は現代の撹乱により壊されている。
<形態・規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は2.6× 2.2mである。
<埋土> 暗オリーブ褐色砂質粘土の単層で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<壁> Ⅷb2層が壁である。やや緩やかに立ち上がる。
<床 > Ⅶb2層が床面である。X層の礫上面が一部で露出する。検出面から床面までの深さは最大20cmで
ある。

<柱穴> 平面形が円形状の柱穴状小土坑が 3基検出された。いずれも15cm前後と浅い。
遺物 埋土から斜縄文の極小片が出土している。厚手で植物繊維を含む。石器は石匙 1点が出土した。
時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

⇔

る

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

01‐198 309号竪穴状遺構 床面 深鉢 撚糸文 W 内面破損

433 01ワ 00 311号竪穴状遺構 埋土 深鉢 口縁 刻み施文隆帯 ナ デ IV 5mm

311号 竪穴状遺構 床面 深鉢 条痕文 条痕文 Ⅳ 5
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 浄種 部位 外面文様 内面調整 頻 緩 備 考

487 01-197 312号竪穴状遺構 埋土 深鉢 日縁 RL ナデ Ⅳ 6mm

488 01‐199 312号竪穴状遺構 床面 深鉢 胴 撚糸支 ナデ Ⅳ 7 植物繊維混入

図版香号 登録番号 器種 頻 出土地点 層位 長 IItt 幅 Iu l 厚Im 重量宜 石質 備 考

489 1062 石鏃 ⅡAl 312号竪穴状遺穂 埋土 1℃激0 054 頁岩 先端欠損

第101図 312号竪穴状遺構 。出土遺物

315号竪穴状遺構 (第 102図、写真図版76・ 133)

<位置> 7区南側旧自然堤防上の一B I a18～ 19区に跨いで位置する。

<検出状況> 301号竪穴状遺構の検出同様に黒褐色土除去後の暗褐色土検出中に斜縄文の土器片が出土し

た。その時点ではプラン等は検出できず、さらに数10cm下 げた地山とみられる砂礫層面で半楕円形状のプラ

ンを確認した。精査をすすめ炉跡は検出できなかったが、柱穴状小土坑を2基検出し竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈するとみられるが、半分は南側調査区外に広がるため全体形

は確定できない。規模は最大で3.lmである。

<埋土> 黒褐色砂礫質粘土層で埋められている。

<壁> X層 が壁である。緩く立ち上がるが、地山上面はしまりが悪く原形を留めていない可能性がある。
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山を直接床面とするには凹凸が激しいため貼床をしていた

314号竪穴状遺構

AAI BB
10YR5/4にぶい黄褐色粘土 炭化物片少量含 しまる
10YR7/8明黄褐色粘土 ややしまる
10YR2々 黒褐色粘土 炭化物片含 ややしまる
ЮYR3/4暗褐色礫混粘土 (礫径lcm未満、亜円礫、3%)ややしまる
10YR3/4暗褐色礫混粘土 (礫径1～ 3cll未満、亜円礫、10%)や やしまる
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そこ    (cll) 36X35 55X53 22X20

深さ(cm)

図版番号 登録番号 静種 頒 出土地点 層位 長lwu 幅II 厚nJH 重量宜 石 質 備考

490 1289 石匙 314号竪穴状遺構 埋 土 (178) 158 頁岩 つまみ～体部上半久損

※ (

315号竪穴状遺構
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|
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1:3

４９．　　　Ａ触趨馳翻帥］ヮ

※492は S‐ 1/2

No DD2

径 (cm) 45X35 20X20

梁さ (cm) 7

l10YR3/2黒褐色砂質粘土 (礫径10～ 501wa、 亜円礫、7%)土器片含 ややしまる

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面支糠 内面調整 籟 器厚 備 考

491 01毛 75 315号竪穴状遺構 床面 深鉢 胴 RL?(不 鮮明) ナデP(不鮮明〕 Ⅳ 6mal 植物繊維混入
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図版番号 登録番号 静 僅 鏑 出土地点 層位 長Dml 幅mal 厚 m 重量質 石質 備考

492 1167 石錐 IAl 315号 竪欠状遺構 埋 土 300 140 35 158 買岩

第102図  314・ 315号竪穴状遺構・出土遺物



<柱穴> 平面形が円形～楕円形の柱穴状小土坑を 2基検出した。深さは 7～ 10cmと 浅い。ともに黒褐色砂

礫質粘土層で埋められている。

遺物 埋土から斜縄文の上器片が出土している。施文が不鮮明で詳細は不明である。石器は石鏃 1点が出土

した。

時期 出土遺物と周辺の検出遺構の時期から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

316号竪穴状遺構 (第 103図、写真図版77・ 133)

<位置> 7区西側の一AIv・ w22～ 23区に跨いで位置する。

く
|

◎
ｐｐ３

◎
ｐｐ９aど

1 75YR2/2黒 褐色砂礫質シルト
土器片合 しまる

く
「

鱒

任__型貯199 6Cl噂
ヤ

ppl つ,2 っっ3 っっ5 pp6 pp7 pp8 pp9

径 (cla) 50X38 511X42 34× 25 50X50 33X24 611X45 46X46 40X40

深さ (cm) 11 9 8

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 錬 綽 備考

493 01-393 316号 竪穴状遺構 床面 深鉢 ロ LR ナデ Ⅷ 6 nI 植物織維混入

494 01394 316号竪穴状遺構 床面 深鉢 胴 LR ナデ II 9 植物繊維混ス

第103図 316号竪穴状遺構・出土遺物
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<検出状況> 301号竪穴状遺構の検出同様に黒褐色土除去後その下位の暗褐色土を掘り下げたところ、大

～巨礫の角礫を含む明褐色粘土層 (Ⅳ c層 )を検出した。東に位置する301号 。315号竪穴状遺構の地山と異

なり、北側の山体から崩落した崖錐堆積物と考えられた。本堆積物面で半円形状に巡る柱穴群を検出し、さ

らに比較的まとまった土器片が出土したため、竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 柱穴の並びから推定される形状は円形で、規模は 4～ 5mである。
<床・壁> 推定されるプラン中心付近約 2m四方は角礫がほとんどなく、堅くしまっている。土器片が暗

褐色土下部から崖錐堆積物面上部にかけて出土しているので、角礫のない崖錐堆積物面を床面としていた可

能性がある。壁は検出できなかった。

<柱穴> 9基検出された。西側の掘りすぎている可能性のある 1基を除いて、規模は長軸が33～ 76clll。 平

均50cm、 深さが 8～ 15cm・ 平均1lclllである。これらの柱穴群は崖錐堆積物供給源の反対側である南狽1で検出

された。北側にも構築されていた可能性もあるが、検出できなかった。

遺物 いわゆるピッチリ縄文の土器片が少量まとまって出土した。石器は出土していない。

時期 中椒火山灰層下位の暗褐色粘土層下で検出されていることと出土遺物から、縄文時代前期前葉頃と考
えられる。

322号竪穴状遺構 (第 104。 105図、写真図版78・ 133・ 134)

<位置> 6区 中央旧河床の一B I ao b13～ 14区に跨って位置する。
<検出状況> 包含層 (V)を除去した砂質粘土～砂礫層 (Ⅶ b2～ X)上で不整な楕円形状に広がる粘質土

を検出した。炉跡は検出されず、浅い皿状の窪みで埋土から少量の遺物が出土することより竪穴状遺構とし

た。

<形態・規模> 平面形は不整な楕円形状で、規模は 3× 2.5mである。
<埋土> 自然堆積層で 2層 に区分される。灰オリーブ色を呈し、上部層が粘土質、下部が細礫質である。

下部層ではやや多量の炭化物片を含む。

<壁 > V層が壁となる。やや凹凸を持ちながら、極めて緩やかに立ち上がる。プラン西側と北側では壁が

立ち上がる角度は相対的にきつい。床面との境界は不明瞭である。検出面から床面までの深さは最大16clllで

ある。

<床> V層が床となる。皿状に窪んでおり、明確な平坦面は認められない。
<柱穴> 床面北端で柱穴状小土坑が 1基検出された。平面形は精円形状である。埋土に少量の炭化物片が

含まれる。

遺物 埋土から少量の遺物が出土したが、分布に偏 りはない。柱穴からの出土もない。斜縄文、横縄文、縦

組文と撚糸文などの土器片が出土している。495～497は 口縁部で程度の差はあるが外反する。496は縄文の

地文上に深い横位側面圧痕が施文されている。497は内面にも横位の沈線様のものが施される。501は丸底の

破片である。石器は埋土上部から石鏃 6点、石匙 4点、不定形石器 3点、打製石斧 2点が出土している。石

匙はすべて縦長でほとんど欠損している。508は裏面の左右側縁部に調整がみられる。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

325号竪穴状遺精 (第 106。 107図、写真図版79。 134)

<位置> 7区 中央の旧自然堤防と旧河床跡を結ぶ斜面上の一AIw・ x19～20区に跨って位置する。
<検出状況 > To‐ Cu直下の縄文前期前葉の遺構検出が終わり、重機によりⅡf層を剥ぎ取 り入力で検出を
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 許種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

495 01-210 322号竪穴状遺構 埋土下部 深鉢 日縁 LR(縦 回転)口唇 :斜位側面圧痕 ナデ Ⅳ 9D I 植物繊維混ス

496 01-204 322号竪穴状遺構 埋上下部 深鉢 口縁 RL地紋上に3本の横位側面圧痕 ナデ Ⅳ 9 植物繊維混入

01‐ 175 322号竪穴状遺構 埋土下部 深鉢 日縁 撚糸文、沈線文 Prl系支? Ⅳ

498 01‐ 2026 322号竪穴】丈遺構 埋上下部 深鉢 ナデ Ⅳ 8 植物繊維混入

499 01‐ 205 322号竪穴状遺橋 埋土下部 深鉢 RL ナデ Ⅳ 9 植物繊維混入

500 01‐ 174 322号竪穴状遺橋 埋土下部 深鉢 撚糸文 ナデ V 11 植物繊維混ス

01‐ 173 322号竪穴状遺構 埋上下部 深鉢 底部 無支 ナデ Ⅳ 植物繊維混ス

第104図  322号竪穴状遺構・出土遺物 (1)
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第105図  322号竪穴状遺構出土遺物 (2)

始めた。旧自然堤防と旧河床跡を結ぶ斜面上にはX層の砂礫が広がったが、本遺構周辺では朝顔葉様の平面

形をもつ黒褐色細礫質粘土層の広がりを検出した。当初は包含層 (V)の一部と考えられたが、斜面上で唯

―の検出であること、浅い掘り込みであること、柱穴状小土坑を検出したことより竪穴状遺構とした。

<形態・規模> 平面形は朝顔葉様で、規模は3,9× 3.8mである。
<埋土> 自然堆積層で、主に黒褐色細礫質粘土に覆われる。土器片・石器の他に多量の炭化物片や溶けか
かった骨粉が含まれる。

<壁 > Ⅶb2層が壁となる。やや緩やかに立ち上がる。旧自然堤防側の南西側壁は非常に緩く立ち上がる。
<床 > Ⅶc層崖錐堆積物末端の細粒部分 (褐色細礫)ないしⅦb2層 オリーブ褐色砂質粘土が床となる。前
者は旧河床側のプラン半分に分布する。比較的平坦である。Ⅶb2層の床面はしまりがよいが、Ⅶc層の床面

はそれほどしまりがよくない。

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長I dl 幅 m 厚D IIl 重量々 石 質 備考

502 石鏃 322号竪穴状遺構 埋上下部 (203 125 038 買岩 先端欠損
F。03 石鏃 322号竪穴状遺構 埋上下部 2 買岩

石鏃 IA2 322号竪穴状遺構 床面 (367 47 [67 貢岩 先端欠損

505 1275 石匙 322号竪穴状遺構 埋土下部 595 151 437 買岩
506 1268 不定形 Ⅳ 322号竪穴状遺構 床面 頁岩

507 12紹Э 打製石斧 I 322号竪穴状遺構 床面 ∞ 5 402 砂岩

508 127] 打製石斧 I 322号竪穴状遺構 床面 4■ 7 凝灰岩
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亜角礫～亜円礫)炭化物多量含 ややしまる
2 10YR3れ 暗褐色砂 ややしまる

0    1:50   1m

AAI BBI
1 75YR3/2黒 褐色小砂礫質粘土 (礫径5～ 30mII、 角～亜角礫、洵汰不良)
土器片 石器・庚化物片 骨片含 ややしまる
2 76YR4/3褐色砂礫質粘土 (礫径10～ 50mm、 亜角礫～亜円礫、淘汰不良)
炭化物片含 しまる

3 10YR3//3暗 褐色砂礫質粘土 (礫径平均数cm最大15cm、 亜円礫)しまる
4 10YR4/4褐 色小砂礫 (礫径5～ 10cll、 角礫～亜角礫)ややしまる

第106図  325号竪穴状遺構

<柱穴> 西から南側壁付近で柱穴状小土坑を3基検出した。平面形は円形～楕円形状で深さは 5 clll前後と

浅い。本竪穴状遺構と同様な埋土で埋められている。

<その他> 床面南西側で土坑を 1基検出した。平面形は精円形状である。規模は92× 80cmで、深さは 4 clll

と浅い。

遺物 埋土から遺物が出土している。土器片の胎上には植物繊維を含む。509は口縁部に非結束羽状縄文が

施文される。上部は施文幅約1511Ml、 下部は2011ullである。先端は先細り軽く外反し、外面には斜位の刻みが施

される。5101ま 先端が軽く外反し、縦位の刻みが、5111よ先端に縦位の側面圧痕が施される。512は胴下部で

丸底とみられる。石器は石鏃 3点、石匙 3点が出土している。石匙はすべて縦長である。

時期 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

Nα D,1 っっ2 ,D3

径 (cl) 92X80 34X33 611× 40

深さ(cェ ) 4 6 5 3
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第107図  325号竪穴状遺構出土遺物

3.焼 土遺構
2・ 3号焼土遺構 (第 108図、写真図版80)

<位置 。検出状況> 2遺構ともに 1区西側のB Ij18区 Ⅳa3層 上面で検出された。 2号焼土遺構北側には
径数10cmの亜角礫が散在する。

<平面形・規模> 平面形は 2号焼土遺構が洋梨形、 3号焼土遺構が不整円形を呈し、規模はそれぞれ58×
34cm、 50× 47cmで、厚さは最大 9 cmと 1lcmである。

<出土遺物> 出土していない。周辺から非結東羽状縄文土器破片とみられる斜縄文 (0多)が出土してい

る。

<時期 > 20号住居跡と同一検出面にあり、検出層位から縄文時代前期前半頃と考えられる。
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

509 01‐ 2054 325号 竪穴状遺構 埋土 深鉢 口～胴 非結束羽状縄文、RL(0多 )、 先端 :斜位刻み Ⅳ 8D tt 植物繊維混入

01‐  295 325号竪穴状遺構 理 土 深鉢 口縁 非結東羽状縄文 (0多 )、 先端 :縦位刻み ナ デ Ⅳ 8 植物繊維混入

01‐  145 325号 竪穴状遺構 埋 土 深鉢 口縁 非結東羽状縄文、先端 :縦位短側面圧疾 ナ デ Ⅳ 10 植物繊維混入

325号 竪穴状遺構 埋土 深鉢 胴下部 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 ED 幅ad 厚nH 重量g 石質 備考

1077 石鏃 IBI 325号 竪穴状遺構 理 土 250 170 192 頁岩

1050 石鏃 IAl 325号竪穴状遺構 埋土 320 120 11 頁岩

石匙 325号竪穴状遺構 埋土 770 260 100 買岩
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4号焼土遺構 (第 108'119図 、写真図版80。 134)

<位置・検出状況> 1区西側のB Ik18区 南西側Ⅳa3上面で検出された。本遺構周辺では数十cmの亜円礫
が出土し、北側では 2・ 3号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形を呈し、規模は44× 26cm、 厚さは最大 6 cmである。
<出土遺物> 本遺構を覆うように非結東羽状縄文の土器片が出土している。
<時期> 出土遺物と検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

6号焼土遺構 (第 108図、写真図版80)

<位置・検出状況> 1区西側のB I k17区Ⅳa3層で検出された。 4号焼土遺構が東側に隣接する。
<平面形・規模> 平面形は不整形で、規模は46× 39cm、 厚さは最大で 6 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

7号焼土遺構 (第 108図、写真図版Bl)

<位置・検出状況> 1区のB Ij19区Ⅳa3層 で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形で、規模は38× 28c皿で、厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

8・ 9号焼土遺構 (第108図、写真図版81)

<位置・検出状況> 両遺構は近接して 3区中央北側で検出された。 8号焼土遺構はB1110区に、 9号焼土

遺構は lm南東側のB Ij10区 に位置する。Ⅳa3層上面で検出された。 2遺構の周辺は締りがよく、本遺構を

含む7.3× 4.2mの楕円形状の範囲には土器が15片、炭化物片 (最大10mm平均 5 nlal)が90点以上出土した。住

居跡等の施設の可能性もあり精査を進めたが、断定はできなかった。

<平面形・規模 > 平面形は両遺構ともに不整形で、規模は 8号焼土遺構が73× 55cm、 9号焼土遺構が
51× 50clllで、厚さはそれぞれ最大 3 cmと 4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。周辺から非結束羽状縄文 (0多)な どの土器片が出土している。
<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代前期前葉頃
と考えられる。

10号焼土遺構 (第109図、写真図版81)

<位置・検出状況> 3区 中央付近のB Ij10区 に位置する。Ⅳa3層 で検出された。北東方向に隣接する 9号

焼土遺構周辺を精査中に検出した。本遺構の周辺から土器片12片、炭化物32点以上、鹿の歯 1点が出土し

た。住居跡等の施設の可能性もあり精査を進めたが、断定はできなかった。

<平面形・規模> 東西方向に長軸を持つ不整形で、規模は71× 45cmで、厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 出土していない。周辺から非結束羽状縄文 (0多)な どの土器片が出土している。
<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代前期前葉と

考えられる。
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11・ 12号焼土遺構 (第 108、 写真図版82)

<位置・検出状況> 両遺構ともに 2区中央付近のBIim区のⅣa3層上面で検出された。11号焼土遺構の約
lm南方向に12号焼土遺構が位置する。本遺構の周辺から土器片が 9点、炭化物片が 7点以上出土した。住

居跡等の施設の可能性もあり精査を進めたが、断定はできなかった。

<平面形・規模> 平面形は両遺構ともに不整形で、規模はそれぞれ約50× 40cm、 約75× 44cmで、厚さは最
大 4 clll、 6∽である。

<出土遺物> 出土していない。周辺から側面圧痕と短沈線で施文された土器片や非結束羽状縄文の土器片
が出土している。

<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代前期前業と考
えられる。

13号焼上遺構 (第 109図、写真図版82)

<位置・検出状況> 1区 北側のB Ii20区に位置する。北側水路脇を拡張するために表土を約 lmほ ど下げ
た黒褐色土 (Ⅱ b層)で多量の土器片とともに検出された。状況から住居跡の可能性も考慮して精査をすす

めたが単独の焼土遺構として検出された。

<平面形・規模> 平面形は隅九三角形を呈し、規模は22× 18cmで ある。厚さは最大 8 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位から縄文時代晩期末葉～弥生時代初めと考えられる。

14号焼土遺構 (第 109図、写真図版82)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のB1111区 V層で検出された。15号焼土遺構が約2.5m南 方向に隣接す
る。

<平面形・規模> 平面形は北東方向に長軸を持つ不整形で、規模は約90× 47cmである。厚さは最大 5 cmで
ある。

<出土遺物> 出土していない。周辺から「く」字状に外反する非結束羽状縄文や側面圧痕文の上器片、ニ

ホンジカの自歯片が出土した。

<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代早期末葉～前
期初頭頃と考えられる。

15号焼土遺構 (第 109図、写真図版83)

<位置 。検出状況> 3区 中央北側のB Iill区 V層 で検出された。14号焼土遺構が約2.5m北 方向に隣接す
る。

<平面形・規模> 平面形は東西方向に長軸を持つ不整形を呈し、規模は約34× 33cmである。厚さは最大 3
cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

16号焼土遺構 (第 109図、写真図版83)

<位置・検出状況> 3区北西側のB Ii13区 V層で検出された。ほぼ中央に炭化物が集中する範囲がある。

-141-



<平面形 。規模> 平面形はほぼ円形を呈し、規模は約60cmで ある。厚さは最大 5 clllである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

17号焼土遺構 (第 109図、写真図版83)

<位置・検出状況> 3区北東端のB Ii13～ 14区に跨って位置する。V層で検出された。1,7m南東側には第

18号焼土遺構が隣接する。同一面ではこの他に120号土坑と16号焼土遺構が検出されている。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形を呈し、規模は60× 40cmである。厚さは最大 4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。周辺から斜縄文や側面圧痕文の土器片が出土している。

<時期> 検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

18号焼土遺構 (第 109・ 119図、写真図版83・ 135)

<位置・検出状況> 3区 北東端のB Ij14区 V層で検出された。1.7m北西側には17号焼土遺構が隣接す

る。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形を呈し、規模は70× 40cmである。厚さは最大 4 clllである。

<出土遺物> 上面で517が内面を向けて出土した。小波状の回縁部片で波状の側面圧痕文が施されている。

<時期> 出土遺物と検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

19。 21号焼土遺構 (第 109図、写真図版84)

<位置・検出状況> 3区北西端のB Ii13区Ⅶa2層下部で検出された。地山確認のための深堀で両遺構とも

に東側半分が失われている。両遺構ともに砂質シルトで、19号焼土遺構には炭化物片の他に溶けかかった骨

片が混入している。

<平面形・規模> 平面形はともに東西方向に長い不整形を呈し、規模は19号が65以上×40cm、 21号が45以

上×18cmである。厚さは最大 4 cmと 3 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 本遺構周辺から出土した土器片、検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

20号焼土遺構 (第 110図、写真図版84)

<位置・検出状況> 3区 南東端のBIゼ 15区Ⅳa3層で検出された。検出時にやや多めに剥土したため残 り

が良くない。

<平面形・規模> 平面形はやや歪な楕円形を呈し、規模は50× 43cmである。厚さは最大 4 cmである。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

22・ 23号焼上遺構 (第 110図、写真図版84)

<位置・検出状況> 両遺構ともに 1区北側V層で検出され、22号焼土遺構の1.2m北西側に23号焼土遺構

が位置する。前者はB1120区 に、後者はB I h21区 にある。両遺構は46号住居跡埋土最上面にあり、22号焼

土遺構は同住居跡の埋土と地山に跨って検出されている。周辺には数10cmの礫が散在している。

<平面形・規模> 22号焼土遺構はやや歪な洋梨形、23号焼土遺構は不整な楕円形状を呈し、規模は93× 75
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cm、 66× 54cmである。厚さは最大14cmと 8 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

24。 25号焼土遺構 (第 110図、写真図版85)

<位置 。検出状況> 両遺構ともに 3区南東側のBIゼ 14区 V層 で検出された。24号住居跡検出面下で、38

号住居跡と同一面で検出された。24号焼土遺構の1.2m南西側に25号焼土遺構が、 2m西側に26号焼土遺構が

位置する。

<平面形・規模> 平面形は両遺構ともに不整形を呈し、規模は58× 56cm、 46× 41cmである。厚さは最大 6

clllと 5 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

26号焼土遺構 (第 110図、写真図版85)

<位置・検出状況> 3区 南東側のBIゼ 13区 に位置し、V層で検出された。 2m南東側に24・ 25号焼土遺

構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形を呈し、規模は25× 15mである。厚さは最大 4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位および隣接する遺構の時期から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

27・ 23号焼土遺構 (第 110・ 119図、写真図版85～ 86・ 135)

<位置 。検出状況> 3区北東側のB Ii13区に位置し、Ⅶa2層で検出された。19号焼土遺構の1.3m西側に27

号焼土遺構、2.5m西側に28号焼土遺構がほぼ一直線上に並ぶ。ttcmの災化物片が焼土内外に点在する。

<平面形・規模> 平面形は両遺構ともにおよそ東西方向に長軸を持つ不整形を呈する。規模は27号焼土遺

構が102× 60c皿、28号焼土遺構は138× 59cmである。厚さは両遺構ともに最大 4 cmである。

<出土遺物> 27号焼土遺構から薄手の斜縄文 (0多)の土器片が出土している。

<時期> 検出層位および出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

29号焼上遺構 (第 110・ 119図、写真図版86・ 135)

<位置 。検出状況> 3区 北東側のB Ii13区に位置し、Ⅶa2層で検出された。27・ 28号焼土遺構が本遺構北

西部分直上で検出されている。 3つの広がりで検出され、両端の焼土をつなぐように炭化物密集部分が東側

に分布する。検出状況から1遺構と判断している。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は2.4× 1.6mである。厚さは最大10clllである。

<出土遺物> 薄手の斜縄文 (0多 )の上器片が出土している。焼成は良好である。

<時期> 検出層位および出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

200・ 206号焼土遺構 (第 111図、写真図版86・ 88)

<位置 。検出状況> 3区 北東側に位置し、200号焼土遺構はB Ii12区の、206号焼土遺構はB Iill区のⅦa2

層で検出された。 2基はそれぞれ東西方向に長軸を持ち、その方向に一直線上に並ぶ。検出当初周辺から遺
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物が比較的多く出土し、住居跡も視野にいれて調査をすすめたが、明瞭なプランを確認できず焼土遺構とし

た。

<平面形・規模> 平面形はともに東西方向に長軸を持つ、不整な楕円形を呈し、規模はそれぞれ110× 65
cm、 160× 72cmである。厚さはともに最大 7 clllである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位および出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

201・ 202号焼土遺構 (第 111図、写真図版86～87)

<位置・検出状況> 両遺構ともに 2区北側のB Ii10区 に位置し、Ⅳa3層で検出された。201号焼土遺構の
lm南東側に202号焼土遺構が隣接する。 2遺構周辺はしまりが良い。

<平面形・規模> 平面形は第201号焼土遺構が不整な精円形を、202号焼土遺構は爪形状を呈する。規模は

それぞれ50× 42cm、 38× 24cmで、厚さはともに最大 2 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

203・ 204号焼上遺構 (第111図、写真図版87)

<位置・検出状況> 両遺構ともに 3区南側のBIゼ・m10区 に位置し、V層で検出された。第203号焼土遺
構の lm南側に204号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は両遺構ともに不整な楕円形を呈する。規模はそれぞれ50× 40cm、 46× 40cmで、

厚さはともに最大 2 cm、 3 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

205号焼土遺構 (第 111図、写真図版87)

<位置・検出状況> 3区 中央のBIk9区に位置し、V層で検出された。本遺構の約 4m南側に207号住居
跡が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は北東―南西方向に主軸を持つ不整な精円形を呈し、規模は80× 50cmで、厚さは

最大 2 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

207号焼土遺構 (第 111図、写真図版88)

<位置・検出状況> 3区 中央のBIj9。 10区に跨って位置し、Ⅳb層で検出された。本遺構は土層観察用
のベルト上で検出され、東西両辺が欠けている。

<平面形 。規模> 平面形は不整な円形を呈すると推測される。規模は58× 44cm以上で、厚さは最大 4 cmで

ある。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。
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208号焼土遺構 (第 111図、写真図版88)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のB1111区に位置し、Ⅶa2層で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な惰円形を呈する。規模は88× 60c皿で、厚さは最大 2 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

209号焼土遺構 (第 112。 119図、写真図版88・ 135)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のB Ii10区 に位置し、V層で検出された。本遺構周辺では10～50c皿大の

亜円礫が、南東側約 lmで土器片がまとまって出土した。

<平面形・規模> 平面形は略円形を呈し、規模は45cmで、厚さは最大 3 cmである。
<出土遺物> 近接して非結束羽状縄文の土器片が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

300号焼上遺構 (第 112図、写真図版89)

<位置・検出状況> 9区 中央北側の一AⅡ p7区 に位置し、Ⅳb層で検出された。本遺構の半分は調査区外
に延びる。

<平面形 。規模> 平面形は精円形状を呈すると推測される。規模は50× 34cm以上で、厚さは最大 6 cmであ
る。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

301号焼土遺構 (第 112・ 119図、写真図版89'135)

<位置・検出状況> 7区 中央北側旧河道内の一A I y17区 に位置し、V層で検出された。本遺構周辺では

5～20cm大の亜円礫が出土し、北東側約 lmで土器片がまとまって出土した。内面を表向きにし、円形状に

並べたように検出された。部位は日縁部である。出土状況から本遺構に伴うと考える方が妥当である。

<平面形・規模> 平面形は不整な惰円形状を呈する。規模は80× 56cmで、厚さは最大10clllである。
<出土遺物> 遺構内から看鏃が、また周辺から地文上に4条の横位側面圧痕文が施された土器片が出土し
た。この土器片の日唇部には刺突が施される。

<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

302号焼土遺構 (第 112・ 120図、写真図版89)

<位置・検出状況> 6区 東狽I旧河道内の一B I cll区に位置し、V層で検出された。本遺構周辺ではやや

まとまった土器片や数10cm大の亜円礫が出土した。炭化物片が本遺構を取り囲むように広がり、長期間ある

いは比較的大規模に使用されていた可能性がある。

<平面形・規模> 平面形は不整な惰円形状を呈する。規模は100× 80c皿で、厚さは最大10cmである。
<出土遺物> 炭化物分布範囲から撚糸文の上器片や、石鏃、看匙が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。
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304号焼土遺構 (第 112図、写真図版89)

<位置・検出状況> 6区 東側旧河道内の一B I bll区 に位置し、V層で検出された。本遺構周辺では数10
cmの亜円礫が、南東側約90cmで土器片がややまとまって出上した。

<平面形・規模> 平面形は惰円形状を呈し、規模は66× 60clllである。厚さは最大 6 cmである。
<出土遺物> 周辺から土器が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

305号焼土遺構 (第■1図、写真図版90)

<位置・検出状況> 7区 中央北側の一A I w19区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約1.9m北西側に
320号住居弥が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な精円形を呈し、規模は57× 36cmで ある。厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

306号焼土遺構 (第 112図、写真図版90)

<位置 。検出状況> 7区北東側の一A I w18区 に位置し、V層で検出された。検出時に作業指示の手違い
から遺構の一部を掘りすぎてしまった。本遺構の南西側には319号住居跡が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形を呈すると推測される。規模は41以上×58cmで ある。厚さは最大
4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

400号焼土遺構 (第 113図、写真図版90)

<位置 。検出状況> 2区北側のB Ij15区 に位置し、Ⅳal層で検出された。本遺構の約 2m東側には401号
焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な四角形状を呈する。規模は46× 36clllである。厚さは最大 9 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

401号焼土遺構 (第 113・ 120図、写真図版90。 135)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ij16区に位置し、Ⅳa2層で検出された。本遺構の南東辺の一部が自然の
働きで撹乱をうけている。本遺構の約 2m西側には400号焼土遺構が、約 2m東側には402号焼土遺構が隣接

する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は75× 50cmである。厚さは最大 9 cmである。ま
た、焼土のまわりを幅10～20cmで ドーナッツ状に炭化物が集中している。

<出土遺物> 非結東羽状縄文の土器片が出土した。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。
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402号焼土遺構 (第 113図、写真図版91)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ij16区 に位置し、Ⅳal層 で検出された。本遺構の西側の一部が自然の働

きで撹乱をうけている。本遺構の約 2m西側には401号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な四角形状を呈する。規模は50× 44cmである。厚さは最大 5 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

403号焼上遺構 (第 113図、写真図版91)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のBIj5区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約16m南側に407号

焼土遺構が隣接する。本遺構は検出後に台風 6号通過に伴う大雨で崩落した土砂に埋まり、調査不能となっ

たため、断面観察は行っていない。

<平面形 。規模> 平面形は歪な楕円形状を呈する。規模は50× 48clllで ある。
<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

404号焼土遺構 (第 114図、写真図版91)

<位置 。検出状況> 4区 東側の一B112区に位置し、Ⅳa2層で検出された。Ⅳa2層はTo― Cu直下の褐色

粘土層で多くの炭化物片が本遺構周辺に分布する。また、本遺構の西側には410。 408・ 409号焼土遺構が、

北側には400号炭化物集積遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形はアルファベットのFを横にしたような形状を呈する。規模は28× 15cmで、厚さ

は約 l cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

405号焼土遺構 (第113図、写真図版91)

<位置 。検出状況> 3区 中央北側のBIk8区に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2m南西側には

405号住居跡が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は歪な精円形状を呈する。規模は74× 48cmで、厚さは最大 6 cmある。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

406号焼土遺構 (第 113図、写真図版92)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のBIj6区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約 4m西側には

403・ 407号焼土遺構が隣接する。本遺構は検出後に台風 6号通過に伴う大雨で崩落した土砂に埋まり、調査

不能となったため、断面観察は行っていない。

<平面形 。規模> 平面形は歪な楕円形状を呈する。規模は54× 39cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。
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407号焼土遺構 (第 113図、写真図版92)

<位置・検出状況> 3区 中央北側のBIj6区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約1.6m北側に403号

焼土遺構が隣接する。本遺構は検出後に台風 6号通過に伴う大雨で崩落した土砂に埋まり、調査不能となっ

たため、断面観察は行っていない。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈する。規模は37× 21cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

408号焼土遺構 (第 114図、写真図版92)

<位置 。検出状況> 4区東側の一B I h3区 に位置し、Ⅳa2層 で検出された。本遺構の北側は試掘 トレンチ
で掘抜かれており、全体形は不明である。検出上は 2遺構にみえるが、前記の理由で本来的には 1遺構であ

ったと推測した。本遺構周辺には炭化物片が散在する。西側には409号焼土遺構が、西側には410・ 404号焼

土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は歪な三角形と四角形を呈する。規模は22× 16cm、 25× 23cm、 厚さは0.5cmである。
<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

409号焼土遺構 (第 H4図、写真図版92)

<位置・検出状況> 4区東側の一BIh3区に位置し、Ⅳa2層 で検出された。本遺構の約2.Om東側には408

号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は円形状を呈する。規模は13× 1lcmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

410号焼土遺構 (第 114図、写真図版92)

<位置・検出状況> 4区東側の一BIh3区に位置し、Ⅳa2層 で検出された。本遺構の約1.5m西側には408

号焼土遺構が、約 3m東側には404号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は隅丸で歪な三角形状を呈する。規模は48× 35cmで、厚さは約 l cmあ る。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

414号焼土遺構 (第■3図、写真図版92)

<位置・検出状況> 2区 東側のB I k17区 に位置し、V層で検出された。検出時にやや掘 りすぎ厚い部分
が残ったため、見かけ上 3遺構になってしまったが、本来的には 1遺構であった。本遺構の約1.7m西側に

は416号焼土遺構が、約 2m南西側には415号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は 3遺構ともに不整な楕円形状を呈する。規模は大きいものから25× 15cm、 18×

14cm、 15× 8 cmである。厚さは最大 4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。
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415号焼土遺構 (第113図、写真図版93)

<位置・検出状況> 2区東側のB I k16区に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2m北西側には414号

焼土遺構が、約1.5m北側には416号焼土遺構が隣接する。

<平面形 。規模> 平面形は楕円形状を呈し、規模は37× 34cmで ある。厚さは最大 7 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

416号焼土遺構 (第■3図、写真図版93)

<位置・検出状況> 2区東側のB Ij16区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2m南東側には414号

焼土遺構が、約1.5m南側には415号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は50× 48cmである。厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

417号焼上遺構 (第 114図、写真図版93)

<位置・検出状況> 2区東側のB Ij15区に位置し、V層で検出された。近接する小規模な焼土群を 1つの

焼土遺構として扱った。

<平面形・規模> 平面形はいずれも歪な楕円形状を呈し、規模は大きいもので30× 15cmである。厚さは最

大 4 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

418号焼土遺構 (第 114図、写真図版93)

<位置 。検出状況> 2・ 3区を区画する土層ベルトのB Ij14区に位置し、Ⅳa2層で検出された。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は18× 16cmである。厚さは最大 4 clllである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

419号焼土遺構 (第 114図、写真図版93)

<位置・検出状況> 2・ 3区 を区画する土層ベルトのB Ij14・ 15区に跨って位置し、Ⅳa2層で検出された。

本遺構の約 lm北東側に420号焼土遺構が隣接する。

<平面形 。規模> 平面形は不整形を呈し、規模は65× 56cmで ある。厚さは最大 5 clllである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

420号焼土遺構 (第114図、写真図版94)

<位置 。検出状況> 2。 3区を区画する土層ベルトのB Ij15区 に位置し、Ⅳa2層で検出された。土層観察

用ベルト内にあり、調査の手順上ベルトを外せなかったために 2回 に分けての検出となった。

<平面形・規模> 平面形は不整な四角形を呈し、規模は41× 32clllである。厚さは最大 5 cmである。
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<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

422号焼上遺構 (第 114・ 120図、写真図版94・ 135)

<位置・検出状況> 0区東側のBⅡ m6。 7区に跨って位置し、Ⅵa相当層で検出された。本遺構に近接し
て比較的まとまって土器片が出土した。

<平面形・規模> 平面形は楕円形状を呈し、規模は20× 16cmである。厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 周辺から撚糸文で施文された土器片が出土した。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

423号焼土遺構 (第 114・ 120図、写真図版94、 120)

<位置・検出状況> 0区東端のBⅡ m8区 に位置し、Ⅷ層で検出された。本遺構の一部周辺で炭化物片が
多く出土した。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は50× 32cmで ある。厚さは最大 8 cmである。
<出土遺物> 本遺構内から斜縄文の土器片が出土した。
<時期> 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

424号焼土遺構 (第 114図、写真図版94)

<位置・検出状況> 4区 中央付近の一BIh4区に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2m北西側に
425号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は55× 43cmである。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

425号焼土遺構 (第 114図、写真図版95)

<位置・検出状況> 4区 中央付近の一BIh4区に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2m南東側に
424号焼土遺構が隣接する。本遺構は比較的規模が大きく、周辺から出土する遺物や炭化物の量から住居跡

の可能性があったが、台風 6号による法面崩落のために南側の一部が調査不能となり全貌が明らかにならな

かったために焼土遺構として認定した。

<平面形・規模> 平面形は不整な精円形状を呈すると推測される。規模は85以上×60cmで ある。厚さは最
大1lcmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

426号焼土遺構 (第 115。 120図、写真図版95'135～ 136)

<位置 。検出状況> 2区 中央西寄りのBIゼ 15区に位置し、Ⅳa3層で検出された。本遺構に近接して南側
で土器片が出土した。約 2m北側には427号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整なハート形状を呈する。規模は33× 34cmである。厚さは最大 6 cmである。
<出土遺物> 近接して斜縄文の土器片が出土した。
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<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

427号焼土遺構 (第 115。 120図、写真図版95'136)

<位置・検出状況> 2区 中央西寄りのB I k15区 に位置し、V層で検出された。本遺構に近接して西側で

土器片が出土した。約 2m南側には426号焼土遺構が隣接する。

<出土遺物> 近接して非結束羽状縄文の土器片が出土した。日唇部に斜位の側面圧痕文が施文される。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

432号焼土遺構 (第 115。 120図、写真図版95)

<位置 。検出状況> 2区 中央東寄りのB I k16～ 17区に跨って位置し、V層で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は68× 50cmで ある。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

433号焼土遺構 (第 115・ 120図、写真図版96)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii15～ 16区に跨って位置し、V層で検出された。近接する焼土群を 1つ

の遺構として扱った。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形・三角形・コの字形を呈し、規模は大きいもので50× 41cmである。

厚さは最大 7 clllである。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

434号焼土遺構 (第115'120図 、写真図版96)

<位置・検出状況> 2区 北側のB Ii16区 に位置し、V層で検出された。本遺構は4.5× 2.5m範 囲内に 5基

検出された焼土群の 1つで、東側に位置している。

<平面形・規模> 平面形は不整形を呈し、規模は■0× 30cmで ある。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 下部から無文の土器片が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

435号焼土遺構 (第 115。 120図、写真図版96)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii15区 に位置し、V層で検出された。本遺構は4.5× 2.5m範 囲内に 5基

検出された焼土群の 1つで、北側に位置している。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は56× 37cmで ある。厚さは最大 6 cmである。
<出土遺物> 側面圧痕文で施文された土器片と斜縄文が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

436号焼上遺構 (第 115図、写真図版96)

<位置 。検出状況> 2区北側のB Ii15区 に位置し、V層で検出された。本遺構は4.5× 2.5m範 囲内に 5基

検出された焼土群の 1つで、西側に位置している。
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<平面形 。規模> 平面形は不整形を呈し、規模は55× 46cmである。厚さは最大 5 cmである。

<出土遺物> 本遺構に近接して側面圧痕文で施文された土器片が出上している。

<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

437号焼土遺構 (第 115図、写真図版97)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii16区 に位置し、V層で検出された。本遺構は4.5× 2.5m範 囲内に5基検

出された焼土群の 1つで、南側に位置している。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は42× 26cmである。厚さは最大 3 clllである。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

441号焼土遺構 (第 116図、写真図版97)

<位置・検出状況> 2区北側のB1115区 に位置し、V層で検出された。本遺構は 8基検出された焼土群の

中の最西端に位置する3基の一つである。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は95× 47cmである。厚さは最大 5 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

442号焼土遺構 (第■6図、写真図版97・ 135)

<位置 。検出状況> 2区北側のB Ii15区 に位置し、V層で検出された。本遺構は8基検出された焼土群の

中の最西端に位置する 3基の一つである。

<平面形・規模> 平面形は不整形を呈し、規模は55× 40clllである。厚さは最大 4 cmである。

<出土遺物> 薄手の側面圧痕文の土器片が出土している。

<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

443号焼土遺構 (第 116・ 120図、写真図版97)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii15区に位置し、V層で検出された。本遺構は 8基検出された焼土群の

中の最西端に位置する3基の一つである。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は95× 47clllで ある。厚さは最大 6 cmである。

<出土遺物> 出土していない。

<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

444号焼土遺構 (第 116図、写真図版97)

<位置・検出状況> 0区東側のBIn7区に位置し、 X層で検出された。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は100× 57clllである。厚さは最大 6 cmである。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期後葉～前期初頭頃と考えられる。
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445号焼土遺構 (第 116図、写真図版98)

<位置・検出状況> 3区 中央南側のBIゼ 7区に位置し、V相当層で検出された。本遺構周辺は締りが良く、
住居跡の可能性も考えたが、プランを確認できず単独の焼土遺構とした。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は50× 38cmである。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

446号焼土遺構 (第 116図、写真図版98)

<位置 。検出状況> 2区 中央付近のBI,16区に位置し、Ⅳa2層で検出された。検出当初住居跡の可能性も
考えたが、本遺構の規模や住居プランなどの明瞭な構造を確認できないため単独の焼土遺構とした。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は29× 25cmである。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

447号焼土遺構 (第 115図、写真図版98)

<位置・検出状況> 2区北側のB1115'16区 に跨って位置し、V層で検出された。本遺構は 8基の焼土群
の南側に位置する 1基である。

<平面形・規模> 平面形は歪な長方形状を呈し、規模は77× 47cmである。厚さは最大 6 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

448号焼土遺構 (第 116・ 120図、写真図版98・ 135)

<位置・検出状況> 3区西側のBIk5区に位置し、V層で検出された。本遺構は423号住居跡の北西側に
隣接している。

<平面形・規模> 平面形はか整な楕円形状を呈し、規模は76× 64clllである。厚さは最大13cmである。
<出土遺物> 薄手の斜縄文の土器片が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

452・ 453号焼土遺構 (第90図、写真図版100～ 101)

<位置 。検出状況> 8区 南側の一A I s24区 に位置し、V層で検出された。 2遺構は近接して検出され、
425号住居跡の南東側に隣接し、その屋外炉の可能性もある。

<平面形・規模> 平面形はともに不整な楕円形状を呈し、規模は452号焼土遺構が25× 21clll、 453号焼土遺
構が54× 42cmあ る。厚さは両遺構ともに 5 cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

455号焼土遺構 (第 116図、写真図版99)

<位置 。検出状況> 2区東側のB Ij・ k17区 に跨って位置し、V層で検出された。土層観察用ベルト内で
検出され、ベルト外の部分は粗掘段階で検出できず剥失してしまった。
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<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈すると推測され、規模は38以上×39cmで ある。厚さは最大
9 cmである。

<出土遺物> 出上していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

456号焼土遺構 (第 116図、写真図版99)

<位置・検出状況> 0区 中央南寄りのBHを 4区に位置し、X層で検出された。
<平面形 。規模> 平面形は歪な精円形状を呈し、規模は54× 51clllである。厚さは最大 7 clllである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期後葉～前期初頭頃と考えられる。

457号焼土遺構 (第■6図、写真図版99)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii15～ 16区に跨って位置し、Ⅶa2層で検出された。本遺構下で461号焼
土遺構が検出されており、本遺構使用前に利用されたと考えられる。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は120× 72clllである。厚さは最大 9 clllである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

458号焼土遺構 (第■6図、写真図版99)

<位置・検出状況> 2区東側のB Ij17区に位置し、土層観察用ベルト内のⅦa2層で検出された。
<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、規模は82× 36cmで ある。厚さは最大 4 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

459号焼上遺構 (第 117図、写真図版100)

<位置・検出状況> 2区 東側のB I k17区 に位置し、土層観察用ベルト内のⅧa2層で検出された。 3年 目

調査当初から2区東側断面をクリーエング中に確認されていたもので、東側縁が削剥されている。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈すると推測され、規模は81× 38cm以上である。厚さは最大 5

clllである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

460号焼土遺構 (第 117図、写真図版100)

<位置・検出状況> 3区西側のBIj3区に位置し、Ⅶb層で検出された。本遺構検出面の上位層V層で第
418号住居跡が検出されている。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈し、規模は30× 26clllである。厚さは最大 5 cmである。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。
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461号焼土遺構 (第 117・ 120図、写真図版100・ 136)

<位置・検出状況> 2区北側のB Ii16区 に位置し、Ⅶa3層 で検出された。本遺構上で457号焼土遺構が検出

されており、本遺構使用後に利用されたと考えられる。

<平面形・規模> 平面形は歪な台形状を呈し、規模は180× 97cmである。厚さは最大6cmである。

<出土遺物> 焼土内から斜縄文と貝殻文の上器片が出土している。

<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉頃と考えられる。

462号焼土遺構 (第117図、写真図版101)

<位置 。検出状況> 4区西端の一B I h7区 に位置し、Ⅳa3層で検出された。本遺構の南側に隣接して最大

長120cmの炭化木が 2本出土している。2本ともに北東一南西方向に並ぶ。

<平面形・規模> 平面形は歪な精円形状を呈し、規模は76× 42cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

4.炭 化 物集積 遺構
300号炭化物集積遺構 (第■7図、写真図版101)

<位置・検出状況> 7区 北西側の一A I v20区に位置し、To― Cu直下のⅣb層で検出された。北側の一部

は調査区外に延びる。炭化物片は平均約 l cm、 最大数cmの長方形状で脆い。

<平面形 。規模> 平面形は歪な楕円形状を呈すると推測される。規模は155× 75cm以上で、厚さは最大 3

clllである。

<出土遺物> 出土していない。

<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

400号炭化物集積遺構 (第H8図、写真図版102)

<位置・検出状況> 4区 東側の一BIi2区 に位置し、To― Cu直下のⅣb層 で検出された。北側の一部は

調査区外に延びている。炭化物片の特に密集する部分とその東西方向両側に密度の薄い部分が検出された。

炭化物片は最大数cmの長方形状で、脆い。中央の炭化物密集部分下から小規模な焼土遺構が検出された。

<平面形・規模> 全林的に不整形である。戊化物密集部分は歪な楕円形状で東西方向に長軸を持つ。規模

は234× 143cmで、厚さは最大 2 cmである。焼土遺構は不整形でともに東西方向に長軸をもつ。西側の位置す

るものは規模が42× 27cmで、厚さは最大 l cmである。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

401号炭化物集積遺構 (第 118図、写真図版102)

<位置・検出状況> 4区 西側の一BIh7区に位置し、To― Cu直下のⅣb層で検出された。Ⅳb層は薄く、

本層下にはⅧb層の礫層が広がる。炭化物片は最大数cmの長方形状で脆い。

<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈し、北西―南東方向に長軸を持つ。規模は270× 120cmで、厚

さは最大 4 cmである。
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<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。
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400号炭化物集積遺構
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こ況路◆♂顧潜菅想1贅呉皇斧
土塊密集周吻片6～20mm、 150■ l合 しまる
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第119図 焼土遺構出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文糠 内面調整 分類 器厚 備考

Ol1 802 4号焼土遺穂 直上 深鉢 口縁 非結東羽状縄文 ナデ Ⅷ 10mm 植物繊維混入

Ol1 506 18号焼土遺構 焼土内 深鉢 口縁 側面圧痕文 (横位・斜位 )、 先端波状、軽外反 ナデ 5 植物繊維混入

Ol1 442 27号焼土遺構 焼土内 深鉢 ナ デ Ⅱ 7 植物繊維混入

Ol1 441 29号焼土遺構 焼土内 深鉢 ナデ Ⅱ 6 植物繊維混入

520 Ol1 437 29号焼土遺構 焼土内 深鉢 LR ナデ Ⅱ 6 植物繊維混入

01- 342 2119号焼土遺構 周辺一括 深鉢 日縁 非結東羽状縄文 ナデ 7 植物繊維混入

522 01_203Э 301号 雄土潰繕 周辺一括 深然 日縁 地文上に横位倒面圧痕文 ナ デ 7 植物繊維混入

―-167-



５２７

ρ
ｌｌ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ч

η
５２５
‐議
Ⅷ
翼

必

Ａ
川

Ｈ

Ｖ

い
議

‐
◆

翼露羽
531

饒毯 ⅧW
532

鰯
５３９

Ⅷ

‖ ∞
540

%‖
※ 526・ FD27は S‐ 1/2

籍 J

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

528 02‐ 219 401号焼土遺構 焼上下部 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅸ 9mt 植物繊維混入

529 02‐ 293 422号焼土遺構 周辺一括 深鉢 撚糸文 ナ デ Ⅵ 9 植物繊維混入

02‐ 216 423号焼土遺構 焼土内 深鉢 ナデ コ 8 絶物繊維混入

02‐ 203 426号焼土遺繕 周辺一括 深鉢 日縁 ナ デ Ⅷ 7 植物繊維混入

532 02‐ 204 426号焼土遺橋 周辺一括 深鉢 RL ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

533 02‐ 205 427号焼土置構 周辺一括 深鉢 日縁 非結東羽状縄文 日唇に側面圧痕文 ナデ 皿 9 植物繊維混入

02‐ 217 432号焼上遺構 焼土内 深鉢 深鉢 ナ デ Ⅲ 8 植物繊維混入

535 02‐ 212 434号焼土遺構 焼土下部 深鉢 口縁 ? 無文 ナ デ Ш 5

536 02‐ 214 435号焼土遺構 焼土下部 深鉢 日縁 側面圧痕文 (横位 斜位 ) ナ デ Ⅲ 9 植物繊維混入

02‐ 215 435号焼土遺構 焼土内 深鉢 ナ デ 植物繊維混入

02‐ 213 聖2号焼土遺構 焼土下部 深鉢 日縁 側面圧痕文 (横位 波状 ) ナ デ 6 植物繊維混入

539 02‐ 218 448号焼土遺精 焼土内 深鉢 LR ナ デ 6 植物繊維混ス

02‐ 210 461号焼土遺橋 焼土内 深鉢 口縁 Ⅱ 7 植物繊維混入

0多209 461号 焼土遺構 焼土内 深鉾 側面圧痕文 ナ デ Ⅱ 7 植物繊維混入

第120図 焼土遺構出土遺物 (2)

-168-



5。 上坑

53号上坑 (第 121図、写真図版103)

<位置 。検出状況> 1区 南西端のB I n18区 に位置し、Ⅲ層で検出された。本遺構の約 2m北東側に55号
土坑が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が166× 118cm、 底部が138× 80cm、 深
さが12cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 主に暗褐色土で埋積されている。自然堆積層と考えられる。Ⅲ層が底となる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 出土遺物は 2次的混入とみられ検出層位から縄文時代晩期頃と考えられる。

55号土坑 (第 121。 127図、写真図版103・ 136)

<位置・検出状況> 1区南西端のB I m18区 に位置し、Ⅲ層で検出された。本遺構の約 2m南西側に53号
土坑が隣接する。

<平面形・規模> 平面形はやや不整な楕円形状を呈する。規模は、開田部が120× 90cm、 底部が64× 53cm、
深さが14cmである。断面形は段付の皿状を呈する。

<埋土> 主に暗褐色土で埋積されている。自然堆積層と考えられる。Ⅲ層が底となる。
<出土遺物> 短沈線文と刺突文で構成される文様を持つ土器片が出土している。
<時期> 検出層位から縄文時代晩期頃と考えられる。

56号土坑 (第 121。 127図、写真図版103。 136)

<位置・検出状況> 1区 西側のB I k19区 に位置し、Ⅳa3層で検出された。本遺構は20号住居跡のプラン

を検出中にその】ヒ側で検出されたものである。

<平面形・規模> 平面形はやや不整な楕円形状を呈する。規模は、開田部が128× 115c皿、底部が96× 66c皿、
深さが52cmで ある。断面形はやや歪な逆台形状を呈する。

<埋土> 8層 に区分される。主に砂礫質上で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 短沈線文と側面圧痕文で施文される土器片が出土している。
<時期> 検出層位と出土遺物から縄文時代前期前棄頃と考えられる。

57号土坑 (第121図、写真図版103)

<位置・検出状況> 1区 西側のB I k18区 に位置する。30号住居跡を精査中に検出され、埋土からⅣa3層
から掘り下げられていると判断した。

<平面形・規模> 平面形はやや不整な円形状を呈する。規模は、開田部が98× 87cm、 底部が44× 40cm、 深
さが23cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 暗褐色土で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

113号土坑 (第 122図、写真図版104)

<位置・検出状況> 3区 中央付近のB I k12区に位置し、Ⅳa3層で検出された。
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10YR8/4浅黄橙色砂 しまる  (ToCu〉
10YR4/6褐 色砂礫 (礫径20cIHと lc ll、 開%)し まる
10YR3/4暗褐色砂礫 (礫径lcl、 511%)固 くしまる
■5YR4/6掲色砂質シル ト しまる
10YR3/2黒褐色砂礫 (礫径lcllと 3Clcl l)土 器片含 固くしまる
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10YR3/4暗褐色粘土 石器含 固くしまる

第121図 土坑 (1)
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<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が164× 102cm、 底部が76× 43c皿、深
さが14cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 2層 に区分され、主に砂礫質粘土で埋積されている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

120号土坑 (第 122図、写真図版104)

<位置・検出状況> 3区北東側のBI,13区 に位置し、Ⅳa4層で検出された。本遺構の約1.8m東側に第18号
焼土遺構、約2.4m北東側に17号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開田部が103× 78cm、 底部が65× 40clll、 深
さが 8 cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 2層 に区分される。粘土質な地山に対して細礫質土と砂質土で埋積されている。自然堆積層と考
えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

200号土坑 (第 122・ 127図、写真図版104・ 136)

<位置 。検出状況> 3区中央付近のB Ij12区 に位置し、Ⅳa3層で検出された。土器片がとくに多く出土し、
シルト～粘土で埋められ、明瞭なプランで検出された。

<平面形・規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は、開口部が142× 82cm、 底部が96× 45cm、 深さが18
cmある。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 3層 に区分される。砂礫質な地山に対して褐色シルトと暗褐色粘土で埋積されている。自然堆積
層と考えられる。

<出土遺物> 側面圧痕文と短沈線文で構成されたものや非結束羽状縄文で施文された土器片が出土してい
る。

<時期> 検出層位と出土遺物から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

201号土坑 (第123図、写真図版104)

<位置・検出状況> 3区南側のBIk8～ 9区に跨って位置し、Ⅳa3層 で検出された。
<平面形 。規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が170× 133cm、 底部が150× 100cm、
深さが22cmである。壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 3層 に区分される。砂礫質な地山に対して大礫～巨礫を含む暗褐色粘上で埋積されている。自然
堆積層と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代前期前葉頃と考えられる。

202号土坑 (第 123。 127図、写真図版105。 136)

<位置 。検出状況> 3区南側のBIゼ 11区に位置し、V層で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が107× 91cm、 底部が80× 68cm、 深
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さが13cmである。壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 黒褐色粘土の単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 薄手の斜縄文の土器片が出土している。日唇部に指頭状圧痕文が施文され、小波状を呈する。
<時期> 検出層位と出土遺物から縄文時代早期末葉～前期初頭頃と考えられる。

203号土坑 (第 123図、写真図版105)

<位置 。検出状況> 2区 南側のB1017区に位置し、X層で検出された。本遺構周辺ではX層 (砂礫)上
に直接Ⅱb層が堆積している。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が140× 123c皿、底部が78× 43cm、 深
さが18clllである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 4層 に区分された。主に黒褐色礫混シルトで埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代晩期末～弥生時代初頃と考えられる。

204号土坑 (第 123・ 127図、写真図版105)

<位置・検出状況> 3区 中央付近のB Ij10区に位置する。土層観察用断面でV層 を掘り込む断面が確認さ
れた。半分は削平され底部のみが検出された。本遺構の約 2m西側に207号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は精円形状を呈する。規模は、開口部が93以上×34cm以上、底部が53× 46cm、 深
さが20cmである。壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 黒褐色粘上の単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。

307号土坑 (第 123・ 127・ 128図、写真図版105・ 136・ 137)

<位置・検出状況> 6区南側 (旧 自然堤防上)の 一B I c13区 に位置し、V層で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が198× 187cm、 底部が167× 157clll、
深さが21cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 2層 に区分された。主に暗褐色粘土で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 縦走する撚糸文の上器片が出土している。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。

308号土坑 (第 124・ 127図、写真図版106・ 137)

<位置・検出状況> 6区南側 (旧 自然堤防上)の 一B I c14区 に位置し、V層で検出された。
<平面形 。規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は、開日部が108× 98cm、 底部が92× 80cm、 深さが14
cmである。壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 黒褐色粘土の単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 縦走する撚糸文の土器片が出土している。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。
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3呵 0号土坑 (第 124図、写真図版106)

<位置・検出状況> 7区南東側 (旧 自然堤防上)の 一B I a17区に位置し、X層で検出された。本遺構周

辺数m以内に312号～314号土坑が隣接する。本遺構周辺ではX層上に直接Ⅳa層が堆積している。

<平面形 。規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が200× 108c皿、底部が132× 52cm、

深さが17c皿である。北東壁はやや急に立ち上がり、南西壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 2層 に区分される。主に黒色シルトで埋められている。自然堆積層と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋上の状況から縄文時代晩期末～弥生時代初頃と考えられる。

312号土坑 (第 124図、写真図版106)

<位置・検出状況> 7区南東側 (旧 自然堤防上)の 一B I a17区に位置し、X層で検出された。本遺構周

辺数m以内に310号・313号・314号土坑が隣接する。本遺構周辺ではX層上に直接 Hb層が堆積している。

<平面形・規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は、開口部が105× 90cm、 底部が55× 30cm、 深さが20

cmである。北東壁はやや急に立ち上がり、南西壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 暗褐色粘上の単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代晩期末～弥生時代初頃と考えられる。

313号土坑 (第124図、写真図版106)

<位置・検出状況> 7区南東側 (旧 自然堤防上)の 一B I a17区に位置し、X層で検出された。本遺構周

辺数m以内に310号 。312号 。314号土坑が隣接する。本遺構周辺ではX層上に直接Ⅱb層が堆積している。

<平面形・規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は、開口部が90× 73clll、 底部が37× 28cm、 深さが 8 clll

である。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 黒褐色粘上の単層で坦められている。自然堆積層と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代晩期末～弥生時代初頃と考えられる。

314号土坑 (第124図、写真図版107)

<位置・検出状況> 7区南東側 (旧 自然堤防上)の 一B I a17区に位置し、X層で検出された。本遺構周

辺の数m以内に310号 。312・ 313号土坑が隣接する。本遺構周辺ではX層上に直接Ⅱb層が堆積している。

<平面形 。規模> 平面形は楕円形状を呈する。規模は、開口部が90× 73cm、 底部が37× 28cm、 深さが 8 cm

である。壁は緩やかに立ち上がる。

<埋土> 黒褐色粘土の単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代晩期末～弥生時代初頃と考えられる。

317号土坑 (第 125図、写真図版107)

<位置 。検出状況> 7区北西側 (旧河道上)の 一A I v21区 に位置し、V層で検出された。本遺構の約 2

m北西側に321号土坑、南側に318号住居跡が隣接する。
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<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が157× 137cm、 底部が■0× 84cm、

深さが 8 cmである。断面形は浅い皿状を呈する。

<埋土> 褐色粗細質シルトの単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭と考えられる。

318号上坑 (第 125図、写真図版107)

<位置・検出状況> 7区北西側 (旧河道上)の 一A I v20区 に位置し、V層で検出された。遺構の一部が

調査区外に延びる。本遺構の約 2m南東側に319号土坑、南西側に320号住居跡が隣接する。

<平面形・規模> 遺構の一部がしか検出できないため平面形の詳細は不明である。規模は、開口部が37以
上×30以上cm、 底部が30以上×25以上cm、 深さが23cmで ある。壁は凹凸が激しく、比較的急角度で立ち上が

る。

<埋土> 暗オリーブ色のシルトの単層で埋められている。自然堆積層と考えられる。
<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭と考えられる。

319号土坑 (第 125図、写真図版107)

<位置 。検出状況> 7区北側 (旧 1可道上)の 一A I w19区 に位置し、V層で検出された。遺構の一部が調
査区外に延びる。本遺構の約 2m南東側に305号焼土遺構が隣接する。

<平面形・規模> 検出した部分からは不整な楕円形を呈すると推測されるが、詳細は不明である。規模は、

開口部が110cm以上×10oc皿以上、底部が103以上×68cm以上、深さが23cmである。西壁は緩やかに立ち上が

り、東壁はやや急角度で立ち上がる。

<埋土> 3層 に区分される。オリーブ色系の粘土質シルトで埋められ、上下層では約 l clllの 炭化物片が混
じる。自然堆積層と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭と考えられる。

321号土坑 (第 125。 127・ 128図、写真図版107・ 137)

<位置・検出状況> 7区北西側 (旧河道上)の 一A I u21・ 22区に跨って位置し、V層中位で検出された。

遺構の一部が調査区外に延びる。本遺構の南西から南東にかけて317号・318号住居跡、317号土坑が隣接す

る。

<平面形・規模> 検出した部分からは不整な楕円形を呈すると推測されるが、詳細は不明である。規模は、

開日部が125cm以 上×118cm以 上、底部が78以上×lo2cm、 深さが32cmである。壁は九みをおびつつ、比較的

急角度で立ち上がる。

<埋土> 3層 に区分される。主ににぶい黄褐色とにぶい褐色砂質シルトで埋められる。自然堆積層と考え
られる。

<出土遺物> 斜縄文で施文された口縁部と胴下部の上器片が出上している。日縁部片は先端で軽く外反す
る。胴下部の土器片の傾きから丸底と推測される。

<時期> 検出層位と埋土の状況から縄文時代早期末～前期初頭と考えられる。
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1 5Y73暗 オリーブ粘土質シルト
炭化物片微量 (lm)含固くしまる
2 5Y5/4オ リーブ色礫混粘土質シルト (礫径54m、
多量)しまる
3 25Y4/3オ リーブ褐色粘土質シルト
炭化物片少量 (1～ 10na)含 しまる
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1 75Y酌 9褐色砂礫質シルト
(礫径平均5mm、 風化礫)しまる
2 10YR4/3に ぶい黄褐色砂礫質シルト
(礫径10～ 20c l、 角礫、多量)固 くしまる
3 10YR4/4掲 色砂礫質シルト
(礫25mm、 風化礫 )

第125図 土坑
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403号土坑 (第 126。 128図、写真図版107)

<位置・検出状況> 0区西側のBHゼ 3区に位置し、Ⅲ層上面で検出された。
<平面形・規模> 平面形は不整な精円形状を呈する。規模は、開田部が158cm X 110cm、 底部が117cm× 60

clll、 深さが50cmで ある。壁は比較的急角度で立ち上がる。

<埋土> 黒褐色礫混シルトの単層で埋められる。遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。
<出土遺物> 薄手の斜縄文、沈線文の上器片、厚手の非結束羽状縄文の土器片とともに骨片が出土した。
<時期> 0区の最西側で近世墓廣が複数検出され、骨片は人骨の可能性があり、本遺構の西側で複数検出

された近世墓廣の平面形と類似すること、出土遺物が複数の時期の上器片であることを考えると近世墓廣の

可能性が大きい。ゆえに、近世墓廣から人骨とともに出上した副葬品の時期から江戸時代末～明治時代初め

頃と考えられる。

405号土坑 (第 126。 128図、写真図版108)

<位置・検出状況> 3区 中央のBIk・ を8～ 9区に跨って位置し、V層上面で検出された。
<平面形・規模> 平面形は歪な楕円形状を呈する。規模は、開回部が275cm× 258cm、 底部が157cm× 137cm、

深さが59cmである。壁はやや緩やかに立ち上がる。底面にはX層の礫が点在する。

<埋土> 15層に区分される。全層が西側に急角度で傾斜し、中心より東寄りに地山X層の礫が同様の角度

で傾斜している。自然堆積と考えられる。

<出土遺物> 薄手の斜縄文、撚糸文の上器片が出土している。
<その他> 埋土の推積状況から風倒木跡の可能性がある。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。

406号土坑 (第 126図、写真図版108)

<位置 。検出状況> 3区西側のBIj2～ 3区に跨って位置し、V層上面で検出された。遺構の一部が調査

区外にのびる。本遺構の北側に407号住居跡が隣接する。

<平面形・規模> 平面形は不整な楕円形状を呈する。規模は、開口部が194cm× ■8cm、 底部が128cm× 50

clll、 深さが42cmである。壁はやや急角度で立ち上がる。

<埋土> 2層 に区分される。主に褐色粘土と灰褐色火山灰質シルトの混合土で埋められている。自然堆積
と考えられる。

<出土遺物> 出土していない。
<時期> 検出層位から縄文時代早期末～前期初頭頃と考えられる。
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1 10YR4/6褐 色粘土に75YR5カ灰褐色火山灰質
シルトが塊状に混入 (1%)固 くしまる
2 10YR73にぶい責褐色砂細礫質粘土 しまる

1 10YR3/4暗 褐色粘土質砂礫 (礫衝 ～10mm、 亜角礫)固 くしまる
2 10YR3/2黒 褐色礫混粘土質砂 (礫径5～ 10mm、 亜角礫)土器片含 しまる
3 大礫混粘土質砂 (亜角礫～亜円礫)
4 10YR3/3暗 褐色細砂質粘上 しまる
5 10YRy3暗褐色砂礫 (礫径5～ 10aut、 角礫) 固くしまる
6 10YR73砂礫質粘土 (礫径5～ 10mol、 亜角礫～亜円礫、2%)し まる
7 10Y昭/4暗褐色砂礫質粘土 (礫径5～ 10mm、 亜角礫、2%)し まる
8 10YR3/3砂 礫 (礫径5jIEl、 亜角礫) しまる
9 10YR3/4砂 礫 (礫径5～ 10ata、 亜角礫) しまる
10 10YR4/3に ぶい黄掲色砂細礫質粘土 (角 礫)し まる
H 10YR3/3暗 褐色砂礫 (礫径±5d w、 角礫、10%)し まる
12 10YR4/4掲 色砂礫 (礫径5～ 10a n、 角礫、10%)し まる
13 10YR4/3に ぶい黄掲色砂礫 (礫径5～ 10Du、 亜角礫、30%)しまる
14掘 りすぎ
15 10YR3/4暗 褐色礫混粘土 (礫男 )しまる

0     1:40      1m

第126図 土坑 (6)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

542 00‐  404 55号土坑 埋土 深鉢 日下部 短沈線文・刺突を持つ隆帝十LR(0多 ) ナデ 8mm 植物繊維混入

Ol1 574 56号土坑 埋 土 深鉢 日 側面圧痕文十短沈線文 :山形 渦巻側面圧痕文 ナ デ Ⅷ 8 植物繊維混入

544 01-2048 200号土坑 埋 土 深鎌 非結東羽縄文 (0多 ) 丁等なナデ Ⅷ 9 椛物繊維混入

545 01- 281 21111号 土坑 埋 土 深鉢 口 側面圧痕文十短沈線文 ナ デ Ⅷ 10 植物繊維混入

546 01‐  282 202号土坑 埋 土 深鉢 口 RL(横回転)、 日唇 :小波状 ナ デ 6 植物繊維混入

Ol- 386 204号土坑 埋 土 深鉢 LR(横回転) 破損不明 植物繊維混入

548 01- 387 307号土坑 下部 深鉢 撚糸文 (LR縦 回転 ) 破損不明 Ⅳ 植物繊維混入

549 01-2035 308号土坑 上部 深鉢 胴 撚糸文 (LR縦 回転) ナデ Ⅳ 9 植物繊維混入

550 01-30超 321号 土坑 埋 土 深鉢 胴下部 LR(横回転 ) ナ デ 8 植物繊維混入

55] 01 390 321号 土坑 埋土 深鎌 ロ RL(横回転 )、 先端 :軽外反 ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

552 01‐  294 321号土坑 埋土 深鉢 胴 RL(横回転 ) ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

第127図 土坑出土遺物 (1)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 部位 外面文様 内面調整 籟 器厚 備考
553 02255 403号土坑 埋土 深鉢 】同 駅 、沈線 ミガキ 5mal

554 02ワ 56 403号土坑 埋土 深鉢 非結東羽状縄文 ナデ Ⅷ 植物繊維混入

5弱 02208 405号土坑 2層 深鉢 胴 撚糸文 ナ デ V 植物繊維混入
556 02211 405号 上坑 媚 深鉢 胴 LR ナデ V 植物繊維混入

図版番号 登録番号 静種 分類 出土地点 層位 長aml 幅 In a 厚血 重量ビ 石質 偏 を

ユ294 不定形 Ⅳ 307号土坑 埋 土 頁岩

558 1027 チョッパー 307号土坑 埋 土 1坐 74493 頁岩
559 1362 石核 321号土坑 埋 土 934 87B 40063 頁岩

第128図  土坑出土遺物 (2)
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V.遺構外出土遺物

1.土器  (第 129図～第 152図 )
3カ 年の調査で出土した土器はコンテナで約40箱である。採取した土器袋は採取場所・層位で整理し、接

合を行った後、層位ごとに掲載土器を抽出した。復元できた個体は少ないため、掲載土器は破片が多くなっ

た。遺跡を埋めている土層は均質ではなく、出土時期を細分できるような明瞭な包含層をもった場所もあれ

ば、土層の側方変化が激しく細分できない場所もあるため、出土遺物と層位関係は各区で基本土層を作成し

て把握するとともに、他区との関係は可能な限り現地で対比しながら最終的に室内整理で確定している。出

土遺物は全遺物を観察しているが、整理の都合上 0・ 1・ 2・ 3・ 5～ 7区で出土した遺物を中心に載せた。

掲載土器は接合後各採取袋から文様ごとに選び (第一次抽出)、 層位ごとに各文様等を代表するものを選ん

だ (第二次抽出)。 明瞭な包含層から採取した遺物は概ね同一時期に属すると考えられるが、大別した土層で

は複数の時期に属する遺物が出土している。以下、層序の項で述べた層順と文様・胎土で土器の分類を行う。

第 I群土器 Ⅸ層から出土している土器群 縄文時代早期後葉頃 (吉田浜下層式)

第Ⅱ群土器 Ⅶa3～a2層 。Ⅶbl層から出土している土器群   縄文時代早期末葉頃 (梨木畑式)

第Ⅲ群土器 V層 (1区 -10層、 2区 -17層、 3区山体側同一層)から出土している土器群

縄文時代早期末葉頃

第Ⅳ群土器 V層 (4区 -16層、 7区 -11層 )か ら出土している土器群

縄文時代早期末葉頃 (吉田浜上層式)

第V群土器 V層 (3区畑側)から出土している土器群

縄文時代早期末葉～前期初頭頃 (梨木畑式～上川名式 (堂森B))

第Ⅵ群土器 Ⅵ層 (0区 )、 Ⅳb層 (3区)か ら出土している土器群

縄文時代早期末葉～前期前葉頃 (吉田浜上層式～上川名式 (原頭第Ⅱ群)

第Ⅶ群土器 Ⅳa4層 (2区 -13層)か ら出土している土器群  縄文時代前期前葉頃

第Ⅷ群土器 Ⅳa3層 (1区 -7層、 2区 -9層 )から出土している土器群

縄文時代前期前葉頃 (上川名式 (原頭第Ⅱ群)

第Ⅸ群土器 Ⅳa2層 (2区 -7層)か ら出土している土器   縄文時代前期前葉

第X群土器 Ⅱb層から出土している土器群 縄文時代後期、晩期末葉～弥生時代

その他   I層 から出土している土器 (撹乱層)

第 I群土器 (第 129図、写真図版138図 )

条痕条痕文土器で主に構成される土器群である。吉田浜下層式土器に類似すると考えられる。これに貝殻

文の土器片が少数含まれる。412号住居跡を検出した層から出土しているが、近世墓廣の撹乱を受け、上層

からの 2次的に混入した土器片 (非結束羽状縄文、撚糸文、短沈線・側面圧痕文)も 認められる。

1～ 9は条痕条痕文土器片で内面の条痕は横位のものが多く、外面は斜位に施されている。 4～ 6は細い

隆帯が貝占付られ、その上に刻みが入っている。 6は細線であるが、 4と 5は比較的太い。隆帯は、 4と 5は

横位に、 6は斜位に貼られている。 4と 5では隆帯に平行して波状、直線の浅い沈線が引かれる。 1と 2は

日縁部で、斜位刻日入り隆帯を挟んで上位に横位沈線、下位に小波状沈線が引かれる。日唇部には刻目が入

る (縁に対して直交、斜位)。 3も 口縁部と見られるが、先端が欠損している。隆帯にあたる部分には縦位

の短い刻目が施されている。 7も 口縁部で、胴部は斜位沈線が施される。 8は平底の破片である。 9は内外
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面ともに横位の条痕で、外面には 2本セットでX字状の細い沈線が引かれている。焼成が良い。10～ 12は貝

殻腹縁圧痕・沈線・刺突文で幾何学的に施文されている。

第 I群土器 (第 139'141図 、第143'144、 第151図、写真図版147～ 149、 150・ 151、 157図 )

表裏縄文、斜行縄文、非結束羽状縄文、縦走縄文、菱形縄文、側面圧痕文、条痕条痕文、微隆起線文、貝

殻文などで構成される土器群である。文様・胎土の特徴から梨木畑式土器に類似すると考えられる。撚糸文

は確認していない。器形は深鉢で、日縁部が外反するものが多く、強く屈曲するものも少数ある。胎土に植

物繊維を含むものが多い。

外面に斜行縄文のみを施される土器片には 0段多条のものがある。日唇部には、側面圧痕、刺突、指頭状

圧痕が施されるもの (139-10、 11、 143-3～ 7)が多 く見られ、回縁先端で折 り返しがあるものがある

(139-12、  143-2)。

内外面に縄文を施されるものは出土点数の少なくとも2割をしめる。内面の縄文は回縁の先端部ばかりで

なく広い範囲に施文されている。焼成は良好で、堅級のものもある。浅い施文も見られる。日唇部には刺突

(139-10、 143-6。 7)、 側面圧痕 (139-13)原体末端圧痕 (143-5)が施文されるものが多い。

弧状や直線的に側面圧痕文を施されるものが少数ある。139-8は 130-1と 同様の器形と見られ、浅ボー

ル状を呈すると考えられる。143-14は薄く、口縁に小突起をもつ。

微隆起線文で施文された中には、梯子状 (140-7、 144-3)に 施文されるものがある。

貝殻文土器片は、貝殻腹縁圧痕文・沈線文・刺突文で幾何学的に施文されるものが多いが、貝殻腹縁圧痕

支 (140-16)だけのものや、押し引き文 (139-2)で 施文されるものがある。

第Ⅲ群土器 (第 141図、第144・ 145図、写真図版149図 )

斜行縄文、非結束羽状縄文、側面圧痕文、撚糸文、貝殻文、微隆起線文、表裏縄文などで構成される土器

群である。胎土に植物繊維を含むものが多い。

外面に斜行縄文のみを施される土器片には 0段多条のものがある。口唇部には側面圧痕、刻みが施される

ものがある (144-8、 12)。 144-12は先端が先細 り、やや外反する。

非結束羽状縄文が比較的多く出土している。日唇部に原体末端圧痕や、先端に縦位の刻み目が施されるも

のがある (144-13、 14)。 側面圧痕文の上器片には、日縁部が小波状のものや、小突起を呈するものがある

(145-1、  2)。 145-4は撚糸文の土器片で回唇部に側面圧痕が施される。

第V群土器 (第 151・ 152図、写真図版157。 158図 )

斜行縄文、撚糸文、非結束羽メ犬縄文、側面圧痕文、縦走縄文などで構成される土器群である。文様・胎土

の特徴から吉田浜上層式土器に類似する。 7区出土した土器片の出土割合は斜縄文、撚糸文>非結束羽状縄

文、側面圧痕文 (地文上に)、 縦走縄文である。無遺物層に挟まれた土層であるため、単一時期の遺物包含

層である。

内面に縄文が施されるものはない。胎土に植物繊維を含む。焼成が良好なもの (151-4)と 非常に脆い

もの (152-5)がある。口縁部は軽く外反するもの (151-2、 151-7、 152-1)、 先細るもの (152-1)

がある。

縄文は 0段多条で施文されるものが多い。斜行縄文の土器片には日唇部に刻みが施されるものがある

(151-4)。 非結東羽状縄文は明確な施文をされるものが多い。日唇部に側面圧痕 (151-7)、 先端部分に
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刻目 (152-1、 2)が施されるものがある。地文上に横位の側面圧痕が施されるものが少数あり、さらに

先端に半弧状の圧痕が施されるもの (152-6)がある。152-3は 口唇部に刺突が施される。

第V群土器 (第 146。 147図、写真図版153～ 155図 )

斜行縄文、非結束羽状縄文、表裏縄文、撚糸文、短沈線・側面圧痕文、側面圧痕文、貝殻文、微隆起線文、

条痕文、縄文条痕文で構成される土器群である。旧自然堤防上に構築された住居跡を検出した層から出土し

たもので、一つの型式だけに属さないと思われる。

胎土に植物繊維を含むものが多く、縄文原体は 0段多条を用いたものも多い。口縁部先端が先細るものや、

先端部が軽く外反するものがある。

斜行縄文の土器片には施文方向が一定でないもの (146-1)が ある。日唇部には側面圧痕 (146-3)や

刻み (146-4)が、日縁先端に斜位刻み (146-2)が施されるものがある。非結東羽状縄文は明確な施文

をされるものが多い。原体はほとんどが 2段のものが用いられているが、146-9の ように 2段 と 1段のも

のを組み合わせて施文しているものも少数ある。日唇部には刻みが入るもの (146-9、 11)や、先端に縦

位・斜位刻みが施されるもの (146-8、 10、 12)がある。口縁部が軽く外反するものが多い。先端が先細

るもの (146-7、 11)も ある。146-14は 409号住居跡で出土した堂森Bタ イプ土器片の胴部施文と同じで

ある。147-1は胴下部の土器片で、その傾きから底部は丸底状と推測される。

側面圧痕文で施文される土器片には、無文上に縦位方向の圧痕を施されるもの (147-5)や、縄文の地

文上に横位数本の側面圧痕が施されるもの (147-2～ 4)がある。撚糸文土器片は縦位や斜位に施文され、

器厚の厚いものがある。回唇部には側面圧痕 (147-7)、 竹管状工具による刺突 (150-11)や 、日縁先端

付近に横位 (147-8)、 斜位 (147-9)、 縦位 (147-10)に側面圧痕が施されるものがある。

第Ⅵ群土器 (第 130～ 132、 148。 149図、写真図版153～ 155図 )

斜行縄文、非結束羽状縄文、短沈線・側面圧痕文、側面圧痕文、撚糸文、条痕条痕文、微隆起線文、貝殻

文、縦走縄文で構成される土器群である。堆積環境上複数の時期の遺物を含んでいると考えられる。

胎土に植物繊維を混入するものが多い。口縁部は軽 く外反するものが多く、先端が強く屈曲するものが少

数ある。斜行縄文の土器片口唇部には、原体末端圧痕 (148-10)、 側面圧痕 (130-4、  6)、 指頭状圧痕

(130-2、 148-11)が施文されるものがある。非結束羽状縄文の上器片口唇部には側面圧痕 (130-7)や

2列の刺突 (149-1)が、日縁先端部では縦位～斜位刻み (148-14、 15)が施されるものがある。縦走縄

文土器片131-1の 日唇部にはX字状刻みが連続して施される。縄文と組み合わせて側面圧痕文が施される

ものがある。130-1は浅ボール状を呈し、口縁先端に縦位刻み、胴部中央付近に波状の圧痕群が、胴下部

は縦走縄文が施される。130-3は日縁部に弧状の圧痕群が施される。148-1～ 7、 132-1～ 2は短沈線

と側面圧痕文で施文されるもの、 2、 3は渦巻状部が浮き上がっている。

第Ⅶ群土器 (第 141、 145、 150図、写真図版149・ 152・ 153・ 157図 )

非結東羽状縄文、斜行縄文、側面圧痕文、短沈線・側面圧痕文、撚糸文、縦走縄文、条痕文、貝殻文、沈

線文などで構成される土器群である。胎土に植物繊維が混入し、焼成はあまり良くない。

短沈線・側面圧痕文で施文される145-10は Ⅳa3層で出土する土器片より粗い施文である。非結束羽状縄

文は 0段多条で縄目の細いものが多い。150-2は口唇部に刻みが入る。145-12は胴下部の上器片で、その

器形から丸底様と考えられる。
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第Ⅷ群土器 (第 134・ 135・ 141・ 142図、写真図版142～ 143、 149図 )

短沈線 。側面圧痕文、斜行縄文、非結束羽状縄文、結束羽状縄文で構成される土器群である。胎土に植物

繊維が含まれ、焼成はあまり良くない。口縁部文様帯の特徴から縄文時代前期前葉頃の原頭第Ⅱ群土器に比

定される。

日縁部文様帯を持つもの (141-6、 142-1～ 2)は、横位・斜位・渦巻状の側面圧痕文と縦位・斜位に

短い沈線を組み合わせて施文される。胴部は0段多条の非結束羽状縄文で施文される。内面はなだらかで非

常に丁寧に磨かれているものが多い。

第区群土器 (第 142図、写真図版150図 )

ほぼ完形の不整撚糸文で施文された小形の深鉢 (142-6)を 包含する層位で出土した土器片をまとめて

本群とした。

142-6は口唇部に円形刺突が施されている。142-3、 4は同一個体とみられる。142-4は口縁部片と

みられる。

第X群土器 (第 132・ 133、 186～ 138、 150図、写真図版140・ 141、 143～ 146、 157図 )

縄文時代晩期末～弥生初頃の土器を中心に包含する層であるが、少量縄文時代後期初頭頃や弥生時代終末

頃の土器片が含まれる。

136-1、 2は沈線で区画された外側に磨消縄文がみられる土器片で、縄文時代後期初頭頃の上器に属す

ると考えられる。第137図、第138図 は粗製土器で、変形工字文の上器片と供伴している。日縁部が無文で胴

部の地文とは沈線で区画されるもの (137-5、 8)や直接接するもの (137-7)がある。日唇部には指頭

状圧痕 (137-6)、 棒状工具による刺突 (137-7)、 側面圧痕 (137-8)が施されるものがある。138-7

～ 9と 137-1、 2はそれぞれ同一個体とみられる。後者は回縁先端に 2つの横位隆帯が貼付られている。

132-4～ 15、 136-4～ 8、 150-6は体部上半に沈線と粘土瘤で文様が構成され、日縁内面に横位沈線が

施文される。136-13、 14は退化交互刺突文で施文されている。

その他 (第 136図、写真図版144図 )

第 I層撹乱層から奈良時代頃と考えられる奏底部片が出土している (136-15)。
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 頒 器厚 備 考

ユ 02296 B I15 2 Ⅸ 深鉢 口縁 条痕地文上に斜刻入微隆帯、波状太沈線 条痕文 6mm

2 02295 B Ⅱ15-2 Ⅸ 深鎌 口綴 条痕地文上に斜刻入微隆帯、波状太沈線 条痕文

3 02297 B Ⅱ152 Ⅸ 深鉢 口～胴 条痕地文上に波状太沈線、縦位刻み 条痕文 6

4 02-301 B Ⅱ15鬱 Ⅸ 深鉢 日～男同 条痕地文上に刻入微隆帯、横位沈線文 条痕文 6

5 02‐302 B Ⅱ15珍 Ⅸ 深鉢 口～月同 条痕地文上に刻入徴隆帯、横位、波状沈線文 条痕文

6 02‐299 B Ⅱ159 Ⅸ 深鉢 口～胴 条痕地文上に刻入縦位微隆帯 条痕文

02298 B Ⅱ15ワ Ⅸ 深鉢 口～胴 刻入微隆帯、綾杉状沈線文 条痕文 7 口唇 に斜位刻

8 02300 B■ 159 Ⅸ 深鉢 底部 無文 ナデ 4 平底

9 02-157 B I13つ Ⅸ 深鉢 日縁 条痕地文上にX字状細沈線文 条戻文 未貫入補修孔

02292 BH m52 X 深鉢 口縁 貝殻腹縁圧痕文、沈線文による幾何学的文様 先端縦位貝殻文、ナデ

11 02-163 BⅡ I}3 Ⅸ 深鉢 胴 貝殻文、沈線文、刺突文による幾何学的文様 ナ デ

02‐162 B Ⅱ133 IX 深鉢 日縁 貝殻文、沈線文、痺1突文による幾何学的文様 先端縦位貝殻文、ナデ 日縁小突起

第129図 遺構外出土土器 (1) 0区Ⅸ層
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

ユ 02-165 B4133・ 4 Ⅵ a 浅鉢 口～胴 縦位刻み、非結束羽状縄文、側面圧痕文、縦走縄文 ナデ Ⅵ 711 植物繊維混入

2 02277 BIm体 2 Ⅵ a 深鉢 ロ RL、 横位弧状 lml面庄痕文、口唇 :指頭状圧痕 丁寧なナデ Ⅵ 8 植物繊維混入

3 0歩257 BIm6望 Ⅵ a 深鉢 日～胴 重弧状側面圧痕文、縦走縄文 ナデ Ⅵ 植物繊維混入

4 0多281 BⅡ m73 Ⅵ a 深鉢 日 LR、 日唇 :LIl ヘ ラ状工具のナデ 電 7 植物繊維混入

5 02‐ 258 B Ⅱn72 WTb 深鉢 口 Rと、先端強屈曲 ナ デ Ⅵ 植物繊維混入

6 02994 BⅡ m71 Ma 深鉢 口 RL、 日唇 :RL、 先端強屈曲 ナデ Ⅵ 5 植物繊維混入

02960 BIm51 Ⅵ a 深鉢 口 非結束羽状縄文、日唇 :LR ナ デ Ⅵ III物繊維混入

第130図 遺構外出土土器 (2) 0区Ⅵa、 Ⅵb層‐1
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

1 02‐ 402 B I m61 Ⅵb 深鉢 口～胴 RL、 口唇 iX字状刻み ナ デ Ⅵ 8mm 植物繊維混入

2 02‐ 276 B I m63 深鉢 胴下部 非結東羽状縄文 ナ デ Ⅵ 11 植物繊維混入

3 02‐絡9 BIm61 深鉢 yrt系文 丁寧なナデ Ⅵ 植物繊維混入

4 02282 BⅡ m63 深鉢 ロ 非結東羽状縄文 ナ デ M 植物繊維混入

5 02-259 BIm51 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ 9 植物繊維混入

第刊31図 遺構外出土土器 (3) 0区Ⅵb層‐2
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

1 Bll m5‐ 1 Ⅵ b 深鉢 短沈線、側面圧痕文 丁軍なナデ Ⅵ 14mm 植物繊維混入

2 02‐ 285 BI m5望 Ⅵ a 深 鉢 口 短沈線、側面圧痕支 ナデ Ⅵ 1] 植物繊維混ス

3 02984 3Ⅱ m◆ ] Ⅵ a 深 鎌 日 ナデ Ⅵ 8 植物繊維混入

4 02900 B Ⅱ13 4 ll b 一堕 胴 沈髯泉、 とR ナデ X 6

5 02-197 BⅡ 122 鉢 日 沈線 (変形工字文 )、 内面 沈線 ミガキ X 6

0 B Ⅱ133 浅鉢 日 沈線、粘土瘤 (変形工学文) ミガキ X 6

7 0歩187 B Ⅱ133 浅鉢 沈線、粘土瘤 (変形工字文) ミガキ X 4

8 0歩184 81112‐ 3 鉢 沈線、内面 :沈線 ミガキ X 4

02‐188 B1123 浅鉢 胴～底 沈線、 LR ミガキ X 5

02‐ 198 8Ⅱ 133 Ⅱb 一更 沈線 ナデ X 6

02‐ 288 B113‐ 3 台付浅鉢 ? 台付 沈線、内面 i円形沈線 ミガキ X 6

02-183 BⅡ 12 3 深鉢 口～胴 ナ デ X 7

02-169 B Ⅱ13‐ 2 深鉢 回～胴 横走縄文 (LR) ナ デ X 6

02-lЙЭ B Ⅱ13 2 深鉢 口～胴 頚部 :沈線、胴部 :LR ナ デ X 7

02-195 B l1 13‐ 2 深鉢 回 無支、小突起頂点 :粘土瘤、口唇 :沈線 ナデ X

第132図 遺構外出土土器 (4) 0区Ⅵa、 Ⅵb層 -3、 Ⅱb層‐1
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

1 02179 B l133 深鉢 口～胴 LR ナ デ X 5mm 輪積痕

2 02‐193 BI131 深鉢 ナ デ X 5

3 02-171 B1132 深鉢 胴～底 胴部 :横走縄文 lLR) ナ デ X 7

4 02-196 B Ⅱ133 深鉄 胴～底 無 支 ナ デ X 6

第133図 遺構外出土土器 (5) 0区 Ⅱb層‐2
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第刊34図 遺構外出土土器 (6) 1区 V、 Ⅳa3層‐1
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 徳 器厚 備 考

1 00‐  15 B V 深鉢 無文 ミガキ 6皿m

2 lll1 826 B I^― n18 V 深鉢 回 LR、 日唇 :原体末端圧痕文 ナデ 8 植物繊維混入

3 00望 44 B 深鉢 日 LR、 口唇 :側面圧痕文 ナ デ 植物繊維混入

4 lX1 428 B 1～ n18 V 深鉢 日 LR、 先端 :原体圧痕文? ナ デ 7 植物繊維混入

5 lX1 406 B V 鉢 ? 地文上 (LR)に横位～波状側面圧痕文 ナ デ Ⅲ 8 植物繊維混入

00‐ 373 B i2ラト4 V 深鉢 口 斜位側面圧痕文、小波状 (指頭圧痕文 ) ナ デ 8 植物繊維混入

7 00‐ 426 B 深鉢 綱沈線 条痕 6

8 B ittЭ V 深鉢 回 沈線、刺突文、貝殻腹縁圧痕文、内面 :貝腹文 ミガキ 4

00‐ 416 B 120 V 深鉢 員殻圧痕文、沈線文、刺突文 ナデ

00‐ 851 B Ⅳa3 深 鉢 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00849 B m19 Ⅳa3 深 鉢 日 非結東羽状縄文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混入

00293 B Ⅳa3 深 鉢 ロ 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入

00630 B Ⅳa3 深 鉢 ロ 結東羽状縄文 チ デ Ⅷ 8 植物繊維混入

00‐  61 B 123 Ⅳa3 深鉢 胴 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅷ 11 植物繊維混入
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図版番号 登録香号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

I 00‐ 805 m19 Ⅳa3 浅 鉢 日 短沈線、側面圧痕文、先端突起 ナ デ Ⅷ 9皿皿 植物繊維混入

2 lX1 9 h20 Ⅳ a3 深鉢 短沈線、側面庄戻文、波状渦巻貼付 丁寧なナデ Ⅷ 12 楢物繊維混ス

3 lX1  1 h20 Ⅳa3 深 鉢 短沈線、側面圧痕文 縦位隆帯 (刻み ) ナ デ Ⅷ 8 植物繊i4混ス

4 llllワ 62 i23望 Ⅳa3 深 鉢 回 短沈線、側面圧痕文 丁寧なナデ Ⅷ 植物繊維混ス

5 lll1 341 k19  20 Ⅳa9 深 鎌 日 短沈線、側面圧痕文 丁寧なナデ Ⅷ 植物繊維混入

6 Ol1 27 i23 Ⅳa3 深 鉢 日 短沈線、項1面圧痕文 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入

7 00847 Ⅳa3 深 鉢 口 短沈線、側面庄痕文 ナデ Ⅷ I〕 植物繊維混入

8 Ol1 390 B h20 Ⅳa3 深 鉢 日 短沈線、側面圧痕文、胴 :RL(0多 ) ナ デ Ⅷ 8 植物繊維混入

9 00‐ 558 B k19 20 Ⅳa3 深 鉢 短沈線、側面圧痕文 ナデ Ⅷ 12 植物繊維混ス

00‐ 270 Ⅳa3 深 鉢 短沈線、側面圧痕文 丁寧なナデ Ⅷ 10 植物繊維混ス

00‐ 566 k j18 Ⅳ ぉ 深鉢 口～胴 短沈線、側面圧痕文、胴 !非結束羽状縄文 ナ デ Ⅷ 植物繊維混ス

k20 V郎 深鉢 口 短沈線、側面圧痕支 丁寧なナデ Ⅷ 植物繊維混入

00‐ 264 Ⅳa3 深 鎌 口～胴 短沈線 (縦位 横位 )、 側面圧痕文、胴 :RL(0多 ) ナ デ Ⅷ 12 植物繊維混入

14 Ⅳa3 深 鉢 口 短沈線、側面圧痕文、胴 i非結束羽状縄文 ナ デ Ⅷ 9 植物繊維混入

第135図 遺構外出土土器 (7) 1区Ⅳa3層-2
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

1 00‐385 h20 深鉢 沈線、RL(磨消縄文)、 小突起 ナ デ 7mm

2 00-388 h20■ 深鉢 沈線、LR(磨 消縄文 ) ミガキ

3 00‐359 B 浅鉢 口～胴 沈線、粘土箔 (変形工字文 )、 胴 :RL(浅 い ) ミガキ X 5

4 00812 B 浅鉢 沈線粘土瘤+LR(変 形工字文 ) ミガキ 4

5 00810 浅鉢 口～胴 沈線、粘土瘤 (変形工字文 )、 Rι ミガキ X 4

6 lll1  8 は20‐3 浅鉢 口 沈線、粘土瘤 (変形工字文)、  突起  内面 :沈線 ミガキ X 5

7 ll1/811 h211 壼 口 沈線、粘土瘤 (変形工字文) ミガキ X 5

8 lX1 459 h20 浅鉢 回～胴 沈線、粘土瘤 (変形工字文)、 胴 :LR ミガキ 5

9 00‐ 379 鉢 沈線 突起  内面 :沈線 ミガキ 7

00‐ 490 浅鉢 ? 底 沈線 ミガキ 6

1] 00862 小型壷 沈線 Ⅱ ナデ 5

00お58 鉢 沈線 ナデ 6

13 00も71 深 鉢 ロ RL、 沈線、刺突文 (退化交互刺突文)、 日唇 :沈線 ナ デ X 7

00332 Ⅱ 深鉢 ロ 沈線、刺突文 (退化交互刺突文 ) ミガキ X 6

00望64 I 莞 底 ケズリ は1)日 7

第136図 遺構外出土土器 (8)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 頻 器厚 備考

1 00お 55a B I h20 深鉢 口～胴 横位隆帯 2本、胴 :RL(縦 ) ミガキ X 10 ut

2 00855c B I h20 深鉢 RL (縦 ) ミガキ X

3 00‐   2 B I h20毛 鉢 口～胴 沈繰、LR、 突起、日縁内面 :沈繰 ミガキ X 7

4 00-  24 B I h204 深鉢 ロ 無文、小突起 ナデ X

5 00‐ 839 B I h20 深鉢 口 ナデ X

6 00- 355 B I h203 深鉢 ロ 無文、口唇 :指頭状圧痕 ミガキ X 4

7 00‐  28 B I h20 深鉢 口 無文、口唇 :棒状工具による圧痕 ミガキ X 7

8 00- 330 B1122 深鉢 口～胴 無文、胴 :LR、 日唇 :側面圧痕 ミガキ X

9 00‐ 888 B I122 深鉢 ロ RL ナ デ X 5

第137図 遺構外出土土器 (9) 1区 Ⅱb層‐2
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

00- 432 深然 口 RL ミガキ X 9D

2 00-3511 hl>3 深鉢 ミガキ 8

3 Ol1 364 深鉢 撚糸文 (R)、 小突起 (穿孔) ナ デ

4 Ol1 410 h204 深鉢 撚糸文 (R) ナデ X 8

5 Ol1 471 i20 深鉢 胴～底 胴 :網 目状撚糸文 ナ デ

6 9伊 489 浜鉢 胴～底 撚糸文 (細 ) ミガキ 5

7 lll1 854b 深鉢 ロ 無文、縦走撚糸文 (R) ミガキ X 6

8 00お54c 深鉢 縦走撚糸文 (R) ミガキ X 7

9 00854d B 深鉢 胴～底 胴 :縦走撚糸文 (R)、 底 :沈練 ミガキ 8

00- 457 8 一璽 無文 ナ デ 5

第司38図 遺構外出土土器 (10) 1区 Ⅱb層‐3
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第139図 遺構外出土土器 (司 1)

図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

1 02354 B 16望 Ⅷa3 深 鉢 回 貝殻腹縁圧痕文、沈線文 先端縦位貝圧文、ナデ Ⅱ 8mm

2 02‐355 B 164 Ⅶa3 深鉢 員殻腹縁押引文 ナ デ Д 9

02311 B 16ユ Ⅶae 深 鉢 ロー月同 横位 3段貝殻腹縁圧痕文 ナ デ Ⅱ

コ 02377 B 162 Ⅶa3 深 鉢 日 LR?、 口唇 :指頭圧痕 ナデ Ⅱ 6

5 02お 79 141・ 4 Ⅶa3 深鉢 ロ H 7

B 163 Ⅶa3 深 鉢 胴 コ 6

7 02-321 B i163 Ⅶa3 深鉢 胴 沈線 ミガキ H 7

02-386 B i16毛 Ⅶa2 深 鉢 ロ RL上 に 2段側面圧痕文、口唇 :キザ ミ ナデ コ 6 植物繊維混入

02‐387 B i163 Ⅶa2 浜鎌 日～胴 側面死二痕文、 月同I RL ナデ コ 縞物繊維混入

02337 3 Ⅶa2 浜鉢 ロ RL、 日唇 :刺突 ナ デ コ 10 植物繊維混入

02339 Ⅶa2 深鉢 日 RL、 日唇 :指頭圧痕 ナデ コ 8 植物繊維混入

02‐362 i152 Ⅶa2 深鉢 ロ RL、 先端折 り返 し ナ デ Ⅱ 7

02375 i161 Ⅶa2 深 鉢 LR、 国唇 :側面圧痕 コ 6 植物繊維混入
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第140図 遺構外出土土器 (刊 2) 2区Ⅶa2層‐2
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 静 種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

I 02‐ 378 B jl牛」 Ⅶ″ 深鉢 曰 RL Ⅱ 7w

2 02‐ 374 B i163 Ⅶ″ 深鉢 口 RL Ⅱ

3 0歩396 B Ⅶa2 深鉢 非結東羽状縄文 ミガキ B 9 植物繊維混ス

02‐ 390 B Ⅶa2 深鉢 口 横位刺突列 ナ デ コ 9

5 02‐ 395 B i164 Ⅶa2 深鉢 口 条痕文、圧痕入隆帯、先端縦位圧痕文 条痕 】 5

6 0歩368 B ■←] Ⅶa2 深鉢 斜位微隆起繰文 条涙 コ 5

02‐ 345 B Ⅶa2 深鉢 口 微隆起線文 (梯子状) ナデ コ

8 0歩382 B j16ワ Ⅶa2 深鉢 回 斜位微隆起繰文 ナデ コ 5

9 0多372 B j169 Ⅶa2 深鉢 横位微隆起線文 ナデ Ⅱ 5

0多366 B i16B Ⅶa2 深鉢 ロ 貝殻腹縁圧痕、沈線、先端小渡状 ミガキ Ⅱ 7

02‐ 304 B WIa2 深鉢 ロ 貝殻腹縁圧痕、沈線、先端小波状 先端縦位貝圧文 ミガキ Ⅱ 5

0歩312 B 162 Ⅶa2 深鉢 ロ 員殻腹縁圧痕、沈線、先端小波状 先端縦位貝圧文 ミガキ Ⅱ

0歩399 B Ⅲa2 深鉢 日 貝殻腹縁圧戻、沈線 ミガキ Ⅱ

0歩352 B 15‐2 Ⅷυ 深鉢 貝殻腹縁圧痕、沈線 ミガキ Ⅱ

0多380 B 152 Ⅷa2 深鉢 員殻腹縁圧痕、沈線 ミガキ Ⅱ

0雰3“ B Ⅶセ 深鉢 ロ 貝殻腹縁庄痕文 ミガキ

-198-



第刊41図 遺構外出土土器 (13) 2区 Ⅶa2層‐3、 Ⅳa3層 -1
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面支様 内面調整 分類 器厚 備考

1 0歩403 16‐ 2 Ⅶa2 深 鉢 地文 (RL)上 に側面圧痕文 ナ デ Ⅱ 1lalI 縮物繊維混入

2 02‐ 376 15‐3 V 深鉢 ロ 員殻腹縁圧痕、刺突、先端小波状 先端縦位貝圧文、ミガキ ll 6

3 02398 16‐3 Ⅳa4 深鉢 ロ 地文上に側面圧痕文、補修孔 ミガキ Ⅶ 6

4 02-356 B 1±2 Ⅳa4 深鉢 胴 非結東羽状縄文 ミガキ Ⅶ 植物繊維混入

5 02400 16‐3 Ⅳa4 深鉢 条痕 条痕 Ⅶ 5

02-363 Ⅳa3 深鉢 回～胴 短沈線、lRl面 圧痕、胴 :結東羽状縄文 ミガキ Ⅷ 12 植物繊維混入
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 都位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

02つ 54 B i17‐ 2 Ⅳ郎 深 鉢 日 短沈線、側面圧痕 丁寧なナデ Ⅷ 10mal 植物繊維混入

02384 B i18望 Ⅳa3 深鉢 日～胴 短沈線、側面圧痕、胴 :非結束羽状縄文 丁寧なナデ Ⅷ 植物繊維混入

3 02お 85 B を64 Ⅳa2 深 鉢 非結束羽状縄文 ナデ Ⅸ 9 植物繊維混入

4 02360 B Ⅳa2 深 鉢 側面圧痕文、補修孔 ナ デ 植物繊維混入

5 02お 85 B j16望 Ⅳa2 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ 9 植物繊維混入

02ワ54 B 159 Ⅳ υ 深鎌 不整撚糸文、日唇 :円形束」突 ナデ 7

第刊42図 遺構外出土土器 (14) 2区Ⅳa3層 -2、 Ⅳa2層
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図版番号 潜録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

I B Ⅶa2 深鉢 口 LR (0多 ) ナデ コ 7剛 植物繊維混入

2 00‐ 720 B 14] Ⅶa2 深鉢 ロ RL、 先端折 り返 し ナ デ コ 5 植物繊維混入

3 01‐  59 B Ⅶa2 深鉢 ロ 斜縄文 ?、  日唇 :41面庄痕 ナデ コ 5 植物繊維混入

4 00‐ 734 B 142 Ⅶ炒 深鉢 ロ LR、 日唇 側面圧痕 ナ デ コ 植物繊維混ス

5 01- 73 B 12-3 4 WI″ 深鉢 日 RL、 日唇 :原体末端庄痕 コ 9 植物繊維混ス

6 00729 1&1 2 Ⅶa2 深鉢 ロ 縦走縄文 RL)、 日唇 :竹管刺突、小波状 コ 7

7 00狛〕 1141 Ⅶa2 深鉢 日 RL?、 先端無文、日唇 刺突 RL コ 6

8 00お 99 B 14〕 Ⅶa2 深鉢 RL、 水平擦痕?3本 RL(不鮮明 ) コ 7 焼成良好

9 llll穆3 B Ⅷa2 深鉢 コ 6 焼成良好

lll1 719 Ⅶa2 深鉢 胴下都 RL □ 8

11 00‐ 721 B Ⅶa2 深鉢 回 菱形縄文 ナデ コ 8 植物繊維混入

00‐ 736 B Ⅶa2 深鉢 口 菱形縄文 ナデ コ 植物繊維混入

00‐ 722 Ⅶa2 深鉢 菱形縄文 ナデ D 9 植物繊維混入

00‐ 73J i144 Ⅶa2 深鉢 日 側面圧痕文、先端小突起、日唇 :刺突 ミガキ コ 7 植物繊維混入

00お 97 Ⅶa2 深 鉢 口 側面圧痕文 ミガキ コ 植物繊維混入

第143図 遺構外出土土器 (司 5)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

I 00737 B Ⅶa2 深鉢 口 条痕、日唇 :刺突 条痕 Ⅱ 8H8

2 00738 B Ⅶa2 深 鉢 胴 条痕 (斜位) 条痕 (横位 ) Ⅱ 7

3 00713 B Ⅶa2 深鉢 ロ 微隆起線文 (横位梯子状)、 日唇 :刻み ナ デ Ⅱ 5

00お 98 B 14‐ 1 Ⅶa2 深鉢 P 胴 微隆起線文 (横位) 条痕 Ⅱ 5

5 01351 B Ⅶa2 深 鉢 貝殻腹縁押 し引き文? ナデ Ⅱ 7

01- 56 B Ⅶ 鬱 深鉢 胴 民殻腹縁圧痕、沈線、凍J突 ミガキ Ⅱ 5

7 00-  3 B n3 V 深鉢 日 RL(0多 ) ミガキ Ⅲ 7 植物繊維混ス

8 00‐ 278 B 1] V 深鉢 ロ RL(不鮮明)、 日唇 :側面圧痕 ? ナ デ Ⅱ 6

9 01‐ 343 8 i∈3 V 深鉢 ロ 非結束羽状縄文 ナデ Ⅲ 9 植物繊維混入

00‐ 674 B lⅢ3 4 V 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅱ 7

Ol1 673 B Hワ V 深鉢 回 非結束羽状縄文 (0多 ) ナデ Ⅲ 6 植物繊維混入

00‐ 353 B V 深鉢 日 RL(0多 )、 口唇 :刻み ナ デ Ⅲ 9 植物繊維混入

Ol1 276 B V 深鉢 口 非結東羽状縄文、日唇 :原体末端圧痕、補修孔 ナデ Ⅱ 6 植物繊維混入

01-277 B 11 V 深鉢 回 非結東羽状縄文、先端縦位刻み ナ デ Ⅲ 9 絶物繊維混入

lll1 716 B 2‐ 1 V 深鉢 胴 Ⅲ

01-370 B i9ワ 深鉢 胴 ? 条痕 Ⅱ 7

01-344 B i93 V 深鉢 胴 非結束羽状縄文?十RL(0多 ) ナデ Ⅲ 植物繊維混入

第144図 遺構外出土土器 (16) 3区 (山体側)Ⅶ a2層‐2、 V層‐1
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第刊45図 遺構外出土土器 (17) 3区 (山体側)V層‐2、 Ⅳa4層

弊

図版香号 登録香号 出土地点 層位 静種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

1 00お 82 B 深鉢 側面圧痕文、先端小波状 ナ デ 6D I 植物繊維混入

2 00B46 B ■24 V 深鉢 回 側面圧痕文、先端小突起、口唇 :刺突 ミガキ 7 植物繊維混ス

00843 B V 深鉢 回 側面圧痕文、胴 :LR(0多 ) ミガキ 6 植物繊維混ス

01‐367 B 1104 V 深a. 口 撚系文、口唇 :側面圧痕 ナデ 9 植物繊維混入

5 01- 75 B ■13 V 深鉢 燃糸文 ナ デ 14 植物繊維混入

01-350 B illワ V 深鉢 貝殻腹縁圧痕、沈線 ミガキ 6

7 Ol1 652 B ■3望 V 深鉢 員殻腹縁圧痕、沈線、刺突 ミガキ 4

9}680 B 13 深鉢 貝殻腹縁押し引き文 ? ナ デ 6

Cl1 657 B V 深鉢 微隆起線文 条痕 6

9>343 B i121 Ⅳa4 深ak 口 lrtl面圧痕、短沈線 胴 :非結東羽状線文 ミガキ 9 植物繊維混入

Cl1 658 B Ⅳa4 深鉢 回 RL(0多 ) ナデ 9 植物繊維混入

llll-828 B 112ワ Ⅳa4 深鉢 縦走縄文 (RL) ナ デ Ⅶ 植物繊維混入
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面支様 内面調整 分類 器厚 備考

1 02‐130 B 1104 V 深鉢 口 ナ デ V 1lID 植物繊維混入

2 01-314 B V 深鉢 日 縦走縄文 (RL)、 先端斜位刻み ナ デ V 10 植物繊維混入

3 01- 38 B 19望 V 深鉢 ロ LR、 日唇 :側 面庄痕 ナ デ V 8 植物繊維混入

4 lll1 429 B と1‐ 1 V 浜鉢 日 LR、 口唇 :刻 み ナ デ V 7 植物繊維混入

5 00‐ 733 B 153 V 深鉢 口～胴 LR(0多 ) LR V 9 植物繊維混入

6 0歩 62 B 10望 V 深鉢 胴 LR(浅 い施文 ) ナ デ V 9 植物繊維混入

7 00う 25 B ml多1 深鉢 非結束羽状縄文 ナデ 植物繊維混入

8 02- 19 B k7‐3 V 深鉢 ロ 非結東羽状縄文、先端斜位刻み ナ デ V 8 植物繊維混入

9 02949 k3-1 V 深鉢 口 非結束羽状縄文 (1段 +0段 )、 末端強調施文、日唇 :刻み ナ デ V 6 植物繊維混入

B ll1 3 V 深鉢 口 非結束羽状縄文、先端縦位刻み ナ デ 6 植物繊維混入

11 02- 48 B m9-2 深鉢 口 非結束羽状縄文、日唇 :刻み ナ デ 7 植物繊維混入

12 02- 60 B V 深鉢 口 非結束羽状縄文、先端斜位刻み ナ デ V 植物繊維混入

13 Oll‐ 566 ml多 1 V 深鉢 口 非結束羽状縄文 ナ デ V 8 植物繊維混入

14 01‐ 265 B 18B V 深鉢 胴 非結束羽状縄文 ミガキ 9 植物繊維混入

第146図 遺構外出土土器 (18)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

1 02ワ 37 k92 V 深鉢 胴下部 非結束羽状縄文 ナ デ V 9mm 植物繊維混入

2 02ワ 29 3 k99 V 深鉢 口 LR上 に横位側面圧痕、口唇 :側面圧痕 LR V 9 植物繊維混入

3 01‐ 14 B ■13 V 深鉢 RL上 に 2段項1面圧痕 ナ デ V 7 植物繊維混入

4 02- 30 B 11 2 深鉢 日 RL上 に 2段倒面圧痕、日唇 :指頭圧痕 ナデ擦痕 V 9 植物繊維混ス

5 00- 82 B V 深鉢 側面圧痕文、日唇 :刺突 ナデ擦痕 V 6 植物繊維混入

6 02- 86 B k64 V 深鉢 撚糸文、補修孔 ナ デ 植物繊維混入

7 02‐ 119 B k″ 4 V 深鉢 回 撚糸文、日唇 :側面圧痕 ナ デ 植物繊維混入

8 02‐ 238 B V 深鉢 日 撚糸文、先端側面圧痕 ナデ V 植物繊維混入

9 0歩242 B k9ウ V 深鉾 ロ 撚糸文、先端側面圧痕 ナ デ V 植物繊維混入

02- 17 B V 深鉢 日 撚糸文、先端縦位側面圧痕 ナデ 圧痕 ? V 植物繊維混入

0歩 65 B k4ワ V 深鉢 撚糸文、日唇 :竹管状刺突 ナ デ V 5

2 01-368 B ■0‐3 V 深鉢 撚糸文 ナ デ V 8 植物繊維混入

0歩115 B 1″ J V 深鉢 微隆起線文 条痕 V 4

Ol1 740 B 113-2 V 深鉢 沈線、擦痕? ナデ 5

5 02- 45 B mll1 1 V 深鉢 口 貝殻腹縁圧痕、沈線、先端小波状 ナデ、先端縦位貝圧痕 V 8

02-151 B k4‐2 V 深鉢 ロ 貝殻腹縁圧痕文、先端小渡状 ナデ、先端縦位貝圧痕 V 8

lll1 744 B m13ワ 深鉢 貝殻腹縁圧痕、沈線、刺突、粘土瘤 ガキ V 8

第司47図 遺構外出土土器 (刊 9) 3区 (畑側)V層‐2

―-205-



覇
→綿

Ⅲl、 !'r

10

劉
12

第148図 遺構外出土土器 (20)
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

l 00846 B 13‐2 Ⅳ b 深鉢 口～胴 短沈線、側面圧痕、胴 :非結束羽状縄文 ガキ Ⅵ 12B I 植物繊維混入

2 01-359 B k伊 2 Ⅳ b 深鉢 短沈線、側面圧痕、縦位隆帯 ガキ Ⅵ 13 植物繊維混入

3 02113 B Ⅳ b 深鉢 短沈線、側面圧痕、胴 :非結東羽状縄文P ガキ Ⅵ 9 植物繊維混入

01-341 B i10‐3 Ⅳ b 深鉢 ロ 短沈線、側面圧痕 ミガキ Ⅵ 9

5 01-357 B iチ2 Ⅳ b 深鉢 回 短沈線、側面圧痕 ガキ Ⅵ 13 植物繊維混入

6 02-135 B j9‐4 Ⅳb 深針 ロ 短沈線、側面圧痕 ガ キ Ⅵ 9 植物繊維混入

7 02-114 B 1″ 1 Ⅳ b 深鉢 短沈線、側面圧痕 ナ デ Ⅵ 8 植物繊維混入

01- 39 B Ⅳ b 深鉢 口 RL(縦回転 ) ナ デ Ⅵ 9 植物繊維混入

9 01-268 B Ⅳ b 深鉢 日 非結束羽状縄文 ミガキ Ⅵ 8 植物繊維混入

00‐  26 B Ⅳ b 深鉢 ロ 口唇 :原体末端圧痕 ナ デ Ⅵ 8 植物繊維混入

00‐  54 B k10‐2 Ⅳ b 深鉢 ロ 回唇 :指頭圧痕小波状 Ⅵ 7 植物繊維混入

02-118 B k7‐4 Ⅳ b 深鉢 回 縦走縄文 ?、 先端縦位刻み ナ デ Ⅵ 9

01366 B 113 Wb 浜鉢 日 RL、 先端縦位爪形圧痕 ナデ Ⅵ 9 植物繊維混入

02- 87 B k∈ 1 Ⅳ b 深鉢 口 非結束羽状縄文、先端斜位刻み ナ デ Ⅵ 1] 植物繊維混入

01-287 B k92 Ⅳ b 深鉢 口 非結束羽状縄文、先端縦位刻み ナ デ 8 植物繊維混入

00‐  10 B Ⅳ b 深鉢 口 LR(非羽?)、 日唇 :側面庄痕 ナデ Ⅵ 植物繊維混入

-206-
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 許種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

1 0歩366 k69 Ⅳ b 深鎌 口 非結東羽状縄文、口唇 1刺突 2列 ナデ Ⅵ 10mm 植物繊維混入

2 01弓65 k9ワ Ⅳ b 深鉢 非結東羽状縄文 ナ デ Ⅵ 12 植物繊維混入

3 02‐ 137 i伊 4 Ⅳ b 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅵ 9 植物繊維混入

00-692 Ⅳ b 深鉢 非結東羽状縄文 ミガキ Ⅵ 9 植物繊維混入

5 00‐708 il1 3 Vb 深鉢 非結束羽状縄文 ナ デ Ⅵ 11 植物繊維混入

6 01-345 i伊3 Ⅳ b 深鉢 非結東羽状縄文 ミガキ Ⅵ 8

7 02-133 IVb 濃鎌 日 縦羽状縄支 ナデ Ⅵ 7 植物繊維混入

8 0歩 40 Ⅳ b 深鉢 底 平底 ? ナデ Ⅵ 7 植物繊維混入

9 02‐ 81 k5ワ Ⅳ b 深鉢 日 撚糸文、先端斜位圧痕 ナデ、側面圧痕、撚糸文 Ⅵ 9 植物繊維混入

01-346 i伊3 深鉢 口 横位連続刺突、沈線、日唇 :刺突 ミガキ Ⅵ 7

11 02- 36 Ⅳ b 深鉢 ロ 横位押 し引き文 ナ デ Ⅵ 6

02-117 k子 3 Ⅳ b 深鉢 口 縦位刻み入隆帯、日唇 :刻 み ナ デ Ⅵ 6

13 02-116 kネ 3 Ⅳ b 深鉢 沈線 ナ デ Ⅵ 7

第149図 遺構外出土土器 (2呵 )
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 濡 睡 部紅 外面支縦 内面調整 嫌 器厚 備考

1 llllお 52 B 121 Ⅳ瓢 深鉢 ロ 非結東羽状縄文 ナ デ Ⅶ 13mtu 植物繊維混入

2 lXl‐ 29 l}14 Ⅳa4 深鉢 非結東羽状縄文、日唇 :刻み ナデ Ⅶ 9 植物繊維混入

3 CK1 639 B 131・ 4 Ⅳa4 深鉢 非結東羽状縄文 ナデ Ⅶ 9 植物繊維混入

4 lX1 655 BI五 12 Ⅳa4 深鉢 底部 側面圧痕文 (渦巻?) ナデ Ⅶ 9 植物繊維混入

5 lX1 659 B Xl13 Ⅳa4 深鉢 胴 撚糸文 ナデ Ⅶ 9 植物繊維混入

6 lX1 8118 B1115 重 胴 ナデ X 8

7 lX1 5 BI■ 5 深鉢 日 欠損不明、日唇 :指頭圧痕状小波状 ナ デ X 5

第150図 遺構外出土土器 (22) 3区 (山体側)Ⅳ a4、 (畑側 )Ⅲ b層
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図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備考

019000 深鉢 日 側面圧痕文、胴 i RL(プ 硼可?)、 日唇 :刻み ? ナ デ D 7mm 植物繊維混入

2 01‐  307 ‐A w18 V 深鉢 ロ RL(縦走ぎみ 先端斜行 )、 補修孔 ナ デ Ⅳ 7 植物繊維混入

3 01‐   89 A V 深鉢 日 RL(縦走ぎみ 先端斜行 ) ナ デ 7 植物繊維混入

4 01‐  157 B V 深鉢 口 RL、 日唇 i刻み ナ デ Ⅳ 6 植物繊維混入

5 01‐ 2058 A 深鉢 胴下部 縦走縄文 ナ デ Ⅳ 9 植物繊維混入

019021 A κ16-4 V 深鉢 胴下部 不整縄文 (RL) ナ デ Ⅳ 7 植物繊維混入

01‐ 2002 B V 深鉢 口 非結束羽状縄文、日唇 :側面圧痕、補修子し ナ デ Ⅳ 11 植物繊維混入

第151図 遺構外出土土器 (23) 5～ 7区Ⅶb2、 V層‐1

―-209-



繊 '

甥
4

いヅ
8

6

よ
:ヽ1,itili甘 :::t:を と 、

飲
7

]            1 :3             1Pcm

図版番号 登録番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様 内面調整 分類 器厚 備 考

l 01- 326 ‐A X u22 V 深鉢 ロ 非結東羽状縄文、先端斜位刻み ナデ Ⅳ 911 植物繊維混入

2 01- 333 AI V 深鉢 口 非結東羽状縄文、先端斜位刻み ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

3 01-2011 AI V 深鉢 回 RL上 に側面圧痕、口唇 :刺突 ナデ Ⅳ 植物繊維混入

01‐  161 AI V 深鉢 ロ 側面圧痕?、 先端に縦位刻み ナデ Ⅳ 植物繊維混ス

5 01‐  163 ―AI V 深鉢 日 撚糸文、日唇 :側面圧痕、補修子L ナ デ Ⅳ 植物繊維混入

6 01‐ 2029 お I al}1 深鉢 ロ 撚糸文上に2本の側面圧痕、先端弧状圧痕、補修孔 ナデ Ⅳ

7 01‐  162 ―A I x172 深鉢 ロ 撚糸文、日唇 :原体末端圧痕 ナ デ Ⅳ

8 01‐  306 ‐A I x18 V 深鉢 撚系支 ナデ Ⅳ 植物繊維混入

第152図 遺構外出土土器 (24) 5～ 7区 V層‐2
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2.石器 (第 153図～第 163図 )
遺構外から出土した石器は、石鏃、石錐、石匙、不定形石器、石箆などの剥片石器と、打製石斧、すり

石、凹肩などの礫石器および石核である。各器種・形態により分類し、その特徴を述べる。 3カ 年にわた

って採取した石器は1,010点である。器種別では、石鏃525点、石槍 5点、石錐 2点、石匙264点、石箆 8点、

不定形石器134点、打製石斧45点、凹石 3点、擦石 9点、石核 3点などである。

土器で行ったように層別に細分すべきであったが、整理時間の都合で時期的な違いを考慮に入れずに器

種別に分類した。しかしながら、調査段階では打製石斧は縄文早期末の包含層からの出土量が 5割を占め

る。

石鉄 (第 153～ 155図 )

両面加工により扁平な尖頭部を作出する剥片石器で、小型で左右舟称なもの。基部形状、側縁部形状、

身部最大幅で次のように細分し、それらの組み合わせで I Alの ように表記する。

(基部形状)I類 :平基 Ⅱ類 :凹基 Ⅲ類 :凸基  (側縁部形状) A類 :外湾するもの B類 :直線
的なもの C類 :内湾するもの  (身部最大幅) 1:基部で最大幅 2:身部で最大幅
IA類 :側縁部が外湾するものが多い。基部に最大幅を持つものの中には比較的小形のものが多く、裏面が

両縁調整だけのもの (155図 -1)が ある。また、調整が途中のものもある。身部に最大幅を持つものは長

軸が長いものに多い。

IB類 :A類 より少ない。

ⅡA類 :基部の快 りの大きいものは少ない。月ヽ形のものは調整途中のものや裏面が両縁調整だけのものがあ

る。

ⅡB類 :A類 より少ない。

HC類 :1点出土した (154-24)。 深い快 りで両翼が鋭角的である。

ⅢA類 :基部が九く、柳葉形状のもの (155-1、  2)、 円基族状のもの (155-3)や、基部末端が尖頭部

と同様に尖頭状に作 り出されているもの (155-5)がある。

石槍 (第 155図 )

両面加工により扁平な尖頭部を作出する剥片石器で、大型で左右対称なもの。155-6は尖頭部が久損し

ている。155-7は基部、先端ともに尖頭状である。

石錐 (第 155図 )

棒状の尖頭部を作出するもの。次のように細分する。

I類 :全体が棒状で摘みを持たないもの

Ⅱ類 :全体に細部調整がなされ、摘み部と錐部の境界が明瞭なもの

155-8、  9と もに錐部先端に回転の痕跡が観察される。

石匙 (第 155～ 158図 )

両側からのノッチ状剥離により作出された摘み部と刃部を持つもの。摘み部軸線と体部軸線のなす角度

(摘体角度)か ら以下のように細分する。

I類 :摘体角度が鋭角 (a<9o° )である、いわゆる縦型石匙。刃部の数でさらに細分する。
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IA類 :摘み部と対になる端部が尖り、刃部が 2辺のもの。155-16は摘み部の袂 りが浅く、裏面の調整も

部分的で未製品と考えられる。

IB類 :摘み部と対になる辺も刃部になり、合計 3辺の刃部を持つもの。このタイプが一番多い。アスファ

ルトが付着しているもの (156-9、 14)がある。

I類が 9割 を超える。摘みと剥片素材の打面部は同方向のものが多いが、156-3、 157-12の ように逆方

向のものがまれにある。摘み部軸線と体部軸線はほぼ平行するものが多いが、156-2、 3、 157-10は摘

体角度が30° を超える。

Ⅱ類 :摘み部軸線と体部軸線が鈍角 (90° ≦α)である、いわゆる横型石匙。縦型に比べて少量である。

不定形石器 (第 159図 )

石鏃、石錐、石匙、看箆を除く剥片石器とする。刃部がつくりだされている部位により、次のように分

類する。

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類

剥片の 1縁辺に 2浚加工が施されるもの。

剥片の 2縁辺に 2次加工が施されるもの。

剥片の 3縁辺に2次加工が施されるもの。

剥片の全周に2次加工が施されるもの。

石箆 (第 159図 )

偏平な剥片を素材とし、縁辺のほぼ全周に両面加工による刃部を有するもの。長軸に直交する辺の片側

が広がる鼻形状、木葉形がある。

打製石斧 (第 160図 )

敲打調整により整形し末端に刃部を有するもの。加工面と形状により及のように細分する。

I類 :片面に素材礫の自然面をそのまま残すもの。 9割以上をしめる。

形状は、A類 :四角形状、B類 :楕円形状、C類 :滴形状である。ほとんどが加工面全面にわたり2次加

工が施されるが、縁辺のみに調整するもの (160-1、  4)がある。
Ⅲ類 :両面に加工を施すもの。形状はほば満形状である。162-8の裏面は一次剥離面を残すのみである。

石材は剥片石器に比べて種類が多 く、砂岩、凝灰岩、斑レイ岩などであり、花尚岩のように脆 くなけれ

ば、加工しやすいものを選んでいるようである。

擦石 (第 163図 )

礫の一部に擦 り面を残すもの。出土量は少ない。偏平礫の平坦面に擦 り面を残すものが多く、163-3は

頂端に敲打痕が認められる。

凹石 (第 163図 )

器体の中央部付近に凹痕を持つ礫を扱う。片面に持つもの、両面に持つものがある。

石製円盤 (第 163図 )

側縁の敲打調整により円盤状に整形するもの。片面に自然面を残し、全周にわたって側縁調整が施される。
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第153図 遺構外出土石器 (1)
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図版番号 登録番号 器種 籐 出土地点 層位 長m 幅II 厚Iu 重量g 石 質 備考

1 石鏃 I B1113-1・ 4 (205) 買岩 先端欠損

2 590 石鏃 I BⅡ  Ю4 Ⅸ ] 032 貢岩

3 1032 石鏃 I B Ij10-1 V 097 買岩 先端欠損

4 石鏃 I ―B Ia14-2・ 3 V (241) 6 166 頁岩 左側基部欠損

5 1277 石鏃 I ―A I w21 261 買岩

6 1222 石鏃 I ―B I b13 242 貢岩

7 石鏃 I B I k12 Ⅳ a 17 158 粘板岩

8 1162 石鏃 I ―BIcユ I V (274) 14 貢岩 基部欠損

9 662 石鏃 I ―B I g59 lIIbI 買岩

1293 石鏃 I ‐A I v21 V (328) 買岩 左側基部、先端欠損

11 1086 石鏃 IAユ ‐A Ⅱr5-4 VOrⅦ bl 5 223 頁岩 先端欠損

1067 石鏃 I A2 ‐A I w191 V 12 5 098 買岩
‐
02 石鏃 I A2 B H14-1 4 335 465 貢岩

1128 石鏃 I A2 ‐A I w20 V 12 147 貢岩

1255 石鏃 I A2 ―B I a13 V (291) (122) 163 貢岩 免端、左側基部欠損

石鏃 I A2 B Ij8-3 Ⅳ b 115 5 貢岩

石鏃 I A2 ‐A I w18 V (348) 197 買岩 先端欠損

石鏃 I A2 BI■6-2 Ⅳa3 9 9 088 貢岩 先端欠損

石鏃 I A2 ‐A I u22 V (325) 11 3 買岩 先端欠損

石鏃 I A2 ‐A Ⅱrl-14 (40, 17 貢岩 先端欠損

石鏃 ‐A I v20 V 貢岩

石鏃 B Ij16-7 Ⅳa3 5 買岩 先端、左側基部欠損

674 石鏃 B Ij16-4 V (285) 15 45 貢岩 先端欠損

8 石鏃 B Ii23-3 IVb (246) 126 粘板岩 先端欠損

石鏃 ―B I a13 V (274) 084 買岩 先端欠損

※ ( )は 欠損長
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図版番号 登録番号 浄種 分類 出土地点 層位 長 ua lB剛 厚剛 重量g 石留 備 考

1 石鏃 A I x17 V 294 頁岩

2 1276 石鏃 A I w21 V (364) 買岩 先端欠損

3 1035 石鏃 Ⅱ A I y19 V (163) 0鬱 買岩 先端欠損

4 石鏃 Ⅱ B Ii10-1 Ⅳa3 16 35 買岩

5 石鏃 Ⅱ BI■ 5ワ Ⅶa2 14 35 買岩

6 石鏃 Ⅱ Al B Ⅱ13-2 Ⅸ 16 4 買岩 左側基都欠損

7 石鏃 ■Al BI'161 Ⅶ 1ユ 112 買岩 左側側縁、先端欠損

8 石鏃 Ⅱ B Ii14 4 V (264) 88 3 貢岩 先端久損

9 石 鏃 Ⅱ A I w193 V 11 1] 頁岩

10 1296 石鏃 Ⅱ B I m17-3 Ⅳaa 10 買岩 先端欠損

lJ 石鏃 Ⅱ B Ii16 4 V 9 3 078 買岩 先端欠損

12 石鏃 B Ij23-4 Ⅳ b 434 115 買岩 先端欠損

13 石鏃 ⅡA B Ij16-4 Ⅷa3 (455) 3 買岩 基部欠損

14 石鏃 BI宣5-2 Ⅶ b (266) 143 174 貢岩 先端欠損

1357 石鏃 Ⅱ A2 B Ii13-“ Ⅶa3 188 105 頁岩 先端久損

16 石 鏃 Ⅱ A2 ―B Ih3 Ⅳ b (36) 3 106 更岩 先端欠損

17 石 鏃 Ⅱ A2 B Ⅱ14-1,2 Ⅵ a 37 11 3 1 貢岩

1292 石鏃 Ⅱ A2 BI■0 V 買岩

石鏃 Ⅱ A2 BⅡ m5-2 llb 頁岩 先端欠損

1164 石鏃 15 2 買岩 先端欠損

349 石鏃 B Ii10-2 Ⅳ n3 (147) 13 頁岩 先端、右側基部欠損

石鏃 BⅡ m5-1 188 頁岩 先端、左側基部久損

1355 石鏃 B Ii9-2 V 頁岩 先端、右側基部欠損

280 石鏃 B Ii20 Ⅶ″ 265 3 粘板岩 左側基部欠損

1359 石鏃 III Al ―B I d14-2 215 45 頁岩

※ ( )は欠損長

第154図 遺構外出土石器 (2)
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図版番号 登録番号 器種 頻 出土地点 層位 長al 幅mI 厚 dI 重量g 石質 備 考

537 石鏃 Ⅲ A2 B111-1 Ⅳ b 088 貢岩

石鏃 Ⅲ A2 B I m13-2 Ⅳa3 (120) 65 買岩 左側上半欠損

3 石鏃 Ⅲ A2 ―A I v23 7 頁岩

4 石鏃 Ⅱ A2 BI,12 Ⅶa2 359 頁岩

5 ジ 1 石鏃 Ш A2 B114-14 Ⅵ a 11 頁岩

6 石槍 B1115-1 Ⅳぉ 12 3282 チャー ト 尖頭部欠損

石槍 ―B I b13 V (107) 頁岩 尖頭部、基部欠損

石銘 I BI■4-2 Ⅶa3 (3■8) 14 貢岩 摘み部欠損、先端回転痕

石錐 Ⅱ ―B I c12 V (222) 09 買岩

石匙 IA B I m23 Ⅶ a 132 8 粘板岩

1127 石匙 [A ―A I x17 V 4rD 5 402 頁岩 体部先端欠損

2 石匙 [A BI m5-2 Ⅸ 頁岩

3 1002 石匙 IA ―B I b15 V ¢ 頁岩

4 673 石 匙 IA B Ii16-2 Ⅶ″ 5 頁岩

500 石 匙 IA B I k15-1 Ⅳa3 13 4007 貢岩

6 284 石 匙 IA B Ii20 Ⅶa2 98 125 1797 凝灰岩 未製品?

※ ( )は欠損長

第155図 遺構外出土石器 (3)
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第156図 遺構外出土石器 (4)
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 眉位 長 Ha 幅In 厚HI 重量g 石質 備 考

ユ 1020 石匙 A BI止9 Ⅳ b 155 6 366 貢岩

2 144 石匙 A 1区土捨場 撹乱 448 14 457 買岩

3 737 石匙 A BI■ 5-4 6 557 買岩 体部先端欠損

4 1239 石匙 B ―A I v20 V 6 買岩

5 589 石匙 B B I k7-2 385 44 買岩

6 石匙 B B113-3逍 Ma 75 買岩

7 709 石匙 B BI m5-2 Ⅸ 155 7 516 買岩

245 石匙 B B I k18 533 貢岩

9 724 石匙 B BI■5-3 555 597 買岩 右側摘み部久損

石匙 B B Ii12-4 Ⅶa2 買岩

1329 石匙 B ―A I w21 V 頁岩

石匙 B ―B I bll-3 V (243) 878 買岩 体部先端欠損

1344 石匙 8 ―B I d9 V (的 4) 211 更岩 体部先端欠損

233 石匙 B 13 3 Ⅶa2 6113 252 6 866 頁岩 裏面アスファル ト付着

1323 石匙 B A I x18 8 875 貢岩

12類Э 石匙 B ―A Iv2_0 V 635 876 貢岩

※ ( )は 欠損長
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長nH 幅 m 厚41 重量g 石質 備 考

I 石匙 B 17-1 Ⅳa3 605 (21) 5 632 貢岩 左側体部欠頼

2 石匙 B 11 V 874 頁岩

3 石匙 8 B 121-34 Wa3 732 頁岩

石匙 B Ⅳ b 712 147ユ 頁岩

5 1095 石匙 B 一A I w18 9 1697 買岩

6 石匙 B B Ii15-1 275 頁岩

7 1087 石匙 B ―A I x16-4 V 9 2351 貢岩

8 1161 石匙 B ―B I d9 V 253 1506 更岩

9 石匙 B ―B Ie9 Ⅷbl (781) 1994 頁岩 体部先端欠損

10 352 石匙 8 B1110-2 Ⅳa3 頁 岩

11 569 石匙 B BI m7-4 Ⅵ b 515 165 9 42 頁岩

1031 石匙 8 B1110-3 Ⅳa3 6 買 岩

623 石匙 B BⅡ m6 Ⅵ a (58) 買 岩 体都丸倒、先端久損

※ ( )は 欠損長
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図版香号 登録番号 静種 分類 出土地点 層位 長du 幅Du 厚 au 重量g 石質 備考

1 石匙 B119-3 V 645 17 703 貢岩

2 1063 石匙 ―A Ix184 V 245 頁岩

3 石匙 ―B I a13 V 66 7 694 貢岩

1160 石匙 B Icll V 頁岩 体部左側欠損

5 1281 石匙 ―B I b13-1 V 66 17 7 頁 岩

6 508 石匙 B Ij15-4 Ⅳa3 頁 岩

7 1330 石匙 ―A I w21 ″ 9 買岩 体部先端久損

8 1096 石匙 ―A I w18 V V 頁岩

9 石匙 …A Iv2ユ V 636 頁岩

10 1088 石匙 ―A I v16-23 V 62 貢岩

1029 石匙 BI m10-2 V 76 225 買岩

1208 石匙 ―A Iv20 V 74 貢岩 体部左側上半欠損

585 石匙 B Ij16-1 Va3 365 (365) 買岩 体部右側下半欠損

14 石匙 8 X h13 Ⅳa3 29 7 聟 赤色首岩 体部左側久損

※ ( )は 欠損長
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第刊59図 遺構外出土石器 (7)

0

図版番号 登録番号 器種 頻 出土地点 層位 長Id 幅II 厚剛 童量宮 石 質 備 考

1 不定形 I B In45 V～ Ⅶ 40 73 買岩

2 不定形 巨 BI m12-1 Ⅳ b 5 買岩

3 不定形 コ ―B I a14 買岩

4 735 不定形 D B1114-2 Ⅶa3 265 4 124 買岩

5 不定形 コ ―A I x16 Ⅶbl 24 買岩

6 不定形 D ―B Ia15 V 30 貢岩

7 不定形 コ B Ii18 Va3 295 貢老 先端欠損

8 不定形 B Ii23-3 Ⅳ b 225 185 買岩 基部久損

9 不定形 81m13-2 Ⅳa3 46 653 買岩

不定形 ―A Is4-2 V 605 175 4179 買岩

石箆 ―A I x17-1 貢岩 基部欠損

石箆 B Ii2ユ ー34 Ⅳa8 365 125 2635 石英安山岩

石蜜 B Ii20-2 Ⅳ 1672 頁岩

※ ( )は 欠損長
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第160図 遺構外出土石器 (8)
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長mal 幅Dd 厚帥 重量宜 石 質 備考

1 697 打製石斧 B I k9-2 Ⅳ b 445 7808 砂岩

2 打製石斧 B Ⅱ14-14 Ⅵ a 615 3859 砂岩

3 1322 打製石斧 ―A I x18 V 19202 凝灰岩

4 打製石斧 ―A Ⅱp9-3 V 205 1「D634 頁 岩 刃部欠損

5 1094 打製石斧 ―A I v21 1345 36846 瑞

6 1254 打製石斧 A ―B I a13 22801 凝灰岩

7 634 打製石斧 B Ii14-2 Ⅶa3 775 5803 砂 岩

8 打製石斧 B ―A I u22 V 45 9295 凝灰岩

※ ( )は 欠損長
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第161図 遺構外出土石器 (9)

0

◆ ◇
図版番号 登録番号 器種 頒 出土地点 層位 長函 幅DI 厚44 重量g 石質 備 考

I 打製石斧 B I n15-2 Ⅳa3 11826 疑灰岩 刃部欠損

2 打製石斧 B X k7-4 Ⅳb下部 (1045) (615) 20553 珍岩 基部欠損

3 1074 打製石斧 ―A I v23 V 27951 砂岩

4 680 打製石斧 BI■0-1 Wlb] 615 25692 紛岩 刃部欠損

5 1083 打製石斧 ―A Ir5 17825 凝灰岩 基部久損

6 1309 打製石斧 一B I d9 V (1015) 235 頁岩 刃部欠損

665 打製石斧 B I k3-12 V 師 345 珍岩

8 打製石斧 B I k6-4 Ⅳb下部 120 2ИЭ 65 V71岩

※ ( )は 欠損長
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図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長血 幅剛 厚 la l 重量寛 石費 備考

1 1130 打製石斧 IC ―A Ⅱq2-2 V 4142 砂 岩

2 打製石斧 B Ij10-3 V 斑 レイ岩

3 打製石斧 B112-3 22632 砂 岩

4 1129 打製石斧 ―A Ⅱq2-2 V 18 7982 凝灰岩

5 打製石斧 IC ―BI 10-2 V 14546 斑レイ岩

6 打製石斧 B I n14-2 llla3 1175 ホルンフェルス

7 1257 打製石斧 B Ii18-3 Ⅳ ぉ 買岩

8 1235 打製石斧 ―A I w23 V 60 12260 買岩 刃部欠損

9 11 打製石斧 B Ij23-3 Ⅳ も 395 4213 買岩

※ ( )は 欠損長

第162図 遺構外出土石器 (10)

-222-



∩
Ｈ
日
∪

洞
田
円
脚
Ｖ
ω

7

1 :3            1 0cm

図版番号 登録番号 器種 分類 出土地点 層位 長 m 幅da 厚 la 重量宜 石質 備 考

1 擦 石 Ⅶa2 83 755 40 3631 砂岩

2 擦 石 m12-4 Ⅳa3 104 58 7577 端

擦石 Ⅶa2 72 67 65 8496 砂岩 先端に敲打痕

4 擦 石 ,13-2 Ⅶa2 4 66 4959 砂 岩

5 凹 石 k6-1 Ⅳ b 98 470 紛岩

凹石 2404 貰岩

7 石製円盤 i20 Ⅶ 2 70 175 1195 貢岩

※ ( )は 欠損長

第163図 遺構外出土石器 (11)
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Ⅵ。まとめ

1.土 層
①斜面移動物質とその発生時期 調査中から崖錐性堆積物の多さとその規模に注目していた。老年期の

山地であり、日本列島の基盤といわれる古期花尚岩や古生代から中生代の堆積物で構成される後背山地で

あればこそ日常茶飯事に物理的・化学的作用で大小の岩・砂・粘土が特に山麓付近の傾斜変換部に多く堆

積するのであろうかと当初は考えていた。しかしながら、 4区のTo―Cu直上の堆積物 (約 3m厚)を確認し

てからは一般的な風化浸食ではないことに気がついた。砂～粘土を基質として大小の角礫がランダムに入

り込んでいる。非常に洵汰が悪い。後背には小規模な谷があり、普段は枯れ沢であるが台風とか豪雨時は

滝のように水が流れてくる (平成13年 。14年の 8と 9月 の台風により遺跡は水没)。 ここから流れ下ったも

のであろうことが推測された。この種の堆積物を調査区全域の土層内で探してみると、 6層確認できた。

TO―Cu上位の黒色土内で最大4層、その下位で2層。気候変動が影響していると考えられた。平成12年調査

の小松Ⅱ遺跡でも黒色土内にとくに崖錐礫の多く混入する層を確認していた。つまり堆積物供給量で層相

は異なるが、同じ気象条件の中で堆積したものであろうと考えられた。供給量が多い場合は崖錐堆積物の

みの層相 (洵汰の悪い大小の角礫層、大小の角礫混じりの砂・粘土層など)、 少ない場合は礫混じりの黒色

土などである。どのような堆積環境にあるか (単一の堆積環境か、複数の堆積環境境界付近に位置するか、)

で決まると考えられる。崖錐性堆積物量は、気候変化に伴う植生被覆度や斜面の粗粒物質量で変化し、こ

れは遺跡周辺の局所的な気候ではなく、東北地方とかある規模の範囲内での気候であると考えられる。大

平明夫 (1997)は、約5,500～ 5,500B,Pに豪雨頻度の高い気象条件で斜面に粗粒物質が増加したことや、約

3,500～ 2,000B Pに 寒冷化に伴い斜面の不安定物質が増加したことを考えており、遺跡内埋土の性格と共通す

ると考えられる。したがって、斜面からの物質供給量が多いと見られる山地内での調査では、後背山地か

らの岩屑 (がんせつ)を多く含む層や土石流などは地層の堆積年代を知る一つの目安になる場合があると

考えられる。

②包含層の分布 本遺跡内に分布する遺物を多量に含む層 (以下包含層)は、遺跡埋土量上部のいわゆ
る黒色土内を除けば河川性堆積物と崖錐性堆積物内薄層 (10～数10cm)と して介在する。これら堆積物を

構成する粘土層は褐色土、砂礫層はオリーブ褐色を呈するのに対し、包含層は黒褐色ないし暗褐色を呈し

ている。包含層は 2タ イプあり、土器・石器・炭化物のほかに獣骨を比較的多く含むAタ イプと土器 。石

器 。炭化物片にごくまれに獣骨を含むBタ イプである。Aタ イプは平場の縁辺で、山地体の迫出す 0区 (Al)

と 1～ 3区山体側の沢周辺 (A2)に 、Bタ イプは 3区畑側周辺～ 8区に分布する。A2で は明瞭な包含層は

4枚 (Ⅳ a3、 Ⅳa4、 V、 Ⅷa2)確認された (第 5図参照)。 Ⅶa2層 は202号住居跡周辺と38号・49号住居跡周

辺の旧気仙川河床部凹地最底面付近に主に広がる。V層 は層相を多少変化させながら 1～ 8区付近までも

っとも広範囲に広がる。Ⅳa4層 は 2区 と2区寄 り3区山側周辺のみに局所的に分布し、小規模 (約 10∬ )

な滴状平面形を呈する広がりが位置を変えながら複数枚広がっていると推測される。Ⅳa3層 は 1区西側～

2区に分布し、他層に比し山体から平野側にかけての広がりが顕著である。これら包含層底面 (下位層上

面)では遺構が検出されるが、包含層タイプで検出される遺構の種類が明らかに異なっている。Aタ イプで

は焼土遺構が、Bタ イプでは住居跡・竪穴状遺構が主に検出されている。とくにA2では焼土遺構が異常に多

く、時々焼土内から骨粉とみられる白色粉が検出されことからも、Aタ イプ包含層分布域 (沢を中心とする

範囲)は解体・調理場として機能していた場所と推測される。これに対してBタ イプ包含層分布域は居住域

として住み分けしていたと考えられる。
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2.遺 精
①分布 検出された遺構は10区 を除くほlF全域に分布する。住居跡・竪穴状遺構は、密度差はあるもの
の 9・ 10区 を除く全域で検出され、構築場所は旧自然堤防上、旧河床上と高さによる住み分けは第一番目

の選定理由にはいっていない様である。焼土遺構は複数枚の包含層が検出される2区後背の沢周辺に異常

に多い。明瞭な炭化物集積は4～ 7区のTo―Cu直下の褐色粘土上で検出される。土坑は住居跡検出域で主に

検出される。

②検出面と遺構 遺構は複数の面で検出されているが、約300mにおよぶ範囲で同一時間面で検出するの

は困難であり、ある程度の精度でしか調査できなかった。つまり、明瞭な包含層とか特徴となる土層を

延々と識別できるのであれば比較的容易であったが、側方に変化するために調査時間の制約もあり複数の

時間面でくくってしまった層位もある。第 8図基本土層に従って遺構を整理すると次表になる。

A:縄文晩期末～弥生初

B:縄文前期前葉

Ci縄文早期末～前期初

頭 Di縄文早期後葉

③検出状況 焼土遺構を除いて埋土により遺構を検出することは憤れないと非常に難しい。遺跡全体を
埋めている堆積物は主に気仙川から供給されたものであるため、地山も埋土も同質でほとんど同じものが

多い。遺物が出土し、微妙な土層の変化を読みながら精査をすすめ、皿状の浅い窪みと地床炉の検出で住

居跡と認定している (一部屋外炉を想定できる場合は遺構内部に炉が無くても住居跡としている)。 竪穴状

遺構は遺構内外で焼土遺構を検出できない場合に認定している。土坑も埋土の様子は同じであるが、住居

跡より規模が小さい分やや識別しやすい。

①形態 。規模

ア)住居跡 形態は円形、楕円形、隅九方形を呈する。Cの時期のもの (②時期区分参照、以下同)は円
形～楕円形を呈し、Bの時期のものは隅丸方形～楕円形状を呈するようである。下表は全体形が明らかなも

の、または、ほぼ全体系を推定できる住居跡を面積で並べた図である。C時期のもの (図中324～ 49号住居

跡)は 4～ 16ご (単純平均10.9∬ )、 B時期のもの (図中20～24号住居跡)は34～46∬ (単純平均38.8ゴ )で

ある。

Ш Ⅳal Ⅳa2 Бra3 Ⅳ b Ⅳ c V VIla2 Ⅶa3 Ⅸ X

A B C D

住居 1 5

竪穴状 1 3

焼 土 l 1 3 1 3

炭化物 3

土坑 1 2 6 1 9

（沼
）
褪
旧

80

70

611

5tl

40

30

20

10

0

住居跡規模

住居跡
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第164図 住居跡形態 (縄文早期末～前期前葉頃)

遺物から読みとれる住居跡の構築時期は縄文早期中葉から前期前葉頃である。精査前に明瞭なプランと

して検出されたものはほとんどなく、精査中や精査結果として形態が判明したものが多い。

この中で早期末～前期初頭頃に構築されたと考えられる408号 。319号・320号住居跡は、円形を基調とす

る形態を持つ。319号 と320号 は旧河床面、408号は旧自然堤防上で検出されたが、ほぼ同一時間面と考えて

いるものである。中央に地床炉 1基を持つ。中心から四方に緩く立ち上がる掘 り込みで、浅い皿状である。

319号 と320号の炉跡は新旧 2時期の痕跡が認められている。出土遺物量は少ない。柱穴は検出できなかっ

た。207号 。317号住居跡は比較的プランが明瞭なものである。207号 は408号プランを再利用したもので、

408号埋土中部の褐色粘土上に 2基の地床炉が検出され (黒褐色土の埋土下部に対して非常に明瞭)、 408号

よりは新しい。317号は319号 。320号 と同様旧河床上で検出されたが、地山が異なり微妙な時期差を断定で

きない。しかしながら、それほど大きな時期差はないと考えられる。炉跡の形態から2遺構がおよそ同一

時期であると仮定すると、207号の重複関係から上記グループよりはやや新しいと考えている。第20号・24

号 。26号 。27号 。400号住居跡は縄文前期前葉頃に構築されたと考えているものである。検出時のプランは

不明瞭で、遺物出土量と炉跡の存在で確定された。隅丸方形～楕円形状を呈し、長軸が 3m前後と規模が大

きい。掘り込みが浅く、壁は緩く立ち上がる。地床炉を持ち、柱穴は検出できないことが多い。

学
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イ)竪穴状遺構 形態は楕円形～円形で、不整なものが多い。

ウ)焼土遺構 大小の焼土遺構が多く検出され、その半数が 2～ 3区山側周辺で検出された。後背山地

から沢水が常時流れる場所で、獣骨・歯を多く含む包含層分布域である。不整な形態がほとんどであるが、

第16号はほぼ円形で、 5円玉様に中心に災化物片を含む黒色上が分布する。尖底状の土器を差し込んだ可

能性もある。単独で検出されたほかに 2基一組で検出されたものが 8組 (8。 9号ほか)、 土器片を近接さ

せるもの 7基 (301号ほか)、 焼土遺構群として検出されたもの (434号～437号 。447号)がある。

工)炭化物集積遺構 3遺構ともに検出状況は同じで、To―Cu直下で検出された。最大数clllの炭化物片が

密集して検出された。400号ではλ化物片の下に小規模な焼土遺構が検出されており、その場で火を利用し、

その後炭化材を破棄する場所で使われた可能性もある。400号の炭化材同定、植物珪酸体分析結果などから

すると周辺の樹木を燃料材として利用している。400号の炭化物片の放射性炭素年代は約5,800年前の値を示

している。

ウ)土坑 形態は不整な楕円形状を呈するものが多い。規模は約 1～ 2mで、深さは10～20clllと 浅いもの

が多い。

3.遺物
(1)土器

一般的な土器文様区分から推定される時期は、主に縄文時代早期中葉から弥生時代後期である。出土量

からは早期末葉から前期前葉頃の遺物が多く、焼土遺構が密集する2～3区の沢周辺部では数mにおよぶ地層

の中に包含する。そこから出土する土器片の文様構成で一つの型式を表現できるとは考えないが、ある文

様の変遷は読みとれると考えている。

I群土器 調査区内で一番高い場所にあり、分布範囲も他の包含層に比べると狭い。他の明瞭な包含層と

は分布域が異なるためはっきりとした時期的前後関係は不明である。復元できたものはなく破片から推定

される器形は緩 く外反する。平縁で内外面の条痕文を基本とした文様施文、平底であることから吉田浜下

層土器に比定されると考えられる。縄文で施文される土器片は出土していない。器厚は 611111前後と薄 く、

焼成も良好である。他時期の包含層に本群土器片が少量含まれることがあるが、本群での出土状況から2次

的な包含であると考えられる。

Ⅱ群土器 2～ 3区 山側の沢周辺部の砂礫層 (地山)直上にのる黒褐色～暗褐色砂礫質粘土層内で主に出土

する。本群を構成する文様の中で斜行縄文の土器片の出土割合は大きい。中でも内面に縄文が施されるも

のが多く、内面に条痕が施文されるものが少量出土する。焼成がよく、薄い。この他に非結東羽状縄文、

狽I面圧痕文、菱形状縄文や、条痕文、微隆起線文、貝殻文の上器片が少量出土している。後者の条痕文土

器片は I群 に比べて胎土や施文方法が異なると考えられる。日縁部先端付近で強く屈曲するものが多い。

口唇部には側面圧痕、竹管状刺突、指頭状圧痕、刻み、原体末端圧痕が施文されるものや、先端部で折 り

返しが見られるものもある。これらの特徴から梨木畑式土器 (早稲田 5類)に比定されると考えられる。

Ⅲ群土器 2～3区山側の沢周辺部のⅦa2層上位にのる黒褐色～暗褐色砂礫質粘土層 (V層)内から出土する。

調査時点で出土層を確認しながら採取しているもののⅦa2層分布域であるため、混入している可能性はある。

Ⅳ群、V群土器出土層位と同じと推測しているが、同一層順と考えても土相が側方に変化し、その上下層

からの遺物出土状況が同一でないため断定できず、同一グループにできなかった。日縁部先端に刻みが施

される土器片が出土していることと出土層位から吉田浜上層土器を主体とすると考えられる。

Ⅳ群土器 旧河床上の北西一南東方向に100m以上連続する包含層から出土する土器群である。一ヶ所で下
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位層からまとまって土器片が出土したものの、全体的に上下位層では明瞭な包含層がなく、ごく少量の遺

物 (斜行縄文)しか出上していない。したがって、本群土器は上下位層からの遺物の混入がほとんどない

と考えられる。 7区のみで集計した土器文様は斜行縄文53%、 撚糸文34%、 非結束羽状縄文 6%、 側面圧痕

文 6%、 縦走縄文 1%である。斜行縄文には非結束羽状縄文の破損片も含まれると考えられる。口唇部には

狽1面圧痕、原体末端圧痕、刻み、竹管状刺突が、日縁先端には刻みが施文される。これら口縁部での施文

特徴はⅡ群土器群と比較すると本群は非結束羽状縄文や撚糸文で施文される土器に多くみられる。また、

地文上に横位の側面圧痕文を数本施文される土器が少数ある。内面には縄文が施文されるものはない。以

上のことから本群は吉田浜上層土器に比定されると考えられる。

V群土器 3区畑側砂礫層上にのる暗褐色砂質粘土層から出土する土器である。上位層の細礫と粘上の薄

互層にはⅧ群の土器片が出土する。主にⅣ群土器と同様な文様構成をもつが、 Ⅱ群土器にみられる表裏縄
文が混入することがあるためⅣ群土器とは別に設定した。。

Ⅵ群土器 3区畑側の細礫と粘土層の薄互層内から出土する土器である。側面圧痕と短沈線で施文される

土器と口縁先端に刻みがはいる土器が出土し、上下位層から出土する土器が混在する。Ⅳa4、 Ⅳa3層堆積時

期には水域であったとみられる。

Ⅶ群土器 3区 山体側V層上位層の滴状の平面形をもつ黒褐色砂礫質粘土から出土する土器である。出土

量は少ない。側面圧痕と短沈線で施文される土器が出土する。Ⅷ群土器のものより粗雑に施文されている

ように見える。

Ⅷ群土器 1～ 3区東側にかけて分布するⅣa3層から出土する土器である。日縁部に側面圧痕と短沈線で構成

される文様をもつ土器が特徴的で、これに伴って斜行縄文や非結束羽状縄文が出土する。前者の特徴から

上川名式土器に比定され、相原 (1990)の 原頭第Ⅱ群に相当すると考えられる。

Ⅸ群土器 2区山体側のⅣa3層直上にのる褐色粘土層から出土する土器である。狭い範囲で確認した層位か

ら出土したもので出土量は少ない。不整撚糸文で施文された小型深鉢から大木 2式土器に属すると判断し

た。下位層から出土する土器とは異質で類似する土器も出土していない。

X群土器 0～ 2区山体側寄 りの黒色土Ⅱb層から出土する土器である。縄文後期初頭頃、晩期末～弥生初、

弥生終末頃と考えられる土器片がほぼ同様な層位から出土した。黒色土内で検出面を識別できなかったた

めではあるが、遺物は混在していた。縄文晩期末～弥生時代初の土器片は大洞AI式に比定される。

その他 奈良時代頃の奏底部片が 1点出土したが、戦後の農地改良で表層1～ 2mは削平されているためにほ

ぼ遺物はなくなっている。

第165図 に上川名式土器とそれに共伴する斜行縄文と非結東羽状縄文を載せている。出土層位に忠実に掲

載したが、間違いがあるかもしれない。大局的にみると次のようになる。梨木畑式上器が出土するⅦa2層か

らは上川名式土器の文様意匠を持つ土器は出土しないが、非結束羽状縄文の土器片は出土している。吉田

浜上層土器に比定される土器が出土するV層からは上川名式土器と同様な文様意匠をもつ土器片が出土し

ている。V層で検出された409号住居跡地床炉直上から出土したもので、小型の深鉢と見られる。文様が側

面圧痕文だけで施文されている。原体が細く丁寧な作 りを持つ。文様帯は狭い。この住居跡地床炉内部か

らは日縁先端に刻み (ス リット)がはいった土器片が出土している。また415号住居跡からは横位の側面圧

痕文で文様を構成するものが出上している。上川名式土器が出土するⅣ層からは上川名式土器の文様意匠

を持つ土器片が比較的多く出土している。文様帝は側面圧痕と短沈線の組み合わせで施文されている。共

伴して非結東羽状縄文の土器片が出上している。遺構外からは出土していないが、20号住居跡から口縁先

端にスリットがはいるものが出土している。上川名式土器とともに出土しているためそのバリエーション
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と見てしまったが、 2次的な混入の可能性はある。

これら2層から出土する上川名式と言われる土器は、相原が細分した堂森B、 原頭第Ⅱ群土器に相当する

と考えられる。堂森Bに相当する土器片はこの1点のみであるが、層位的に堂森Bと原頭第Ⅱ群土器は共伴

せず、明らかに前者が下位層から出土している。相原が述べているようにもっとも古いグループに属する

と考えられる。

日縁部文様帯が直線的・曲線的側面圧痕文で構成される土器片がⅦa2層 (Ⅱ群土器)か ら出土している。

上位層からも出土しているが、出現はⅡ群土器のものが最初である。地文上に横位や斜位の側面圧痕文が

施されるものはV層 (Ⅳ群土器)か ら出土し、さらにこの時期に日縁先端にスリットが入るものが出現す

る。

Ⅳ群 (V層 )での上川名式土器 (165図 75-392)出現は特異であり、コ群 (Ⅶ a2層 )土器文様構成からの

変遷とは考えにくい。Ⅷ群 (Ⅳ a3層 )での上川名式土器 (165図 Ⅳ層土器)は、Ⅳ群 (V層 )上川名式 (165

図75-392)、 回縁先端スリット (165図 75-391な ど)、 口縁横位側面圧痕文 (165図83428)の文様の融合か

ら発展した文様と考えることもできる。原頭第Ⅱ群土器に対比した土器には文様帯幅が比較的狭く、施文

が粗いものがみられ (165図 13513、 145図 10)、 145図 10は下位のⅣa4層 から出土していることから、その発

展過程の中でできたと考えることもできる。

(2)石器

遺構外石器の項では触れなかった層別の出土状況について述べる。各調査区での出土状況は下表の通り

となる。調査区により明瞭に出土層位を区分できず、複数層にわたって区分したところがある。

調査区別では 3区が、層別ではV層の出土数量が多い。全層位および出土数量が100個 を超える 3区Ⅳ

層・V層、 5-7区 V層の器種別出土量はいずれも石鏃>石匙>不定形>打製石斧>その他 (石箆、石槍、

尖頭器、礫石器)である。

3区Ⅳ層・V層、 5-7区 V層の各器種別の特徴は次の通りである。石鏃は 3層 ともに平基が多く、凹

基であっても快 りの大きいものはごく少量である。また、柳葉様のものが少量出土した。石匙は 3層 とも

に縦型のものがほとんどで、三辺に刃部を持つものが多い。打製石斧は片面に自然面を残すもので、V層

からの出土量が多い。石材は剥片石器のほとんどが頁岩を使用し、礫石器は気仙川など周辺の河川で採取

した砂岩、扮岩などを使用している。

全数 3区Ⅳ層 3区 V層 5-7区 V層

石鏃

石匙

不定形 ユ

打製石斧

その他 44 3

合計

※表中の数字は個数を表す。

//1 5～ワ

2

Ⅱb「FttЬ ―IVa3 7 7
Ⅳ n

/a2

Ⅳお 44
Ⅳ n4

V 14

V～Ⅶ
Ⅵ ヵ

Ⅵ b

Ⅶ a 17

町ハ2

Ⅶa3

Ⅷbl

Ⅸ

計 71 ら81
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小松 I遺跡の自然科学的分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

小松 I遺跡 (岩手県気仙郡住田町上有住字小松に所在)は、気仙川によって開析された谷底低地に位置す

る。これまでの発掘調査によって、旧気仙川河道の両岸から縄文時代早期末～前期初頭の竪穴住居跡や焼土

遺構などが検出されている。特に、旧河道には、西側に伸びる河床部分に土器や石器を投棄したとみられる

遺物包含層 (捨て場)が確認されている。この捨て場で出土した遺物は、北側 (山側)の岸から投棄された

と推定されていることから、集落の主体は山側にあったと考えられている。また、旧河道南側の自然堤防上

には、竪穴住居跡が検出されている。

今回は、堆積物の年代に関する情報を得るために放射性炭素年代測定とテフラ分析・屈折率測定を、周辺

の古植生や植物利用に関する情報を得るために花粉分析 。植物珪酸体分析・材同定・微細遺物分析を、焼土

遺構の内容物・用途について検討を行うため土壌理化学分析を、また当時の動物利用に関する情報を得るた

めに骨同定をそれぞれ実施する。

なお、本報告は、平成12年度～平成14年度にかけて、年度ごとに分析調査を実施した結果をとりまとめた

ものである。

I.堆積物の年代観
1.試料

調査区内の堆積物は、調査区が東西に約300mと 長いため、地点により堆積状況が異なっている。ただし、

おおよその傾向として、下位より、旧気仙川により運ばれてきた砂礫 。粘土、遺跡後背山地から逼ばれてき

た土砂、火山灰層となっており、その上位に崩落土・表土となるとされる。この内、旧気仙川の氾濫堆積物

と火山灰層に挟まれた層準において、縄文時代早期末～前期初頭の包含層や遺構検出面が確認されている。

また、新規調査区河床部の火山灰層直下で炭化物の集中が認められ、新規調査区自然堤防部の火山灰層より

上位で溝跡なども検出されている。試料は、調査年次ごとに採取された。

平成12年度調査区では、捨て場と考えられている 2層準から炭化物が採取された。 1つ は、縄文時代前期

初頭の住居跡検出面より下位、縄文時代前期初頭の遺物 (上川名Ⅱ式 。花積下層式)包含層から出土した炭

化物 (C層炭化物)である。もう 1つ は、C層 よりも約50cm下位に位置し、縄文時代早期末の遺物 (撚糸

文・表裏縄文)包含層から出土した炭化物 (A層炭化物)である。これら炭化物について放射性災素年代測

定を実施する。この他、BIh10‐ 4で、一辺約20cmの柱状ブロックが採取された。このブロック中央部で、帯

状にみられる責褐色を呈した部分を抽出し、テフラ分析および屈折率測定を実施する。

平成13年度調査区では、縄文時代早期末～前期初頭の包含層 (V層 )か ら検出された炭化物 (炭化物D)

が採取された。これについて放射性炭素年代測定を行う。平成14年度調査区では、火山灰直下で縄文時代前

期初頭の炭化物集積区 (400号炭)か ら3点 (試料番号 1～ 3)、 縄文時代早期末～前期最初期の住居址

(408号住)埋土から2点 (試料番号 4・ 5)と 同住居炉跡から1点 (試料番号 6)、 また縄文時代早期末～

前期最初期の屋外炉 (457号焼)か ら1点 (試料番号 7)、 合計 7点の試料が採取された。これらの試料は、

いずれも炭化物が混入する堆積物である。この内、400号炭から抽出した炭化物 1点 (試料番号 3)と 408号

住埋土から抽出した炭化物 1点 (試料番号 4)について、放射性え素年代測定を実施する。

以上、分析点数は、放射性炭素年代測定が 5点、テフラ分析が 1点、屈折率測定が 1点である。
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2.分析方法

(1)放射性戊素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。今回の測定は、液体シンチレーションを用いたβ線計

数法を用いる。ただし、試料の量が少ない場合は加速器分析 (AMS)法 で行う。計算は、放射性戊素の半

減期としてLIBBYの半減期5570年 を使用する。なお、炭化材は併せて樹種同定も行うが、結果の詳細は別

記する。

(2)テ フラ分析

試料約20gを 蒸発皿に取り、水を加え泥水にして超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去る。

この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テフラの本質物

質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブル型

は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少な

い厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊

維束状のものとする。

(3)屈折率測定

テフラ分析用に洗い出された試料から細粒な砂分を採取し、この中に含まれる火山ガラスの屈折率を測定

する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置 “MA10T"(古澤,1995)を用いて、火山ガラス30片

程度を目標として計測する。

3。 結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を表 1、 図 1に示す。表中に示したδ13cの値は、質量分析器 (AMS法の場合は加速器)を用い試料

炭素中の13c濃度 (13c/12c)を 測定し、標準試料PDB(白亜紀のベレムナイト類の化石)の測定値を基準

とし、それからのずれを計算し、千分偏差 (%。 :パーミル)で表したものである。また、付記した誤差は、

標準偏差に相当する年代 (真の値が66.7%の 割合でこの範囲内にあるということ)である。

今回の年代値は、この値に基づいて補正した年代である。測定の結果、C層炭化物が5540± 100BP、 A層

炭化物が6460± 170BP、 炭化材Dが6560± 100BP、 SC400炭 (No.3)が 5830± 130BP、 S1408埋土 (No.4)が

5990± 50BPの補正年代値が得られる。

表 1 放射性炭素年代測定結果
査
次
調
年
採取位置 層位 性格 所見 質 試料名

定
法
測
方
同位体
補正年代

δ13c

(%。 )
測定年代 測定番号

H12 BIi13-4 Ⅳa4 捨て場 前期初頭
炭化材
ケヤキ
C層炭化物 ′線 5540■ 100 5590± 100 Gak-20756

H12
BIi13

BIi14

BIi14-1

Ⅶa2 捨て場 早期末
炭化材
カツラ
A層炭化物 β線 6460± 170 -312 6560± 170 Gak-20757

H13 V 包含層
早期末～

前期初頭
炭化材 炭化材D β線 6560■ 100 ‐278 6610± 100 IAA-81

H14 400=チカ甦 Ⅳ b 炭化物集中 前期初頭 炭化材
SC400炭
(No3) β線 5830± 130 ‐245 5820■ 130 IAA-289

H14 408=ヂ 4と V 住居址炉跡
早期末～

前期
最初期

炭化材
S1408建≧三と

(No4)
AMS 5990■ 50

-23.11

±133
5960■ 40 IP【AA-30212

年代値 :1950年 を基点とした値。 注 2)半滅期 :LBBYの半滅期5568年を使用。
誤差 :標準偏差 (ONE SIGMA)に相当する年代。
δ13c i試料炭素の13c/12c原 子比を質量分析器ないし加速器で測定し、標準にPDBを用いて同様に算出した値。

注
注
注
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調
査

矢 採取位置   層位  試料名

H12 BIi13-4   Ⅳa4 C層 炭化物

測定
方
法
　
鰈

B町 13,1■ 14-l Ⅶa2 A層 炭化物 ′線

H13 炭化物D ′線

中

中

中

円

H14 400号炭 Ⅳb  SC400炭 (No 3) ′線

408号住 S1408埋Jl(No 4) AMS

|

6500

図 1 放射性炭素年代測定値

(2)テ フラ分析                          測

試料中には、スコリアが含まれないが、多量の火山ガラスと中量の軽 宿
石が認められる。火山ガラスは、無色透明の軽石型が最も多く、無色透 

数

明のバブル型もわずかに含まれる。

また、軽石は、白色を呈し、発泡がやや良好である。軽石の最大粒径は

約0.5mllである。細粒な軽石も認められ、淘汰は良くない。

(3)届折率測定

火山ガラスの届折率測定結果を図 2に示す。屈折率は、1.5104-1.5124

で、1.511-1.5121こ ピークが認められ、狭い範囲に集中して認められる。

１

５０

‐

ｏｏ

1 500 1 510

屈折率

火山ガラスの屈折率図 2

4.考察

平成12年度調査区および平成13年度調査区の縄文時代早期末～前期初頭包含層から出土した災化材は、補

正年代値で約6450～6550BP、 測定年代値で約6550～6600BPを示す。これらの測定年代値は、各地の土器編

年と放射性炭素年代測定の対応関係について調べたキーリ・武藤 (1982)の調査結果と比較すると、縄文時

代早期頃の土器と対応する年代観となる。また、検出層位も十和田中標火山灰の下位にあたることから矛盾

がない。したがって、これらの年代は縄文時代早期末頃と考えられ、発掘調査所見と調和的な結果であり、

捨て場の年代観を示している可能性がある。

これに対し、平成14年度調査の縄文時代早期末～前期最初期とされる408号住で出土した炭化材は、補正

年代値で約6000BP、 測定年代値で約5950BPを 示す。この年代値は、縄文時代前期初頭に位置づけられる。

この年代値に基づくと、上記した 2点よりも若干新しい時期のものと思われる。この点に関しては、遺構の

検出状況など、考古学的な調査所見と併せて検討することが望まれる。

また、前期初頭の包含層から検出された炭化材は、補正年代値で約5550～ 5850BP、 測定年代値で約5600

～5800BPを 示す。同様にキーリ・武藤 (1982)と 比較すると、縄文時代前期の上器と対応する年代観が得

られる。また、縄文時代前期の住居址検出面よりも下位に位置することから、これらの年代値も遺構の年代

観を示していると考えられる。

一方、これらの包含層・遺構検出面の上位には、黄褐色を呈する火山灰が堆積している。本火山灰層は、

BIh10-4で 調査したところ、テフラの特徴と火山ガラスの屈折率、遺跡の地理的位置と採取層位を考慮する
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と、十和田中類テフラ (TttCu;早川,1983)に 出来すると考えられる。町田 。新井 (1992)に よれば、

To Cuは十和田火山を給源とし東北地方一帯に分布しているとされ、噴出年代は5500年前とされている。同

文献では、火山ガラスの屈折率は1.510-1.514(モ ードは1.511■.513)と されており、発掘調査所見に矛盾せ

ず、調和的な結果と言える。

Ⅱ。遺跡周辺の古環境 と植物利用

1.試料

平成13年度調査では、縄文時代早期末～前期初頭の包含層 (V層 )から、一辺約20cmの柱状ブロックが

採取された。試料を観察したところ、黒褐色を呈するシルト～砂礫からなり、上方細粒化を示す級化構造

がみられた。そこで、上部と下部の 2点を分析試料として抽出した (以下、V層上部・V層下部と表記す

る)。 このV層上部・下部の 2点について花粉分析を実施し、V層下部について植物珪酸体分析を実施する。

なお、本層準は約6560± 100BP(IAA-81)の 放射性炭素年代測定値が得られた炭化物 (炭化物D)と 同層

準から採取されたものである。

平成14年度調査では、火山灰直下で縄文時代前期初頭の炭化物集積区 (400号炭)か ら3点 (試料番号 1

～ 3)、 縄文時代早期末～前期最初期の住居址 (408号住)埋土から2点 (試料番号 4・ 5)と 同住居炉跡

から1点 (試料番号 6)、 また縄文時代早期末～前期最初期の屋外炉 (457号焼)か ら1点 (試料番号 7)、

合計 7点の試料が採取された。これらの試料は、いずれも炭化物が混入する堆積物である。この内、試料

番号 2・ 5'7について植物珪酸体分析・微細遺物分析を実施する。

また、平成14年度調査において微細遺物分析で試料番号 2か ら検出された炭化物の内、無作為に20点を

抽出して樹種同定を行う。なお、樹種同定は、この他にも、平成12年度調査区で放射性炭素年代測定を実

施した炭化物 2点 (C層炭化物・A層炭化物)、 平成12～ 14年度調査区の遺構・包含層などから採取された

試料20・ 23～28の中から、炭化物14点を抽出して分析試料とする。

以上、各分析項目の分析点数は、花粉分析 2点、植物珪酸体分析 4点、微細遺物分析 3点、樹種同定36

点である。表 2に分析試料の一覧を示す。

表 2 植物化石分析試料の一覧
査
次
調
年

地点・層位等 性格 試料 時代
分析項目

P PO S W

H12 B Ii13‐ 4 Ⅳa4層 捨て場 C層炭化物 ●

B Iiユ 3,14.14‐ l Ⅶa2層 捨て場 A層炭化物 ●

H13 V層 包含層 V層上部 縄文時代早期末～前期初頭 0

包含層 V層下部 縄文時代早期末～前期初頭 0 0
H14 4001許方鷺 炭化物集積区 No2 縄文時代前期初頭 ● ● ●

408号住 住居址埋土 No5 縄文時代早期末～前期最初期 ● ●

457号焼 屋外炉 No7 縄文時代早期末～前期最初期 ● 0

H12 B1113 Ⅳa4層 捨て場 No 20 縄文時代前期前葉 ●

H13 200号住 EWベ ルト 住居址埋土 No 23 縄文時代前期前葉 0

H14 400手テラ鷺 炭化物集積区 No 24 縄文時代前期前葉 ●

H13 300号炭 炭化物集積区 No 25 縄文時代前期前葉 ●

H13 318号住 住居址埋土 No 26 縄文時代早期末～前期初頭 ●

H13 A I w19 V層 包含層 No 27 縄文時代早期末～前期初頭 0

H14 ―B Ih07 Ⅳb層 To―Cu直下 No 28 縄文時代前期前葉 0

凡例)Pi花粉分析 PO:植物珪酸体分析 Si微細遺物分析 Wi樹種同定
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2.分析方法

(1)花粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別 (メ ッシュ60、 250μ m)、 重液 (臭化亜鉛 :比

重23)イこよる有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の

混合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。

残澄をグリセリンで封入してプレパラー トを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現す

る全ての種類について同定・計数する。

(2)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W、 250KHz、  1分間)、 沈定法、

重波分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物産酸体を分

離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ

クスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来

した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細

胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定 。計数する。

なお、燃料材に関する調査で用いた試料では、珪化組織片の産状に注目する。植物体の葉や茎に存在す

る植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈する。ところで、植物珪酸体は、植物体が土壌中に取 り

込まれた後、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体となる。しかし、植物体が燃えた後

の灰には、組織構造が珪化組織片の形で残される場合が多い (例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社、

1993a)。 そのため、珪化組織片の産状により、過去の構築材や燃料材などの種類が明らかになると考えら

れる。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す①また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植

生について検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の分布図を作成した。各種類の出現率は、短細

胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

(3)微細遺物分析

土壌試料400cc程度を水に一晩液浸し、試料の泥化を促す。0.51ulの 節を通して水洗し残澄を集め、双眼実

体顕微鏡下で観察し、同定可能な植物遺体等を抽出する。抽出した植物遺体は、48時間40℃ で乾燥後、形

態的特徴から種類を同定し、乾燥重量を求める。分析後の植物遺体等は、乾燥剤とともに種類毎にビンに

入れて保存する。

(4)炭化材同定

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および

走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

(1)花粉分析

平成13年度調査区V層下部の試料では、木本花粉のエノキ属―ムクノキ属、草本花渉のヨモギ属、シダ

類胞子が各 1個検出される程度である。また、V層上部の試料では、木本類のヤマモモ属が僅かに 1個検

出されるだけである。これら僅かに検出される花粉・胞子は、いずれも保存状態が極めて悪く、外膜が溶

けて薄くなっていたり、壊れている。
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(2)植物珪酸体分析

結果を表 3、 図 3に示す。各試料からは植物珪酸

体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に多

数の小孔 (溶食痕)が認められる。また、建化組織

片は、V層下部、400号炭、408号住、457号焼とも、

全く認められない。以下に、試料ごとに産状を述べ

る。

<平成13年度調査>
・V層下部

検出された植物珪酸体の中では、短細胞珪酸体お

よび機動細胞珪酸体ともにヨシ属の産出が日立つ。

この他の種類としては、タケ亜科が多産し、ススキ

属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが検出

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科
ヨン属
ウンクサ族
不明

計
イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

住

５

Ｈ‐４幡
焼

７

号５７

イネ科業部短細胞珪酸体
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツチギ亜科
不明ヒバ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンテク型

71    15    47    -
203      5    327      1
16    1    21    -
9    1    13    -
2ユ    ー    13    -
56    -    94    -
11    -     9    ユ

　́　　　．．　　　　　　一　　　　　　　　二

　　　　．

３５

８２

一

６

ハ̈
い”〉　　　　一　　　　　　　一　　　　（̈
〔】）

２４

２３

守

３８

Ｈ

欄

される。

<平成14年度調査>

・400号炭化物集積遺構 (略名 :400号災)

試料番号 2ではタケ亜科、ヨシ属、ススキ属、イナゴツナギ亜科が検出されるが、検出個数が少ない。

・408号住居跡 (略名 :408号住)

試料番号 5では、平成13年度調査 V層下部と同様に、短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体ともに、ヨン

属が最も高率に産出し、次いでタケ亜科が産出する。この他に、ウシクサ族ススキ属、イチゴツナギ亜科

などが検出される。

・457号焼土遺構 (略名 :457号焼)

試料番号 7では、400号炭の試料番号 2と 同様に検出個数が極めて少なく、タケ亜科やヨン属などがわず

かに認められるに過ぎない。

短細胞珪酸体

H14400号炭 No.2

408号住 No 5

弱7号焼 No 7

0          50

図 3 植物珪酸体群集の層位分布

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として

百分率で算出した。なお、 +は 100個未満の試料で算出された種類を示す。

部下

試
料
醒

調
査
年
次

Ｈｌ

機動糊腕鋭醒紳回

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ

ンヽ

属

タ
ケ
亜
科

イ
チ
ゴ
ソ
ナ
ギ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
族
ス
ス
キ
属

ヨ
シ
属

タ
ケ
亜
科

表 3 植物珪酸体分析結果
H13
V層 1400号炭

試料番号  下部 1  2

機動細胞珪酸体
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(3)微細遺物分析

微細植物片分析結果を表 4に示す。舗別後の残

澄からは、同定可能な種実遺体が検出されない。

炭化材は、試料番号 5。 7が 2～ 3 null以下の細か

なものを中心に検出される。また、試料番号 2で

検出される炭化材は、5 11ull程 度のものが含まれる。

検出される炭化物の内、試料番号 2の ものにつ

いては、無作為に20点 を抽出して樹種同定を行っ

表 4 微細遺物分析結果
調査
年次 地点 性格

試料
番号 分析量 種類名

乾燥
重量 (g)

H14
400号炭 炭化物集積区 2 400cc

炭化材 252

不明炭化物

408号住 住居址埋土 5
炭化材

不明炭化物

457号焼 屋外炉跡 7
炭化材

不明炭化物

注)+は、001g以下を示す。

た。その結果、 1点がケヤキに同定されるが、その他残り大半がモクレン属に同定される。これら戊化材の

形態学的記載については、炭化材の項で示す。なお、表中に示した不明炭化物とは、木材組織が認められな

い、部位および種類とも不明の炭化物片を示す。

(4)炭化材同定

結果を表 5に示す。平成13年度調査の318号住で 2種類、平成14年度調査の400号住で 3種類が認められる。

これらの炭化材は、広葉樹 5種類 (ケヤキ・カツラ 。モクレン属・ケンポナシ属・クマヤナギ属近似種)に

同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

表 5 炭化材同定結果
査
次
調
年
採取位置 層位 性 格 時代 試料 樹種

H12 BI Ⅳa4 捨て場 縄文時代前期初頭 C層炭化物 ケヤキ (1)
BI 3,14,141 Ⅶa2 捨て場 縄文時代早期末 A層炭化物 カツラ (1)

H14 400'許力驚 Ⅳ b 災化物集中 縄文時代前期前葉 No2 ケヤキ (1)
モクレン属 (19)

H 2 B Ii13 Ⅳa4 住居跡 縄文時代前期前棄 No 20 クマヤナギ属近似種 (2)
H 3 200号住EWベルト Ⅳ b 住居跡 縄文時代前期前葉 No 23 ケヤキ (2)
H 4 400'}力荒 Ⅳ b 炭化物集中 縄文時代前期前葉 No.24 カツラ (2)

H 3 3001タウ滝 Ⅳ b 炭化物集中 縄文時代前期前葉 No 25 ケヤキ (2)
H13 318号住 V 住居跡 縄文時代早期末～前期初頭 No 26 ケンポナシ属 (1)

モクレン属 (1)

H13 A I w19 V 縄文時代早期末～前期初頭 No 27 カツラ (2)

H14 ―B Ih07 Ⅳ b 縄文時代前期前葉 No28 ケヤキ (2)

ケヤキ (ZelkOwa serrata(Thunb.)Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線 。斜方向の紋様

をなす。道管は単穿子しを有し、壁子しは交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は

異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～60細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。
・カツラ (Cercidiphyllum iaponiCum sieb.et Zucc) カツラ科

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、年輪界へ向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管

は階段穿子とを有する。放射組織は異性Ⅱ型、 1～ 2細胞幅、 1～30細胞高であるが、あまり目立たない。
。モクレン属 (Magnolia) モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2～ 4個が放射方向に

複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁子しは階段状～丹列状に配列する。

放射組織は異性Ⅱ型、 1～ 2細胞幅、 1～40細胞高。

クロウメモ ドキ科ケンポナシ属 (Hovenia)
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環孔材で孔圏部は 1～ 3列、子L圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。大道管は管壁厚は中庸、横断面

では楕円形、単独、小道管は管壁は厚く、横断面では円形～精円形、単独および放射方向に 2～ 3個が複合

する。道管は単穿子しを有し、壁子とは交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、 1～ 5細胞幅、 1～ 50細

胞高。

・クマヤナギ属 (Berchemia sp.) クロウメモドキ科

故孔材で、道管は単独または 2～ 4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって管径を減ずる。道

管は単穿孔を有する。放射組織は同性、 1～ 4細胞幅、 1～30細胞高。

クマヤナギ属の現生標本では、大型の放射組織が認められるが、本試料では観察した範囲で大型の組織が

認められなかったため、近似種とした。

4.考察

平成13年度調査区のV層では、花粉化石がほとんど検出されない。僅かに検出される花粉化石、木本類の

ヤマモモ属・エノキ属―ムクノキ属、草本類のヨモギ属などは、その当時周辺に生育していた植物群に由来

する可能性もある。一般的に花粉化石は、好気的な条件下において化学的な酸化や土壌微生物の影響によっ

て、分解 。消失することが知られている (例えば、中村,1967)。 僅かに検出される花粉化石の保存状態が

悪いことを考慮すると、花粉化石は堆積後の経年変化によって分解・消失したことも考えられる。一方、植

物珪酸体ではヨシ属が多産し、タケ亜科、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科を伴う。これらの

種類の中でヨシ属は、池沼縁辺部、湿地、沼地、河道沿いなど、湿潤な場所を好んで生育する大型の水生植

物である。よって、旧気仙川沿いに沿ってヨシ属が分布しており、この他にもススキ属やイチゴツナギ亜科

などのイネ科草本類も生育していたと考えられる。また、微高地部、山地斜面、林床などには、タケ・ササ

類なども分布していたのであろう。このような環境の中、周辺は、旧気仙川の氾濫とともに遺物等が投棄さ

れるなどによって堆積が進んだが、その後に離水して乾いた状態になったと思われる。住居や屋外炉などは、

このように周辺が離水した後に形成されたものと推定される。

ところで、400号戊、408号住、457号焼からは、珪化組織片が全く認められない。また、これらの遺構覆

土では、種実遺体も検出されず、炭化材や炭化物が中心となっている。このような状況から、燃料材として

木材を中心とした利用があったと考えられる。各遺構から出土した炭化材は、全て落葉広葉樹であり、ケヤ

キが多く見られ、他にカツラ、モクレン属、ケンポナシ属、クマヤナギ属近似種が認められた。遺構による

樹種の違いは、用途別に種類を選択した結果の可能性があるが、詳細は不明である。これらの種類が渓谷

林・河畔林や谷筋などに分布する種類や山林内にごく普通に生育する種類であることから、本遺跡周辺に生

育していた樹木を利用していたことが推定される。

なお、岩手県内では、岩手郡滝沢村に位置する大石渡遺跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1993b)や湯

舟沢遺跡 (松田,1986)、 二戸郡一戸町の御所野遺跡 (パリノ・サーヴェイ株式会社,1993c)、 九戸郡軽米

町の大日向Ⅱ遺跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994)な どにおいて、縄文時代の燃料材や遺構構築材の

検討が行われている。これらの結果をみると、コナラ亜属コナラ節やクリなどが多く検出されている。ただ

し、これらの調査は、いずれも縄文時代中期～晩期にかけてのものであり、縄文時代早期～前期とされる調

査例はほとんどみられない。そのため、縄文時代早期～前期における木材利用の詳細は不明である。また、

中期以降ではクリが比較的多 く見られるが、本遺跡ではクリが認められてない。これが時期による植生や木

材利用の違いを反映しているかどうかについても不明である。

今回、花粉化石が検出されなかったため、周辺植生を十分に検討することができないが、これら利用木材
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と周辺植生がどのように関わり合っているのか今後とも注目される問題である。その意味でも今回の調査結

果は、極めて貴重な資料となる。今後、さらに縄文時代各時期の植生復元や遺物・炭化物の樹種同定等を行

い、植生と木材利用の関係について検討したい。その上で、今回の結果を改めて評価することが望まれる。

Ⅲ.焼土遺構の内容物・用途推定
1.試料

試料は、平成13年度調査区および平成14年度調査区の住居址炉覆土 (No.1～ 9)と焼土遺構覆土 (No.10

～17)か ら採取された。この内、No.5は、同一遺構から2点試料が採取されている。なお、住居址では、

2基の炉が検出されたもの (No.1～ 4)、 中央に直径約80cmの 円形地床炉が 1基検出されたもの (No.5～

9)が認められている。また、焼土遺構は、同一場所で検出面の異なるものがあり、No.11。 12が第 1面、

No.13。 14が第 2面、No.15。 16が第 3面、No.17が第 4面 とされている。

これら住居址炉および焼土遺構から採取された計18点について、土壌理化学分析を行う。また、比較対照

試料として、骨片が多量に認められた平成12年度調査区のB Ii13の捨て場 (Ⅳ a4層 )1点 についても分析を

行う。これらの試料は、暗褐～黒褐色を呈し、砂壌土、埴壌土、軽埴土よりなる。いずれも骨片等は認めら

れない。なお、試料の詳細は、結果とともに表示する。

2.分析方法

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸 。過塩素酸分解―原子吸光

光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った (土壌養分測定法委員会,1981)。 以下に各項目の具体的な

操作工程を示す。

試料を風乾後、軽 く粉砕して2.001Ellの 節を通過させる (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を加熱減量

法 (105℃ 、 5時間)に より測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、0.511111φ の節を全通させる (微粉砕試

料)。

風乾細土試料2.00gを ケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約 5 mlを 加えて加熟分解する。放冷後、過

塩素酸約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに 定容してろ過する。ろ液の一定量を

試験管に採取し、リン酸発色波を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。別にろ液の一定

量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃度を測定する。

これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あたりのリン酸含量 (P205mg/g)と カルシウム含量

(CaOmg/g)を求める。

また、微粉砕試料0.100～ 0.500gを 100ml三 角フラスコに正確に秤 りとり、O.4Nク ロム酸・硫酸混液10ml

を正確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に 5分間煮沸する。冷却後、0.2%フ ェニルアントラエル酸液を指示

薬に0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および力B熱減量法で求めた水分量から、乾土あた

りの有機炭素量 (OrとC乾土%)を求める。これに1.724を乗じて腐植含量 (%)を算出する。

3.結果

結果を表 6に示す。住居址炉覆土あるいは焼土遺構覆土から採取された17点では、腐植含量0.20～4.08%、

リン酸含量0.65～ 2.57P205mg/g、 カルシウム含量2.67～ 10.HCaOmg/gの 測定値が得られる。一方、対象試

料とした骨片を多量に含むSKl12で は、腐植含量1.93%、 リン酸含量15.00P205mg/g、 カルシウム含量

26.81CaOmg/gの 測定値が得られる。
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表 6 土壌理化学分析結果
査
次
調
年
遺構

試料
番号
土性 土色 腐植含量 (% P205(mg/g) CaO(mg/g) 備考

H 3 207号住地床炉A 1 LiC 10YR2/2 黒褐 052
H 3 207号住地床炉B 2 LiC 10YR2/3 黒褐 033
H 3 317号住地床炉ユ 3 SL 10YR2/3 黒褐 074

H 3 317号住地床炉2 SL 10YR3/4 H音褐

H 3 320号住地床炉1/2 LiC 10YR2/3 黒褐 76ユ

H 3 320手チ4と詢也ラヽオ戸2/2 LiC 10YR2/3 黒褐 257 75ユ

H 3 320号住地床炉 (旧 ) SL 10YR2/3 黒褐 233 676

H13 323号住地床炉 CL 10YR2/3 黒褐
H14 409号住地床炉 CL 10YR2/2 黒褐
E14 425号住地床炉 CL 10YR2/2 黒褐
H13 301号焼土遺構 SL 10YR2/3 黒褐
H14 400号焼土遺構 11 CL 10YR2/3 黒褐 039 0.65 第 1面

H14 401号焼土遺構 CL 10YR2/3 黒褐 020 072 第 1面

H14 434号焼土遺構 CL 10YR2/2 黒褐 057 559 第 2面

H14 436号焼土遺構 CL 10YR2/2 黒褐 第 2面

H14 441号焼土遺構 CL 10YR2/2 黒褐 第3面

H14 443号焼土遺構 CL 10YR2/2 黒褐 034 575 第 3面

H14 461号焼土遺構 17 CL 10YR2/2 黒褐 023 第 4面

H12 B Ii13捨て場 (Ⅳ a4層 ) 10YR17/1黒 2681 骨片多量に含む

注 1)土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。
注 2)土性 :土壌調査ハンドブック (ペ ドロジスト懇談会編,1984)の野外土性による。

SL・ …砂壌土 (粘± 0～ 15%、 シル ト0～ 35%、 砂65～85%)
CL・ ―埴壌土 (粘±15～ 25%、 シルト20～ 45%、 砂 3～65%)
LiC・ ―軽埴土 (粘±25～45%、 シルト0～ 45%、 砂10～ 55%)

4.考察

炉あるいは焼土遺構覆土において、骨の主成分の一つであるカルシウムの合量は、2.67～ 10.1lCaOmg/g

と測定範囲にバラツキがみられる。ただし、覆上のカルシウム含量は、姑照試料としたSKl12よ りも、著し

く低い測定値である。また、リン酸含量との関係をみても、相関係数0.64であり、極めて高い相関関係が成

り立つものでない。一般的にカルシウムは、土壌中に普通に含まれる量 (天然賦存量)も 普通 1～

50CaOmg/gと されており (藤貫,1979)、 含量幅が大きい。これは、カルシウム成分が土壌中において溶脱

しやすく、移動・拡散しやすいことに起因する。したがって、ここでカルシウム含量が高い試料において、

外的要因によリカルシウム成分が富化されたと判断することができない。

一方、土壌中に固定されやすい性質を持つリン酸成分の合量は、0.65～ 2.57P205mg/gで あり、SK■2と比

較して低い。また、リン酸の天然賦存量については、Bowen(1983)、 Bolt&Bruggenwert(1980)、 川崎

ほか (1991)、 天野ほか (1991)な どの調査例がある。これらの事例から推定される天然賦存量の上限は、

約3.OP205mg/g程 度である (なお、各調査例の記載単位が異なるため、ここでは全てP205mg/gに統一した)。

これによると、炉あるいは焼土遺構覆土の内部には、リン酸成分が著しく濃集していると言い難い。

ところで、リン酸の供給源としては、植物遺体に由来するものもある。そこで、炉覆土および焼土遺構覆

土のリン酸含量と腐植含量について相関関係を求めてみると、相関係数が0.48である。すなわち、リン酸含

量と腐植含量は正の相関関係が成り立つが、極めて強いものでない。このことから、土壌中のリン酸含量が

土壊腐植 (植物遺体)の影響をあまり受けていないと考えられる。

上記の観点でリン酸含量の分布傾向をみると、まず焼土遺構では検出面による違いがなく、住居炉跡覆土

よりもリン酸含量が低いことが言える。一方、住居炉跡は、焼土遺構よりもリン酸含量が高い試料が認めら

れることから、何らかの外的要因によってリン酸が富化された可能性がある。中でも、リン酸が比較的高い

―-242-



320号住居跡や425号住居跡では、その影響が強かったことが考えられ、そこに動物遺体が存在していた可能

性もある。なお、320号住地床炉 1/2では、腐植含量が他の試料と比較して極めて高い。これは、炉内の燃

料材などに由来することを反映している可能性もある。

Ⅳ。動物利用

1.試料

本遺跡では、平成12年度調査時に、縄文時代早期末葉～前期初頭ないし縄文時代前期前半の捨て場などか

ら骨片等を含む土壌58点が採取された。これらの土壌中に含まれる骨は、全体的に気存状態が悪く、破片と

なっているものが多い。そこで比較的形状の残る骨12点について、骨同定を行う試料とする。なお、試料の

詳細は結果とともに表示する。

2.分析方法

試料に付着した砂分や泥分を乾いた筆・竹串、あるいは水に浸した筆で静かに除去する。保存状態が良好

な標本については、水洗を行い、自然乾燥させる。一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合

する。また、保存の悪いものに関してはバインダーNo.17を 塗布し、補強を行う。これらの標本について、

試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、種類および部位の特定を行う。なお、同定および

解析には、金子浩昌先生に協力をお願いし、署名原稿として結果を掲載した。

3。 結果および考察

小松 I遺跡出土の動物遺体

金子浩昌

(1)出土骨

検出された動物依存体は、脊椎動物門 (Phylum vertebrata)哺 乳綱 (Class Mammalia)ウ シロ (偶

蹄目 :Order Artiodactyla)の 、シカ科 (Family Cervidae)ニ ホンジカ (Cervus nippon)と イノシシ

科  (Family Suidae)イ ノシシ (Sus scrOfa)である。以下、試料ごとに結果を示す (表 7)。

<B Ih20 Ⅳa3層 >
ニホンジカの右側頭骨片である。破損標本であるが、部位のサイズからみて雄個体と考えられる。

<B IiH-l Ⅳa4層 >
ニホンジカの遊離した右上顎第 2'3後臼歯が各 1点、左下顎第 3後臼歯 2点である。右上顎第 2'3後
臼歯は、歯冠部のみを残す標本である。また、左下顎第 3後臼歯の 2点は、破損歯である。これらの自歯は、

推定年齢2.5歳 と5.5歳である。

<B I hill～ 13・ 14 Ⅳa3層 >

イノシシの左上顎第 3後臼歯 (M3)と 右下顎第 3後臼歯 (M3)である。左上顎第 3後臼歯は、前 。中葉

のみを残す。歯冠幅19.294ullを 測り、咬耗をほとんどみない。また、右下顎第 3後臼歯は、末業部のみの破

片であり、エナメル質部分まで咬耗する。全体的に咬耗の著しく進んだ歯と推定される。

<B1112 V層 >

イノンシの左上顎第 2・ 3後臼歯と右上顎第 2・ 3後臼歯である。左上顎第 2後臼歯は、破損が著しい。

左上顎第 3後臼歯は、歯冠長不明であるが、歯冠幅が最大で22.0411Mlを測る。また、右上顎第 2日歯が歯冠

長23.09mHl× 歯冠幅18.61mul、 右上顎第 3後臼歯が歯冠長40,1511ul× 歯冠幅22.13nlmを測る。なお、右上顎第 3後
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表 7 骨同定結果
査
次
調
年
グリッド等 遺構 層 位 時代 分類群 左右 部位 部位 備考

H12 B I h20 Ⅳ a3 縄文時代前期前葉 ニホ ンジカ 右 側頭骨 破片

B 1 V 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 右 上顎歯牙 w12

右 上顎歯牙 w13

左 下顎歯牙 w13

左 下顎歯牙 ぃノ13

B I hill

-13・ 14

Ⅳ a3 縄文時代前期前葉 イノシン 左 上顎歯牙 ぃン13

右 下顎歯牙 M3

B V 縄文時代早期末葉
～前期初頭

イノンシ 左 上顎歯牙 M2

左 上顎歯牙 卜/13

右 上顎歯牙 �12

右 上顎歯牙 M3

顎骨 破片

B1111-2 V 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 歯牙 臼歯片

イノシシ 右 上顎歯牙 �13

下顎歯牙 12

獣類 四肢骨 破片

不明 破片

B Ii12-4 V 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 歯牙 臼歯片

イノシシ 左 上顎歯牙 M2

獣類 頭椎 ? 土塊中に埋存

B Ⅳa4 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 歯牙 臼歯片

イノシシ 右 上顎歯牙 M3末葉部
獣類 不 明 破片 焼骨含む

B Ⅳa4 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 右 下顎骨 P4‐M3残存
歯牙 臼歯片

B Ii13-1 Ⅳa4 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 歯牙 臼歯片

獣類 不 明 破 片

B1113(1,2) Ⅳa4 縄文時代前期前葉 イノシシ 右 上顎歯牙 w13

獣類 四肢骨 破片

B Ij23 Ⅱ b 縄文時代後期、晩

期末葉～弥生時代

ニホンジカ 右 上腕骨 遠位端外側

イノシシ 頭頂骨 後頭鱗

獣類 不明 破片

B Ⅱrn06 27号住居 縄文時代前期前葉 ニホンジカ 右 上顎歯牙 ふン11

右 上顎歯牙 �12

左 下顎歯牙 �13

右 下顎歯牙 �12

凡例)I:切歯 P:前日歯 M:後臼歯

臼歯の咬耗は、前葉でわずかにエナメル質の摩耗がみられる程度である。

<B Iill-2 V層 >
ニホンジカの臼歯片、イノシシの右上顎第 3後臼歯、下顎第 2切歯、獣類の四肢骨片である。右上顎第

3後臼歯は、破損標本であるが、歯冠長40.Ollull近 くになると思われる。咬耗はほとんどみられない。右下顎

第 2切歯も破損標本で、咬耗の弱い歯である。これらの歯牙は、いずれも同一個体に由来する可能性があ

る。この他、獣類の小片が含まれる。

<B Ii12-4 V層 >
ニホンジカの臼歯片、イノシシの左上顎第 2後臼歯が検出される。左上顎第 2後臼歯は、前葉部の一部

を残す破片である。歯冠幅20.OHull前後、エナメル質の摩減とわずかな窪みをみる。この他、土塊中に骨が埋

存する試料がある。この骨は脆弱であり、土中から取 り出せないために観察できない。部分的に露出でき

た形態を観察すると肢骨でなく、椎骨系の骨の可能性があり、頚権が考えられる。

<B Ii13 Ⅳa4層 >
ニホンジカの臼歯片、イノシシの右上顎第 3後日歯である。右上顎第 3後臼歯は、末葉部が残 り、エナ
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メル質部分を平らに咬耗する。この他、獣類の破片がある。なお、種類不明の獣類の破片中には、白色～

灰黒色を呈し、表面に細かなひび割れが生じている、焼骨も僅かであるが含まれる。

<B Ii13 Ⅳa4層 >
ニホンジカの右下顎骨片である。土壌中に埋没する状態で検出され、骨質部分も残されているが、全体

の保存はよくない。下顎骨体は今少し保存されていたと思われる。第 4前日歯～第 3後臼歯が確認される。

第 3後臼歯は萌出直前で、大部分が歯槽中にあった状態である。

<B Ii13-l Ⅳa4層 >
ニホンジカの臼歯破片と獣類の破片である。

<B Ii13(1,2)Ⅳ a4層 >

イノシンの右上顎第 3後臼歯である。末業部のみを欠損し、歯冠長推定40,OHlnl× 歯冠幅21.50nlnlを 測る。前

葉にエナメル穿子し、中葉にエナメル質摩耗がみられる。この他、獣類の四肢骨片が僅かにみられる。

<B Ii23 Ⅱb層 >
ニホンジカの上腕骨遠位端の外側部、イノシシの頭頂骨後頭鱗部が検出される。ニホンジカの上腕骨遠

位端の外側部は、骨端の小片であり、雄個体と思われる。また、イノシシの頭頂骨後頭鱗部は、頭頂骨は

後頭鱗にかけて残る破片である。後頭鱗幅75,74111を 測る。おそらく打ち割ったものの一部と推定される。

<B Ⅱm06 27号住居>
ニホンジカの右上顎第 1。 2後臼歯、左下顎第 3後臼歯、右下顎第 2後臼歯である。右上顎第 1・ 2後

臼歯は、同一個体のものと思われる。なお、全歯高からみた推定年齢は、右下顎第 2後臼歯が4.5歳、左下

顎第 3後臼歯が2.5歳 と考えられる。

(2)総括

・イノシシ

B Ii12の V層では、左右の上顎第 2後臼歯が出土していることから、顎骨にあったことが推定される。

ただし、その他歯牙が少ないことから、顎骨がどのような状態で残されていたか不明である。上顎第 3後

臼歯で全長40.Ollullに達する大形サイズの標本が認められており、イノシシとしても大形タイプである。第 3

後臼歯まで萌出する個体であることから、 4歳以上と推定される。その他の標本については、 4歳以上に

著しく年を経た個体の臼歯を確認することができない。

上記した臼歯の他に確認された歯牙は、切歯片がみられた程度である。骨格としては、後頭骨部分や顎

骨片が確認された。この内、顎骨片は上記の臼歯との関連はあるかと思われる。いずれも成獣の個体と判

断される。

・ニホンジカ

わずかに側頭骨片と上腕骨片が認められるが、大半は臼歯片である。 B Iilユー1の V層、B Ⅱ mo6の 27号住

居では、上顎臼歯と下顎臼歯が混在し、破損したものと考えられる。また、B Ii13の Ⅳa4層 では、右下顎

骨が検出されており、第 4前臼歯～第 3後臼歯が確認される。これらの事実から、数個の顎骨があったこ

とは事実のようである。

(3)あ とがき

本遺跡における出土骨の調査結果、イノシシ、ニホンジカがその中心となっている。イノシシおよびニ

ホンジカは、縄文時代の主な狩猟対象となる獣類で、各地から報告例がある (金子,1994)。 本遺跡の結果

は、内陸地域での獣類骨格の検出できた例として興味が持たれ、かつ重要な資料であると思われる。捨て

場という推定であるが、イノシシ、ニホンジカの頭骨を主とする集積であった可能性もある。検出された
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シカの日歯片も埋没時には顎骨にあった可能性もある。今後、周辺地域において資料が蓄積されていくこ

とで、当時の食糧資源や狩猟方法などの動物利用や当時の周辺環境について、より詳細に検討することが

できると思われ、今後とも本地域の調査成果に注目していきたい。
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転≒ド
図版 1 テフラ・花粉分析プレパラー ドの状況・植物珪酸体
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3.花粉分析プレパラート内状況 (平成12年度 V層下部)
4.花粉分析プレパラート内状況 (平成12年度 V層上部)
5.タ ケ亜科短細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
6.ヨ シ属短細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
7.ス スキ属短細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
8.イ テゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
9,タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
10,ヨ シ属機動細胞珪酸体 (平成12年度 V層下部)
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図版 2 炭化材 (1)

1.ケ ヤキ (平成13年度 300号炭)
2.カ ツラ (平成14年度 400号災)
3。 モクレン属 (平成13年度 318号住)
a:木日、 bi柾目、 c:板 目

…
 200μ m ia

_  200 μ rn i b,c
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図版 3 炭化材 (2)

ケンポナシ属 (平成13年度 318号住)
クマヤナギ属近似種 (平成12年度 B
a:木口、 b:紅 目、 ci板 目

Ii13 Ⅳa4層 )
- 200μ

m ia

■■■■■■■■■ 200μ m ib,c
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遺跡遠景 (南から)

遺跡近景 (南から)

写真図版 1 遺跡違景 。近景
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0～ 3区調査開始前 (東から)

0区縄文前期前葉検出面 (西から)

1区縄支晩期末～弥生初面作業風景 (西から)

1区完掘 (東から)

写真図版 2 0～ 3区調査開始前・作業風景・完掘
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縄文前期前葉 (焼土・完形土器出土、南から)

縄文早期末～前期初頭検出状況 (焼土群、南から)

写真図版 3 2区 検出状況

※同じ場所

-255-
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2～ 3区調査開始前 (西から)

3区縄文早期末～前期初頭住居跡群 (東から)

写真図版 4 2～ 3区調査前 。3区 V層 (畑側)検出住居跡群

-256-



4区調査前 (西から)

5～ 8区調査前 (東から)

写真図版 5 4～ 8区調査前

-257-



9～ 10区調査前 (東から)

4区作業風景 (縄文前期前葉、西から) 7区調査風景 (縄文早期末～前期初頭、西から)

9区 1面検出状況 (西から)
「
検出状況 (西から)           9区 作業風景 (縄文前期前葉、北西から)

写真図版 6 9～ 10区調査前 。4、 7、 9区作業風景・検出状況

-258-



0区土層断面 (南から) 0区土層断面 (3図①、東から)

1区土層断面 (4図、南から)

写真図版 7 土層断面 1

-259-

2区西側連続断面A(4図 、右側に断面 B、 西から)
鹸
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(5図、左側に断面A、 右側に断面 C、 西から)
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2区西側連続断面 B
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2区西側連続断面C(5図 、左側に断面 B、 西から)

写真図版 8 土層断面 2

-260-



3区山側土層断面 1(右側に断面 2、 南から)

Ogか ら)

|:F彗
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:

3区畑側土層断面 (北から)

写真図版 9 土層断面 3

-261-

3区内深掘土層断面



4区山側土層断面 (6図、南から)
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イ
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確

4区横断土層断面 (6図、西から)

写真図版10 土層断面 4

-262-



揮奮麟 ・・墓当

増
7区東側横断土層断面 (7図①、西から)

■郊

写真図版11 土層断面 5

-263-

7区山側土層断面 (左側に上写真断面、南から)



7区西側横断土層断面 (7図②、東から)

8区山側土層断面・検出状況 (南から)

写真図版12 土層断面 6

-264-



完掘 (西から)

磯澪語||:

写真図版13 20号住居跡

-265-

土層断面 (西から)

地床炉断面 (西から) 遺物出土状況 (南から)



完掘 (東から)

土層断面 (西から)

第 3号地床炉 平面 (東から) 遺物出土状況 (北から)

写真図版14 21号住居跡

-266-



危1塩■婁碍輩
Ⅲ
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完掘 (南から)

土層断面 (西から)

第 3号地床炉 平面 (東から) 断面 (北から)

写真図版15 24号住居跡

-267-



完掘 (東から)

土層断面 (南から)

写真図版16 25号住居跡

-268-

閣貯F面 (1ヒから)第 1号地床炉 平面 (北から)



完掘 (西から)
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予持毯繁
‐

A/・

無|ギ

写真図版17 26・ 52号住居跡

-269-

土層断面 (南から)

平面 (東から) 断面 (南から)



完掘 (東から)

土層断面 (西から)

第 1号地床炉 断面 (北から) 遺物出土状況 (西から)

写真図版刊8 27号住居跡

-270-



完掘 (西から)

土層断面 (西から)

第 2号地床炉 平面 (南から) 断面 (南から)

写真図版 19 30号住居跡

-271-



完掘 (南から)

土層断面 (南から)

第 2号地床炉 平面 (南から)

写真図版20 31号住居跡

-272-

断面 (西から)



完掘 (西から)

(東から)

第 1号地床炉 断面 (北から)

写真図版21 38号住居跡

-273-



完掘 (南から)

土層断面 (南から)

写真図版22 39号住居跡

-274-

断面 (西から)地床炉 平面 (北から)
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写真図版23 40号住居跡

土層断面 (西から)

地床炉 平面 (北から) 断面 (北から)

―-275-



完掘 (北から)

(東から)

写真図版24 41号住居跡

-276-
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完掘 (西から)
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土層断面 (東から)

iデ珪 習

遺物出土状況 (南から) 屋外炉 断面 (西から)

写真図版25 46号住居跡

-277-



完掘 (西から)

土層断面 (南から)

地床炉 平面 (北西から)

写真図版26 42号住居跡

-278-

断面 (南から)
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葵
完掘 (北から)
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土層断面 (東から)

写真図版27 44号住居跡

-279-
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写真図版28 45号住居跡

土層断面 (南から)

地床炉 断面 (北西から) ppll柱穴 断面 (南から)

-280-



完掘 (西から)

土層断面 (東から)

第 2号地床炉 平面 (南から)

写真図版29 48号住居跡

―-281-

断面 (南東から)



即

慰Ⅲ
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灘

完掘 (西から)

土層断面 (東から)

断面 (西から)

写真図版30 49号住居跡

-282-

断面 (東から)



屋外炉 断面 (東から)

写真図版3刊  51号住居跡

-283-



完掘 (南から)

土層断面 (北から)

第 1号地床炉 平面 (西から)

写真図版32 200号住居跡

-284-



完掘 (北から)

土層断面 西側 (南から) 東側 (南から)

写真図版33 202号住居跡

-285-

地床炉平面と遺物出土状況 平面 (北から) 地床炉 断面 (南から)



完掘 (西から)

土層断面 (南から)

地床炉 平面 (東から) 断面 (東から)

写真図版34 206号住居跡

-286-



完掘 (北から)

土層断面 (東から)

第 1号地床炉 平面 (東から)

写真図版35 207号住居跡

-287-



完掘 (南から)

土層断面 (東から)

遺物出土状況 (西から)

写真図版36 303号住居跡

-288-

地床炉 断面 (南から)



完掘 (北から)

Ⅲ■ 館 Ⅲ ゞ ギ =!

写真図版37 3刊 7号住居跡

-289-

土層断面 (東から)

第 1号地床炉 平面 (西から) 断面 (西から)



完掘 (北から)

土層断面 (西から)

写真図版38 318号住居跡

-290-

断面 (北西から)地床炉 平面 (西から)



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

写真図版39 319号住居跡

-291-

地床炉 平面 (東から) 断面 (南から)



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

平面 (東から)

写真図版40 320号住居跡

-292-

断面 (南から)新期地床炉



完掘 (西から)

地床炉 平面 (北から) 断面 (西から)

写真図版41 321号住居跡

-293-



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

写真図版42 323号住居跡

-294-

地床炉 断面 (東から)



完掘 (東から)

土層断面 (西から)

写真図版43 324号住居跡

-295-

断面 (東から)地床炉 平面 (東から)



鵜

ェri
■ぎ

完掘 (中央白色部分 南から)

土層断面 (西から)

第 2号地床炉 平面 (西から)

写真図版44 400号住居跡

-296-



完掘 (南から)

_             ‐=・ i,.!_ギ  i :十  ́f~
増

土層断面 (北から 断面中央白色部が十和田―中諏火山灰層)

写真図版45 404号住居跡

地床炉 断面 (東から)

-297-

断面 (北から)



完掘 (北から)

第 2号地床炉 平面 (東から)

第 1号地床炉 断面 (北から)

写真図版46 405号住居跡

-298-

(東から)ppl柱穴 断面



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

地床炉 平面 (南から) 断面 (西から)

写真図版47 407号住居跡

-299-
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207号住居跡地床炉と408号住居跡地床炉 (ベル ト下の炉 )

完掘 (南から)

写真図版48 408号住居跡 (1)

-300-



地床炉 断面 (北から)

写真図版49 408号住居跡 (2)

-301-



完掘 (南から)

断面 (南東から)

地床炉断面 (南西から) 炉跡出土土器拡大 (南から)

写真図版50 409号住居跡

-302-



完掘 (北から)

土層断面 (北から)

地床炉断面 (北から)

写真図版51 410号住居跡

-303-



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

第 2号地床炉平面 (南から) 断面 (南から)

写真図版52 412号住居跡

-304-



完掘 (北から)

土層断面 (南から)

地床炉平面 (東から) 断面 (西から)

写真図版53 413号住居跡

-305-



完掘 (北から)

土層断面 (北から)

地床炉平面 (東から) 第 1号地床炉断面 (西から)

写真図版54 414号住居跡

-306-



土層断面 (東から)

地床炉断面 (南から)

写真図版55 415号住居跡

-307-

遺物出土状況 (北から)



土層断面 (北から)

地床炉平面 (西から) 地床炉断面 (西から)

写真図版56 417号住居跡

-308-
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写真図版57 418号住居跡

土層断面 (南から)

地床炉断面 (南西から) 遺物出土状況 (南から)

―-309-



完掘 (東から)

土層断面 (南から)

地床炉断面 (東から) 第 1号土坑断面 (東から)

写真図版58 420号住居跡

-310-



:洗

完掘 (北から)

地床炉平面 (北から) 断面 (西から)

写真図版59 422号住居跡

-311-
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土層断面 (西から)

地床炉平面 (南から) 断面 (東から)

写真図版60 423号住居跡

-312-



完掘 (北から)

地床炉平面 (南から) 断面 (南から)

写真図版61 425号住居跡

-313-



完掘 (南から)

Ⅲ華だ

土層断面 (北から)

写真図版62 28号堅穴状遺構

―-314-―

地床炉平面 (南から) 断面 (】ヒから)
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完掘 (南から)

土層断面 (西から)

土坑完掘 (南から) 断面 (南から)

写真図版63 29号竪穴状遺構

-315-



32号竪穴状遺構

lt�i長

完掘 (北から)

完掘 (北から)

写真図版64 32'33号竪穴状遺構

-316-

爛

33号竪穴状遺構



完掘 (北から)

pp30柱穴断F百 (】ヒから)

写真図版65 35号竪穴状遺構

―-317-―



勢導

・一一一
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一一一一　′ｔ‐ぃ一一一一学 完掘 (北東から)

土層断面 (北から)

写真図版66 36号竪穴状遺構

-318-



完掘 (南から)

土層断面 (東から)

写真図版67 37号竪穴状遺構

-319-



pp4柱穴断面 (南東から)

完掘 (南西から)

写真図版68 30司 号竪穴状遺構

-320-



完掘 (南西から)

土層断面 (北から)

写真図版69 304号堅穴状遺構

-321-



完掘 (南西から)

警i為
土層断面 (北東から)

写真図版70 306号竪穴状遺構

-322-



土層断面 (北西から)

土層断面 (北から)

写真図版71 307号竪穴状遺構

-323-



完掘 (南西から)

ii44

土層断面 (北東から)

写真図版72 309号竪穴状遺構

-324-
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土層断面 (南西から)

写真図版73 3刊 1号竪穴状遺構

完掘 (南西から)

-325-
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写真図版74 312号竪穴状遺構

完掘 (南西から)

土層断面 (西から)

土坑完掘 (西から) 遺物出土状況 (南西から)

-326-



完掘 (南西から)

ppl柱穴断面 (南西から) =‐

:‐

1~

pp2柱穴断面 (南西から)

写真図版75 314号竪穴状遺構

-327-



眩

完掘 (南西から)

土層断面 (北西から)

写真図版76 315号竪穴状遺構

-328-



完掘 (北西から)

pp4柱穴断面 (南東から)

写真図版77 316号竪穴状遺構

-329-



ポ

完掘 (】ヒから)

土層断面 (南から)

写真図版78 322号竪穴状遺構

-330-

ppl柱穴断面 (西から)
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土層断面 (西から)

遺物出土状況 (北から) ppl柱穴断面 (西から)

写真図版79 325号竪穴状遺構

-331-



平面 (南から)2号焼土遺構

3号焼土遺構 平面 (南から)

平面 (南から)

平面 (東から)

写真図版80 焼土遺構 (1)

断面 (南から)

断面 (南東から)

4号焼土遺構 断面 (南東から)

断面 (南から)6号焼土遺構

-332-



7号焼土遺構 平面 (西から)

平面 (東から)

平面 (東から)

平面 (北から)

写真図版81 焼土遺構 (2)

断面 (西から)

8号焼土遺構

断面 (南から)

断面 (東から)

9号焼土遺構

断面 (南から)10号焼土遺構

-333-



11号焼土遺構

12号焼土遺構

13号焼土遺構

平面 (東から)

平面 (東から)

平面 (北から)

平面 (】ヒから)

写真図版82 焼土遺構 (3)

断面 (東から)

断面 (北から)

断面 (南から)

14号焼土遺構

-334-

断面 (東から)



15号焼土遺構

16号焼土遺構

17号焼土遺構

平面 (北から)

平面 (北西から)

平面 (北東から)

平面 (北から)

写真図版83 焼土遺構 (4)

断面 (南から)

断面 (東から)

(南西から)

18号焼土遺構

-335-

断面 (南から)



19。 21号焼土遺構

20号焼土遺構

22号焼土遺構

平面 (西から) 19号焼土遺構

平面 (南から)

平面 (南から)

写真図版84 焼土遺構 (5)

断面 (南から)

断面 (西から)

断面 (西から)

平面 (西から)

23号焼土遺構

-336-

断面 (西から)



24号焼土遺構

26号焼土遺構

平面 (北から)

平面 (北から)

平面 (北から)

平面 (南から)

写真図版85 焼土遺構 (6)

断面 (東から)

25号焼土遺構 断面 (南から)

(南から)

断面 (西から)27号焼土遺構

-337-



28号焼土遺構

29号焼土遺構

200号焼土遺構

平面 (南東から)

平面 (西から)

平面 (東から)

平面 (東から)

写真図版86 焼土遺構 (7)

断面 (西から)

断面 (東から)

断面 (南から)201号焼土遺構

―-338-



202号焼土遺構

203号焼土遺構

204号焼土遺構

平面 (東から)

平面 (北から)

平面 (北から)

平面 (西から)

写真図版87 焼土遺構 (3)

断面 (南から)

断面 (東から)

断面 (東から)

断面 (南東から)205号焼土遺構

―-339-



206号焼土遺構

207号焼土遺構

208号焼土遺構

平面 (北から)

平面 (東から)

平面 (西から)

平面 (西から)

写真図版88 焼土遺構 (9)

断面 (南から)

断面 (西から)

断面 (耳ヒから)
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Ⅲ 事ヽこ

断面 (東から)209号焼土遺構

-340-



300号焼土遺構

301号焼土遺構

302号焼土遺構

平面 (南東から)

平面 (西から)
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写真図版89 焼土遺構 (10)
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写真図版90 焼土遺構 (1司 )

401号焼土遺構
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402号焼土遺構
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写真図版91 焼土遺構 (12)
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406号焼土遺構
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写真図版92 焼土遺構 (13)
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断面 (南から)410号焼土遺構

-344-



415号焼土遺構 断面 (南西から)
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写真図版93 焼土遺構 (14)
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写真図版94 焼土遺構 (15)
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平面 (西から) 断面 (南東から)
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写真図版95 焼土遺構 (16)
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433号焼土遺構
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写真図版96 焼土遺構 (17)
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写真図版97 焼土遺構 (司 8)

断面 (南から)

444号焼土遺構
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写真図版98 焼土遺構 (19)
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写真図版99 焼土遺構 (20)

断面 (南から)

彬
　
一一■

断面 (南から)

|■ⅢⅢⅢⅢ

断面 (北から)458号焼土遺構

-351-



■IIIi
:ド イ 上‐

:It11

平面 (西から)

460号焼土遣構

461号焼土遺構

津1学を守舞
・ 1        ■_ . すよ

l   . | |||

断面 (南から)

i■■|
―■|■| 
―

断面 (南から)司ユ1向 F(千肯から)

平而i(東から)

写真図版100 焼土遺構 (2司 )

452号焼土遺構
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453号焼土遺構 平面 (東から)

平面 (北から)

写真図版¬01 焼土遺構 (22)・ 炭化物集積遺構 (1)
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400号炭化物集積遺構 平面 (北から) 断面 (南から)

401号炭化物集積遺構 断面 (南から)

写真図版102 炭化物集積遺構 (2)
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写真図版司03 土坑 (1)
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写真図版104 土坑 (2)
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写真図版105 土坑 (3)
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写真図版 106
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写真図版107 土坑 (5)

――  t     i l                ‐i―
Ⅲi

:■
―
札―・

i―

|| ― |'|

ri
完掘 (南から)

318号土坑

、!J    報ミ

Ⅲ 塩
｀
■|

il「
｀   ・ _

―
竜

―

 |||た ||

||

らゝ
　
ｉ
・ｉ
一
一

カ

　

　

．

備

　

・
一】

一

・断面
習
一

式

一
．
．

４
恭
一
　
寸
一　
　
、

iFiFt

319号土坑 完掘 。断面 (南から)

完掘・断面 (南から)321号土坑

-359-



406号土坑
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写真図版108 土坑 (6)
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写真図版刊10 20号住居跡出土遺物 (2)
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写真図版刊13 24号 (2)・ 25号 。26・ 52号 (1)住居跡出土遺物
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写真図版114 26・ 52号 (2)。 27号 (1)住居跡出土遺物
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写真図版1刊 5 27号 (2)・ 30号・3刊 号 (1)住居跡出土遺物
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写真図版116 31号 (2)。 38号住居跡出土遺物
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写真図版117 39号・ 40号・41号 (1)住居跡出土遺物
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写真図版118 41号 (2)・ 46号住居跡出土遺物
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写真図版119 42号 。44号・45号 。48号 (1)住居跡出土遺物
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土器 S=1/3 石器 S=1/2
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写真図版124 317号 (2)。 318号 。319号住居跡出土遺物
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写真図版 125 320号 。321号 。323号 。324号住居跡出土遺物
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写真図版刊26 400号・404号 。405号住居跡出土遺物
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写真図版128 409号住居跡出土遺物
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写真図版129 410号・ 412号住居跡出土遺物
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写真図版132 422号・423号・425号住居跡・29号・36・ 37号 。301号・304号 。306・ 307号竪穴状遺構出土遺物
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写真図版刊34 322号 (2)・ 325号竪穴状遺構 。焼土遺構 (1)出土遺物
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写真図版135 焼土遺構出土遺物 (2)
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写真図版136 焼土遺構 (3)。 土坑
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写真図版137 土坑出土遺物 (2)
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写真図版138 遺構外出土土器 (1)0区Ⅸ、Ⅵa層‐1
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No 図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 縮尺 図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺

1 1304 1/3 3 13116 5 1/3 7 131-3 9 131も 1/3

2 1/3 1307 6 131ワ 1/3 8 131-4

写真図版139 遺構外出土土器 (2)0区Ⅵa層‐2、 Ⅵb層‐1

-391-



8

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 縮尺 No. 縮尺

1321 1/3 1323 1/3 5 1325 1/3 132‐ 7 1/3 9 1329 11 132‐ 11 1/3

2 132‐ 2 1/8 1324 1/3 6 1326 1328 1/3 13210 1/3

写真図版140 遺構外出土土器 (3)0区Ⅵa層‐3、 Ⅵb層‐2、 Ⅱb層…1
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悦鯵ぃ∞ 罐

No 図・番号 縮尺 No 縮尺 No 図・番号 縮尺 Ntl 縮尺 濫 ヽ 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺

1 13212 4 132‐ 15 1/3 7 1333 1/3 1342 1/3 134-5 1/3 1348 1/3

13213 5 133-1 1/3 8 133■ 1/3 134‐3 1346 1/3 17 13■ 9 1/3

132‐ 14 6 1332 1/3 1341 1/8 1344 1/3 1347 1/3

写真図版141 遺構外出土土器 (4)0区 Ⅱb層 -2、 1区 V層
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M4

図 番号 縮尽 No 図 番号 縮尺 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺

3 1/3 5 134‐ 14 7 135ワ 1/3 9 11 135‐6 ユ/3

2 4 134‐ 13 1/3 6 135‐ 1 1/3

写真図版司42 遺構外出土土器 (5)1区Ⅳa3層―刊
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No 図・番号 縮 尺 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮 尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 図 番号 縮尺

1 13予7 1/3 3 135‐ 9 1/3 5 135‐ 11 1/3 7 1/3 9 1361 1/3 l]

2 135お 1/3 1/3 6 135‐ 12 1/3 10 1369 1/3

写真図版143 遺構外出土土器 (6)1区Ⅳa3層 -2、 Ⅱb層‐1
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No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺

l 136も 1/3 136‐8 1/3 5 1339 7 13$1よ 1/3 9 11 136‐14 1/3

2 1366 ユ/3 136‐7 1/3 6 136‐ 12 と/3

写真図版144 遺構外出土土器 (7)1区 Ⅱb層‐2、 I、 Ⅱ層
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緯 悦

図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 図・香号 縮尺

1 13子 1 3 13子3 1/3 5 1376 1/3 7 1347 1/3 9 13″9

2 13作2 137望 1/3 6 1376 1/3 8 1348 1/3

写真図版145 遺構外出土上器 (8)1区 Ⅲb層‐3
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No 縮 尺 No 縮 尺 No 縮尺 No 縮尺 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺

1 13&1 1/3 3 13伊3 1/3 5 1器5 1/3 7 138‐10 1/3 9 138お

2 1382 4 138‐ 4 1/3 13予6 8 138‐7 1/3 1389

写真図版146 遺構外出土土器 (9)1区 Ⅲb層‐4



報 国 酵 8

覇絨 3

No 図・番号 縮尺 No 縮尺 No 縮尺 No 縮尺 No 縮尺 No 図・番号 縮尺

1 13}よ 1/3 4 1394 1/3 6 1396 1/3 8 1398 13チ 10 1/3 13}12 1/8

2 1392 1/3 5 1395 1/3 1397 1/3 9 1399 139-11 1/3 13∈13 1/3

3 139お 1/3

写真図版147 遺構外出土土器 (10)2区Ⅶa3、 Ⅶa2層‐1
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写真図版148 遺構外出土土器 (11)2区 WIIa2層・2

B
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欝 ∞

鮎 鞠

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 縮尺 縮尺 No 図 番号 縮尺

1 141115 1/3 141-1 1/3 5 1413 1/3 7 141も 1/3 9 1422 1/3

2 14∈ 16 1/3 4 1419 1/3 6 8 142-1 1/3 141-6 1/3

写真図版149 遺構外出土土器 (12)2区 Ⅶa2層‐3、 Ⅳa3、 Ⅳa4、 V層
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丁1竜

Vi 磯 7 駕罐騨
"18

No 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮 尺 No 縮尺 縮尺 縮尺 No 縮尺

1 142発 [/3 3 1426 1/3 5 143-1 1/3 IイH33 1/3 9 143-5 143-7 1/3

2 142-3 と/3 142_4 6 143つ 1/3 8 1434 1/3

写真図版刊50 遺構外出土土器 (13)2区Ⅳa2層、 3区 (山体側)Ⅶ a2層‐1
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驀覇麗巖鰈
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鯵 u

写真図版151 遺構外出土土器 (14)3区 (山体側)Ⅶ a2層‐2、 V層‐刊
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Ⅷ拗

図・番号 縮尺 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮 尺 図 番号 縮尺

1 1449 1/3 4 144‐ 12 1/3 7 14■ 15 1/3 13 145‐4 1/3

2 14410 1/3 5 1/3 8 14416 1/3 14}2 1/3 14 145う 1/3

3 14411 1/3 6 1/3 9 14417 1/3 145‐3 1/3 145お 1/3

写真図版152 遺構外出土土器 (刊 5)3区 (山体側)V層…2
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Ⅷ
２

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮 爬 No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 緒尺 No 図・濯碍 縮尺

1 145‐ 8 4 145-11 1/8 7 1462 1/3 146‐ 5 1/3 146‐ 8 1/3 146‐ ll 1/3

2 145‐ 9 1/3 5 1612 1/8 8 146‐ 3 146‐ 6 1/3 146‐ 9 1/3

3 145‐ 10 1/3 6 146-1 1/3 9 146卜4 146-7 1/3 146-10 1/3

写真図版153 遺構外出土土器 (16)3区 (山体側)V層‐3、 Ⅳa4層‐1、 (畑側)V層‐1
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緯ュ

写真図版154 遺構外出土土器 (17)3区 (畑側)V層‐2

悦
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写真図版155 遺構外出土土器 (18)3区 (畑側)V層 -3、 Ⅳb層‐1

-407-

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺

ユ 14子 14 4 14子 17 [/3 7 1/3 1486 1/3 13 148‐9 1/3

2 147-15 1/3 5 14よユ 1/3 8 1/3 1487 14810 1/3

3 147‐ 16 1/3 6 1482 9 1485 1/3 148‐8 1/3 148‐ 11 1/3



Ⅷ
５

♭ ¶

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 図 番号 縮尺 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮 尺

1 148-12 1/3 149‐ 2 1/3 149も 1/3 13 14餅 8

2 14313 [/3 5 8 149‐3 149お 1/3 [4

3 14814 1/3 6 149-1 9 149-4 1/3 1497 1/3

写真図版刊56 遺構外出土土器 (19)3区 (畑側)Ⅳ b層‐2
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No 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 縮 尺 No 縮尺

1 149‐10 1/3 4 14伊 13 1/3 7 15113 150お 1/3

2 149‐ 11 1/3 5 1501 1/3 8 1504 11 1507 1/3 1/3

1/3 6 1511ワ 1/3 9 lFol1 5 1/3 15

写真図版司57 遺構外出土土器 (20)3区 (畑側)Ⅳ b層‐3、 Ⅱb層、 (山体側)Ⅳ a4層‐2、 5～ 7区Ⅶb2、 V層¬
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印7

図 番号 縮尺 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺

1 151も 3 151-7 152‐ 2 1/3 7 152-4 1/3 152お 1/3 11 152お 1/3

2 151る 4 152‐ 1 6 152毛 1/3 8 152-5 1/3 152-7 1/3

写真図版158 遺構外出土土器 (21)5～ 7区 V層 -2
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写真図版159 遺構外出土石器 (1)

No 図・番号 縮尺 No 縮尺 Nα 図 番号 縮尺 Nα 図 番号 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮尺

1/2 9 153‐  9 1/2 153‐ 17 1/2 15325 1/2 1548 1/2 15416 1/2

2 153- 2 1/2 153‐ 10 1/2 153-18 1/2 15■ 1 1/2 1549 1/2 42 15417 1/2

3 153-3 1/2 153‐ 1 1/2 158‐ 19 1/2 1542 1/2 15410 1/2 43 15418 1/2

4 153‐ 4 1/2 153‐ 12 1/2 153-20 1/2 28 1543 1/2 154H 1/2 44 15419 1/2

5 153-5 1/2 153-13 1/2 153 21 1/2 29 1544 1/2 15412 1/2 45 154211 1/2

6 1536 1/2 14 153‐ 14 1/2 153-22 1ノワ 30 154  5 1/2 154‐ 13

7 15伊 7 1/2 1粥 -15 1/2 153-23 1/2 154 6 1/2 15414
153‐ 8 1/2 153‐ 16 1/2 24 153-24 1/2 32 1547 1/2 40 154 15
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欅
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鬱

島

露

〒

鍮

蔵

Ｖ

踏
麹
覇

盛 幾 7

綴 欅 12

写真図版160 遺構外出土石器 (2)

図・番号 縮尺 No 図・春号 縮尺 Nα 縮尺 No 図・番号 縮尺 No 縮尺 図・番号 縮尺

1 15421 5 15425 1/2 9 1534 1/2 1538 155-12 1/2 155‐ ユ6

2 154 22 1/2 6 15争 1 1/2 155- 5 1/2 155-9 155-13 1/2

3 1砕 23 1/2 155- 2 1/2 Iユ 155‐  6 1/2 155 10 1/2 15,14 1/2

4 1酵 24 1/2 8 1勝 1/2 1弱-7 1/ワ 155 11 1/2 20 15515 1/2
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写真図版161 遺構外出土石器 (3)

No 図・番号 縮尺 No 図・番号 縮 尺 No 縮 爬 No 縮 爬 No 縮 尺 No 縮爬

1 156‐  1 1/2 5 1565 1/2 9 l酷 9 1/2 156‐ 13 1/2 15″ 1 1/2 1575 1/2

2 156‐ 2 1/2 1566 1/2 156-10 156‐ 14 1/2 157 2 22 1546 1/2

3 156-3 1/2 1557 1/2 15◆ 11 1/2 156‐ 15 1/2 157 3

156‐ 1/2 15$8 1/2 15612 1/2 156‐ 16 1/2 211 157 4 1/2
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写真図版162 遺構外出土石器 (4)
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写真図版刊64 遺構外出土石器 (6)
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♭

No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 図・番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺 No 図 番号 縮尺

I 1/3 3 161 8 5 162‐  4 と/3 162-7 1/3

2 7 1/3 6 162‐  3 8 162‐  5 1/3

写真図版 165 遺構外出土石器 (7)
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写真図版166 遺構外出土石器 (8)
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